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(57)【要約】
【課題】遊技球を有効に利用するという観点で改良でき
る遊技機を提供すること。
【解決手段】エンディング演出中に、音量や光量を変更
可能な状態を構成可能とされているので、エンディング
演出中における暇な時間を、音量や光量の設定を変更さ
せる時間に当てることができる。これにより、遊技者の
手をハンドル５１から離させ易くすることができるので
、遊技球の誤発射を防止し易くすることができる。即ち
、遊技球を有効に利用するという観点で改良することが
できる。音量や光量の設定を変更させた後で、ハンドル
５１を再び握ることが好ましいタイミングを遊技者に知
らせることができる。
【選択図】図５６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に関する所定の演出を実行可能な演出実行手段と、
　前記所定の演出の実行中に、遊技に関わる所定の設定を変更可能な変更可能状態を構成
可能な変更手段と、を備えることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記所定の演出の継続期間の終わりを遊技者が把握可能に報知する報知手段を備え、前
記変更可能状態において、前記報知手段による演出が継続されることを特徴とする請求項
１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記変更可能状態において、変更可能な前記所定の設定が切り替え可能な状態を構成可
能であることを特徴とする請求項１又は２に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機などの遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機において、大当たり遊技が終了して特図変動遊技が可能な状態へ
移行する遊技機がある（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－０１９７４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、遊技球を有効に利用するという観点で改良
の余地があるという問題点があった。本発明は、上記例示した問題点を解決するためにな
されたものであり、遊技球を有効に利用するという観点で改良することができる遊技機を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技に関する所定の演出を実行可
能な演出実行手段と、前記所定の演出の実行中に、遊技に関わる所定の設定を変更可能な
変更可能状態を構成可能な変更手段と、を備える。
【０００６】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、前記所定の演出の継続期間
の終わりを遊技者が把握可能に報知する報知手段を備え、前記変更可能状態において、前
記報知手段による演出が継続される。
【０００７】
　請求項３記載の遊技機は、請求項１又は２に記載の遊技機において、前記変更可能状態
において、変更可能な前記所定の設定が切り替え可能な状態を構成可能である。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１記載の遊技機によれば、遊技球を有効に利用するという観点で改良することが
できる。
【０００９】
　請求項２記載の遊技機によれば、請求項１記載の遊技機の奏する効果に加え、適切なタ
イミングで遊技球を発射しないことによる不利益を遊技者が受けることを避け易くするこ
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とができる。
【００１０】
　請求項３記載の遊技機によれば、請求項１又は２に記載の遊技機の奏する効果に加え、
変更可能な所定の設定が複数あることで、遊技者が暇となる時間が長い場合であっても、
遊技者が手持無沙汰となることを避け易くすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】第１実施形態におけるパチンコ機の正面図である。
【図２】パチンコ機の遊技盤の正面図である。
【図３】パチンコ機の背面図である。
【図４】パチンコ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図５】入賞ユニットの正面斜視図である。
【図６】入賞ユニットの背面斜視図である。
【図７】入賞ユニットの分解正面斜視図である。
【図８】入賞ユニットの分解背面斜視図である。
【図９】入賞ユニットの分解正面斜視図である。
【図１０】入賞ユニットの分解背面斜視図である。
【図１１】入賞ユニットの分解正面斜視図である。
【図１２】入賞ユニットの分解背面斜視図である。
【図１３】入賞ユニットの分解正面斜視図である。
【図１４】入賞ユニットの分解背面斜視図である。
【図１５】（ａ）は、入賞ユニットの正面図であり、（ｂ）は、図１５（ａ）の矢印ＸＶ
ｂ方向視における入賞ユニットの側面図であり、（ｃ）は、図１５（ａ）の矢印ＸＶｃ方
向視における入賞ユニットの上面図である。
【図１６】（ａ）及び（ｂ）は、図１５（ｃ）のＸＶＩａ－ＸＶＩａ線における入賞ユニ
ットの断面図である。
【図１７】図１５（ｃ）のＸＶＩＩ－ＸＶＩＩ線における入賞ユニットの断面図である。
【図１８】図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における入賞ユニットの断面図であ
る。
【図１９】図１５（ｃ）のＸＩＸ－ＸＩＸ線における入賞ユニットの断面図である。
【図２０】図１５（ｃ）のＸＶＩＩ－ＸＶＩＩ線における入賞ユニットの断面図である。
【図２１】図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における入賞ユニットの断面図であ
る。
【図２２】図１５（ｃ）のＸＩＸ－ＸＩＸ線における入賞ユニットの断面図である。
【図２３】（ａ）及び（ｂ）は、図１５（ｃ）のＸＸＩＩＩａ－ＸＸＩＩＩａ線における
入賞ユニットの断面図である。
【図２４】（ａ）から（ｄ）は、入賞ユニットの正面斜視図である。
【図２５】（ａ）から（ｄ）は、入賞ユニットの正面斜視図である。
【図２６】（ａ）から（ｄ）は、入賞ユニットの正面斜視図である。
【図２７】（ａ）から（ｄ）は、入賞ユニットの正面斜視図である。
【図２８】（ａ）及び（ｂ）は、入賞ユニットの正面斜視図である。
【図２９】（ａ）及び（ｂ）は、図１５（ｂ）のＸＸＩＸａ－ＸＸＩＸａ線における入賞
ユニットの部分断面図である。
【図３０】（ａ）及び（ｂ）は、図１５（ｂ）のＸＸＩＸａ－ＸＸＩＸａ線における入賞
ユニットの部分断面図である。
【図３１】（ａ）から（ｃ）は、電動役物の状態の計時変化の一例を示した図である。
【図３２】保留種別、遊技状態、特別図柄の種別および変動時間の関係を説明する図であ
る。
【図３３】図２３（ａ）のＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ線におけるスライド部材、傾倒部
材及び伝達部材の断面図である。
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【図３４】図２３（ａ）のＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ線におけるスライド部材、傾倒部
材及び伝達部材の断面図である。
【図３５】図２３（ａ）のＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ線におけるスライド部材、傾倒部
材及び伝達部材の断面図である。
【図３６】図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における板部材、ベース板、スライ
ド部材、傾倒部材及び伝達部材の断面図である。
【図３７】（ａ）及び（ｂ）は、図２の範囲ＸＸＸＶＩＩａにおける上側可変入賞装置の
拡大正面図である。
【図３８】（ａ）から（ｃ）は、図２の範囲ＸＸＸＶＩＩａにおける上側可変入賞装置の
拡大正面図である。
【図３９】（ａ）から（ｃ）は、図２の範囲ＸＸＸＶＩＩａにおける上側可変入賞装置の
拡大正面図である。
【図４０】（ａ）から（ｃ）は、図３７（ａ）のＸＬａ－ＸＬａ線における移動上蓋部材
及び移動床部材の断面図である。
【図４１】（ａ）から（ｃ）は、図３７（ａ）のＸＬａ－ＸＬａ線における移動上蓋部材
及び移動床部材の断面図である。
【図４２】（ａ）は、第１の特別作動パターンにおける第２特定入賞口の計時変化を示し
た図であり、（ｂ）は、第２の特別作動パターンにおける第２特定入賞口の計時変化を示
した図であり、（ｃ）は、第３の特別作動パターンにおける第２特定入賞口の計時変化を
示した図である。
【図４３】（ａ）は、主制御装置内のＲＯＭの電気的構成を示すブロック図であり、（ｂ
）は、第１当たり乱数テーブルの内容を模式的に示した模式図であり、（ｃ）は、特別図
柄１乱数テーブルにおける第１当たり乱数カウンタと判定値との対応関係を模式的に示し
た模式図であり、（ｄ）は、特別図柄２乱数テーブルにおける第１当たり乱数カウンタと
判定値との対応関係を模式的に示した模式図である。
【図４４】（ａ）は、第１当たり種別選択テーブルにおける第１当たり種別カウンタと特
別図柄における大当たり種別との対応関係を模式的に示した模式図であり、（ｂ）は、第
２当たり乱数テーブルにおける第２当たり乱数カウンタと普通図柄における当たりとの対
応関係を模式的に示した模式図である。
【図４５】正面枠及び外枠の上面図である。
【図４６】（ａ）は、表示画面の領域区分設定と有効ライン設定とを模式的に示した図で
あり、（ｂ）は、実際の表示画面を例示した図である。
【図４７】（ａ）は、大当たり演出の流れの一例を説明するための概略図であり、（ｂ）
は、エンディング演出の流れの一例を説明するための概略図であり、（ｃ）、（ｄ）及び
（ｅ）は、大当たり演出の一部であるエンディング演出において表示されるエンディング
表示演出の表示画面を例示した図である。
【図４８】（ａ）は、エンディング演出において表示される社名表示演出の表示画面を例
示した図であり、（ｂ）は、エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表示演
出の表示画面を例示した図である。
【図４９】（ａ）は、エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表示演出の表
示画面を例示した図であり、（ｂ）は、エンディング演出終了直後における表示画面を例
示した図である。
【図５０】エンディング演出と特別図柄における大当たり種別との対応関係を模式的に示
した模式図である。
【図５１】図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における第２実施形態における入賞
ユニットの断面図である。
【図５２】図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における入賞ユニットの断面図であ
る。
【図５３】（ａ）は、第３実施形態における入賞ユニットを模式的に示す模式図であり、
（ｂ）は、入賞ユニットの別例を模式的に示す模式図である。
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【図５４】（ａ）及び（ｂ）は、第４実施形態における入賞ユニットを模式的に示す模式
図である。
【図５５】（ａ）及び（ｂ）は、図２の範囲ＸＸＸＶＩＩａにおける第５実施形態におけ
る上側可変入賞装置の正面図である。
【図５６】（ａ）及び（ｂ）は、第６実施形態におけるエンディング演出において表示さ
れるカード忘れ防止表示演出の表示画面を例示した図である。
【図５７】エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表示演出の表示画面を例
示した図である。
【図５８】（ａ）及び（ｂ）は、エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表
示演出の表示画面を例示した図である。
【図５９】（ａ）及び（ｂ）は、第７実施形態におけるエンディング演出において表示さ
れるカード忘れ防止表示演出の表示画面を例示した図である。
【図６０】エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表示演出の表示画面を例
示した図である。
【図６１】（ａ）及び（ｂ）は、第８実施形態におけるエンディング演出において表示さ
れるカード忘れ防止表示演出の表示画面を例示した図である。
【図６２】エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表示演出の表示画面を例
示した図である。
【図６３】カード忘れ防止表示演出における枠ボタン表示の計時変化、枠ボタンの操作の
有効性の計時変化および枠ボタンの操作の一例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について、添付図面を参照して説明する。まず、図１から図５
０を参照し、第１実施形態として、本発明をパチンコ遊技機（以下、単に「パチンコ機」
という）１０に適用した場合の一実施形態について説明する。図１は、第１実施形態にお
けるパチンコ機１０の正面図であり、図２はパチンコ機１０の遊技盤１３の正面図であり
、図３はパチンコ機１０の背面図である。
【００１３】
　なお、以下の説明では、図１に示す状態のパチンコ機１０に対して、紙面手前側を前方
（正面）側として、紙面奥側を後方（背面）側として説明する。また、図１に示す状態の
パチンコ機１０に対して、上側を上方（上）側として、下側を下方（下）側として、右側
を右方（右）側として、左側を左方（左）側としてそれぞれ説明する。さらに、図中（例
えば、図２参照）の矢印Ｕ－Ｄ，Ｌ－Ｒ，Ｆ－Ｂは、パチンコ機１０の上下方向，左右方
向，前後方向をそれぞれ示している。
【００１４】
　図１に示すように、パチンコ機１０は、略矩形状に組み合わせた木枠により外殻が形成
される外枠１１と、その外枠１１と略同一の外形形状に形成され外枠１１に対して開閉可
能に支持された内枠１２とを備えている。外枠１１には、内枠１２を支持するために正面
視（図１参照）左側の上下２カ所に金属製のヒンジ１８が取り付けられ、そのヒンジ１８
が設けられた側を開閉の軸として内枠１２が正面手前側へ開閉可能に支持されている。
【００１５】
　内枠１２には、多数の釘ＫＧ１や入賞口６３，６４等を有する遊技盤１３（図２参照）
が着脱可能に装着される。この遊技盤１３の前面を球（遊技球）が流下することにより弾
球遊技が行われる。なお、内枠１２には、球を遊技盤１３の前面領域に発射する球発射ユ
ニット１１２ａ（図４参照）やその球発射ユニット１１２ａから発射された球を遊技盤１
３の前面領域まで誘導する発射レール（図示せず）等が取り付けられている。
【００１６】
　なお、釘ＫＧ１の図示は、特に詳述しない限り釘ＫＧ１の長さ方向視における外形を示
す。即ち、釘ＫＧ１は一般的には正面側の先端部が膨らんだ形状（まち針に類似の形状）
で形成されるが、その膨らんだ部分の形状が図示されており、ベース板６０に打ち込まれ
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る細径部の形状は図示されていない。従って、図２において、釘ＫＧ１間の隙間が球の直
径未満の長さであった場合でも、釘ＫＧ１の図示されていない細径部の間の隙間が球の直
径以上の長さであれば、球が通過することはあり得る。
【００１７】
　内枠１２の前面側には、その前面上側を覆う正面枠１４と、その下側を覆う下皿ユニッ
ト１５とが設けられている。正面枠１４および下皿ユニット１５を支持するために正面視
（図１参照）左側の上下２カ所に金属製のヒンジ１９が取り付けられ、そのヒンジ１９が
設けられた側を開閉の軸として正面枠１４および下皿ユニット１５が正面手前側へ開閉可
能に支持されている。なお、内枠１２の施錠と正面枠１４の施錠とは、シリンダ錠２０の
鍵穴２１に専用の鍵を差し込んで所定の操作を行うことでそれぞれ解除される。
【００１８】
　正面枠１４は、装飾用の樹脂部品や電気部品等を組み付けたものであり、その略中央部
には略楕円形状に開口形成された窓部１４ｃが設けられている。正面枠１４の裏面側には
２枚の板ガラスを有するガラスユニット１６が配設され、そのガラスユニット１６を介し
て遊技盤１３の前面がパチンコ機１０の正面側に視認可能となっている。
【００１９】
　正面枠１４には、球を貯留する上皿１７が前方へ張り出して上面を開放した略箱状に形
成されており、この上皿１７に賞球や貸出球などが排出される。上皿１７の底面は正面視
（図１参照）右側に下降傾斜して形成され、その傾斜により上皿１７に投入された球が球
発射ユニット１１２ａ（図４参照）へと案内される。また、上皿１７の上面には、枠ボタ
ン２２が設けられている。この枠ボタン２２は、例えば、第３図柄表示装置８１（図２参
照）で表示される演出のステージを変更したり、スーパーリーチの演出内容を変更したり
する場合などに、遊技者により操作される。
【００２０】
　正面枠１４には、その周囲（例えばコーナー部分）に各種ランプ等の発光手段が設けら
れている。これら発光手段は、大当たり時や所定のリーチ時等における遊技状態の変化に
応じて、点灯又は点滅することにより発光態様が変更制御され、遊技中の演出効果を高め
る役割を果たす。窓部１４ｃの周縁には、ＬＥＤ等の発光手段を内蔵した電飾部２９～３
３が設けられている。パチンコ機１０においては、これら電飾部２９～３３が大当たりラ
ンプ等の演出ランプとして機能し、大当たり時やリーチ演出時等には内蔵するＬＥＤの点
灯や点滅によって各電飾部２９～３３が点灯または点滅して、大当たり中である旨、或い
は大当たり一歩手前のリーチ中である旨が報知される。また、正面枠１４の正面視（図１
参照）左上部には、ＬＥＤ等の発光手段が内蔵され賞球の払い出し中とエラー発生時とを
表示可能な表示ランプ３４が設けられている。
【００２１】
　また、右側の電飾部３２下側には、正面枠１４の裏面側を視認できるように裏面側より
透明樹脂を取り付けて小窓３５が形成され、遊技盤１３前面の貼着スペースＫ１（図２参
照）に貼付される証紙等がパチンコ機１０の前面から視認可能とされている。また、パチ
ンコ機１０においては、より煌びやかさを醸し出すために、電飾部２９～３３の周りの領
域にクロムメッキを施したＡＢＳ樹脂製のメッキ部材３６が取り付けられている。
【００２２】
　窓部１４ｃの下方には、貸球操作部４０が配設されている。貸球操作部４０には、度数
表示部４１と、球貸しボタン４２と、返却ボタン４３とが設けられている。パチンコ機１
０の側方に配置されるカードユニット（球貸しユニット）（図示せず）に紙幣やカード等
を投入した状態で貸球操作部４０が操作されると、その操作に応じて球の貸出が行われる
。具体的には、度数表示部４１はカード等の残額情報が表示される領域であり、内蔵され
たＬＥＤが点灯して残額情報として残額が数字で表示される。球貸しボタン４２は、カー
ド等（記録媒体）に記録された情報に基づいて貸出球を得るために操作されるものであり
、カード等に残額が存在する限りにおいて貸出球が上皿１７に供給される。返却ボタン４
３は、カードユニットに挿入されたカード等の返却を求める際に操作される。なお、カー
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ドユニットを介さずに球貸し装置等から上皿１７に球が直接貸し出されるパチンコ機、い
わゆる現金機では貸球操作部４０が不要となるが、この場合には、貸球操作部４０の設置
部分に飾りシール等を付加して部品構成は共通のものとしても良い。カードユニットを用
いたパチンコ機と現金機との共通化を図ることができる。
【００２３】
　上皿１７の下側に位置する下皿ユニット１５には、その中央部に上皿１７に貯留しきれ
なかった球を貯留するための下皿５０が上面を開放した略箱状に形成されている。下皿５
０の右側には、球を遊技盤１３の前面へ打ち込むために遊技者によって操作される操作ハ
ンドル５１が配設される。
【００２４】
　操作ハンドル５１の内部には、球発射ユニット１１２ａの駆動を許可するためのタッチ
センサ５１ａと、押下操作している期間中には球の発射を停止する発射停止スイッチ５１
ｂと、操作ハンドル５１の回動操作量（回動位置）を電気抵抗の変化により検出する可変
抵抗器（図示せず）などが内蔵されている。操作ハンドル５１が遊技者によって右回りに
回動操作されると、タッチセンサ５１ａがオンされると共に可変抵抗器の抵抗値が回動操
作量に対応して変化し、その可変抵抗器の抵抗値に対応した強さ（発射強度）で球が発射
され、これにより遊技者の操作に対応した飛び量で遊技盤１３の前面へ球が打ち込まれる
。また、操作ハンドル５１が遊技者により操作されていない状態においては、タッチセン
サ５１ａおよび発射停止スイッチ５１ｂがオフとなっている。
【００２５】
　下皿５０の正面下方部には、下皿５０に貯留された球を下方へ排出する際に操作するた
めの球抜きレバー５２が設けられている。この球抜きレバー５２は、常時、右方向に付勢
されており、その付勢に抗して左方向へスライドさせることにより、下皿５０の底面に形
成された底面口が開口して、その底面口から球が自然落下して排出される。この球抜きレ
バー５２の操作は、通常、下皿５０の下方に下皿５０から排出された球を受け取る箱（一
般に「千両箱」と称される）を置いた状態で行われる。下皿５０の右方には、上述したよ
うに操作ハンドル５１が配設され、下皿５０の左方には灰皿５３が取り付けられている。
【００２６】
　図２に示すように、遊技盤１３は、正面視略正方形状に切削加工したベース板６０に、
球案内用の多数の釘ＫＧ１や風車ＷＦの他、レール６１，６２、一般入賞口６３、第１入
賞口６４、第２入賞口６４０、第３入賞口６４ｂ、可変入賞装置６５、上側可変入賞装置
７００、普通入賞口（スルーゲート）６６，６７、可変表示装置ユニット８０等を組み付
けて構成され、その周縁部が内枠１２（図１参照）の裏面側に取り付けられる。
【００２７】
　ベース板６０は光透過性の樹脂材料からなり、その正面側からベース板６０の背面側に
配設された各種構造体を遊技者に視認させることが可能に形成される。一般入賞口６３、
第１入賞口６４及び第２入賞口６４０が配設される入賞ユニット４００、第３入賞口６４
ｂが配設される可変入賞装置６５、上側可変入賞装置７００、可変表示装置ユニット８０
は、ルータ加工によってベース板６０に形成された貫通穴に配設され、遊技盤１３の正面
側からタッピングネジ等により固定されている。
【００２８】
　なお、ベース板６０の構成は樹脂材料に限られるものではない。例えば、薄い板材を張
り合わせた木材からなり、その正面側からベース板６０の背面側に配設された各種構造体
を遊技者に目視できないように形成されるようにしても良い。
【００２９】
　遊技盤１３の正面中央部分は、正面枠１４の窓部１４ｃ（図１参照）を通じて内枠１２
の正面側から視認することができる。以下に、主に図２を参照して、遊技盤１３の構成に
ついて説明する。
【００３０】
　遊技盤１３の正面には、帯状の金属板を略円弧状に屈曲加工して形成した外レール６２
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が植立され、その外レール６２の内側位置には外レール６２と同様に帯状の金属板で形成
した円弧状の内レール６１が植立される。この内レール６１と外レール６２とにより遊技
盤１３の正面外周が囲まれ、遊技盤１３とガラスユニット１６（図１参照）とにより前後
が囲まれることにより、遊技盤１３の正面には、球の挙動により遊技が行われる遊技領域
が形成される。遊技領域は、遊技盤１３の正面であって２本のレール６１，６２とレール
間を繋ぐ樹脂製の外縁部材７３とにより区画して形成される領域（入賞口等が配設され、
発射された球が流下する領域）である。
【００３１】
　なお、上述の遊技領域は狭義の解釈であり、広義の意味として、遊技領域を、流下した
遊技球により遊技者に与えられる利益が確定するまでの遊技球の流下領域として表現して
も良い。この意味において、遊技領域は、遊技盤１３の正面側の領域に限られるものでは
ない。例えば、後述する検出センサ４６２の上流側経路も遊技領域に含まれ得る。
【００３２】
　２本のレール６１，６２は、球発射ユニット１１２ａ（図４参照）から発射された球を
遊技盤１３上部へ案内するために設けられたものである。内レール６１の先端部分（図２
の左上部）には戻り球防止部材６８が取り付けられ、一旦、遊技盤１３の上部へ案内され
た球が再度球案内通路内に戻ってしまうといった事態が防止される。外レール６２の先端
部（図２の右上部）には、球の最大飛翔部分に対応する位置に返しゴム６９が取り付けら
れ、所定以上の勢いで発射された球は、返しゴム６９に当たって、勢いが減衰されつつ中
央部側へ跳ね返される。また、内レール６１の右下側の先端部と外レール６２の右上側の
先端部との間には、レール間を繋ぐ円弧を内面側に設けて形成された樹脂製の円弧部材７
０がベース板６０に打ち込んで固定されている。
【００３３】
　遊技盤１３の正面側における遊技領域３０１は、内側中央位置に配置されるセンターフ
レーム８６に対して、左側遊技領域３０２、右側遊技領域３０３及び下側遊技領域３０４
で大きく分かれている。
【００３４】
　左側遊技領域３０２は、遊技球の発射強度を抑えて発射する左打ちをされた遊技球が流
下する遊技領域であり、右側遊技領域３０３は、左打ちよりも遊技球の発射強度を増大さ
せて発射する右打ちをされた遊技球が流下する遊技領域である。また、下側遊技領域３０
４は、左側遊技領域３０２又は右側遊技領域３０３を通過した遊技球が流下する遊技領域
である。
【００３５】
　以下、入賞に基づく抽選について詳しく説明する。本実施形態におけるパチンコ機１０
では、第１入賞口６４、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂへ入賞（遊技者に対して
何らかの利益（例えば、賞球の払い出し、抽選の実行、更に有利な状態への移行の利益等
）の付与が期待できる入球）があったことを契機として特別図柄（第１図柄）の抽選が行
われ、球が普通入賞口６６，６７を通過した場合に普通図柄（第２図柄）の抽選が行われ
る。
【００３６】
　第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへの入球に対して行われる特別図柄の抽選（特別
図柄１の抽選）では、特別図柄の大当たりか否か（外れか）の当否判定が行われると共に
、特別図柄の大当たりと判定された場合にはその大当たり種別の判定も行われる。
【００３７】
　第２入賞口６４０への入球に対して行われる特別図柄の抽選（特別図柄２の抽選）では
、特別図柄の大当たりか、外れか、又は小当たりかの当否判定が行われると共に、特別図
柄の大当たりと判定された場合にはその大当たり種別の判定も行われ、特別図柄の小当た
りと判定された場合にはその小当たり種別の判定も行われる。
【００３８】
　即ち、第２入賞口６４０への入球に対して行われる特別図柄の抽選では、第１入賞口６
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４又は第３入賞口６４ｂへの入球に対して行われる特別図柄の抽選により大当たりか否か
の判定が行われることに加えて、大当たりでは無い場合に、小当たりか外れかの判定が行
われる。
【００３９】
　本実施形態では、外れ以外であるが、大当たりとは異なる性質の当選として小当たりが
用意されている。即ち、大当たりは、高確率状態や時短状態などに遊技状態を移行させる
契機（遊技の節目）を発生させるが、小当たりは、遊技状態を移行させる契機を発生しな
い。
【００４０】
　なお、高確率状態で小当たりに当選しても、その小当たりの終了を契機として高確率状
態が終了することはなく（上限回数に達した場合を除く）、通常状態や時短状態で小当た
りに当選しても、その小当たりの終了を契機として高確率状態に移行することはない。但
し、小当たりは、大当たりと同様に可変入賞装置６５を作動させる条件を満たすものとし
て位置づけられている。
【００４１】
　なお、本パチンコ機１０では、特別図柄の低確率状態では、３２０分の１の確率で特別
図柄の大当たりと判定され、特別図柄の高確率状態（特別図柄の確変状態とも称する）で
は、３２分の１の確率で特別図柄の大当たりと判定される。なお、大当たりの確率は一例
であり、特別図柄の低確率状態における確率が特別図柄の高確率状態における確率の１０
分の１未満にならない関係を満たす限りにおいて、種々の数値で設定可能である。
【００４２】
　なお、説明の便宜上、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへ遊技球が入球した場合に
行われる特別図柄の抽選を「特別図柄１の抽選」と称し、第２入賞口６４０へ遊技球が入
球した場合に行われる特別図柄の抽選を「特別図柄２の抽選」と称する。
【００４３】
　また、本パチンコ機１０では、特別図柄の低確率状態では、３２０分の３１８の確率で
特別図柄２の抽選において特別図柄の小当たりと判定され、特別図柄の高確率状態では、
３２０分の３０９の確率で特別図柄２の抽選において特別図柄の小当たりと判定される。
なお、小当たりの確率は一例であり、種々の数値で設定可能である。
【００４４】
　特別図柄の小当たりになる（当選する）と、小当たり遊技が行われて可変入賞装置６５
が開閉動作する。遊技者は小当たり遊技中に可変入賞装置６５の内側に配置される特定入
賞口６５ａに遊技球を入球させることで、ある程度の賞球を獲得することができる。本実
施形態の小当たり遊技は、可変入賞装置６５が開放されてから１．８秒後に閉鎖するとい
う動作が実行される。
【００４５】
　なお、特別図柄の小当たりにおける可変入賞装置６５の作動パターンとしては、単一の
パターンとしても良いし、複数種類のパターンを設けても良い。例えば小当たり種別によ
って、特定入賞口６５ａの開閉動作の回数や、開放および閉鎖時間により設定される作動
パターンが異なるように構成されるようにしても良い。具体的には、１．８秒間の開放す
る作動パターンでも良いし、０．１２秒間の開放が数秒間隔で１５回（累計１．８秒間の
開放）繰り返される作動パターンでも良いし、その他の作動パターンでも良い。
【００４６】
　特別図柄の大当たりになる（当選する）と、パチンコ機１０が特別遊技状態へ移行する
と共に、通常時には閉鎖されている特定入賞口６５ａ又は上側可変入賞装置７００の第２
特定入賞口７００ａが所定時間（例えば、３０秒経過するまで、或いは、球が１０個（規
定個数）入賞するまで）開放される動作が最大１５回（１５ラウンド）繰り返される。そ
の結果、特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７００ａに多量の球が入賞するので、通常
時より多量の賞球の払い出しが行われる。なお、特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７
００ａへの入球に伴い賞球の払い出しがあることや、払い出し個数については後述する。
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【００４７】
　なお、特別図柄の大当たり種別としては、「大当たりＡ」、「大当たりＢ」、「大当た
りＣ」、「大当たりａ」、「大当たりｂ」、「大当たりｃ」の６種類が設けられている。
詳細については後述するが、大当たり種別によって、特別遊技のラウンド数や、特別遊技
終了後における電動役物６４０ａの作動パターンが異なるように構成される。
【００４８】
　特別図柄（第１図柄）の抽選が行われると、第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにおいて
特別図柄の変動表示が開始されて、所定時間（例えば、１１秒～６０秒など）が経過した
後に、抽選結果を示す特別図柄が停止表示される。第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにお
いて変動表示が行われている間に球が第１入賞口６４、第３入賞口６４ｂ、または第２入
賞口６４０へと入球すると、その入球回数は入賞口への入球に基づいて行われる抽選に対
応する特別図柄の種別（特別図柄１又は特別図柄２）毎にそれぞれ最大４回まで保留され
、その保留球数が第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにより示されると共に、第３図柄表示
装置８１においても示される。第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにおいて変動表示が終了
した場合に、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂについての保留球数（特別図柄１の保
留球数）、または第２入賞口６４０についての保留球数（特別図柄２の保留球数）が残っ
ていれば、次の特別図柄の抽選が行われると共に、その抽選に応じた変動表示が開始され
る。
【００４９】
　本実施形態では、特別図柄１の保留球数と特別図柄２の保留球数が共に残っている場合
であっても、特別図柄１と特別図柄２とは、対応する先の特別図柄（特別図柄１又は特別
図柄２）の変動表示が終了した場合に、対応する次の特別図柄（特別図柄１又は特別図柄
２）の抽選が行われると共に、その抽選に応じた変動表示が開始される。換言すれば、対
応しない特別図柄（例えば、特別図柄１に対する特別図柄２）の変動が終了していなくて
も、対応する先の特別図柄の変動表示が終了すれば、対応する次の特別図柄の抽選が行わ
れる。
【００５０】
　なお、本実施形態では、特別図柄１の保留球数と特別図柄２の保留球数が共に残ってい
る場合であっても、特別図柄１と特別図柄２とは、対応する先の特別図柄の変動表示が終
了した場合に、対応する次の特別図柄の抽選が行われると共に、その抽選に応じた変動表
示が開始されるよう構成したが、これに限られるものではなく、例えば、特別図柄の取得
順（入球順）に優先的に抽選を実行しても良いし、特別図柄１と特別図柄２とで交互に抽
選を実行しても良い。
【００５１】
　また、特別図柄２の保留球に基づく抽選が特別図柄１の保留球に基づく抽選よりも優先
的に実行されるように構成しても良く、この場合は、特別図柄２の保留球が０個よりも多
い状態が維持される間、特別図柄１の保留球に基づく抽選が実行されることを回避できる
。
【００５２】
　普通図柄（第２図柄）の抽選では、普通図柄の当たりか否かの当否判定が行われる。普
通図柄の当たりになると、所定時間（例えば、０．２秒、２．０秒または３．９秒）だけ
第２入賞口６４０に付随する電動役物６４０ａが駆動され、第２入賞口６４０へ球が入球
し得る状態になる。つまり、普通図柄の当たりになると、球が第２入賞口６４０へ入球し
得る状態となり、その結果、特別図柄の抽選が行われ易くなる。
【００５３】
　また、普通図柄（第２図柄）の抽選が行われると、第２図柄表示装置８３において普通
図柄の変動表示が開始されて、所定時間（例えば、０．０５秒または１秒など）が経過し
た後に、抽選結果を示す普通図柄が停止表示される。第２図柄表示装置８３において変動
表示が行われている間に球が普通入賞口６６，６７を通過すると、その通過回数は最大４
回まで保留され、その保留球数が第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにより表示されると共
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に、第２図柄保留ランプ８４においても示される。第２図柄表示装置８３において変動表
示が終了した場合に、普通入賞口６６，６７についての保留球数が残っていれば、次の普
通図柄の抽選が行われると共に、その抽選に応じた変動表示が開始される。
【００５４】
　本実施形態では、大当たり終了後の付加価値として、その大当たり終了後から次に大当
たりとなるまでの間、パチンコ機１０が特別図柄の特殊確変状態（高頻度で小当たりを伴
う特別図柄の確変中）へ移行するように構成される場合（例えば、後述する大当たりＡ、
大当たりａ）と、パチンコ機１０が特別図柄の高確率状態（特別図柄の確変中）へ移行す
るように構成される場合（例えば、後述する大当たりＢ、大当たりｂ、大当たりｃ）と、
大当たり遊技の後に、特別図柄の抽選が１００回終了するまで普通図柄の時短状態となる
場合（例えば、後述する大当たりＣ、大当たりｃ）と、が用意されている。
【００５５】
　なお、本実施形態では、特別遊技状態の終了後に特別図柄の確変状態が付与される場合
に、その特別図柄の確変状態が次に大当たりとなるまでの間継続される場合を説明したが
、これに限られるものではなく、例えば、特別遊技状態が終了してから特別図柄の抽選が
１００回終了するまで特別図柄の確変状態（高確率状態）が付与され、特別図柄の抽選が
１００回終了して以降は通常状態に設定されるようにしても良い。
【００５６】
　なお、上述した特別図柄の確変状態（高確率状態）が付与される特別図柄の抽選回数は
、１００回に限られるものではない。例えば、５０回でも良いし、２００回でも良い。
【００５７】
　また、上述した普通図柄の時短状態となる特別図柄の抽選回数は、１００回に限られる
物ではない。例えば、５０回でも良いし、５回でも良いし、０回でも良い。また、時短状
態となる特別図柄の抽選回数と、特別図柄の確変状態が付与される特別図柄の抽選回数と
が異なるように設定されても良い。
【００５８】
　ここで、「特別図柄の高確率状態」とは、大当たり終了後に付加価値としてその後の大
当たり確率がアップした状態、いわゆる確率変動中（確変中）の時をいい、換言すれば、
特別遊技状態へ移行し易い遊技の状態のことである。
【００５９】
　本実施形態における「特別図柄の特殊確変状態（高頻度で小当たりを伴う特別図柄の確
変中）」は、大当たり終了後に付加価値としてその後の大当たり確率がアップした状態、
いわゆる確率変動中（確変中）の時であり、且つ、高頻度で小当たりを伴う状態であり、
換言すれば、特別遊技状態へ移行し易い状態で遊技を行いながら、特別遊技状態へ移行す
る前から、小当たり遊技によってまとまった数の賞球を獲得することができる遊技の状態
のことである。普通図柄（第２図柄）の当たり確率はアップして、第２入賞口６４０へ球
が入賞し易い遊技の状態として形成される。電動役物６４０ａは、後述する第３の作動パ
ターンで動作される。
【００６０】
　本実施形態における「特別図柄の高確率状態（特別図柄の確変中）」は、大当たり終了
後に付加価値としてその後の大当たり確率がアップした状態、いわゆる確率変動中（確変
中）の時をいい、換言すれば、特別遊技状態へ移行し易い遊技の状態のことである。普通
図柄（第２図柄）の当たり確率はアップして、第３入賞口６４ｂへ球が入賞し易い遊技の
状態として形成される。電動役物６４０ａは、後述する第２の作動パターンで動作される
。
【００６１】
　一方、「特別図柄の低確率状態」とは、特別図柄の確変中でない時をいい、大当たり確
率が通常の状態、即ち、特別図柄の確変中よりも大当たり確率が低い状態をいう。
【００６２】
　また、「普通図柄の時短状態（時短中）」とは、特別図柄の低確率状態の一態様であり
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、普通図柄の当たり確率はアップして、後述する入賞ユニット４００の作用により第３入
賞口６４ｂへ球が入賞し易い遊技の状態のことをいう。電動役物６４０ａは、後述する第
２の作動パターンで動作される。
【００６３】
　また、「通常状態」とは、特別図柄の低確率状態（高確率状態ではない状態）の一態様
であり、普通図柄の時短中ではない遊技の状態（大当たり確率も普通図柄（第２図柄）の
当たり確率も変化しておらず、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂへ球が入賞し易い
わけでもない状態）のことをいう。電動役物６４０ａは、後述する第１の作動パターンで
動作される。
【００６４】
　特別図柄の特殊確変中や、特別図柄の確変中や、普通図柄の時短中では、第２入賞口６
４０に付随する電動役物６４０ａの作動パターンが変更され、基本的に通常状態に比較し
て、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂ側に遊技球が案内され易い状態が長い時間維
持されるよう設定される。
【００６５】
　本実施形態では、電動役物６４０ａが非励磁とされた状態（非励磁状態、即ち、後述す
る移動板部材６４１が前側位置に配置され第１送球経路ＫＲ１に進入している状態）にあ
る場合は、その電動役物６４０ａが励磁された状態（励磁状態、即ち、後述する移動板部
材６４１が後側位置に配置され第１送球経路ＫＲ１から退避している状態）にある場合と
比較して、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂ側に遊技球が案内され易い状態となる
。よって、特別図柄の特殊確変中、特別図柄の確変中、及び普通図柄の時短中は、第２入
賞口６４０又は第３入賞口６４ｂへ球が入球し易い状態となり、特別図柄の抽選が行われ
やすくなる。
【００６６】
　なお、特別図柄の確変中や普通図柄の時短中において、第２入賞口６４０に付随する電
動役物６４０ａの開放時間を変更するのではなく、または、その開放時間を変更すること
に加えて、普通図柄の当たりとなった場合における電動役物６４０ａの開放回数を、通常
状態よりも増やすように構成してもよい。
【００６７】
　また、特別図柄の確変中や普通図柄の時短中において、普通図柄（第２図柄）の当たり
確率は変化せずに、第２入賞口６４０に付随する電動役物６４０ａが開放される時間、お
よび電動役物６４０ａの開放回数のうち少なくとも一方を変更するものとしてもよい。
【００６８】
　また、特別図柄の確変中や普通図柄の時短中において、第２入賞口６４０に付随する電
動役物６４０ａが開放される時間や、電動役物６４０ａの開放回数は変更せず、普通図柄
（第２図柄）の当たり確率だけを、通常状態に比較してアップするように構成してもよい
。
【００６９】
　遊技領域の正面視左側下部（図２の左側下部）には、発光手段である複数のＬＥＤおよ
び７セグメント表示器を備える第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂが配設されている。第１
図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂは、主制御装置１１０（図４参照）で行われる各制御に応じ
た表示がなされるものであり、主にパチンコ機１０の遊技状態の表示が行われる。本実施
形態では、第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂは、球が、第１入賞口６４又は第３入賞口６
４ｂへ入賞したか、第２入賞口６４０へ入賞したかに応じて使い分けられるように構成さ
れている。具体的には、球が、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへ入賞した場合には
、第１図柄表示装置３７Ａが作動し、一方で、球が、第２入賞口６４０へ入賞した場合に
は、第１図柄表示装置３７Ｂが作動するように構成されている。
【００７０】
　また、第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂは、ＬＥＤにより、パチンコ機１０が特殊確変
中か確変中か時短中か通常中であるかを点灯状態により示したり、変動中であるか否かを
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点灯状態により示したり、停止図柄が特殊確変大当たりに対応した図柄か確変大当たりに
対応した図柄か通常大当たりに対応した図柄か小当たりに対応した図柄か外れ図柄である
かを点灯状態により示したり、保留球数を点灯状態により示すと共に、７セグメント表示
装置により、大当たり中のラウンド数やエラー表示を行う。なお、複数のＬＥＤは、それ
ぞれのＬＥＤの発光色（例えば、赤、緑、青）が異なるよう構成され、その発光色の組み
合わせにより、少ないＬＥＤでパチンコ機１０の各種遊技状態を示唆することができる。
【００７１】
　この第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにおいて特別図柄（第１図柄）の変動表示が行わ
れている間に球が第１入賞口６４、第３入賞口６４ｂ、または第２入賞口６４０へと入球
した場合、その入球回数は入賞口の種別毎（即ち特別図柄の種別ごとであって、特別図柄
１に対応する第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへの入球回数と、特別図柄２に対応す
る第２入賞口６４０への入球回数とが別々）にそれぞれ最大４回まで保留され、その保留
球数は第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにより示されると共に、第３図柄表示装置８１に
おいても示される。
【００７２】
　なお、本実施形態においては、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへの入球、及び第
２入賞口６４０への入球は、それぞれ最大４回まで保留されるように構成したが、最大保
留回数は４回に限定されるものでなく、３回以下、又は、５回以上の回数（例えば、８回
）に設定しても良い。
【００７３】
　なお、本パチンコ機１０では、第１入賞口６４、第３入賞口６４ｂ又は第２入賞口６４
０のいずれかに入賞があったことを契機として抽選が行われる。パチンコ機１０は、その
抽選において、大当たりか否かの当否判定（大当たり抽選）を行うと共に、大当たりと判
定した場合はその大当たり種別の判定も行う。ここで判定される大当たり種別としては、
１５Ｒ特殊確変大当たり、８Ｒ確変大当たり、４Ｒ大当たりが用意されている。第１図柄
表示装置３７Ａ，３７Ｂには、変動終了後の停止図柄として抽選の結果が大当たりである
か否かが示されるだけでなく、大当たりである場合はその大当たり種別に応じた図柄が示
される。
【００７４】
　ここで、「１５Ｒ特殊確変大当たり」とは、最大ラウンド数が１５ラウンドの大当たり
の後に特殊確変状態（高頻度で小当たりを伴う特別図柄の高確率状態）へ移行する確変大
当たりのことであり、「８Ｒ確変大当たり」とは、最大ラウンド数が８ラウンドの大当た
りの後に高確率状態へ移行する確変大当たりのことである。
【００７５】
　また、「４Ｒ大当たり」は、最大ラウンド数が４ラウンドの大当たりの後に、低確率状
態へ移行すると共に、所定の変動回数の間（例えば、１００変動回数）は時短状態となる
か、又は、最大ラウンド数が４ラウンドの大当たりの後に高確率状態へ移行する大当たり
のことである。
【００７６】
　遊技領域には、球が入賞することにより５個から１５個の球が賞球として払い出される
複数の一般入賞口６３が配設されている。また、遊技領域の中央部分には、可変表示装置
ユニット８０が配設されている。
【００７７】
　可変表示装置ユニット８０には、第１入賞口６４、第３入賞口６４ｂ、第２入賞口６４
０のいずれかの入賞（始動入賞）をトリガとして、第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにお
ける変動表示と同期させながら、第３図柄の変動表示を行う液晶ディスプレイ（以下単に
「表示装置」と略す）で構成された第３図柄表示装置８１と、普通入賞口（スルーゲート
）６６，６７の球の通過をトリガとして第２図柄を変動表示するＬＥＤで構成される第２
図柄表示装置８３と、普通入賞口６６，６７を遊技球が通過した回数に対応する保留球数
を点灯状態により示す第２図柄保留ランプ８４と、が設けられている。
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【００７８】
　また、可変表示装置ユニット８０には、第３図柄表示装置８１の外周を囲むようにして
、センターフレーム８６が配設されている。このセンターフレーム８６の中央に開口され
る開口部から第３図柄表示装置８１が視認可能とされる。
【００７９】
　第３図柄表示装置８１は９インチサイズの大型の液晶ディスプレイで構成されるもので
あり、表示制御装置１１４（図４参照）によって表示内容が制御されることにより、例え
ば左、中および右の３つの図柄列が表示される。各図柄列は複数の図柄（第３図柄）によ
って構成され、これらの第３図柄が図柄列毎に縦スクロールして第３図柄表示装置８１の
表示画面上にて第３図柄が可変表示されるようになっている。
【００８０】
　本実施形態の第３図柄表示装置８１は、主制御装置１１０（図４参照）の制御に伴った
遊技状態の表示が第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂで行われるのに対して、その第１図柄
表示装置３７Ａ，３７Ｂの表示に応じた装飾的な表示を行うものである。なお、表示装置
に代えて、例えばリール等を用いて第３図柄表示装置８１を構成するようにしても良い。
【００８１】
　本実施形態では、第３図柄は、「０」から「９」の数字を付した１０種類の主図柄によ
り構成されている。本実施形態のパチンコ機１０においては、後述する主制御装置１１０
（図４参照）により行われる特別図柄の抽選結果が大当たりであった場合に、同一の主図
柄が揃う変動表示（同一の主図柄が揃った状態で最終的に停止する変動表示）が行われ、
その変動表示が終わった後に大当たりが発生（特別遊技状態への移行が開始）するよう構
成されている。
【００８２】
　一方、特別図柄の抽選結果が外れであった場合は、同一の主図柄が揃わない変動表示（
揃わない状態で最終的に停止する変動表示）が行われる。また、特別図柄の抽選結果が小
当たりであった場合は、特定の小当たり用図柄が最終的に停止する変動表示が行われる。
【００８３】
　例えば、特別図柄の抽選結果が通常大当たりであれば、偶数番号である「０，２，４，
６，８」が付加された主図柄が揃う変動表示が行われる。一方、特殊確変大当たり又は確
変大当たりであれば、奇数番号も加えたすべての番号「０，１，２，３，４，５，６，７
，８，９」のうちいずれかの番号が付加された主図柄が揃う変動表示が行われる。一方、
特別図柄の抽選結果が外れであれば、同一番号の主図柄が揃わない変動表示が行われる。
また、特別図柄の抽選結果が小当たりであれば、「賞球用意」との文字が付加された図柄
が表示装置の表示領域の中央に停止する変動表示が行われる。
【００８４】
　第２図柄表示装置８３は、球が普通入賞口（スルーゲート）６６，６７を通過する毎に
表示図柄（第２図柄）としての「○」の図柄と「×」の図柄とを所定時間交互に点灯させ
る変動表示を行うものである。パチンコ機１０では、球が普通入賞口（スルーゲート）６
６，６７を通過したことが検出されると、第２図柄の当たり抽選が行われる。その当たり
抽選の結果、当たりであれば、第２図柄表示装置８３において、第２図柄の変動表示後に
「○」の図柄が停止表示される。また、当たり抽選の結果、外れであれば、第２図柄表示
装置８３において、第２図柄の変動表示後に「×」の図柄が停止表示される。
【００８５】
　パチンコ機１０は、第２図柄表示装置８３における変動表示が所定図柄（本実施形態に
おいては「○」の図柄）で停止した場合に、第２入賞口６４０に付随された電動役物６４
０ａが所定時間だけ作動状態となる（開放される）よう構成されている。
【００８６】
　第２図柄の変動表示にかかる時間（変動時間）は、遊技状態が通常状態中よりも、特別
図柄の確変中、または普通図柄の時短中の方が短くなるように設定される。これにより、
特別図柄の確変中、および普通図柄の時短中は、第２図柄の変動表示が短い時間で行われ
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るので、普通図柄（第２図柄）の抽選を通常状態中よりも多く行うことができる。よって
、普通図柄の当たりとなる機会が増えるので、第２入賞口６４０及び第３入賞口６４ｂの
上流側に配置される電動役物６４０ａに遊技球が拾われる機会を遊技者に多く与えること
ができる。従って、特別図柄の確変中、および普通図柄の時短中は、第３入賞口６４ｂ又
は第２入賞口６４０へ球が入賞しやすい状態とすることができる。
【００８７】
　なお、特別図柄の確変中、または普通図柄の時短中において、当たり確率をアップさせ
たり、電動役物６４０ａの開放時間や開放回数を増やしたりするなど、その他の方法によ
って第３入賞口６４ｂ又は第２入賞口６４０へ球が入賞しやすい状態としている場合は、
第２図柄の変動表示にかかる時間を遊技状態にかかわらず一定としてもよい。一方、第２
図柄の変動表示にかかる時間を、特別図柄の確変中、または普通図柄の時短中において、
通常状態中よりも短く設定する場合は、普通図柄の当たり確率を遊技状態にかかわらず一
定にしてもよいし、１回の普通図柄の当たりに対する電動役物６４０ａの開放時間や開放
回数を遊技状態にかかわらず一定にしてもよい。
【００８８】
　普通入賞口（スルーゲート）６６，６７は、可変表示装置ユニット８０の両側の領域に
おいて遊技盤に組み付けられ、遊技領域３０１に発射された球の内、左側遊技領域３０２
又は右側遊技領域３０３を流下する球が必ず通過する位置に配設されている（上流側の釘
ＫＧ１配置が、球を普通入賞口（スルーゲート）６６，６７に集めるように構成されてい
る）。
【００８９】
　なお、遊技領域３０１に発射された球と普通入賞口（スルーゲート）６６，６７との関
係はこれに限られるものではない。例えば、遊技領域３０１に発射された球のうち、流下
する球の一部が普通入賞口（スルーゲート）６６，６７を通過するように構成しても良い
。
【００９０】
　球の普通入賞口（スルーゲート）６６，６７の通過回数は、合計で最大４回まで保留さ
れ、その保留球数が上述した第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにより表示されると共に第
２図柄保留ランプ８４においても点灯表示される。第２図柄保留ランプ８４は、最大保留
数分の４つ設けられ、第３図柄表示装置８１の下方に左右対称に配設されている。
【００９１】
　なお、第２図柄の変動表示は、本実施形態のように、第２図柄表示装置８３において複
数のランプの点灯と非点灯を切り換えることにより行うものの他、第１図柄表示装置３７
Ａ，３７Ｂ及び第３図柄表示装置８１の一部を使用して行うようにしても良い。同様に、
第２図柄保留ランプ８４の点灯を第３図柄表示装置８１の一部で行うようにしても良い。
また、第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂにより保留球数が示されるので、第２図柄保留ラ
ンプ８４により点灯表示を行わないものとしてもよい。
【００９２】
　また、普通入賞口（スルーゲート）６６，６７の球の通過に対する最大保留球数は４回
に限定されるものでなく、３回以下、又は、５回以上の回数（例えば、８回）に設定して
も良い。また、ベース板６０に配設される普通入賞口（スルーゲート）６６，６７の組み
付け数は２つに限定されるものではなく、１つでも良いし、その他の複数（例えば、３つ
以上）であっても良い。
【００９３】
　また、普通入賞口（スルーゲート）６６，６７の組み付け位置は可変表示装置ユニット
８０の左右両側に限定されるものではなく、例えば、可変表示装置ユニット８０の左右い
ずれか一方でも良いし、可変表示装置ユニット８０の上方や下方でも良い。
【００９４】
　可変表示装置ユニット８０の下方には、球が入賞し得る第１入賞口６４が配設されてい
る。この第１入賞口６４へ球が入賞すると遊技盤１３の裏面側に設けられる第１入賞口ス
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イッチ（後述する検出センサ４４２）に球の通過が検出され、第１入賞口スイッチがオン
となり、その第１入賞口スイッチのオンに起因して主制御装置１１０（図４参照）で特別
図柄１の抽選がなされ、その抽選結果に応じた表示が第１図柄表示装置３７Ａで示される
。
【００９５】
　一方、第１入賞口６４の正面視下方には、球が入賞し得る第２入賞口６４０が配設され
ている。第２入賞口６４０へ球が入賞すると遊技盤１３の裏面側に設けられる第２入賞口
スイッチ（後述する検出センサ４６２）がオンとなり、その第２入賞口スイッチのオンに
起因して主制御装置１１０（図４参照）で特別図柄２の抽選がなされ、その抽選結果に応
じた表示が第１図柄表示装置３７Ｂで示される。
【００９６】
　なお、第２入賞口６４０へは、入賞ユニット４００の内部を経由した球のみが入賞する
よう構成され、入賞ユニット４００を介さない入賞が防止されるよう構成されているが、
詳細は後述する。
【００９７】
　また、第２入賞口６４０の正面視下方には、球が入賞し得る第３入賞口６４ｂが配設さ
れている。第３入賞口６４ｂへ球が入賞すると遊技盤１３の裏面側に設けられる第３入賞
口スイッチ（図示せず）がオンとなり、その第３入賞口スイッチのオンに起因して主制御
装置１１０（図４参照）で特別図柄１の抽選がなされ、その抽選結果に応じた表示が第１
図柄表示装置３７Ａで示される。
【００９８】
　なお、第３入賞口６４ｂへは、入賞ユニット４００の内部を経由した球のみが入賞する
よう構成され、入賞ユニット４００を介さない入賞が防止されるよう構成されているが、
詳細は後述する。
【００９９】
　また、第１入賞口６４、第３入賞口６４ｂ及び第２入賞口６４０は、それぞれ、球が入
賞すると、第１入賞口スイッチ、第３入賞口スイッチ又は第２入賞口スイッチがオンとな
ることに基づいて５個の球が賞球として払い出される入賞口（賞球口）の１つにもなって
いる。
【０１００】
　なお、本実施形態においては、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへ球が入賞した場
合に払い出される賞球数と第２入賞口６４０へ球が入賞した場合に払い出される賞球数と
を同じに構成したが、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへ球が入賞した場合に払い出
される賞球数と第２入賞口６４０へ球が入賞した場合に払い出される賞球数とを異なる数
、例えば、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへ球が入賞した場合に払い出される賞球
数を３個とし、第２入賞口６４０へ球が入賞した場合に払い出される賞球数を５個として
構成してもよい。また、賞球数や賞球数の大小関係を逆にしても良い。
【０１０１】
　第２入賞口６４０（及び第３入賞口６４ｂ）には電動役物６４０ａが付随されている。
この電動役物６４０ａは、通常は電動役物６４０ａが非励磁状態（前進閉鎖状態）となっ
て、球が第２入賞口６４０へ入賞しにくい状態となっている。一方、普通入賞口（スルー
ゲート）６６，６７への球の通過を契機として行われる第２図柄の変動表示の結果、「○
」の図柄が第２図柄表示装置８３に表示された場合、電動役物６４０ａが励磁状態（後退
開放状態）となり、球が第２入賞口６４０へ入賞しやすい状態となる。
【０１０２】
　特別図柄の特殊確変中は、通常状態に比較して、第２入賞口６４０へ球が入賞しやすい
状態を作ることができる。一方、第１入賞口６４は、第２入賞口６４０に設けられている
ような電動役物６４０ａは有しておらず、球が常時入賞可能な状態となっている。
【０１０３】
　ここで、第１入賞口６４に球が入賞した場合と第２入賞口６４０へ球が入賞した場合と
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で、大当たりとなる確率は、低確率状態であっても高確率状態でも同一である。しかしな
がら、大当たりとなった場合に選定される大当たりの種別として最大の利益（特別遊技状
態における賞球個数）が得られる大当たり（大当たりＡ，ａ）となる確率は、第２入賞口
６４０へ球が入賞した場合のほうが第１入賞口６４へ球が入賞した場合よりも高く設定さ
れている。
【０１０４】
　よって、通常中においては、第２入賞口６４０及び第３入賞口６４ｂの上流側に配置さ
れる電動役物６４０ａにより、遊技球が第２入賞口６４０に入賞しづらいので、電動役物
６４０ａのない第１入賞口６４へ球が到達し易い発射強度で球を発射し、第１入賞口６４
への入賞によって大当たり抽選の機会を多く得て、大当たりとなることを狙った方が、遊
技者にとって有利となる。
【０１０５】
　一方、特別図柄の特殊確変中や特別図柄の確変中や普通図柄の時短中は、普通入賞口（
スルーゲート）６６，６７に球を通過させることで、第２入賞口６４０及び第３入賞口６
４ｂの上流側に配置される電動役物６４０ａが動作制御された場合に電動役物６４０ａに
球が拾われ易く、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂに入賞しやすい状態であるので
、電動役物６４０ａへ球が到達し易い発射強度で球を発射し、普通入賞口（スルーゲート
）６６，６７を通過させて電動役物６４０ａを動作させると共に、第２入賞口６４０又は
第３入賞口６４ｂへの入賞によって大当たりとなることを狙った方が、遊技者にとって有
利となる。
【０１０６】
　このように、本実施形態のパチンコ機１０は、パチンコ機１０の遊技状態（特殊確変状
態であるか、確変中であるか、時短中であるか、通常中であるか等）に応じて、遊技者に
対し、球の発射の仕方を、第１入賞口６４に球が到達し易い発射強度での発射と、電動役
物６４０ａへ球が到達し易い発射強度での発射とに変えさせることができる。よって、遊
技者に対して、球の打ち方に変化をもたらすことができるので、遊技を楽しませることが
できる。
【０１０７】
　なお、本実施形態では、大当たり遊技中においては、電動役物６４０ａが特別図柄の通
常状態と同様の作動パターンで駆動される。そのため、大当たり遊技中において第２入賞
口６４０や第３入賞口６４ｂに入球し難いよう構成することができる。
【０１０８】
　なお、本実施形態では、左側遊技領域３０２を流下した球も、右側流下領域３０３を流
下した球も、第１入賞口６４又は電動役物６４０ａに到達し得る場合を説明したが、必ず
しもこれに限られるものではない。例えば、第１入賞口６４へは左側流下領域３０２を流
下した球のみが到達し、電動役物６４０ａへは右側流下領域３０３を流下した球のみが到
達するよう構成しても良い。
【０１０９】
　この場合、通常中においては、第１入賞口６４へ向けて、可変表示装置ユニット８０の
左方を球が通過するように球を発射し（所謂「左打ち」）、第１入賞口６４への入賞によ
って大当たりの抽選の機械を多く得て、大当たりとなることを狙った方が、遊技者にとっ
て有利となる。
【０１１０】
　一方、特別図柄の特殊確変中や特別図柄の確変中や普通図柄の時短中は、普通入賞口（
スルーゲート）６６，６７に球を通過させることで、第２入賞口６４０に付随する電動役
物６４０ａが動作制御された場合に電動役物６４０ａに球が拾われ易く、第２入賞口６４
０に入賞しやすい状態であるので、電動役物６４０ａが配置される側へ向けて、可変表示
装置ユニット８０の右方を球が通過するように球を発射し（所謂「右打ち」）、普通入賞
口（スルーゲート）６７を通過させて電動役物６４０ａを動作させると共に、第２入賞口
６４０への入賞によって大当たりとなることを狙った方が、遊技者にとって有利となる。
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【０１１１】
　これにより、パチンコ機１０の遊技状態に応じて、遊技者に対し、球の発射の仕方を「
左打ち」と「右打ち」とに変えさせることができる。よって、遊技者に対して、球の打ち
方に変化をもたらすことができるので、遊技を楽しませることができる。
【０１１２】
　また、この場合、「右打ち」を行うべき状況において、第３図柄表示装置８１に特定の
画像（右打ちナビ）を表示させることにより、遊技者が特別図柄の（特殊）確変状態や普
通図柄の時短状態となることによる恩恵を確実に得られるように構成しても良い。
【０１１３】
　右打ちナビでは、第３図柄表示装置８１に「右を狙え！！」との文字が表示されると共
に、その文字の上下に右向きの矢印が３つずつ表示される。これらの文字、および矢印が
表示されることにより、遊技者に対して球を遊技盤１３の右側に設けられた経路（流路）
へと打ち出すべきであると感じさせることができる。よって、遊技者に対して、特別図柄
の確変状態、および普通図柄の時短状態となることによる恩恵を確実に獲得させることが
できる。
【０１１４】
　また、「左打ち」をすべき状況にも関わらず、遊技者が「右打ち」を実行している場合
に、推奨される遊技態様と、実行中の遊技態様とが異なることを遊技者に対して報知でき
ることが好ましい。例えば、第３図柄表示装置８１において警告画像を表示するようにし
ても良い。
【０１１５】
　この警告画像は、遊技者が遊技盤１３の右側に設けられた経路（流路）へと球を打ち出
す（右打ちする）べき期間でないにもかかわらず、右打ちを実行していると判別された場
合に第３図柄表示装置８１に対して表示される画像（右打ち警告画像）である。より具体
的には、通常状態（特別図柄の確変状態でも、普通図柄の時短状態でもない状態）におい
て、遊技者が右打ちを行っていると判別した場合に表示される。
【０１１６】
　例えば、通常状態において電動役物６４０ａが第２入賞口６４０に球を案内し難いよう
制御される（右打ちを行ったとしても第２入賞口６４０へと球を入球させにくい）パチン
コ機を想定する。この場合、通常状態において右打ちを行うと、左打ちにより第１入賞口
６４を狙って球を打ち出す場合に比較して、特別図柄の抽選を受ける機会が少なくなって
しまう。即ち、通常状態において右打ちを行うと、大当たりとなりにくくなるので、遊技
者にとって損となってしまう。よって、右打ち警告画像を表示させて左打ちを促すことに
より、遊技者が損をしてしまうことを防止（抑制）できるように構成する。
【０１１７】
　通常状態において遊技者が右打ちを行っていると判別した場合には、第３図柄表示装置
８１の画面に、「警告」との文字と、「左打ちで遊技してね！！」との文字とが表示され
る。これらの文字が表示されることにより、遊技者に対して右打ちをすべきではない（左
打ちを行うべきである）と気付かせることができる。また、ホールの店員も右打ち警告画
面の有無を確認することにより、通常状態において右打ちを行う変則的な遊技方法を実行
している遊技者がいるか否かを容易に判別することができる。
【０１１８】
　右打ちを行っているか否かの判断方法としては、右打ちを行った場合に球が流入し得る
普通入賞口（スルーゲート）６７（図２参照）に対して球が入球したか否かによって判断
するようにすれば良い。
【０１１９】
　また、通常状態において普通入賞口（スルーゲート）６７（図２参照）に球が入球した
ことを検出した場合に、右打ち警告画像を表示させるように構成することが容易だが、こ
れに限られるものではない。例えば、大当たり遊技中や小当たり遊技中以外の状態におい
て、特定入賞口６５ａへと球が入賞（入球）したことを検出した場合に、不正遊技（右打



(19) JP 2021-29829 A 2021.3.1

10

20

30

40

50

ち遊技に限らず、例えば、可変入賞装置６５に負荷を与えて特定入賞口６５ａを開放させ
、遊技球を無理やり入球させる遊技態様も含む）が行われていると判別して、右打ち警告
画像を表示させるように構成してもよい。これにより、ホールの店員は右打ち警告画像の
有無を確認するだけで容易に不正の有無を判別することができる。
【０１２０】
　また、例えば、大当たり遊技中や小当たり遊技中以外の状態において、特定入賞口６５
ａへと球が入球したことを検出した場合に、ホールコンピュータに対して不正が行われて
いることを示す信号を出力するように構成してもよい。これにより、ホールコンピュータ
の操作者は容易に不正が行われている可能性の有無、および不正行為が行われているパチ
ンコ機１０の台番号（位置）を判断することができる。
【０１２１】
　また、例えば、可変表示装置ユニット８０の右側流路を狭めることで、遊技球が通過せ
ざるを得ない範囲を構成し、その範囲に、遊技球の通過を検出可能な検出センサを配設す
るようにしても良い。この場合、その検出センサにより遊技球の通過が検出されたことに
基づいて、右打ちが行われていると判断することができる。
【０１２２】
　また、例えば、可変表示装置ユニット８０の最上位置（図２における左右中心位置に相
当）よりも左側に配置される可動部材（例えば、風車）の変位を検出可能な検出センサを
配設しても良い。この場合、遊技球の打ち出しが行われている場合に、予想される動作タ
イミングを過ぎても可動部材の変位が検出されないことに基づいて、右打ちが行われてい
ると判断することができる。
【０１２３】
　本実施形態では、第１入賞口６４の下側には可変入賞装置６５が配設されており、その
略中央部分に横長矩形状の特定入賞口（大開放口）６５ａが設けられている。
【０１２４】
　パチンコ機１０においては、第２入賞口６４０への入賞に起因して行われた特別図柄の
抽選で小当たりになると、所定時間（変動時間）が経過した後に、小当たりの停止図柄と
なるよう第１図柄表示装置３７Ａ又は第１図柄表示装置３７Ｂを点灯させる。加えて、そ
の小当たりに対応した停止図柄を第３図柄表示装置８１に表示させて、小当たりの発生が
報知される。その後、球が入賞し易い小当たり遊技が実行される。この小当たり遊技とし
て、通常時には閉鎖されている特定入賞口６５ａが、所定時間（例えば、１．８秒経過す
るまで、或いは、球が１０個（規定個数）入賞するまで）開放される。
【０１２５】
　また、パチンコ機１０においては、第１入賞口６４、第３入賞口６４ｂ、または第２入
賞口６４０への入賞に起因して行われた特別図柄の抽選で大当たりになると、所定時間（
変動時間）が経過した後に、大当たりの停止図柄となるよう第１図柄表示装置３７Ａ又は
第１図柄表示装置３７Ｂを点灯させる。加えて、その大当たりに対応した停止図柄を第３
図柄表示装置８１に表示させて、大当たりの発生が報知される。その後、球が入賞し易い
特別遊技状態（大当たり）に遊技状態が遷移する。この特別遊技状態として、通常時には
閉鎖されている特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７００ａが、所定時間（例えば、３
０秒経過するまで、或いは、球が１０個（規定個数）入賞するまで）開放される。
【０１２６】
　この特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７００ａの開閉動作は、最高で例えば１５回
（１５ラウンド）繰り返し可能にされている。この開閉動作が行われている状態が、遊技
者にとって有利な特別遊技状態の一形態であり、遊技者には、遊技上の価値（遊技価値）
の付与として通常時より多量（本実施形態では、１個の球の入賞に基づき１５個）の賞球
の払い出しが行われる。
【０１２７】
　可変入賞装置６５は、具体的には、特定入賞口６５ａを覆う横長矩形状の開閉板と、そ
の開閉板を開閉駆動するための大開放口ソレノイド（図示せず）とを備えている。特定入
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賞口６５ａは、通常時は、球が入賞できないか又は入賞し難い閉状態になっている。大当
たりの際には大開放口ソレノイドを駆動して開閉板を前方に傾倒させ、球が特定入賞口６
５ａに入賞しやすい開状態を一時的に形成し、その開状態と通常時の閉状態との状態を交
互に繰り返すように作動する。なお、第２特定入賞口７００ａの開閉態様については後述
する。
【０１２８】
　可変入賞装置６５は、入賞ユニット４００の内部を経由した球のみでなく、入賞ユニッ
ト４００には入球せずに入賞ユニット４００の左右外方を釘ＫＧ１に案内されて流下する
球も入球し得るように、横方向の長さが設計されている。即ち、特定入賞口６５ａの横幅
は、入賞ユニット４００の横幅よりも長くなるように設計されている。
【０１２９】
　入賞ユニット４００の内部に案内され易いか否かは、入賞ユニット４００よりも上流側
に配設される釘ＫＧ１の状態によって変化するが、本実施形態では、釘ＫＧ１の状態によ
って、遊技者が有利になりすぎたり不利になりすぎたりすることを防止することができる
（有利さのバランスをとることができる）。
【０１３０】
　即ち、例えば、入賞ユニット４００の内部に球が高い確率で案内され易い場合、入賞ユ
ニット４００の内部を介して球が案内される第２入賞口６４０や第３入賞口６４ｂに球を
通過させて抽選を受ける時短中や、確変中においては、特別図柄の抽選を頻繁に受けるこ
とができ遊技者にとって有利となる。
【０１３１】
　一方で、大当たり遊技や小当たり遊技において可変入賞装置６５に球を入球させる場合
には、入賞ユニット４００の内部に入った球は可変入賞装置６５に到達する前に第２入賞
口６４０や第３入賞口６４ｂに拾われてしまい、特定入賞口６５ａにまで到達する球は少
なくなる。加えて、入賞ユニット４００から逸れて、入賞ユニット４００の左右外方を流
下する球も少ないとなれば、特定入賞口６５ａへの入球により頻度よく賞球の払い出しを
受けるという遊技には不利である。
【０１３２】
　また、例えば、入賞ユニット４００の内部に球が案内される確率が低い場合、入賞ユニ
ット４００の内部を介して球が案内される第２入賞口６４０や第３入賞口６４ｂに球を通
過させて抽選を受ける時短中や、確変中においては、特別図柄の抽選を受ける間隔が長く
なり易く、遊技効率の面から遊技者にとって不利となる。
【０１３３】
　一方で、大当たり遊技や小当たり遊技において可変入賞装置６５に球を入球させる場合
には、入賞ユニット４００の内部に入る球自体が少ないので、第２入賞口６４０や第３入
賞口６４ｂに拾われてしまい、特定入賞口６５ａにまで到達することができないという球
自体が少なくなる。加えて、入賞ユニット４００から逸れて、入賞ユニット４００の左右
外方を流下する球は多くなるので、特定入賞口６５ａが開状態となった時に、多数の球を
特定入賞口６５ａに入球させ、多量の賞球の払い出しを受けることが期待できるので、遊
技者にとって有利となる。
【０１３４】
　このように、釘ＫＧ１の状態によって入賞ユニット４００の内部に球が案内され易い場
合と球が案内され難い場合とが生じたとしても、釘ＫＧ１の状態が、特別図柄の抽選を獲
得し大当たりを目指す期間において遊技者にとって有利に働く場合には、大当たり遊技中
において遊技者にとって不利に働かせることができる一方で、釘ＫＧ１の状態が、特別図
柄の抽選を獲得し大当たりを目指す期間において遊技者にとって不利に働く場合には、大
当たり遊技中において遊技者にとって有利に働かせることができる。これにより、釘ＫＧ
１の状態によって、遊技者が有利になりすぎたり不利になりすぎたりすることを防止する
ことができる（有利さのバランスをとることができる）。
【０１３５】
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　なお、上記した形態に特別遊技状態は限定されるものではない。特定入賞口６５ａ又は
第２特定入賞口７００ａとは別に開閉される大開放口を遊技領域に設け、第１図柄表示装
置３７Ａ，３７Ｂにおいて大当たりに対応したＬＥＤが点灯した場合に、特定入賞口６５
ａ又は第２特定入賞口７００ａが所定時間開放され、その特定入賞口６５ａ又は第２特定
入賞口７００ａの開放中に、球が特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７００ａ内へ入賞
することを契機として特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７００ａとは別に設けられた
大開放口が所定時間、所定回数開放される遊技状態を特別遊技状態として形成するように
しても良い。
【０１３６】
　また、特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７００ａは２つに限るものではなく、１つ
や、３以上の複数（例えば３つ）配置しても良く、また配置位置も第１入賞口６４の下側
に限らず、例えば、可変表示装置ユニット８０の左右側や上側でも良い。
【０１３７】
　遊技盤１３の下側における右隅部には、証紙や識別ラベル等を貼着するための貼着スペ
ースＫ１が設けられ、貼着スペースＫ１に貼られた証紙等は、正面枠１４の小窓３５（図
１参照）を通じて視認することができる。
【０１３８】
　遊技盤１３には、第１アウト口７１が設けられている。遊技領域を流下する球であって
、いずれの入賞口６３，６４，６４ｂ，６５ａ，６４０，７００ａにも入賞しなかった球
は、第１アウト口７１、左アウト口７１Ｌ又は右アウト口７１Ｒを通って図示しない球排
出路へと案内される。
【０１３９】
　第１アウト口７１は、第１入賞口６４の下方に配設される。左アウト口７１Ｌは、特定
入賞口６５ａの左方に配設され、右アウト口７１Ｒは、特定入賞口６５ａの右方に配設さ
れる。
【０１４０】
　本実施形態では、特定入賞口６５ａの配置を遊技領域の下縁付近としているので、内レ
ール６１と特定入賞口６５ａとの間の隙間が狭い。そのため、特定入賞口６５ａの左右外
方において遊技領域の下縁を転動する複数の球が全て第１アウト口７１へ向かうように構
成すると、内レール６１と特定入賞口６５ａとの間に球詰まりが生じる可能性があり、遊
技を中断させる要因となる。
【０１４１】
　これに対し、本実施形態では、左アウト口７１Ｌ及び右アウト口７１Ｒが配設されるこ
とで、特定入賞口６５ａの左右外方において遊技領域の下縁を転動する球が第１アウト口
７１へ向かう前に、その球を、左アウト口７１Ｌ又は右アウト口７１Ｒを通って図示しな
い球排出路へと排出することができる。これにより、内レール６１と特定入賞口６５ａと
の間で球詰まりが生じる事態を回避することができるので、遊技が中断することを回避す
ることができる。
【０１４２】
　遊技盤１３には、球の落下方向を適宜分散、調整等するために多数の釘ＫＧ１が植設さ
れているとともに、風車ＷＦ等の各種部材（役物）とが配設されている。
【０１４３】
　図３に示すように、パチンコ機１の背面側には、制御基板ユニット９０，９１と、裏パ
ックユニット９４とが主に備えられている。制御基板ユニット９０は、主基板（主制御装
置１１０）と音声ランプ制御基板（音声ランプ制御装置１１３）と表示制御基板（表示制
御装置１１４）とが搭載されてユニット化されている。制御基板ユニット９１は、払出制
御基板（払出制御装置１１１）と発射制御基板（発射制御装置１１２）と電源基板（電源
装置１１５）とカードユニット接続基板１１６とが搭載されてユニット化されている。
【０１４４】
　裏パックユニット９４は、保護カバー部を形成する裏パック９２と払出ユニット９３と
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がユニット化されている。また、各制御基板には、各制御を司る１チップマイコンとして
のＭＰＵ、各種機器との連絡をとるポート、各種抽選の際に用いられる乱数発生器、時間
計数や同期を図る場合などに使用されるクロックパルス発生回路等が、必要に応じて搭載
されている。
【０１４５】
　なお、主制御装置１１０、音声ランプ制御装置１１３および表示制御装置１１４、払出
制御装置１１１および発射制御装置１１２、電源装置１１５、カードユニット接続基板１
１６は、それぞれ基板ボックス１００～１０４に収納されている。基板ボックス１００～
１０４は、ボックスベースと該ボックスベースの開口部を覆うボックスカバーとを備えて
おり、そのボックスベースとボックスカバーとが互いに連結されて、各制御装置や各基板
が収納される。
【０１４６】
　また、基板ボックス１００（主制御装置１１０）および基板ボックス１０２（払出制御
装置１１１および発射制御装置１１２）は、ボックスベースとボックスカバーとを封印ユ
ニット（図示せず）によって開封不能に連結（かしめ構造による連結）している。また、
ボックスベースとボックスカバーとの連結部には、ボックスベースとボックスカバーとに
亘って封印シール（図示せず）が貼着されている。この封印シールは、脆性な素材で構成
されており、基板ボックス１００，１０２を開封するために封印シールを剥がそうとした
り、基板ボックス１００，１０２を無理に開封しようとすると、ボックスベース側とボッ
クスカバー側とに切断される。よって、封印ユニット又は封印シールを確認することで、
基板ボックス１００，１０２が開封されたかどうかを知ることができる。
【０１４７】
　払出ユニット９３は、裏パックユニット９４の最上部に位置して上方に開口したタンク
１３０と、タンク１３０の下方に連結され下流側に向けて緩やかに傾斜するタンクレール
１３１と、タンクレール１３１の下流側に縦向きに連結されるケースレール１３２と、ケ
ースレール１３２の最下流部に設けられ、払出モータ２１６（図４参照）の所定の電気的
構成により球の払出を行う払出装置１３３とを備えている。タンク１３０には、遊技ホー
ルの島設備から供給される球が逐次補給され、払出装置１３３により必要個数の球の払い
出しが適宜行われる。タンクレール１３１には、当該タンクレール１３１に振動を付加す
るためのバイブレータ１３４が取り付けられている。
【０１４８】
　また、払出制御装置１１１には状態復帰スイッチ１２０が設けられ、発射制御装置１１
２には可変抵抗器の操作つまみ１２１が設けられ、電源装置１１５にはＲＡＭ消去スイッ
チ１２２が設けられている。状態復帰スイッチ１２０は、例えば、払出モータ２１６（図
４参照）部の球詰まり等、払出エラーの発生時に球詰まりを解消（正常状態への復帰）す
るために操作される。操作つまみ１２１は、発射ソレノイドの発射力を調整するために操
作される。ＲＡＭ消去スイッチ１２２は、パチンコ機１０を初期状態に戻したい場合に電
源投入時に操作される。
【０１４９】
　次に、図４を参照して、本パチンコ機１０の電気的構成について説明する。図４は、パ
チンコ機１０の電気的構成を示すブロック図である。
【０１５０】
　主制御装置１１０には、演算装置である１チップマイコンとしてのＭＰＵ２０１が搭載
されている。ＭＰＵ２０１には、該ＭＰＵ２０１により実行される各種の制御プログラム
や固定値データを記憶したＲＯＭ２０２と、そのＲＯＭ２０２内に記憶される制御プログ
ラムの実行に際して各種のデータ等を一時的に記憶するためのメモリであるＲＡＭ２０３
と、そのほか、割込回路やタイマ回路、データ送受信回路などの各種回路が内蔵されてい
る。主制御装置１１０では、ＭＰＵ２０１によって、大当たり抽選や第１図柄表示装置３
７Ａ，３７Ｂおよび第３図柄表示装置８１における表示の設定、第２図柄表示装置におけ
る表示結果の抽選といったパチンコ機１０の主要な処理を実行する。
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【０１５１】
　なお、払出制御装置１１１や音声ランプ制御装置１１３などのサブ制御装置に対して動
作を指示するために、主制御装置１１０から該サブ制御装置へ各種のコマンドがデータ送
受信回路によって送信されるが、かかるコマンドは、主制御装置１１０からサブ制御装置
へ一方向にのみ送信される。
【０１５２】
　ＲＡＭ２０３は、各種エリア、カウンタ、フラグのほか、ＭＰＵ２０１の内部レジスタ
の内容やＭＰＵ２０１により実行される制御プログラムの戻り先番地などが記憶されるス
タックエリアと、各種のフラグおよびカウンタ、Ｉ／Ｏ等の値が記憶される作業エリア（
作業領域）とを有している。なお、ＲＡＭ２０３は、パチンコ機１０の電源の遮断後にお
いても電源装置１１５からバックアップ電圧が供給されてデータを保持（バックアップ）
できる構成となっており、ＲＡＭ２０３に記憶されるデータは、すべてバックアップされ
る。
【０１５３】
　停電などの発生により電源が遮断されると、その電源遮断時（停電発生時を含む。以下
同様）のスタックポインタや、各レジスタの値がＲＡＭ２０３に記憶される。一方、電源
投入時（停電解消による電源投入を含む。以下同様）には、ＲＡＭ２０３に記憶される情
報に基づいて、パチンコ機１０の状態が電源遮断前の状態に復帰される。ＲＡＭ２０３へ
の書き込みはメイン処理（図示せず）によって電源遮断時に実行され、ＲＡＭ２０３に書
き込まれた各値の復帰は電源投入時の立ち上げ処理（図示せず）において実行される。な
お、ＭＰＵ２０１のＮＭＩ端子（ノンマスカブル割込端子）には、停電等の発生による電
源遮断時に、停電監視回路２５２からの停電信号ＳＧ１が入力されるように構成されてお
り、その停電信号ＳＧ１がＭＰＵ２０１へ入力されると、停電時処理としてのＮＭＩ割込
処理（図示せず）が即座に実行される。
【０１５４】
　主制御装置１１０のＭＰＵ２０１には、アドレスバスおよびデータバスで構成されるバ
スライン２０４を介して入出力ポート２０５が接続されている。入出力ポート２０５には
、払出制御装置１１１、音声ランプ制御装置１１３、第１図柄表示装置３７Ａ，３７Ｂ、
第２図柄表示装置、第２図柄保留ランプ、特定入賞口６５ａの開閉板の下辺を軸として前
方側に開閉駆動するための大開放口ソレノイドや電動役物を駆動するためのソレノイドな
どからなるソレノイド２０９が接続され、ＭＰＵ２０１は、入出力ポート２０５を介して
これらに対し各種コマンドや制御信号を送信する。
【０１５５】
　また、入出力ポート２０５には、図示しないスイッチ群およびスライド位置検出センサ
Ｓや回転位置検出センサＲを含むセンサ群などからなる各種スイッチ２０８、電源装置１
１５に設けられた後述のＲＡＭ消去スイッチ回路２５３が接続され、ＭＰＵ２０１は各種
スイッチ２０８から出力される信号や、ＲＡＭ消去スイッチ回路２５３より出力されるＲ
ＡＭ消去信号ＳＧ２に基づいて各種処理を実行する。
【０１５６】
　払出制御装置１１１は、払出モータ２１６を駆動させて賞球や貸出球の払出制御を行う
ものである。演算装置であるＭＰＵ２１１は、そのＭＰＵ２１１により実行される制御プ
ログラムや固定値データ等を記憶したＲＯＭ２１２と、ワークメモリ等として使用される
ＲＡＭ２１３とを有している。
【０１５７】
　払出制御装置１１１のＲＡＭ２１３は、主制御装置１１０のＲＡＭ２０３と同様に、Ｍ
ＰＵ２１１の内部レジスタの内容やＭＰＵ２１１により実行される制御プログラムの戻り
先番地などが記憶されるスタックエリアと、各種のフラグおよびカウンタ、Ｉ／Ｏ等の値
が記憶される作業エリア（作業領域）とを有している。ＲＡＭ２１３は、パチンコ機１の
電源の遮断後においても電源装置１１５からバックアップ電圧が供給されてデータを保持
（バックアップ）できる構成となっており、ＲＡＭ２１３に記憶されるデータは、すべて
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バックアップされる。なお、主制御装置１１０のＭＰＵ２０１と同様、ＭＰＵ２１１のＮ
ＭＩ端子にも、停電等の発生による電源遮断時に停電監視回路２５２から停電信号ＳＧ１
が入力されるように構成されており、その停電信号ＳＧ１がＭＰＵ２１１へ入力されると
、停電時処理としてのＮＭＩ割込処理（図示せず）が即座に実行される。
【０１５８】
　払出制御装置１１１のＭＰＵ２１１には、アドレスバスおよびデータバスで構成される
バスライン２１４を介して入出力ポート２１５が接続されている。入出力ポート２１５に
は、主制御装置１１０や払出モータ２１６、発射制御装置１１２などがそれぞれ接続され
ている。また、図示はしないが、払出制御装置１１１には、払い出された賞球を検出する
ための賞球検出スイッチが接続されている。なお、該賞球検出スイッチは、払出制御装置
１１１に接続されるが、主制御装置１１０には接続されていない。
【０１５９】
　発射制御装置１１２は、主制御装置１１０により球の発射の指示がなされた場合に、操
作ハンドル５１の回動操作量に応じた球の打ち出し強さとなるよう球発射ユニット１１２
ａを制御するものである。球発射ユニット１１２ａは、図示しない発射ソレノイドおよび
電磁石を備えており、その発射ソレノイドおよび電磁石は、所定条件が整っている場合に
駆動が許可される。具体的には、遊技者が操作ハンドル５１に触れていることをタッチセ
ンサ５１ａにより検出し、球の発射を停止させるための発射停止スイッチ５１ｂがオフ（
操作されていないこと）を条件に、操作ハンドル５１の回動操作量（回動位置）に対応し
て発射ソレノイドが励磁され、操作ハンドル５１の操作量に応じた強さで球が発射される
。
【０１６０】
　音声ランプ制御装置１１３は、音声出力装置（図示しないスピーカなど）２２６におけ
る音声の出力、ランプ表示装置（電飾部２９～３３、表示ランプ３４など）２２７におけ
る点灯および消灯の出力、変動演出（変動表示）や予告演出といった表示制御装置１１４
で行われる第３図柄表示装置８１の表示態様の設定などを制御するものである。演算装置
であるＭＰＵ２２１は、そのＭＰＵ２２１により実行される制御プログラムや固定値デー
タ等を記憶したＲＯＭ２２２と、ワークメモリ等として使用されるＲＡＭ２２３とを有し
ている。
【０１６１】
　音声ランプ制御装置１１３のＭＰＵ２２１には、アドレスバスおよびデータバスで構成
されるバスライン２２４を介して入出力ポート２２５が接続されている。入出力ポート２
２５には、主制御装置１１０、表示制御装置１１４、音声出力装置２２６、ランプ表示装
置２２７、その他装置２２８、枠ボタン２２などがそれぞれ接続されている。
【０１６２】
　音声ランプ制御装置１１３は、主制御装置１１０から受信した各種のコマンド（変動パ
ターンコマンド、停止種別コマンド等）に基づいて、第３図柄表示装置８１の表示態様を
決定し、決定した表示態様をコマンド（表示用変動パターンコマンド、表示用停止種別コ
マンド等）によって表示制御装置１１４へ通知する。また、音声ランプ制御装置１１３は
、枠ボタン２２からの入力を監視し、遊技者によって枠ボタン２２が操作された場合は、
第３図柄表示装置８１で表示されるステージを変更したり、スーパーリーチ時の演出内容
を変更したりするように、表示制御装置１１４へ指示する。ステージが変更される場合は
、変更後のステージに応じた背面画像を第３図柄表示装置８１に表示させるべく、変更後
のステージに関する情報を含めた背面画像変更コマンドを表示制御装置１１４へ送信する
。ここで、背面画像とは、第３図柄表示装置８１に表示させる主要な画像である第３図柄
の背面側に表示される画像のことである。表示制御装置１１４は、この音声ランプ制御装
置１１３から送信されるコマンドに従って、第３図柄表示装置８１に各種の画像を表示す
る。
【０１６３】
　また、音声ランプ制御装置１１３は、表示制御装置１１４から第３図柄表示装置８１の
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表示内容を表すコマンド（表示コマンド）を受信する。音声ランプ制御装置１１３では、
表示制御装置１１４から受信した表示コマンドに基づき、第３図柄表示装置８１の表示内
容に合わせて、その表示内容に対応する音声を音声出力装置２２６から出力し、また、そ
の表示内容に対応させてランプ表示装置２２７の点灯および消灯を制御する。
【０１６４】
　表示制御装置１１４は、音声ランプ制御装置１１３および第３図柄表示装置８１が接続
され、音声ランプ制御装置１１３より受信したコマンドに基づいて、第３図柄表示装置８
１における第３図柄の変動演出などの表示を制御するものである。また、表示制御装置１
１４は、第３図柄表示装置８１の表示内容を通知する表示コマンドを適宜音声ランプ制御
装置１１３へ送信する。音声ランプ制御装置１１３は、この表示コマンドによって示され
る表示内容にあわせて音声出力装置２２６から音声を出力することで、第３図柄表示装置
８１の表示と音声出力装置２２６からの音声出力とをあわせることができる。
【０１６５】
　電源装置１１５は、パチンコ機１０の各部に電源を供給するための電源部２５１と、停
電等による電源遮断を監視する停電監視回路２５２と、ＲＡＭ消去スイッチ１２２（図３
参照）が設けられたＲＡＭ消去スイッチ回路２５３とを有している。電源部２５１は、図
示しない電源経路を通じて、各制御装置１１０～１１４等に対して各々に必要な動作電圧
を供給する装置である。その概要としては、電源部２５１は、外部より供給される交流２
４ボルトの電圧を取り込み、各種スイッチ２０８などの各種スイッチや、ソレノイド２０
９などのソレノイド、モータ等を駆動するための１２ボルトの電圧、ロジック用の５ボル
トの電圧、ＲＡＭバックアップ用のバックアップ電圧などを生成し、これら１２ボルトの
電圧、５ボルトの電圧およびバックアップ電圧を各制御装置１１０～１１４等に対して必
要な電圧を供給する。
【０１６６】
　停電監視回路２５２は、停電等の発生による電源遮断時に、主制御装置１１０のＭＰＵ
２０１および払出制御装置１１１のＭＰＵ２１１の各ＮＭＩ端子へ停電信号ＳＧ１を出力
するための回路である。停電監視回路２５２は、電源部２５１から出力される最大電圧で
ある直流安定２４ボルトの電圧を監視し、この電圧が２２ボルト未満になった場合に停電
（電源断、電源遮断）の発生と判断して、停電信号ＳＧ１を主制御装置１１０および払出
制御装置１１１へ出力する。停電信号ＳＧ１の出力によって、主制御装置１１０および払
出制御装置１１１は、停電の発生を認識し、ＮＭＩ割込処理を実行する。なお、電源部２
５１は、直流安定２４ボルトの電圧が２２ボルト未満になった後においても、ＮＭＩ割込
処理の実行に充分な時間の間、制御系の駆動電圧である５ボルトの電圧の出力を正常値に
維持するように構成されている。よって、主制御装置１１０および払出制御装置１１１は
、ＮＭＩ割込処理（図示せず）を正常に実行し完了することができる。
【０１６７】
　ＲＡＭ消去スイッチ回路２５３は、ＲＡＭ消去スイッチ１２２（図３参照）が押下され
た場合に、主制御装置１１０へ、バックアップデータをクリアさせるためのＲＡＭ消去信
号ＳＧ２を出力するための回路である。主制御装置１１０は、パチンコ機１０の電源投入
時に、ＲＡＭ消去信号ＳＧ２を入力した場合に、バックアップデータをクリアすると共に
、払出制御装置１１１においてバックアップデータをクリアさせるための払出初期化コマ
ンドを払出制御装置１１１に対して送信する。
【０１６８】
　次いで、入賞ユニット４００の全体構成について説明する。図５は、入賞ユニット４０
０の正面斜視図であり、図６は、入賞ユニット４００の背面斜視図である。図５及び図６
に示すように、入賞ユニット４００は、ベース板６０（図２参照）の開口部を塞ぐように
してベース板６０の正面に締結固定される場合にベース板６０に螺入される締結ネジが挿
通される複数の挿通孔４１１が穿設される板部材４１０を備える。
【０１６９】
　即ち、板部材４１０よりも正面側の部分は、ベース板６０（図２参照）とガラスユニッ
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ト１６（図１参照）との間に配設される部分であり、板部材４１０よりも背面側の部分は
、ベース板６０のガラスユニット１６に対向する前側面よりも背面側に配設される部分で
ある。
【０１７０】
　入賞ユニット４００の板部材４１０は、上端部左右中央位置に、上方からの球を受け、
その球を後方へ送球可能な形状で形成される球受部４１２を備え、球受部４１２から後方
へ送球された球が遊技盤１３の第１入賞口６４（図２参照）に入球する。
【０１７１】
　入賞ユニット４００の内側に案内された球の内、一部の球は第２入賞口６４０又は第３
入賞口６４ｂ（図２参照）に入賞するよう構成されている。その球は、入賞ユニット４０
０の内側において一度後方へ送球されてから、流下方向が前後逆転し、再び板部材４１０
の正面側に配置された後で、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂへ入賞するが、球の
流下の詳細は後述する。
【０１７２】
　図７及び図９は、入賞ユニット４００の分解正面斜視図であり、図８及び図１０は、入
賞ユニット４００の分解背面斜視図である。図７及び図８では、電動役物６４０ａの非励
磁状態（前進閉鎖状態）が図示され、図９及び図１０では、電動役物６４０ａの励磁状態
（後退開放状態）が図示される。なお、非励磁状態と励磁状態とにおける電動役物６４０
ａの配置の詳細については後述する。
【０１７３】
　図７から図１０に図示されるように、入賞ユニット４００は、ベース板６０（図２参照
）に締結固定される板部材４１０と、その板部材４１０の正面側に配設され板部材４１０
に締結固定される前意匠部材４２０と、板部材４１０の背面側に配設され板部材４１０に
締結固定される中段部材４３０と、その中段部材４３０の上側に配設され中段部材４３０
に締結固定される上段部材４４０と、中段部材４３０と上段部材４４０との間において中
段部材４３０に前後スライド移動可能に支持され電動役物６４０ａを構成するスライド部
材４５０と、を備える。
【０１７４】
　板部材４１０は、光透過性の樹脂材料から形成され、左右中央位置において球が通過可
能の左右幅で上下方向に長い略矩形状で穿設される中央開口部４１３と、その中央開口部
４１３の上端部よりも右上側においてスライド部材４５０の前側先端部に乗った後の球が
通過可能な大きさで穿設される球通過開口４１４と、その球通過開口４１４の下側に連続
的に形成され球通過開口４１４の左右幅よりも左右外側に拡大されスライド部材４５０が
挿通可能とされる摺動開口４１５と、その摺動開口４１５の下側に連続的に形成され中段
部材４３０の突出部４３７ａの外形に対応する略矩形状で穿設され突出部４３７ａが挿通
支持される支持開口４１６と、その支持開口４１６の下側に連続的に形成され球が通過可
能な左右幅で穿設される球排出開口４１７と、を備える。
【０１７５】
　なお、球通過開口４１４、摺動開口４１５、支持開口４１６及び球排出開口４１７は、
左右対称に構成されることから、左側の構成については同じ符号を付し、説明を省略する
。
【０１７６】
　中央開口部４１３は、中段部材４３０の中央流路４３１に案内され正面側へ流下した球
が正面側に通過する開口である。また、電動役物６４０ａの励磁状態（後退開放状態）で
は、球が背面側に通過して第２入賞口スイッチ（後述する検出センサ４６２）に案内され
る開口としても機能するが、詳細は後述する。
【０１７７】
　球通過開口４１４は、板部材４１０の正面側において非励磁状態（図５参照）における
スライド部材４５０に乗った球が通過可能となる開口である。即ち、スライド部材４５０
上に受け止められた球は球通過開口４１４を通過することで板部材４１０の背面側に案内
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される。
【０１７８】
　摺動開口４１５は、スライド部材４５０の前後動作時においてスライド部材４５０の先
端部４５１を摺動させる態様で支持する開口である。板部材４１０は、摺動開口４１５の
左右端部から、摺動開口４１５の内側面の形状を維持しながら後方に延設されるスライド
支持部４１８を備える。これにより、摺動開口４１５よりも後方位置でスライド部材４５
０を支持することができるので、スライド部材４５０が摺動開口４１５の前後幅以上の変
位幅でスライド変位する場合であっても、スライド部材４５０の変位を安定させることが
できる。
【０１７９】
　支持開口４１６を通して、中段部材４３０の突出部４３７ａが正面側に張り出される。
中段部材４３０の突出部４３７ａには、板部材４１０よりも前側において球の通過を検出
可能な検出センサ４３５の開口４３５ａが配設されている。即ち、非励磁状態のスライド
部材４５０に受け止められた球の内、スライド部材４５０が励磁状態とされる前に球通過
開口４１４を通過しなかった球は、その真下において支持開口４１６の前側に配設される
開口４３５ａを通過する。
【０１８０】
　球排出開口４１７は、支持開口４１６の前側に配設される開口４３５ａを通過した球の
通過を許容して、背面側に送球するための開口部である。
【０１８１】
　前意匠部材４２０は、光透過性の樹脂材料から形成され、意匠面を構成する前板部４２
１と、その前板部４２１の左右中央位置上端部において球受部４１２の下縁部を受け入れ
可能な形状で背面側に突設形成される接合部４２２と、その接合部４２２の下端部から左
右一対で下方に延設される一対の仕切り板４２３と、その仕切り板４２３の下側部におい
て中段部材４３０の突出部４３７ａを支持可能な高さ位置で左右外方に突出形成される支
持部４２４と、その支持部４２４よりも下側において球の流下経路を構成する湾曲壁とし
て前板部４２１から後方に突出形成される湾曲壁部４２５と、接合部４２２の上縁部から
左右外側へ向けて突設形成され球の流下方向を変化可能に形成される左右一対の軒部４２
６と、その軒部４２６よりも左右外側かつ下側において前板部４２１の後側面から後側に
突設形成される左右一対の球案内突条４２７と、を備える。
【０１８２】
　前意匠部材４２０が光透過性の樹脂材料から形成されていることから、前板部４２１が
前側から覆う態様であっても、前板部４２１を通してその背面側の構成や、流下する球を
視認することができる。即ち、電動役物６４０ａ（スライド部材４５０や、傾倒部材４７
０）の状態や、前板部４２１の背面側における球の流下態様を、遊技者は視認することが
できる。
【０１８３】
　接合部４２２が、板部材４１０の球受部４１２の下縁との継ぎ目が目立たないように球
受部４１２を受入可能な形状から形成されているので、球受部４１２と前板部４２１とを
正面視で一体的に見せることができる（図５参照）。
【０１８４】
　そのため、球受部４１２と前板部４２１とに別々の意匠を形成する設計ばかりでなく、
球受部４１２と前板部４２１とを組み合わせて完成する意匠を形成するよう設計しても良
い。
【０１８５】
　接合部４２２は、板部材４１０の正面側における球の流下方向を制限する機能をも有し
ている。即ち、非励磁状態のスライド部材４５０上に受け止められた球が左右内側に流下
する勢いで、直接左右中央位置に流れ込むことは、接合部４２２と衝突することにより防
止される。即ち、スライド部材４５０上に受け止められた球の流下経路は、スライド部材
４５０の状態と、接合部４２２とにより制限されることになる。
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【０１８６】
　そのため、非励磁状態のスライド部材４５０に受け止められた球はスライド部材４５０
に乗って後方へ案内されるか、スライド部材４５０が励磁状態に切り替えられることで、
支持開口４１６の前側に配設される開口４３５ａへ案内されることになる。
【０１８７】
　仕切り板４２３は、板部材４１０の正面側における球の流下方向を制限する機能を有し
ている。即ち、仕切り板４２３が配設されることにより、中央開口部４１３を正面側に通
過した球が左右外側に排出されることを防止して、専ら下方に流下するように球の流下経
路を制限している。
【０１８８】
　湾曲壁部４２５は、球の流下経路が左右外側へ流れるように形成されている。これによ
り、湾曲壁部４２５に案内されて球排出開口４１７を通り後方へ流れる球と、中央開口部
４１３を通り後方へ流れる球と、を正面視で区別し易くしている。
【０１８９】
　また、球の流下経路が左右外側へ流れないよう形成される場合と異なり、中央開口部４
１３の前後位置と球排出開口４１７の前後位置との左右間隔を空けることで、特定の部材
を配置するスペースを確保することができる。なお、本実施形態では、電動役物６４０ａ
に駆動力を伝達させるための部材（第１部材４８１）を配置するためのスペース（受入凹
部４６５）が形成されるが、詳細は後述する。
【０１９０】
　軒部４２６は、上側面が、接合部４２２の上側面と同一傾斜の平滑面として形成され、
接合部４２２の左右側上側面に乗った球の流下方向を左右外側方向へ切り替える部分とし
て機能するが、詳細は後述する。
【０１９１】
　球案内突条４２７は、スライド部材４５０に乗った球の内、検出センサ４３５の開口４
３５ａへ向けて流下する球の流下経路に沿って形成されており、流下する球と接触する部
分として機能する。
【０１９２】
　これにより、長期間使用して球と擦れることにより前板部４２１の後側面が摩耗してす
り減る場合であっても、球案内突条４２７の先端部からすり減らすことができるので、球
と前板部４２１の後側面との接触面積を小さいまま維持することができる。
【０１９３】
　また、前意匠部材４２０は光透過性の樹脂材料から形成されているので、正面側に生じ
るか背面側に生じるかに寄らず、擦り傷により透過の程度が低下する。換言すれば、擦り
傷が発生する面積が大きいほど、前意匠部材４２０を通して前意匠部材４２０の後ろ側に
配設される部材を視認し難くなる。本実施形態では、前意匠部材４２０の背面側を流下す
る球の視認性を確保するために、前意匠部材４２０の透過の程度を高く維持しておくこと
が望ましい。
【０１９４】
　これに対し、本実施形態では、擦り傷の発生箇所を、球案内突条４２７に限定すること
ができるので、前意匠部材４２０に生じる擦り傷を最低限に抑え、且つ、流下する球の視
認性を確保することができる。
【０１９５】
　中段部材４３０は、スライド部材４５０を下支えする部材であって、スライド部材４５
０に左右方向から挟まれる位置に形成される中央流路４３１と、非励磁状態におけるスラ
イド部材４５０の下側に配設される左右一対の検出センサ４３５と、を備える。
【０１９６】
　中央流路４３１は、球の直径よりも若干長い左右幅で形成され正面側へ向けて下降傾斜
する底面部４３１ａと、底面部４３１ａの左右において球の通過を防止するように上方へ
立設される左壁部４３２及び右壁部４３３と、底壁部４３１ａの後方において球の通過を
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防止するように上方へ立設される後壁部４３４と、を備える。
【０１９７】
　左壁部４３２は、後壁部４３４との間に球の直径よりも若干長い前後幅の隙間４３２ａ
を確保するよう構成され、右壁部４３３は、後壁部４３４との間に球の直径よりも若干長
い前後幅の隙間４３３ａを確保するよう構成される。
【０１９８】
　隙間４３３ａは、隙間４３２ａよりも正面側にずれた位置に配置されている。本実施形
態では、隙間４３２ａの前側端部と隙間４３３ａの後側端部との前後方向位置がおおよそ
合致するよう隙間４３２ａ，４３３ａが配設される。
【０１９９】
　左壁部４３２は、後端部から上半部が切り欠かれたような形状で位置合わせ部４３２ｂ
が形成される。右壁部４３３は、後端部から上半部が切り欠かれたような形状で位置合わ
せ部４３３ｂが形成される。位置合わせ部４３２ｂ，４３３ｂは、上段部材４４０を中段
部材４３０に組み付ける際の位置合わせに利用されるが、詳細は後述する。
【０２００】
　左壁部４３２は、後側部において、中央流路４３１に面する右側面は平滑面とされる一
方で、中央流路４３１に面していない左側面に前側部よりも左右幅が短くなるよう切欠き
部４３２ｃが形成される。
【０２０１】
　右壁部４３３は、後側部において、中央流路４３１に面する左側面は平滑面とされる一
方で、中央流路４３１に面していない右側面に前側部よりも左右幅が短くなるよう切欠き
部４３３ｃが形成される。
【０２０２】
　切欠き部４３２ｃ，４３３ｃは、同様の前後幅で形成され、スライド移動時のスライド
部材４５０の傾斜面部４５２ａ，４５３ａとの干渉を回避するよう機能するが、詳細は後
述する。
【０２０３】
　後壁部４３４は、隙間４３２ａ，４３３ａの後端部を結ぶ湾曲壁部として形成される。
これにより、隙間４３２ａを通過して後壁部４３４に当接した球を、正面側へ滑らかに方
向転換させることができる。
【０２０４】
　検出センサ４３５は、球の通過が検出されても図柄の抽選を伴わない検出センサとして
構成される。即ち、球が検出センサ４３５を通過した場合に、特別図柄の抽選も普通図柄
の抽選も実行されず、賞球の払い出しが実行される。本実施形態では、検出センサ４３５
に１個の球の入賞が検出されることに対応して、５個の賞球が払い出されるよう制御され
る。
【０２０５】
　上段部材４４０は、光透過性の樹脂材料から形成され、球受部４１２に受け入れられた
球が流下するための後方へ下降傾斜する流路を構成する上側流路構成部４４１と、その上
側流路構成部４４１を流下した球を検出する検出センサ４４２と、上側流路構成部４４１
の上蓋として締結固定され検出センサ４４２を上側流路構成部４４１に固定するための上
蓋部材４４３と、少なくとも中段部材４３０の中央流路４３１の天井部を構成する天井構
成部４４４と、スライド部材４５０の上面を転動する球の流下を案内する左側壁部４４５
及び右側壁部４４６と、を備える。
【０２０６】
　上段部材４４０が光透過性の樹脂材料から形成されていることで、ベース板６０を介し
て入賞ユニット４００を見下ろす遊技者視線において、上段部材４４０の下側にある球流
路（中央流路４３１及びスライド部材４５０に案内される流路）を、上段部材４４０越し
に視認させることができる。即ち、遊技者は、スライド部材４５０上を転動し、中央流路
４３１を流下する球を視認することができる。
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【０２０７】
　検出センサ４４２は、第１入賞口６４（図２参照）に入球した球を検出する。即ち、球
が検出センサ４４２を通過した場合に、特別図柄１の抽選が実行され、賞球の払い出しが
実行される。
【０２０８】
　上蓋部材４４３は、左側へ球が流れる経路が左側壁部４４５の後端部よりも後側に配置
されている。これにより、上側流路構成部４４１を流下する球が左壁部４４５により案内
される流路の上側に配置される事態が生じることを回避することができる。これにより、
左壁部４４５により案内される球の視認性が、上側流路構成部４４１を流下する球により
低下することを回避することができる。
【０２０９】
　左側壁部４４５は、前後方向に延び、後方端部で左右中央側へ向けて湾曲する壁部とし
て形成される。湾曲部分の左右中央側の先端部の前後位置は、中段部材４３０の後壁部４
３４の左側端部の前後位置と合致する。
【０２１０】
　右側壁部４４６は、前後方向に延び、後方端部で左右中央側へ向けて湾曲する壁部とし
て形成される。湾曲部分の左右中央側の先端部の前後位置は、中段部材４３０の後壁部４
３４の右側端部の前後位置と合致する。
【０２１１】
　即ち、左側壁部４４５及び右側壁部４４６は共に、中段部材４３０の隙間４３２ａ，４
３３ａの後端部を形成する後壁部４３４と連なるように形成され、隙間４３２ａ，４３３
ａに球を案内するよう構成されている。つまり、左側壁部４４５の後端部よりも、右側壁
部４４６の後端部の方が、正面側にずれた位置に配置されている。
【０２１２】
　スライド部材４５０は、非透過性の樹脂材料から形成され、左右一対の先端部４５１と
、その先端部４５１の左右内側部から後方に延設される左案内板部４５２及び右案内板部
４５３と、左案内板部４５２及び右案内板部４５３を後方端部において連結固定する中央
固定部４５４と、を備える。
【０２１３】
　スライド部材４５０が非透過性の樹脂材料から形成されることにより、スライド部材４
５０の下側を流下する球（例えば、下段部材４６０の左右経路４６３を流下する球）をス
ライド部材４５０により隠す（見え難いように遮蔽する）ことができる。これにより、中
段部材４３０が光透過性の樹脂材料から形成される場合においても、スライド部材４５０
上を転動する球と、スライド部材４５０の下側を流下する球（例えば、下段部材４６０の
左右経路４６３を流下する球）とが、遊技者目線（入賞ユニット４００を正面側から斜め
下方向に見下ろす目線）方向で重なって見える事態の発生を回避することができる。
【０２１４】
　一対の先端部４５１は、中央流路４３１を挟んで左右対称形状に形成されると共に、中
央流路４３１を挟んで左右対称の位置に配置され、水平に対する同角度で左右一対が左右
内側へ向けて下降傾斜し、且つ、後側へ向けて左右一対が同角度で下降傾斜する姿勢の板
状に形成されている。
【０２１５】
　左案内板部４５２及び右案内板部４５３は、先端部４５１の傾斜に従いながら後方へ延
設されており、その延設長さは、左案内板部４５２の方が右案内板部４５３よりも長い。
従って、後端部における上下位置は、左案内板部４５２の方が、右案内板部４５３よりも
低い。
【０２１６】
　左案内板部４５２は、後側略半部の右縁部付近に、板上面の右方へ向けた下降傾斜の程
度が大きくなるように形成される傾斜面部４５２ａを備える。また、右案内板部４５３は
、後側略半部の左縁部付近に、板上面の左方へ向けた下降傾斜の程度が大きくなるように
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形成される傾斜面部４５３ａを備える。
【０２１７】
　傾斜面部４５２ａ，４５３ａは、スライド部材４５０が、非励磁状態か、励磁状態かに
関わらず、隙間４３２ａ，４３３ａに対して左右方向で対向配置されるのに十分な前後幅
で形成される。
【０２１８】
　即ち、スライド部材４５０の上面を転動する球が隙間４３２ａ，４３３ａを通過するタ
イミングにおいて、スライド部材４５０が非励磁状態か、励磁状態かに関わらず、球を傾
斜面部４５２ａ，４５３ａの傾斜に沿って流すことができるので、流下方向を左右内側へ
向く方向に寄せることができる。
【０２１９】
　右案内板部４５３の方が延設長さを短くされることから、右案内板部４５３の後側にス
ペースを確保することが可能である。本実施形態では、その空いたスペースに電動役物６
４０ａを駆動するためのソレノイドＳＯＬ４１を配設することで、入賞ユニット４００を
ソレノイドＳＯＬ４１の収まりよく（上面視で略正方形となる形状で）構成することがで
きる。
【０２２０】
　なお、傾斜面部４５２ａ，４５３ａの形成幅（左右幅）は任意に設定可能とされる。例
えば、中央流路４３１の底面部４３１ａの上方側まで張り出し、上面視で部分的に重なる
ように構成しても良い。この場合、球の流下をスムーズにすることができる。
【０２２１】
　図１１及び図１３は、入賞ユニット４００の分解正面斜視図であり、図１２及び図１４
は、入賞ユニット４００の分解背面斜視図である。図１１から図１４では、電動役物６４
０ａの非励磁状態が図示され、中段部材４３０よりも下層の部材についても分解して図示
される。また、図１１及び図１２では、入賞ユニット４００を斜め上から視認する状態が
図示され、図１３及び図１４では、入賞ユニット４００を斜め下から視認する状態が図示
される。
【０２２２】
　入賞ユニット４００は、中段部材４３０の下側に配設され中段部材４３０に締結固定さ
れる下段部材４６０と、中段部材４３０と下段部材４６０との間において下段部材４６０
に前後傾倒可能に支持され電動役物６４０ａを構成する傾倒部材４７０と、ソレノイドＳ
ＯＬ４１の駆動力をスライド部材４５０及び傾倒部材４７０に伝達する伝達部材４８０と
、を備える。
【０２２３】
　まず、図１１から図１４を参照して、入賞ユニット４００の、板部材４１０、前意匠部
材４２０、中段部材４３０、上段部材４４０及びスライド部材４５０の構成について追加
の説明をする。
【０２２４】
　前意匠部材４２０は、一対の仕切り板４２３の左右中間位置から左右外側に若干ずれた
位置において、球の流下を案内する一対の突条部として形成される球案内突条４２８を備
える。
【０２２５】
　球案内突条４２８の突設先端部（後端部）は、前側へ向けて下降傾斜する形状とされて
いるので、後側から到達した球が案内される場合に、球に下向きの負荷を与えやすくする
ことができ、球が後側に跳ね返ることを回避し易くすることができる。
【０２２６】
　球案内突条４２８は、板部材４１０の中央開口部４１３を正面側に通過した球の流下経
路に沿って形成されており、流下する球と接触する部分として機能する。球案内突条４２
８は、流下する球の左右中心よりも左右外側にずれた一対の突条から形成されている。こ
れにより、球案内突条４２８の左右内側角部に球が接触し易くすることができるので、球
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案内突条４２８の摩耗が角部から生じるようにすることができる。これにより、球案内突
条４２８の左右中央部の破損を抑制することができる。
【０２２７】
　これにより、長期間使用して球と擦れることにより前板部４２１の後側面が摩耗してす
り減る場合であっても、球案内突条４２８の先端部からすり減らすことができるので、球
と前板部４２１の後側面との接触面積を小さいまま維持することができる。
【０２２８】
　また、前意匠部材４２０は光透過性の樹脂材料から形成されているので、正面側に生じ
るか背面側に生じるかに寄らず、擦り傷により透過の程度が低下する。換言すれば、擦り
傷が発生する面積が大きいほど、前意匠部材４２０を通して前意匠部材４２０の後ろ側に
配設される部材を視認し難くなる。本実施形態では、前意匠部材４２０の背面側を流下す
る球の視認性を確保するために、前意匠部材４２０の透過の程度を高く維持しておくこと
が望ましい。
【０２２９】
　これに対し、本実施形態では、擦り傷の発生箇所を、球案内突条４２８に限定すること
ができるので、前意匠部材４２０に生じる擦り傷を最低限に抑え、且つ、流下する球の視
認性を確保することができる。
【０２３０】
　中段部材４３０は、左壁部４３２及び右壁部４３３よりも左右外側に延設され検出セン
サ４３５を上側から押さえて支える支持延設部４３６と、検出センサ４３５を乗せる板形
状部材であって支持延設部４３６が左右端部において締結固定されるベース板４３７と、
を備える。
【０２３１】
　左壁部４３２及び右壁部４３３の間に配置される底面部４３１ａの反対面側（下面側）
において、後端側寄りの位置から鉛直下方に向けて係止板部４３１ｂが板状に突設される
。係止板部４３１ｂは、スライド部材４５０の移動終端を規定する部分として機能するが
、詳細は後述する。
【０２３２】
　支持延設部４３６は、上側面が前後方向に沿う平滑面として形成され、検出センサ４３
５の開口４３５ａの上方を開放し球が通過可能な矩形状で穿設される開口部４３６ａと、
上側面に左右方向に延びる態様で上方へ向けて突設形成される突条部４３６ｂと、を備え
る。
【０２３３】
　突条部４３６ｂは、中段部材４３０の組立状態（図９参照）において前側面が検出セン
サ４３５の開口４３５ａの縁部と滑らかに連通する位置に配設される。これにより、スラ
イド部材４５０の励磁状態（図９参照）において先端部４５１の正面側を下方に流れる球
が先端部４５１と検出センサ４３５との隙間に入り込んでしまい、意図せず流下が滞るこ
とを回避することができる。即ち、突条部４３６ｂにより球の流下を案内することができ
、球の流下を滑らかにすることができる。
【０２３４】
　また、突条部４３６ｂは、スライド部材４５０の非励磁状態（図７参照）において、先
端部４５１と左案内板部４５２又は右案内板部４５３とのつなぎ目の真下に配置される。
そのため、先端部４５１に球が乗った場合に、その球の重みで先端部４５１と左案内板部
４５２又は右案内板部４５３とが前倒れする方向に撓み変形する事態になったとしても、
先端部４５１と左案内板部４５２又は右案内板部４５３とのつなぎ目を突条部４３６ｂで
下から支えることができるので、上記撓み変形を抑制することができる。
【０２３５】
　ベース板４３７は、所々、上下方向に穿設されることで開口部が形成される。即ち、検
出センサ４３５を配設させるために前側に突出形成される突出部４３７ａには、検出セン
サ４３５の開口よりも大きな開口が検出センサ４３５の開口を塞がない配置で穿設され、
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右後端部では、嵌合支持されるソレノイドＳＯＬ４１の下側部においてソレノイドＳＯＬ
４１のプランジャーＳＯＬ４１ａを貫通させるための開口部４３７ｂが形成され、中央後
端部では、伝達部材４８０の第２部材４８５を貫通させ変位を許容するために十分な前後
幅の開口部４３７ｃが形成される。
【０２３６】
　ベース板４３７は、下側面において、傾倒部材４７０に駆動力を伝達する伝達部材４８
０の第１部材４８１を受け入れるための部分として前後方向に延びる受入凹部４３７ｄと
、下段部材４６０に案内される球の経路の天井を構成し後方へ向けて下降傾斜する傾斜面
部４３７ｅと、その傾斜面部４３７ｅの左右端部から下方に延設される一対の延設壁の前
端部において後方へ向けて下降傾斜する傾斜ストッパ４３７ｆと、を備える。
【０２３７】
　傾斜ストッパ４３７ｆにより、傾倒部材４７０の非励磁状態における姿勢を真上に起立
する姿勢よりも若干傾斜した姿勢に設定しつつも、球の経路を塞ぐことができるので、傾
倒部材４７０の開閉角度を小さく抑えることができる。これにより、傾倒部材４７０の開
閉動作に要する時間を短縮できることから、球噛みの発生を抑えることができるが、詳細
は後述する。
【０２３８】
　上段部材４４０の天井構成部４４４は、中段部材４３０の底面部４３１ａと上下方向で
対向配置され前方へ向かう程上昇傾斜する傾斜面部４４４ａと、その傾斜面部４４４ａよ
りも左右両側に配置される部分の後端部から断面Ｌ字形状で下方へ延設される一対の延設
部４４４ｂと、を備える。
【０２３９】
　傾斜面部４４４ａは、中央流路４３１の天井部を構成しており、傾斜面部４４４ａが前
方へ向かう程上昇傾斜していることから、中央流路４３１の断面積（開口面積）が前方へ
向かう程大きくなる。即ち、下流側へ向かう程に流路面積が大きくなるので、中央流路４
３１を前方へ向けて流れるという流下態様において、球詰まりの発生を抑制することがで
きる。
【０２４０】
　延設部４４４ｂは、上段部材４４０を中段部材４３０に組み付ける場合に、後端部の左
右内側端部を中段部材４３０の位置合わせ部４３２ｂ，４３３ｂに係合させることで位置
合わせ可能に設計されている。
【０２４１】
　このように組み付けることで、延設部４４４ｂの後側面の前後位置が、左壁部４３２及
び右壁部４３３の後端部（隙間４３２ａ，４３３ａの前端）の前後位置と一致する。即ち
、延設部４４４ｂには、前後方向で対向配置される左側壁部４４５又は右側壁部４４６と
の間に隙間４４４ｃが設けられ、この隙間４４４ｃは、隙間４３２ａ，４３３ａの真上に
配置され隙間４３２ａ，４３３ａと連続的につながるよう構成される。
【０２４２】
　換言すれば、球が通過する開口の下側部を隙間４３２ａ，４３３ａが構成し、その隙間
４３２ａ，４３３ａが下側部を構成する開口の上側部は、隙間４４４ｃにより構成される
。これにより、隙間４３２ａ，４３３ａの上側部が開放され、球が跳ねた場合には隙間４
３２ａ，４３３ａを飛び越えて球が流下できる場合と異なり、球が隙間４３２ａ，４３３
ａ，４４４ｃから外れた位置を通過することを防止することができる。
【０２４３】
　スライド部材４５０は、前後方向に延びる態様で左案内板部４５２及び右案内板部４５
３の下側面から下方に突設形成される一対の突条部４５５を備える。突条部４５５は、左
右幅が左案内板部４５２や右案内板部４５３の左右幅よりも細く設計され、突設端部（下
端部）が、スライド部材４５０の移動方向（前後方向）に沿う形状とされている。
【０２４４】
　スライド部材４５０の前後移動時には、突条部４５５が中段部材４３０の支持延設部４
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３６に下支えされるが、この場合に、スライド部材４５０と支持延設部４３６との接触面
積を抑えることができるのでスライド部材４５０の移動抵抗を抑えることができると共に
、左案内板部４５２や右案内板部４５３が上面に乗る球の重さによる前倒れ変位（変形）
を抑制することができる。
【０２４５】
　突条部４５５は、左案内板部４５２及び右案内板部４５３に沿って形成され、リブとし
て機能することで、前後方向に長尺の左案内板部４５２及び右案内板部４５３の剛性を高
めることができる。
【０２４６】
　突条部４５５は、先端部４５１よりも後方に配設される。換言すれば、先端部４５１の
下側面に突条部４５５は形成されておらず、先端部４５１の剛性までを高めるものではな
い。
【０２４７】
　これにより、スライド部材４５０の弾性変形のし易さを、部位ごとに変化させることが
できる。即ち、先端部４５１は、ある程度の弾性変形は許容するよう構成することで、例
えばスライド部材４５０が前方へ移動する場合に、スライド部材４５０の前端部と前意匠
部材４２０との間に球が噛み込んだとしても、先端部４５１の弾性変形および弾性回復に
より生じる負荷により球の噛み込みを早期に解消することができる。
【０２４８】
　先端部４５１が弾性変形する場合に、左案内板部４５２及び右案内板部４５３までもが
弾性変形すると、左案内板部４５２及び右案内板部４５３が前後方向に長尺な形状である
ことも影響し、左案内板部４５２及び右案内板部４５３の上面を流下する球の流下経路の
断面積が狭められる可能性がある。
【０２４９】
　この場合、既に球通過開口４１４を通過済みであって左案内板部４５２又は右案内板部
４５３の上面を転動する球の流下抵抗が大きくなり、左案内板部４５２又は右案内板部４
５３の上面を球が通過する時間が通常より長くなる要因となり得る。
【０２５０】
　これに対し、本実施形態では、左案内板部４５２及び右案内板部４５３には突条部４５
５が形成されており、その突条部４５５がリブとして機能することで左案内板部４５２及
び右案内板部４５３までもが弾性変形することを回避することができる。これにより、左
案内板部４５２及び右案内板部４５３の上面を流下する球の流下経路の断面積の大きさを
維持することができ、左案内板部４５２又は右案内板部４５３の上面を球が通過する時間
を管理し易くすることができる。
【０２５１】
　従って、先端部４５１が弾性変形し易いことによる効果と、左案内板部４５２及び右案
内板部４５３が弾性変形し難いことによる効果と、の両方を同時に奏することができる。
【０２５２】
　次に、入賞ユニット４００の、板部材４１０、前意匠部材４２０、中段部材４３０、上
段部材４４０及びスライド部材４５０以外の構成について説明する。
【０２５３】
　下段部材４６０は、球の転動経路を複数構成する。即ち、下段部材４６０は、傾倒部材
４７０に拾われた球を転動させる中央経路４６１と、検出センサ４３５を通過した球を転
動させる左右経路４６３と、を備える。中央経路４６１を転動した球は、その後方に配設
される検出センサ４６２に通過を検出される。
【０２５４】
　検出センサ４６２は、第２入賞口６４０（図２参照）に入球した球の通過を検出する。
即ち、球が検出センサ４６２を通過した場合に、特別図柄２の抽選が実行され、賞球の払
い出しが実行される。
【０２５５】
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　また、下段部材４６０は、傾倒部材４７０を傾倒可能に軸支する受部の下半部を構成す
る軸受部４６４と、傾倒部材４７０に駆動力を伝達する伝達部材４８０の第１部材４８１
を受け入れるための部分として前後方向に延びる受入凹部４６５と、スライド部材４５０
に駆動力を伝達する伝達部材４８０の第２部材４８５を傾倒可能に軸支する受部の下半部
を構成する軸受部４６６と、を備える。
【０２５６】
　軸受部４６４は、上方が開放される凹部として構成され、傾倒部材４７０の被支持突部
４７３が配置された状態で中段部材４３０が下段部材４６０に締結固定されることで、軸
受部４６４と中段部材４３０とによって傾倒部材４７０が傾倒可能に軸支される。
【０２５７】
　受入凹部４６５は、前後方向に長い第１部材４８１を受け入れるために前後方向に十分
に長く、且つ、第１部材４８１の上下方向変位を許容するために十分な深さを有する領域
として、中央経路４６１と左右経路４６３との間の位置に形成される。受入凹部４６５か
ら第１部材４８１が脱落することが防止されることで、第１部材４８１の左右方向への変
形を抑制することができる。
【０２５８】
　軸受部４６６は、上方が開放される凹部として構成され、伝達部材４８０の第２部材４
８５が配置された状態で中段部材４３０が下段部材４６０に締結固定されることで、軸受
部４６６と中段部材４３０とによって第２部材４８５が傾倒可能に軸支される。
【０２５９】
　傾倒部材４７０は非励磁状態では、図１１に示すように起き上がり、中央経路４６１側
への入球を規制する姿勢とされる一方、励磁状態では傾倒変位し（図９参照）、中央経路
４６１側への入球を許容する姿勢とされる。
【０２６０】
　傾倒部材４７０は、先端へ向かう程に緩やかに内巻き（上向き）に湾曲する板状部４７
１と、その板状部４７１の下端部において左右方向に円柱形状で突設される一対の円柱部
４７２と、その円柱部４７２の左右端部から円柱部４７２と同軸かつ円柱部４７２よりも
小径の円柱形状で突設される被支持突部４７３と、右側の円柱部４７２の外周部から側面
視でＣ字形状に延設され伝達部材４８０の第１部材４８１と当接して負荷伝達を受ける被
伝達部４７４と、を備える。
【０２６１】
　板状部４７１は、球の直径程度の左右幅で形成されており、複数の球が同時に着地する
ことを防止できるように構成される。
【０２６２】
　円柱部４７２は、被支持突部４７３と同様に、下段部材４６０に回転可能に軸支される
部分である。円柱部４７２が構成されることで、回転時の摺動負荷や、球からの負荷によ
り生じる重力方向の負荷を受け持つ面積を確保することができるので、被支持突部４７３
だけで軸支される場合に比較して、機械的な摩耗を抑えることができる。
【０２６３】
　伝達部材４８０は、後端部においてプランジャーＳＯＬ４１ａが左右方向で差し込まれ
ることで上下方向での脱落が規制されるよう構成される第１部材４８１と、その第１部材
４８１と連動する第２部材４８５と、を備える。
【０２６４】
　プランジャーＳＯＬ４１ａがベース板４３７の開口部４３７ｂにより上下方向を除く前
後左右への移動が制限されており、そのプランジャーＳＯＬ４１ａが左右方向で差し込ま
れる第１部材４８１は、受入凹部４６５により左右方向への移動が制限されることから、
第１部材４８１とプランジャーＳＯＬ４１ａとが左右方向で脱落する等して連結が解除さ
れることを防止し易くすることができる。
【０２６５】
　ソレノイドＳＯＬ４１の励磁状態が切替られプランジャーＳＯＬ４１ａが上下方向に変
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位することで、第１部材４８１は、上下方向に変位し、第２部材４８５は、前後に傾倒す
る方向で変位するが、詳細は後述する。
【０２６６】
　図１５（ａ）は、入賞ユニット４００の正面図であり、図１５（ｂ）は、図１５（ａ）
の矢印ＸＶｂ方向視における入賞ユニット４００の側面図であり、図１５（ｃ）は、図１
５（ａ）の矢印ＸＶｃ方向視における入賞ユニット４００の上面図である。
【０２６７】
　図１５（ａ）から図１５（ｃ）では、電動役物６４０ａの非励磁状態が図示される。ま
た、図１５（ｂ）及び図１５（ｃ）には、入賞ユニット４００が組み付けられるベース板
６０の前後側面の位置が想像線で図示される。本実施形態では、ベース板６０の前側面の
正面側を流下した球が、入賞ユニット４００に到達する。
【０２６８】
　図１５（ｃ）に示すように、電動役物６４０ａの非励磁状態では、軒部４２６よりも左
右外側にスライド部材４５０の先端部４５１が配置され、その先端部４５１は、図１５（
ｂ）に示すように後方へ向けて下降傾斜している。
【０２６９】
　そのため、ベース板６０の正面側を流下する球が球受部４１２から逸れて、軒部４２６
を介して先端部４５１に乗った球や、軒部４２６を介さず直接的に先端部４５１に乗った
球（飛び込み球）は、先端部４５１の傾斜に沿って後方に寄せられる。そして、球が球通
過開口４１４（図１１参照）を通過可能な位置に到達した場合には、先端部４５１の傾斜
に沿ってスライド部材４５０の上面を伝って左案内板部４５２又は右案内板部４５３側へ
流れる。
【０２７０】
　図１６（ａ）及び図１６（ｂ）は、図１５（ｃ）のＸＶＩａ－ＸＶＩａ線における入賞
ユニット４００の断面図である。図１６（ａ）では、電動役物６４０ａ（スライド部材４
５０及び傾倒部材４７０）の非励磁状態が図示され、図１６（ｂ）では、電動役物６４０
ａの励磁状態が図示される。また、図１６（ａ）及び図１６（ｂ）では、ベース板６０に
植設される一部の釘ＫＧ１が図示される。
【０２７１】
　スライド部材４５０の状態の切り替えは、前後方向へのスライド移動であり、正面視で
非励磁状態と励磁状態との違いを判別し難いよう構成される。これにより、スライド部材
４５０へ向けて流下する遊技球がスライド部材４５０の上面を転動するか先端部４５１の
正面側を下方へ流れるかを予想し難くすることができる。
【０２７２】
　傾倒部材４７０の状態の切り替えは、傾倒動作であり、非励磁状態と励磁状態との違い
を判別し易いよう構成される。これにより、球が第２入賞口６４０（図２参照）に入球し
得る状態か否かの判別を容易とすることができる。
【０２７３】
　図１６（ａ）及び図１６（ｂ）を参照して、入賞ユニット４００に到達する球の流下態
様について説明する。なお、図１６（ａ）及び図１６（ｂ）で図示される断面において入
賞ユニット４００は左右対称形状から形成されるので、左右片側での説明に留め、反対側
の説明は省略する。
【０２７４】
　図１６（ａ）に示すように、球受部４１２を逸れて流下する球は、例えば軒部４２６を
介して流れる経路ＤＲ１で流下する。この場合、軒部４２６に遮られることで球通過開口
４１４への最短距離で球が流下することはなく、先端部４５１上での滞在時間が延ばされ
る。また、軒部４２６の傾斜により左右外側への速度成分を有して流下するので、スライ
ド部材４５０に着地して跳ねた後の球は、左右外側へ向けて跳ね返り易い。
【０２７５】
　これに対して、本実施形態では、スライド部材４５０の上面が左右内側へ向けて下降傾
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斜していることから、球の跳ね返りの方向を左右内側に寄せることができる。これにより
、経路ＤＲ１で流下した球がスライド部材４５０の先端部４５１の左右外側に零れる事態
を回避し易くすることができる。
【０２７６】
　更に、本実施形態では、スライド部材４５０の先端部４５１を左右外側へ向けて流れる
球と対向する位置に釘ＫＧ１が植設されている。そのため、球が先端部４５１の左右外側
へ向けて流れた場合であっても、勢いの大きな球ほど、釘ＫＧ１との衝突によりスライド
部材４５０側に戻り易いようにすることができる。先端部４５１の左右外側へ向けて球が
流れた場合に、その球の勢いが不十分であると、釘ＫＧ１との衝突によっても跳ね戻らず
、釘ＫＧ１とスライド部材４５０の先端部４５１との間を球が流下することになる。
【０２７７】
　経路ＤＲ１とは異なる経路で流下する場合も、釘ＫＧ１の配置との影響から、通常は経
路ＤＲ１がスライド部材４５０に到達する地点と同一の地点ＤＲ１ａに到達し、スライド
部材４５０に案内される。
【０２７８】
　スライド部材４５０の上面を転動する球と対向配置される位置に連なって植設される釘
ＫＧ１の上を流下して地点ＤＲ１ａに到達する球は、スライド部材４５０の先端部４５１
が釘ＫＧ１側に張り出して形成されていることから、スライド部材４５０の先端部４５１
と釘ＫＧ１との間に脱落することが抑制される。
【０２７９】
　なお、釘ＫＧ１で跳ね飛ばされた球が先端部４５１の左右内側部（球通過開口４１４の
前方位置）へ向かって飛ぶ場合もあるが、その球と軒部４２６とが衝突し易いよう軒部４
２６の配置が設計されている。即ち、本実施形態では、球が釘ＫＧ１で跳ね飛ばされるこ
とによるイレギュラーな流下態様においても、球が地点ＤＲ１ａを経由せずに球通過開口
４１４の前方位置に到達する事態の発生を抑制している。本実施形態では、釘ＫＧ１で跳
ね飛ばされて、地点ＤＲ１ａを経由せずに球通過開口４１４の前方位置に到達する球の頻
度は、釘ＫＧ１で跳ね飛ばされる球の１０個に１個程度となるように調整して設計される
。
【０２８０】
　図１６（ｂ）に示すように、電動役物６４０ａ（スライド部材４５０及び傾倒部材４７
０）の励磁状態において球が経路ＤＲ１で流下する場合、球はスライド部材４５０に着地
することはなく、軒部４２６の傾斜により生じた左右方向の速度成分を維持しつつ流れる
。
【０２８１】
　スライド部材４５０の先端部４５１の左右外側への張出代がない分、釘ＫＧ１との間の
隙間を狭くする作用を見込むことができず、球は開口部４３６ａの左右外方へ逸れて流下
する。また、上述した軒部４２６の設計から、球が釘ＫＧ１で跳ね飛ばされることによる
イレギュラーな流下態様で、球が球通過開口４１４の前方位置に到達する事態の発生は抑
制されており、球が検出センサ４３５の開口４３５ａを通過する事態の発生が抑制されて
いる。
【０２８２】
　即ち、経路ＤＲ１に例示されるように球が流下する場合、スライド部材４５０の非励磁
状態であれば球は先端部４５１の上面を左右内側へ案内され易く、スライド部材４５０の
励磁状態でれば球は検出センサ４３５の開口４３５ａに直接入球する事態は生じ難く、前
意匠部材４２０の左右外側を流下し易い。
【０２８３】
　次いで、非励磁状態のスライド部材４５０の先端部４５１に乗った後の球の流下態様に
ついて説明する。スライド部材４５０の先端部４５１に乗った球が、先端部４５１の傾斜
に沿って左右内側へ向けて流れ、球通過開口４１４を通過するまでスライド部材４５０が
非励磁状態で維持される場合には、その球は問題なく先端部４５１よりも後側へ流れ、第
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２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂ（図２参照）に入球する可能性が高まる。
【０２８４】
　それ以外の場合として、球が先端部４５１に乗っている間にスライド部材４５０が励磁
状態に切り替えられる場合を説明する。
【０２８５】
　図１６（ａ）の球配置Ｂ１は、スライド部材４５０の左右外側端部に乗っている状態と
して図示される。球配置Ｂ１に球がある場合にスライド部材４５０が励磁状態に切り替え
られると、その球の後方は板部材４１０により遮られているので、スライド部材４５０の
移動と共にその球が後方に移動することはできず、その球は前意匠部材４２０の左右外側
を流下する。
【０２８６】
　図１６（ｂ）の球配置Ｂ２は、中段部材４３０の開口部４３６ａの左右外側縁部の上方
に球の中心が配置される状態として図示される。球配置Ｂ２に球がある場合にスライド部
材４５０が励磁状態に切り替えられると、その球の後方は板部材４１０により遮られてい
るので、スライド部材４５０の移動と共にその球が後方に移動することはできない。
【０２８７】
　一方で、前意匠部材４２０の左右外側を流下するか、開口部４３６ａ側へ流下するかは
、その時の球の勢いや、球の中心位置の偏りにより変化する。開口部４３６ａ側へ流下し
た球は検出センサ４３５の開口４３５ａを通過し、遊技者には賞球の払い出しが行われる
。
【０２８８】
　そのため、球配置Ｂ２に球がある時にスライド部材４５０が励磁状態に切り替えられた
場合の球の行方は不確定であり、且つ、球の行方次第で遊技者が得られる利益が変化する
ので、球配置Ｂ２に球がある時のスライド部材４５０に対する遊技者の注目力を向上させ
ることができる。
【０２８９】
　図１６（ｂ）の球配置Ｂ３は、球通過開口４１４の正面に球が配置される状態として図
示される。球配置Ｂ３に球がある場合にスライド部材４５０が励磁状態に切り替えられる
と、その球の後方は球通過開口４１４で開放されているので、スライド部材４５０の移動
と共にその球がスライド部材４５０から受ける負荷により後方に移動する（スライド部材
４５０により押し込まれる形で後方に移動する）。
【０２９０】
　即ち、球配置Ｂ３に球が配置される時にスライド部材４５０が励磁状態に切り替えられ
たとしても、その球（１個のみ）については、球通過開口４１４の後方へ流下させること
ができる。この場合において、スライド部材４５０の先端部４５１の上側面は後方へ向け
て下降傾斜しているので、スライド部材４５０の移動中に球が前側に零れることを防止し
易くすることができる。
【０２９１】
　なお、本実施形態によれば、球配置Ｂ３は左右対称に形成されるので、左右両側の球配
置Ｂ３の両方に球が乗っている状態でスライド部材４５０が励磁状態に切り替えられると
、球は２個ともスライド部材の移動と共に後方に移動し、球通過開口４１４の後方へ流下
する。
【０２９２】
　このように、本実施形態によれば、先端部４５１に球が乗っている状態からスライド部
材４５０が励磁状態に切り替えられるという同様の状態変化であっても、先端部４５１上
の球の配置次第で、スライド部材４５０が励磁状態に切り替えられた後の球の流下経路が
変化するよう構成されている。そのため、先端部４５１に球が乗っている状態において、
その球およびスライド部材４５０の移動態様に対する注目力を向上させることができる。
【０２９３】
　そして、スライド部材４５０が励磁状態に切り替えられる時の球配置Ｂ１～Ｂ３は、下
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流側（球配置Ｂ３側）へ向かう程、遊技者が得られる可能性のある利益は大きくなる。そ
のため、スライド部材４５０上に球が乗った後も、遊技者が得られる可能性のある利益は
増大し続けることになるので、その球の流下に対する注目力を向上させることができる。
【０２９４】
　また、スライド部材４５０上の球は、１個に限定されるものではなく、例えば、球配置
Ｂ１と球配置Ｂ３とに同時に球が配置される可能性もある。この場合は、球配置Ｂ３の球
が球通過開口４１４を後方へ通過し、球配置Ｂ１の球が球配置Ｂ３側へ到達するまで（本
実施形態では約０．２秒間）、スライド部材４５０が非励磁状態で維持されている方が遊
技者の得られる可能性のある利益は高くなるので、球およびスライド部材４５０の動きに
対する注目力を向上させることができる。
【０２９５】
　図１７は、図１５（ｃ）のＸＶＩＩ－ＸＶＩＩ線における入賞ユニット４００の断面図
であり、図１８は、図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における入賞ユニット４０
０の断面図であり、図１９は、図１５（ｃ）のＸＩＸ－ＸＩＸ線における入賞ユニット４
００の断面図である。図１７から図１９では、電動役物６４０ａの非励磁状態（前進閉鎖
状態）が図示される。
【０２９６】
　電動役物６４０ａの非励磁状態（前進閉鎖状態）では、図１７から図１９に示すように
、スライド部材４５０が前進位置に配置され、傾倒部材４７０が閉鎖位置に配置される。
【０２９７】
　まず、図１７及び図１９を参照して、スライド部材４５０の上面を転動する球の流路の
構成について説明する。スライド部材４５０が前進位置に配置されると、前意匠部材４２
０とスライド部材４５０との間の前後幅が球の直径未満になるので、検出センサ４３５の
開口４３５ａへの球の流入は防止されることになり、先端部４５１に乗った球は球通過開
口４１４の後方へ導入される。
【０２９８】
　球通過開口４１４を通過した球は、中段部材４３０と上段部材４４０とに囲まれる領域
に沿ってスライド部材４５０上を転動する。上段部材４４０は、スライド部材４５０の上
面に対向配置される天井面４４７を備える。
【０２９９】
　天井面４４７は、スライド部材４５０の上面の傾斜とは異なり、前後方向（本実施形態
では、スライド部材４５０の変位方向）に沿って延設される平面として形成される。その
ため、天井面４４７とスライド部材４５０との上下間に形成される流路の断面積が後方側
（下流側）へ向かう程大きくなるので、球詰まりの発生を抑制することができたり、球の
流下抵抗が上昇することを回避したりすることができる。
【０３００】
　また、これにより、スライド部材４５０上を後方へ向けて転動する球が上方へ跳ねた場
合や、球が後方に押される負荷を受けて後方へ跳ねた場合であっても、球が天井面４４７
と衝突する事態が生じることを回避し易くすることができる。
【０３０１】
　図１９に示すように、天井面４４７の上下位置よりも天井構成部４４４の傾斜面部４４
４ａの上下位置の方が下側とされる。そのため、天井面４４７近くまで球が跳ねていた場
合であっても、隙間４４４ｃを通って球が中央流路４３１に合流する前に、球の高さ位置
を傾斜面部４４４ａまで落とすことができる。
【０３０２】
　即ち、球の勢いを落としてから中央流路４３１に合流させることができる。これにより
、中央流路４３１に左右から球が任意のタイミングで導入され、衝突し得るような場合で
あっても、新たに中央流路４３１に案内される球から中央流路４３１に既に配置されてい
た球に対して、その球を逆流させる程の大きな負荷が与えられる事態が発生することを回
避し易くすることができる。従って、中央流路４３１内での球の逆流を抑制し、球流れを
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円滑化（スムーズに）することができる。
【０３０３】
　なお、この作用は、天井面４４７の高さ位置は左右で同一とされることから、右案内板
部４５３に案内される球だけでなく、左案内板部４５２に案内される球にも同様に生じる
。
【０３０４】
　天井面４４７は、後端部において湾曲面として形成され左側壁部４４５及び右側壁部４
４６と滑らかに連結される湾曲案内部４４７ａを備える。球がスライド部材４５０の上面
で跳ねて湾曲案内部４４７ａと衝突した場合、湾曲案内部４４７ａの形状に沿って球の流
下方向を下方に向けることができるので、球をスライド部材４５０側に近づけることがで
きる。
【０３０５】
　これにより、球を傾斜面部４４４ａの上下位置よりも下側にスムーズに変位させること
ができるので、中央流路４３１への球の合流をスムーズに行わせることができる。
【０３０６】
　図１７及び図１９に示すように、スライド部材４５０の上面を転動する球の前後方向の
移動幅は、数センチメートル（約３～５センチメートル）におよぶが、ベース板６０の正
面側で占める長さ（左右幅）は、左右片側において約１～２センチメートルに抑えられて
いる（図１６参照）。
【０３０７】
　即ち、スライド部材４５０は、球を案内する経路長さに比較して、ベース板６０の正面
側においてスライド部材４５０が配設される範囲（正面視で占める面積）を小さくするこ
とができるよう構成される。これにより、球をスライド部材４５０で案内する長さを十分
に確保しながら、スライド部材４５０が占める遊技領域のスペースを小さくすることがで
きるので、他の電動役物や、入賞口等を配設するスペースを遊技領域に確保することがで
きる。
【０３０８】
　図１９に示すように、上段部材４４０の傾斜面部４４４ａと、スライド部材４５０の右
案内板部４５３（及び左案内板部４５２、図１７参照）とは、前後方向の傾斜角度が同一
とされている。これにより、右案内板部４５３から中央流路４３１へ球が通過する右開口
部ＲＴ（右側の隙間４４４ｃ、傾斜面部４４４ａ及び右案内板部４５３に区画される開口
部）と、左案内板部４５２から中央流路４３１へ球が通過する左開口部ＬＴ（左側の隙間
４４４ｃ、傾斜面部４４４ａ及び左案内板部４５２に区画される開口）との面積が同一に
確保される。
【０３０９】
　即ち、左右の開口部ＬＴ，ＲＴは前後位置が異なるため、後方の左開口部ＬＴの方が傾
斜面部４４４ａの上下位置が低くなることで開口部ＬＴ，ＲＴの面積（上下幅）が小さく
なる可能性があるが、本実施形態では、傾斜面部４４４ａの上下位置が低くなることに対
応してスライド部材４５０の右案内板部４５３（及び左案内板部４５２、図１７参照）の
上下位置が同様に低くなるので、左右の開口部ＬＴ，ＲＴの上下幅を同一に確保すること
ができる。
【０３１０】
　これにより、球が右案内板部４５３に案内されるか、左案内板部４５２に案内されるか
によって、球が中央流路４３１に合流する際の流下抵抗が変化する事態の発生を防止し易
くすることができる。
【０３１１】
　一方で、球が右案内板部４５３に案内されるか、左案内板部４５２に案内されるかによ
って、スライド部材４５０上を球が転動する前後長さは異なる（左案内板部４５２の方が
右案内板部４５３に比較して約１１ｍｍ（球の直径分）以上長い）ので、球通過開口４１
４を球が通過してから中央流路４３１に合流するまでに要する時間は異なるが、球の流下



(41) JP 2021-29829 A 2021.3.1

10

20

30

40

50

に要する時間についての詳細は後述する。
【０３１２】
　なお、図１７～図１９では、左右の開口部ＬＴ，ＲＴが、スライド部材４５０が前進位
置に配置されている場合の開口配置として想像線で図示される。また、他の実線との重な
りを避けるために若干小さく図示されるが、形状が小さいものに限定する意図では無く、
左案内板部４５２又は右案内板部４５３から中央流路４３１に滑らかに案内されるのに十
分な大きさ及び配置で形成される。
【０３１３】
　次いで、図１８を参照して、中央流路４３１について説明する。スライド部材４５０に
案内された球は、左右両側において前後で位置が異なる開口部ＬＴ，ＲＴで、傾斜面部４
５２ａ，４５３ａの傾斜に沿って中央流路４３１に導入される。
【０３１４】
　その導入された球は、中央流路４３１に沿って正面側へ向けて流下し、傾倒部材４７０
が閉鎖位置にある場合には、球案内突条４２８に衝突した後で下方へ流下し、入賞ユニッ
ト４００から脱落して第３入賞口６４ｂ（図２参照）へ向けて流下する。
【０３１５】
　ここで、上側流路構成部４４１には球受部４１２に受け入れられた球が順番に流下する
ことから、突然に球の個数が増えることは無く、上蓋部材４４３の傾斜は上側流路構成部
４４１と平行となっている。一方で、中央流路４３１には左右から同時に球が案内される
等、同時期に中央流路４３１に複数の球が配置され、球が連なったり、球同士で生じる負
荷により球が浮き上がったりする可能性がある。
【０３１６】
　これに対し、本実施形態では、中央流路４３１の天井部を構成する傾斜面部４４４ａは
、前方へ向かう程上昇傾斜していることから、中央流路４３１の断面積（開口面積）が前
方へ向かう程大きくなる。即ち、下流側へ向かう程に流路面積が大きくなるので、中央流
路４３１を前方へ向けて流れるという流下態様において、球詰まりの発生を抑制すること
ができる。即ち、途中位置で球が合流するという流路構成であっても、流路面積が大きく
確保されていることから、球の流下抵抗が上昇することを回避することができる。
【０３１７】
　図２０は、図１５（ｃ）のＸＶＩＩ－ＸＶＩＩ線における入賞ユニット４００の断面図
であり、図２１は、図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における入賞ユニット４０
０の断面図であり、図２２は、図１５（ｃ）のＸＩＸ－ＸＩＸ線における入賞ユニット４
００の断面図である。図２０から図２２では、電動役物６４０ａの励磁状態（後退開放状
態）が図示される。
【０３１８】
　なお、図２０～図２２では、左右の開口部ＬＴ，ＲＴが、図１７～図１９での図示と同
様に、スライド部材４５０が前進位置に配置されている場合の開口配置として想像線で図
示される。
【０３１９】
　電動役物６４０ａの励磁状態（後退開放状態）では、図２０から図２２に示すように、
スライド部材４５０が後退位置に配置され、傾倒部材４７０が開放位置に配置される。
【０３２０】
　図２０及び図２２に示すように、スライド部材４５０が後退位置に配置されると、スラ
イド部材４５０の先端部４５１は板部材４１０の前側面よりも後方に配置される。これに
より、スライド部材４５０への新たな球の着地を防止することができる。
【０３２１】
　即ち、スライド部材４５０の下流側に配置される中央流路４３１よりも下流側に配置さ
れる第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂ（図２参照）へ向けた新たな球の導入が生じ
ない。そのため、スライド部材４５０に乗っていた球が傾倒部材４７０の正面側を流れき
るまでに要する時間を超えて励磁状態を維持すれば、入賞ユニット４００に案内されてい
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る球は全て傾倒部材４７０に拾われ得る。加えて、スライド部材４５０に案内される球が
加算されることはないので、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂへの入球個数が過大
となることを防止できる。なお、球の入球制御の詳細については後述する。
【０３２２】
　図２０及び図２２に示すように、スライド部材４５０の下面には細幅の突条部４５５が
形成されており、その細幅の突条部４４５が中段部材４３０の支持延設部４３６に下支え
されている。これにより、スライド部材４５０が前後方向に傾倒する姿勢変化を抑制する
と共に、スライド部材４５０の前後移動時のスライド部材４５０と支持延設部４３６との
接触面積を低減することで摩擦抵抗を低減することができる。
【０３２３】
　スライド部材４５０が励磁状態に切り替えられ、前進位置から後退位置に変位する時に
左案内板部４５２又は右案内板部４５３に球が乗っている場合、左案内板部４５２及び右
案内板部４５３の上面が後方へ向けて下降傾斜していることから球滑りが抑制され、スラ
イド部材４５０と一体的に（スライド部材４５０の変位量と同一の変位量で）後方へ移動
する。加えて、スライド部材４５０を介して与えられる負荷により球が後方へ加速される
。
【０３２４】
　一方で、スライド部材４５０が励磁状態から非励磁状態に切り替えられ、後退位置から
前進位置に変位する時に左案内板部４５２又は右案内板部４５３に球が乗っている場合、
スライド部材４５０の上面の傾斜との関係により、球が配置される前後位置におけるスラ
イド部材４５０の上下高さは下降し、スライド部材４５０と球との上下間隔が広げられる
。
【０３２５】
　即ち、球はスライド部材４５０に対して浮いた状態を介して、再びスライド部材４５０
に着地することになり、球がスライド部材４５０と一体的に前方に移動することは回避さ
れる。
【０３２６】
　加えて、スライド部材４５０の変位開始時（球とスライド部材４５０との上下間隔が空
く前）に球に前転方向のスピンがかけられる場合には、スライド部材４５０上の球の流下
速度を増加させることができる。
【０３２７】
　スライド部材４５０が非励磁状態から励磁状態に切り替えられる際、左案内板部４５２
又は右案内板部４５３に既に乗っている球は、そのまま左案内板部４５２又は右案内板部
４５３に乗ったままとされ、より下流側で流下経路の分岐が確定する。
【０３２８】
　一方、スライド部材４５０が非励磁状態から励磁状態に切り替えられる際、球通過開口
４１４の前方に配置された球は、検出センサ４３５の開口４３５ａへ向けて落下する可能
性があることは、図１６で上述した通りである。即ち、球通過開口４１４の前方の位置に
おいて、検出センサ４３５の開口４３５ａを通過して遊技領域外に排出されるか、別の流
下経路で流れるかという、球の流下経路の分岐が確定する可能性がある。
【０３２９】
　本実施形態では、検出センサ４３５の開口４３５ａの方が、左案内板部４５２及び右案
内板部４５３よりも正面側に位置するよう構成されている。これにより、検出センサ４３
５への注目力を向上させることができ、検出センサ４３５の開口４３５ａ側に流下経路が
分岐し、開口４３５ａを通過する球を視認し易くすることができる。
【０３３０】
　図２１に示すように、スライド部材４５０が後退位置に配置されている場合であっても
、傾斜面部４５２ａが左開口部ＬＴに配置される。即ち、傾斜面部４５２ａは、スライド
部材４５０の配置に関わらず左開口部ＬＴに配置されるのに十分な前後幅で形成される。
傾斜面部４５３ａも同様である。
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【０３３１】
　中央流路４３１に導入された球が中央流路４３１を通過した時に、依然として傾倒部材
４７０が開放位置に配置されている場合、その球は傾倒部材４７０に拾われて検出センサ
４６２を通過する。
【０３３２】
　即ち、傾倒部材４７０の前方の位置は、球が検出センサ４６２を通過して遊技領域外に
排出されるか、別の流下経路で流れるかという、球の流下経路の分岐が確定する位置であ
る。
【０３３３】
　本実施形態では、傾倒部材４７０の方が、左案内板部４５２及び右案内板部４５３より
も正面側に位置するよう構成されている。これにより、傾倒部材４７０への注目力を向上
させることができ、検出センサ４６２側に流下経路が分岐し、検出センサ４６２側へ流下
する球を視認し易くすることができる。
【０３３４】
　このように、入賞ユニット４００では、球の流下経路の分岐が確定する位置を正面側に
配置するように構成している。更に、球の流下経路の分岐が確定する複数の位置（球通過
開口４１４の前方の位置や、傾倒部材４７０の前方の位置）を、球が間を空けずに通過す
るのではなく、十分な時間を空けて通過するよう構成することで、球に注目する遊技者が
視線を動かす余裕を作ることができる。
【０３３５】
　加えて、球の流下経路の分岐が確定する複数の位置（球通過開口４１４の前方の位置や
、傾倒部材４７０の前方の位置）間の、正面視における間隔を狭める（図１６参照）こと
により、球に注目する遊技者が視線を動かす余裕を作ることができる。
【０３３６】
　図２１に示すように、傾倒部材４７０の回転軸としての被支持突部４７３は、中央流路
４３１の前端部よりも後方に奥まった位置に配置されている。加えて、閉鎖位置における
傾倒部材４７０は、中段部材４３０の傾斜ストッパ４３７ｆの傾斜に対応して若干前倒れ
している（図１８参照）。
【０３３７】
　これにより、閉鎖位置における傾倒部材４７０の前方に流下中の球が配置されている時
に、傾倒部材４７０が励磁状態とされ開放位置へ向けて変位したとしても、傾倒部材４７
０の前面は既に前方へ向けて傾斜しているので、球に対して下方向の負荷を与えやすく、
球を早期に下方へ排出することができる。即ち、球が傾倒部材４７０と前意匠部材４２０
との間で挟まり、傾倒部材４７０の開放位置への変位が阻害される時間が長引く事態を回
避し易くすることができる。
【０３３８】
　また、傾倒部材４７０の開閉動作における回転角度を小さくすることができるので、開
閉動作に要する時間を短くすることができる。従って、開閉のタイミングを制御し易くす
ることができると共に、過入球を防止し易くすることができる。
【０３３９】
　本実施形態では、傾倒部材４７０の板状部４７１の左右幅が球の直径程度の長さで形成
され（図１６参照）、開放位置から閉鎖位置へ変位する間において複数の球を拾うことは
できないように構成されていることからも、過入球を防止し易くすることができる。
【０３４０】
　傾倒部材４７０に拾われた球が流下する流路の天井部を構成する傾斜面部４３７ｅは、
後側部において中央経路４６１と平行な傾斜面として形成され、傾倒部材４７０に近い側
としての前側部において、前方へ向けた上昇傾斜の角度が増すように構成されている。
【０３４１】
　これにより、傾倒部材４７０に拾われた球が傾倒部材４７０との衝突により跳ねた場合
であっても、その球を中央経路４６１と傾斜面部４３７ｅとの間の経路にスムーズに導入
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させることができる。従って、傾倒部材４７０に乗った球の重さや、その球の中央経路４
６１と傾斜面部４３７ｅとの間の経路への流入抵抗が高いことにより球に変位を妨げられ
ることにより、傾倒部材４７０の閉鎖位置へ向けた変位が遅れる事態の発生を回避するこ
とができる。
【０３４２】
　図２２に示すように、スライド部材４５０が励磁状態に切り替えられると、同一の前後
位置におけるスライド部材４５０の上下位置が上がるので、右開口部ＲＴの下縁がせり上
がり、球が通過可能な面積が小さくなる。左開口部ＬＴも同様である。
【０３４３】
　この時、左側壁部４４５又は右側壁部４４６の後端部に到達した球は、その位置におい
てスライド部材４５０の上下位置が上がることの影響で、跳ね上がる。これにより、球の
運動エネルギーが増大する可能性がある。
【０３４４】
　一方で、傾斜面部４４４ａとスライド部材４５０との上下間隔は、スライド部材４５０
が前進位置に配置されていた状態よりも狭められることで球の流下抵抗が上がり、傾斜面
部４４４ａにより球の勢いが落とされる作用が増強されている。これにより、球の勢い（
運動エネルギー）を十分に落としてから中央流路４３１に球を案内することができる。
【０３４５】
　図２３（ａ）及び図２３（ｂ）は、図１５（ｃ）のＸＸＩＩＩａ－ＸＸＩＩＩａ線にお
ける入賞ユニット４００の断面図である。図２３（ａ）では、電動役物６４０ａ（スライ
ド部材４５０及び傾倒部材４７０）の非励磁状態が図示され、図２３（ｂ）では、電動役
物６４０ａの励磁状態が図示される。なお、図２３（ａ）及び図２３（ｂ）では、隙間４
４４ｃの前後方向の中間位置を通る断面が図示される。
【０３４６】
　本実施形態では、左開口部ＬＴと右開口部ＲＴとが前後に位置ずれしているため、左右
の開口部が左右方向に延びる直線上に配置される場合にしばしばみられるような、開口部
を通過する球同士が左右方向で衝突し、球同士で生じさせ合う負荷が左右方向外側に向く
ことでバランスしてしまい、球の流下が滞るという不具合を回避することができる。
【０３４７】
　一方、本実施形態では、左案内板部４５２上の球が中央流路４３１に導入される左開口
部ＬＴよりも正面側に配置される右開口部ＲＴを通して、右案内板部４５３上の球が中央
流路４３１に導入されるよう構成されるので、右開口部ＲＴを通過しようとする球と、中
央流路４３１を流下している球とが衝突する可能性がある（図２３（ａ）参照）。この場
合、流路形状上はそうなり難いように設計していても、球が互いに与え合う負荷がバラン
スしてしまい球の流れが停止する事態が生じる可能性がある。
【０３４８】
　これに対し、本実施形態では、スライド部材４５０が励磁状態に切り替えられ後退位置
へ変位する場合に、中央流路４３１を流下している球の上下位置には影響しない一方で、
右案内板部４５３に乗っている球の上下位置が上げられることで、中央流路４３１に配置
されている球と、右案内板部４５３に乗っている球との間に一瞬ではあるが間隔を空ける
ことができる。この間に中央流路４３１に配置されている球が中央流路４３１の傾斜に沿
って流れることで、球が互いに与え合う負荷のバランスを崩すことができる。
【０３４９】
　また、スライド部材４５０が非励磁状態に切り替えられ前進位置へ変位する場合に、中
央流路４３１を流下している球の上下位置には影響しない一方で、右案内板部４５３の上
下位置が下げられることで、右案内板部４５３の上方の球と右案内板部４５３との間に一
瞬ではあるが間隔を空けることができる（浮かせることができる）。この間隔を埋めるよ
うに右案内板部４５３の上方の球が下方へ変位する際に、その球は中央流路４３１に配置
されている球からの負荷に押されて左右外側へ変位すると考えられるので、球が互いに与
え合う負荷のバランスを崩すことができる。
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【０３５０】
　このように、本実施形態では、中央流路４３１への合流位置で球が互いに与え合う負荷
がバランスする事態が生じたとしても、スライド部材４５０の状態が切り替えられること
で、負荷がバランスしている一方の球の配置を変えることができ、負荷のバランスを崩す
ことができるよう構成されている。これにより、スライド部材４５０から中央流路４３１
を介する球の流れをスムーズに保つことができる。
【０３５１】
　なお、上述の負荷のバランスを崩す作用は、スライド部材４５０の状態が切り替えられ
るタイミングで生じることから、この作用を見込んで、スライド部材４５０の作動パター
ンを設計しても良い。即ち、スライド部材４５０の状態の切り替えの頻度が高い方が、流
下中の球同士の負荷のバランスを崩し易いので、球の流下を滑らかにすることができる。
【０３５２】
　次いで、図２４から図２８を参照して、スライド部材４５０の先端部４５１が配置され
る位置に到達した球の流下経路のバリエーションについて説明する。
【０３５３】
　図２４（ａ）から図２４（ｄ）は、入賞ユニット４００の正面斜視図である。図２４（
ａ）から図２４（ｄ）では、電動役物６４０ａの非励磁状態が図示され、先端部４５１に
乗った後の球の流れが時系列で図示される。なお、図２４（ａ）から図２４（ｄ）では、
流下する球の視認性を向上するために、板部材４１０、前意匠部材４２０及び上段部材４
４０の図示が省略されており、球の流下を案内する箇所について想像線で図示されている
。
【０３５４】
　上述したように、電動役物６４０ａの非励磁状態において、スライド部材４５０の先端
部４５１への球の着地は、図２４（ａ）に示すように先端部４５１の左右外側部（球配置
Ｂ１、図１６（ａ）参照）において生じ易い。先端部４５１に着地した球はその後、図２
４（ｂ）に示すように球通過開口４１４を通過して、スライド部材４５０上を上段部材４
４０の左側壁部４４５又は右側壁部４４６に沿って流下する。
【０３５５】
　その後、図２４（ｃ）に示すようにスライド部材４５０の傾斜面部４５２ａ，４５３ａ
を介して中央流路４３１に流入し、中央流路４３１の傾斜に沿って正面側へ流下する。そ
の後、図２４（ｄ）に示すように、中央流路４３１の前端側で中央開口部４１３を通過し
た球は下方へ流下する。
【０３５６】
　図２４（ａ）から図２４（ｄ）に示すように、入賞ユニット４００を球が通過する期間
に亘って電動役物６４０ａが非励磁状態で維持される場合、先端部４５１に着地した球は
中央開口部４１３の前側を落下して第３入賞口６４ｂ（図２参照）へ向けて流下する。
【０３５７】
　図２５（ａ）から図２５（ｄ）は、入賞ユニット４００の正面斜視図である。図２５（
ａ）及び図２５（ｂ）では、電動役物６４０ａの非励磁状態が図示され、図２５（ｃ）及
び図２５（ｄ）では、電動役物６４０ａの励磁状態が図示され、図２５（ａ）から図２５
（ｄ）では、先端部４５１に乗った後の球の流れが時系列で図示される。なお、図２５（
ａ）から図２５（ｄ）では、流下する球の視認性を向上するために、板部材４１０、前意
匠部材４２０及び上段部材４４０の図示が省略されており、球の流下を案内する箇所につ
いて想像線で図示されている。
【０３５８】
　上述したように、電動役物６４０ａの非励磁状態において、スライド部材４５０の先端
部４５１への球の着地は、図２５（ａ）に示すように先端部４５１の左右外側部（球配置
Ｂ１、図１６（ａ）参照）において生じ易い。先端部４５１に着地した球はその後、球通
過開口４１４の正面側へ向けて左右内側へ流下し、図２５（ｂ）に示すように球配置Ｂ２
（図１６（ａ）参照）を経由する。
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【０３５９】
　流下中の球が球配置Ｂ２に配置されている時に、図２５（ｃ）に示すように電動役物６
４０ａが励磁状態に切り替えられると、球は慣性で左右内側へ流れ、図２５（ｄ）に示す
ように球は球通過開口４１４の正面側を下方へ流下して、検出センサ４３５の開口４３５
ａを通過する。
【０３６０】
　図２５（ａ）から図２５（ｄ）に示すように、先端部４５１に球が乗った後、短時間の
内に電動役物６４０ａが励磁状態に切り替えられた場合、先端部４５１に乗っていた球は
球通過開口４１４の前側を落下して検出センサ４３５の開口４３５ａを通過し得る。
【０３６１】
　もっとも、慣性が左右内側に作用しないほど極めて短時間の内に電動役物６４０ａが励
磁状態に切り替えられた場合には、先端部４５１に乗っていていた球は開口４３５ａから
外れて検出センサ４３５の左右外側を流下し得る。
【０３６２】
　図２６（ａ）から図２６（ｄ）は、入賞ユニット４００の正面斜視図である。図２６（
ａ）及び図２６（ｂ）では、電動役物６４０ａの非励磁状態が図示され、図２６（ｃ）及
び図２６（ｄ）では、電動役物６４０ａの励磁状態が図示され、図２６（ａ）から図２６
（ｄ）では、先端部４５１に乗った後の球の流れが時系列で図示される。なお、図２６（
ａ）から図２６（ｄ）では、流下する球の視認性を向上するために、板部材４１０、前意
匠部材４２０及び上段部材４４０の図示が省略されており、球の流下を案内する箇所につ
いて想像線で図示されている。
【０３６３】
　上述したように、電動役物６４０ａの非励磁状態において、スライド部材４５０の先端
部４５１への球の着地は、図２６（ａ）に示すように先端部４５１の左右外側部（球配置
Ｂ１、図１６（ａ）参照）において生じ易い。先端部４５１に着地した球はその後、図２
６（ｂ）に示すように球通過開口４１４を通過して、スライド部材４５０上を上段部材４
４０の左側壁部４４５又は右側壁部４４６に沿って流下する。
【０３６４】
　その後、図２６（ｃ）に示すようにスライド部材４５０の傾斜面部４５２ａ，４５３ａ
を介して中央流路４３１に流入し、中央流路４３１の傾斜に沿って正面側へ流下する。そ
の後、図２６（ｄ）に示すように、中央流路４３１の前端側で中央開口部４１３を通過し
た球は下方へ流下して、傾倒部材４７０に拾われて後方へ流下する。
【０３６５】
　図２６（ａ）から図２６（ｄ）に示すように、入賞ユニット４００を球が通過する間に
電動役物６４０ａが非励磁状態から励磁状態に切り替えられ、励磁状態で維持される場合
、先端部４５１に着地した球は中央開口部４１３の前側を落下して傾倒部材４７０に拾わ
れ第２入賞口６４０（傾倒部材４７０により開閉される開口、図２参照）に入球する。
【０３６６】
　図２７（ａ）から図２７（ｄ）は、入賞ユニット４００の正面斜視図である。図２７（
ａ）、図２７（ｂ）及び図２７（ｄ）では、電動役物６４０ａの非励磁状態が図示され、
図２７（ｃ）では、電動役物６４０ａの励磁状態が図示され、図２７（ａ）から図２７（
ｄ）では、先端部４５１に乗った後の球の流れが時系列で図示される。なお、図２７（ａ
）から図２７（ｄ）では、流下する球の視認性を向上するために、板部材４１０、前意匠
部材４２０及び上段部材４４０の図示が省略されており、球の流下を案内する箇所につい
て想像線で図示されている。
【０３６７】
　上述したように、電動役物６４０ａの非励磁状態において、スライド部材４５０の先端
部４５１への球の着地は、図２７（ａ）に示すように先端部４５１の左右外側部（球配置
Ｂ１、図１６（ａ）参照）において生じ易い。先端部４５１に着地した球はその後、図２
７（ｂ）に示すように球通過開口４１４を通過して、スライド部材４５０上を上段部材４
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４０の左側壁部４４５又は右側壁部４４６に沿って流下する。
【０３６８】
　その後、図２７（ｃ）に示すようにスライド部材４５０の傾斜面部４５２ａ，４５３ａ
を介して中央流路４３１に流入し、中央流路４３１の傾斜に沿って正面側へ流下する。こ
の時点では、図２６（ｃ）に示すのと同様に、図２７（ｃ）に示すように電動役物６４０
ａが励磁状態とされている。
【０３６９】
　その後、中央流路４３１の前端側で中央開口部４１３を球が通過するよりも前に、図２
７（ｄ）に示すように電動役物６４０ａが非励磁状態に切り替えられる。その後、図２７
（ｄ）に示すように、中央流路４３１の前端側で中央開口部４１３を通過した球は下方へ
流下する。
【０３７０】
　図２７（ａ）から図２７（ｄ）に示すように、入賞ユニット４００を球が通過する間に
電動役物６４０ａが非励磁状態から励磁状態に切り替えられ、再び非励磁状態に切り替え
られた場合、先端部４５１に着地した球は中央開口部４１３の前側を落下して第３入賞口
６４ｂ（図２参照）へ向けて流下する。
【０３７１】
　このように、本実施形態では、球通過開口４１４を球が通過した後で電動役物６４０ａ
が励磁状態に切り替えられた時点では、その球が傾倒部材４７０に拾われるか否かが不明
とされる。
【０３７２】
　即ち、球通過開口４１４を球が通過してからの傾倒部材４７０の状態変化の態様次第で
、球が傾倒部材４７０の正面側を落下して第３入賞口６４ｂへ向けて流下するか、傾倒部
材４７０に拾われて第２入賞口６４０へ向けて流下するかが変わるのであり、どちらへ向
けて流下するかは球が傾倒部材４７０に到達するまで不明とされる。これにより、球通過
開口４１４を通過して傾倒部材４７０の正面側位置へ向けて流下する球に対する注目力を
高い状態で維持することができる。
【０３７３】
　先端部４５１に球が乗る時には、その球が球通過開口４１４へ流入するか否かの分岐点
となることから注目力を向上し、球が中央開口部４１３を通過する時には、その球が傾倒
部材４７０に拾われるか否かの分岐点として注目力を向上することができる。これにより
、入賞ユニット４００の内部を流下する球に対する注目力を複数位置で向上させることが
できる。
【０３７４】
　図２８（ａ）及び図２８（ｂ）は、入賞ユニット４００の正面斜視図である。図２８（
ａ）及び図２８（ｂ）では、電動役物６４０ａの励磁状態が図示され、先端部４５１の正
面側を流下する球の流れが矢印で図示される。なお、図２８（ａ）及び図２８（ｂ）では
、流下する球の視認性を向上するために、板部材４１０、前意匠部材４２０及び上段部材
４４０の図示が省略されており、球の流下を案内する箇所について想像線で図示されてい
る。
【０３７５】
　図２８（ａ）に示すように、スライド部材４５０が前進位置に配置される場合には先端
部４５１の左右外側部に着地する左右位置（球配置Ｂ１、図１６(ａ)参照）を通る経路で
球が流下した場合、球は開口部４３６ａの左右外側へ流れる。即ち、球は検出センサ４３
５の開口４３５ａを通過しない。
【０３７６】
　図２８（ｂ）に示すように、スライド部材４５０の前側位置へ向けて、左右内方への速
度成分を有する球が飛び込むように流下する場合、その球が検出センサ４３５の開口４３
５ａに入球する可能性はある。
【０３７７】
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　一方で、スライド部材４５０の先端部４５１の配置が後方に奥まっていることから（図
２０参照）、飛び込むように流下する球が先端部４５１に乗ることは防止されている。こ
の防止の作用は、球通過開口４１４と先端部４５１とで囲われる開口面積が減少されるこ
とによっても強化されている。
【０３７８】
　即ち、先端部４５１が後方へ向けて下降傾斜するよう形成されていることから、スライ
ド部材４５０が前進位置に配置される場合（図１７参照）において球通過開口４１４と共
に開口部を形成するスライド部材４５０の部分（先端部４５１の後縁部に相当）の上下位
置よりも、スライド部材４５０が後退位置に配置される場合（図２０参照）において球通
過開口４１４と共に開口部を形成し得るスライド部材４５０の部分（先端部４５１の前縁
部に相当）の上下位置の方が、高い。
【０３７９】
　そのため、スライド部材４５０が後退位置に配置される方が、球通過開口４１４と先端
部４５１とで囲われる開口の下辺（先端部４５１により形成される辺に相当）の上下位置
が上がることで、開口面積が減少される。これにより、スライド部材４５０の前側位置へ
向けて左右内方への速度成分を有する球が飛び込むように流下する場合に、その球が先端
部４５１側に進入することを防止し易くすることができる。
【０３８０】
　このように、電動役物６４０ａの励磁状態においてスライド部材４５０の前側位置を流
下する球は、概ね入賞ユニット４００の左右外側へ逸れて流れ、一部は検出センサ４３５
の開口４３５ａに入球する。
【０３８１】
　一方で、電動役物６４０ａの励磁状態においてスライド部材４５０の前側位置を流下す
る球はスライド部材４５０上に乗ることは防止されるので、電動役物６４０ａの励磁状態
においてスライド部材４５０の下流側に配置される第２入賞口６４０（図２参照）や第３
入賞口６４ｂへ向けた新たな球の導入が行われる事態を回避することができる。
【０３８２】
　図２４から図２８に示すように、入賞ユニット４００は、スライド部材４５０の先端部
４５１に乗った球の流下を複数位置で分岐させることができる。まず、非励磁状態のスラ
イド部材４５０の先端部４５１に球が乗った直後において（第１の分岐位置）、スライド
部材４５０が励磁状態に切り替えられた場合、その球は検出センサ４３５の開口４３５ａ
へ向けて流下し得る（図２５（ｃ）参照）。
【０３８３】
　一方で、開口４３５ａに流下しなかった球は、先端部４５１から傾斜に沿って流れる。
その球が、左案内板部４５２又は右案内板部４５３に乗っている時にスライド部材４５０
が励磁状態に切り替えられた場合には、その球は、依然としてスライド部材４５０に乗っ
たままとなる。また、底面部４３１ａに乗っている時にスライド部材４５０が励磁状態に
切り替えられた場合（図２６（ｃ）参照）には、その球は、依然として底面部４３１ａに
乗ったままとなる。
【０３８４】
　左案内板部４５２又は右案内板部４５３を後方へ向けて流下する球は、左案内板部４５
２又は右案内板部４５３の前後幅全域に亘って形成される左右方向の傾斜によって、常時
左右内側に寄せられながら、後方へ向けて流下する。これにより、球が左案内板部４５２
又は右案内板部４５３の後端部に到達するよりも前から、球を下流の中央流路４３１側に
寄せることができる。従って、左案内板部４５２又は右案内板部４５３の後端部に球が到
達してから初めて中央流路４３１側に方向転換するよりも、中央流路４３１側への球の流
入をスムーズにすることができる。
【０３８５】
　中央流路４３１に流入した球は、中央流路４３１の傾斜に沿って前方へ向けて転動する
。中央流路４３１の前端部から球が落下する際に（第２の分岐位置）、電動役物６４０ａ
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の傾倒部材４７０が非励磁状態で閉鎖位置に配置されていれば、球は下方へ落下し（図２
４（ｄ）参照）、電動役物６４０ａの傾倒部材４７０が励磁状態で開放位置に配置されて
いれば、球は傾倒部材４７０に拾われて後方へ流下する（図２６（ｄ）参照）。
【０３８６】
　本実施形態では、スライド部材４５０を転動する遊技球の流下方向を前後方向を含むよ
うに設定することで、正面視におけるスライド部材４５０及び傾倒部材４７０の寸法以上
の経路長さで遊技球を転動させることができる。
【０３８７】
　パチンコ機１０の開発の条件として、例えば、電動役物６４０ａの正面視における幅寸
法は無制限に延ばせるものではなく、長さの限界が設定される（例えば、５５ｍｍ）が、
本実施形態によれば、正面視における電動役物６４０ａの左右幅寸法はパチンコ機１０の
開発の条件を満たしつつ、電動役物６４０ａを介する実際の球の転動長さを更に延ばすこ
とができる。これにより、電動役物６４０ａ上を流れて下流側の入賞口へ球が案内される
構成において、正面視における電動役物６４０ａの配置スペースを狭めながら、球の流下
に要する時間を長くすることができる。
【０３８８】
　更に、電動役物６４０ａとして、流下する遊技球に当接する箇所（先端部４５１及び傾
倒部材４７０）を離れた位置に設けている。これにより、その間の中央流路４３１の長さ
の分、電動役物６４０ａの形状を超えて遊技球の流下長さを稼ぐことができる。
【０３８９】
　図２９（ａ）及び図２９（ｂ）は、図１５（ｂ）のＸＸＩＸａ－ＸＸＩＸａ線における
入賞ユニット４００の部分断面図である。図２９（ａ）では、スライド部材４５０が前進
位置に配置された状態（非励磁状態）が図示され、図２９（ｂ）では、図２９（ａ）に示
す状態からスライド部材４５０が後退位置に配置された状態（励磁状態）に切り替えられ
た直後の状態が図示される。また、図２９（ａ）及び図２９（ｂ）では、スライド部材４
５０がスライド移動した時にスライド部材４５０又は中央流路４３１に球が配置されてい
た球について図示される。
【０３９０】
　図２９（ａ）及び図２９（ｂ）に示すように、スライド部材４５０がスライド移動した
時に左案内板部４５２に乗っていた球は、スライド部材４５０と共にスライド移動の変位
量だけ後方に変位する。更に、左案内板部４５２が後方へ向けて下降傾斜する傾斜面を構
成するので（図１７参照）、球に後向きの負荷が与えられ、球は加速される。
【０３９１】
　一方で、スライド部材４５０がスライド移動した時に中央流路４３１に乗っていた球は
、特段後方に変位することもなく、固定の床面を転動する。従って、同様の経路を球が流
下する場合であっても、スライド部材４５０がスライド移動する時に左案内板部４５２に
乗っていた球と、スライド部材４５０がスライド移動する時に左案内板部４５２に乗って
おらず中央流路４３１に乗っていた球とでは、流下に要する時間が異なるが、要する時間
の違いの詳細については後述する。
【０３９２】
　なお、図２９（ａ）及び図２９（ｂ）では、スライド部材４５０及び中央流路４３１に
より形成される流下領域に２個の球が配置される場合において、スライド部材４５０及び
中央流路４３１にそれぞれ１個ずつ球が配置される状態が図示されているが、これに限ら
れるものではない。例えば、左案内板部４５２又は右案内板部４５３にのみ球が配置され
る場合も考えられるし、中央流路４３１にのみ球が配置される場合も考えられる。また、
配置される球の個数は２個に限られるものではなく、１個の場合もあるし、３個以上の複
数の場合もある。
【０３９３】
　図３０（ａ）及び図３０（ｂ）は、図１５（ｂ）のＸＸＩＸａ－ＸＸＩＸａ線における
入賞ユニット４００の部分断面図である。図３０（ａ）では、スライド部材４５０が前進
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位置に配置された状態（非励磁状態）が図示され、図３０（ｂ）では、図３０（ａ）に示
す状態からスライド部材４５０が後退位置に配置された状態（励磁状態）に切り替えられ
た直後の状態が図示される。また、図３０（ａ）及び図３０（ｂ）では、スライド部材４
５０がスライド移動した時にスライド部材４５０又は中央流路４３１に球が配置されてい
た球について図示される。
【０３９４】
　図３０（ａ）及び図３０（ｂ）に示すように、スライド部材４５０がスライド移動した
時に右案内板部４５３に乗っていた球は、左案内板部４５２に乗っていた球と同様に、ス
ライド部材４５０と共にスライド移動の変位量だけ後方に変位する。更に、右案内板部４
５３が後方へ向けて下降傾斜する傾斜面を構成するので（図１９参照）、球に後向きの負
荷が与えられ、球は加速される。
【０３９５】
　一方で、スライド部材４５０がスライド移動した時に中央流路４３１に乗っていた球は
、特段後方に変位することもなく、固定の床面を転動する。従って、同様の経路を球が流
下する場合であっても、スライド部材４５０がスライド移動する時に右案内板部４５３に
乗っていた球と、スライド部材４５０がスライド移動する時に右案内板部４５３に乗って
おらず中央流路４３１に乗っていた球とでは、流下に要する時間が異なるが、要する時間
の違いの詳細については後述する。
【０３９６】
　球がスライド部材４５０上を流下して中央流路４３１の前端を通過するまでに要する時
間について説明する。本実施形態では、球通過開口４１４を通過した球が右案内板部４５
３を転動して流下する場合、球の流下中にスライド部材４５０のスライド動作が生じなけ
れば、球通過開口４１４を通過した球は約２．０秒で中央流路４３１の前端を通過する。
【０３９７】
　一方、球通過開口４１４を通過した球が左案内板部４５２を転動して流下する場合、球
の流下中にスライド部材４５０のスライド動作が生じなければ、球通過開口４１４を通過
した球は約２．４秒で中央流路４３１の前端を通過する。
【０３９８】
　スライド部材４５０は、球通過開口４１４を通過してから中央流路４３１の前端を通過
するまでの経路の半分を構成する。即ち、球通過開口４１４を通過した球が右案内板部４
５３上を流下する場合、球が球通過開口４１４を通過してから約１．０秒を経過する前に
スライド部材４５０がスライド動作する場合には、その球はスライド部材４５０から負荷
を受ける一方、球が球通過開口４１４を通過してから約１．０秒を経過した後にスライド
部材４５０がスライド動作する場合には、その球はスライド部材４５０から負荷を受ける
ことはない。
【０３９９】
　また、球通過開口４１４を通過した球が左案内板部４５２上を流下する場合、球が球通
過開口４１４を通過してから約１．２秒を経過する前にスライド部材４５０がスライド動
作する場合には、その球はスライド部材４５０から負荷を受ける一方、球が球通過開口４
１４を通過してから約１．２秒を経過した後にスライド部材４５０がスライド動作する場
合には、その球はスライド部材４５０から負荷を受けることはない。
【０４００】
　本実施形態では、左右一対の球通過開口４１４に球が同じタイミングで入球した場合で
あっても、スライド部材４５０のスライド動作のタイミングによっては、球がスライド部
材４５０から後向きの負荷を受ける場合と、球がスライド部材４５０から後向きの負荷を
受けない場合とが同時に生じ得る。
【０４０１】
　即ち、球が球通過開口４１４を通過してから約１．０秒を経過した後であって、約１．
２秒を経過する前にスライド部材４５０がスライド動作する場合には、左案内板部４５２
上を流下していた球が後向きの負荷を受け、右案内板部４５３上を流下していた球は後向
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きの負荷を受けない。
【０４０２】
　球がスライド部材４５０に乗っている時にスライド部材４５０が後方へ向けてスライド
動作した場合、球通過開口４１４を通過した球が中央流路４３１の前端を通過するまでに
要する時間が約０．５秒短縮される。
【０４０３】
　この０．５秒の内訳としては、概略で、スライド部材４５０の前後方向の変位量（約１
２ｍｍ）により約０．３秒短縮され、スライド部材４５０から球に与えられる負荷による
加速により０．２秒短縮される。
【０４０４】
　左案内板部４５２又は右案内板部４５３を後方へ向けて転動した球は、隙間４３２ａ又
は隙間４３３ａを通り（図２４（ｂ）参照）、中央流路４３１に流入する。隙間４３２ａ
と隙間４３３ａとが、前後に位置ずれしていることから、隙間４３２ａにおける球の通過
と、隙間４３３ａにおける球の通過とが同時に生じた場合に、それらが左右方向で正面衝
突を起こすことを避けることができる。これにより、隙間４３２ａ又は隙間４３３ａを通
過した球が、球との衝突により押し戻されて逆流する事態を避けることができる。
【０４０５】
　電動役物６４０ａの励磁状態においてスライド部材４５０の前側位置を流下する球がス
ライド部材４５０上に到達することは防止されるので（図２８参照）、電動役物６４０ａ
が励磁状態に切り替えられてから傾倒部材４７０に到達するまでに最も時間がかかるのは
、電動役物６４０ａの励磁状態への切り替え時点にスライド部材４５０の先端部４５１上
に乗っていた球であり、その球以降は傾倒部材４７０に球が到達することはない。
【０４０６】
　図３１（ａ）から図３１（ｃ）は、電動役物６４０ａの状態の計時変化の一例を示した
図である。なお、図３１（ａ）では、第１の作動パターンにおける計時変化が図示され、
図３１（ｂ）では、第２の作動パターンにおける計時変化が図示され、図３１（ｃ）では
、第３の作動パターンにおける計時変化が図示される。
【０４０７】
　図３１（ａ）から図３１（ｃ）では、普通入賞口（スルーゲート）６６，６７で球の通
過が検出されたことにより動作制御される電動役物６４０ａの作動パターンについて説明
する。
【０４０８】
　なお、図２に示すように、本実施形態では、電動役物６４０ａへ向けて流下する球は漏
れなく普通入賞口（スルーゲート）６６，６７を通過するように釘配置が設計され、球の
発射間隔（０．６秒間隔）に比較して、球が普通入賞口（スルーゲート）６６，６７を通
過すること（普通図柄の単一の抽選）を契機とする電動役物６４０ａの作動時間（基準の
作動パターンでの作動時間、普通図柄の抽選の間隔に相当）の方が長くされるので、弾球
遊技中は普通図柄の保留球数が途切れ難く、普通図柄の保留球数が常に０よりも多い状態
で維持され易い。そのため、電動役物６４０ａの動作は、基準の作動パターンが間隔を空
けずに繰り返し実行される。
【０４０９】
　図３１（ａ）に示すように、第１の作動パターンでは、待機時間ｔ１ａ（本実施形態で
は０．１秒間）でスライド部材４５０が非励磁状態（前進位置）で維持され、その後、動
作時間ｔ１ｂ（本実施形態では３．９秒間）でスライド部材４５０が励磁状態（後退位置
）で維持されるパターンを基準の作動パターンＲＰ１として、これが繰り返される。
【０４１０】
　なお、詳細には、非励磁状態を構成する０．１秒間の内訳として、０．０５秒間で第２
図柄の変動表示が行われ、その終了後に０．０５秒間スライド部材４５０が前進位置で維
持されている。
【０４１１】
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　スライド部材４５０が前進位置に配置されると、球はスライド部材４５０の先端部４５
１に乗ることができるが、０．１秒間は、球が球配置Ｂ１から球配置Ｂ３（図１６（ａ）
参照）まで変位するのに要する時間（約０．２秒間）に比較して十分ではない。
【０４１２】
　そのため、電動役物６４０ａが第１の作動パターンで動作制御される状態では、球が球
通過開口４１４を通過することが防止され、球が中央流路４３１に導入されることが防止
されるので、球が第２入賞口６４０や第３入賞口６４ｂ（図２参照）に入球することを防
止することができる。
【０４１３】
　図３１（ｂ）に示すように、第２の作動パターンでは、待機時間ｔ２ａ（本実施形態で
は１．８秒間）でスライド部材４５０が非励磁状態（前進位置）で維持され、その後、動
作時間ｔ２ｂ（本実施形態では０．２秒間）でスライド部材４５０が励磁状態（後退位置
）で維持され、その後、待機時間ｔ２ａでスライド部材４５０が非励磁状態（前進位置）
で維持され、その後、動作時間ｔ２ｂでスライド部材４５０が励磁状態（後退位置）で維
持されるパターンを、基準の作動パターンＲＰ２として、これが繰り返される。
【０４１４】
　なお、詳細には、非励磁状態を構成する１．８秒間の内訳として、０．０５秒間で第２
図柄の変動表示が行われ、その終了後に１．７５秒間スライド部材４５０が前進位置で維
持されている。
【０４１５】
　スライド部材４５０が前進位置に配置されると、球はスライド部材４５０の先端部４５
１に乗ることができ、その後もスライド部材４５０が０．２秒間前進位置で維持されてい
れば、球は球通過開口４１４を通過してスライド部材４５０上を転動し、中央流路４３１
側へ案内される。
【０４１６】
　球が到達する位置およびタイミングと、球が中央流路４３１の前端を通過するまでに経
過する時間との対応関係について説明する。球配置Ｂ１からＢ３に到達するまでに約０．
２秒を要するので、球が球通過開口４１４を通過し始めるのはスライド部材４５０が前進
位置に配置されてから０．２秒後である。
【０４１７】
　球が左案内板部４５２に案内される場合、スライド部材４５０が前進位置に配置されて
から第１左入球期間ＴＩＬ１（本実施形態では０．２～０．６秒）後に球通過開口４１４
を通過した球は、その２．４秒後である第１左排出期間ＴＯＬ１（本実施形態では２．６
～３．０秒）後に中央流路４３１の前端を通過する。この場合、球は、スライド部材４５
０が動作する前に中央流路４３１に到達するので、スライド部材４５０からの負荷による
球の流下速度変化は生じない。
【０４１８】
　また、球が左案内板部４５２に案内される場合、スライド部材４５０が前進位置に配置
されてから第２左入球期間ＴＩＬ２（本実施形態では０．６秒～１．８秒）後に球通過開
口４１４を通過した球は、スライド部材４５０から後向きの負荷を受けることで通過期間
が０．５秒短縮されて、球通過開口４１４を通過してから１．９秒後である第２左排出期
間ＴＯＬ２（本実施形態では２．５～３．７秒）後に中央流路４３１の前端を通過する。
【０４１９】
　一方、球が右案内板部４５３に案内される場合、スライド部材４５０が前進位置に配置
されてから第１右入球期間ＴＩＲ１（本実施形態では０．２～０．８秒）後に球通過開口
４１４を通過した球は、その２．０秒後である第１右排出期間ＴＯＲ１（本実施形態では
２．２～２．８秒）後に中央流路４３１の前端を通過する。この場合、球は、スライド部
材４５０が動作する前に中央流路４３１に到達するので、スライド部材４５０からの負荷
による球の流下速度変化は生じない。
【０４２０】
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　また、球が右案内板部４５３に案内される場合、スライド部材４５０が前進位置に配置
されてから第２右入球期間ＴＩＲ２（本実施形態では０．８秒～１．８秒）後に球通過開
口４１４を通過した球は、スライド部材４５０から後向きの負荷を受けることで通過期間
が短縮されて、球通過開口４１４を通過してから１．５秒後である第２右排出期間ＴＯＲ
２（本実施形態では２．３～３．３秒）後に中央流路４３１の前端を通過する。
【０４２１】
　そのため、電動役物６４０ａが第２の作動パターンで動作制御される状態では、球が球
通過開口４１４を通過した場合に、球が中央流路４３１の前端を通過するタイミングで電
動役物６４０ａが非励磁状態（スライド部材４５０が前進位置に配置され、傾倒部材４７
０が閉鎖位置に配置される状態）とされているので、球は傾倒部材４７０に拾われないこ
とから第２入賞口６４０（図２参照）へは案内されず、第３入賞口６４ｂ（図２参照）側
へ案内される。
【０４２２】
　このように、本実施形態では、球の配置によって（遅く入球した球に対して）、スライ
ド部材４５０の動作時に球に負荷が与えられ、球の通過に要する時間が短縮される。これ
により、スライド部材４５０が非励磁状態で維持される場合に球通過開口４１４を通過し
た球が中央流路４３１の前端を通過するのに要する時間（左案内板部４５２を介して流下
する場合に要する時間（本実施形態では約２．４秒間））よりも短い周期の作動パターン
でスライド部材４５０を動作させながらも、そのスライド部材４５０の作動パターンの周
期内で、球を中央流路４３１の前端から通過させることができる。
【０４２３】
　従って、１回目（ｎ回目）に前進位置にスライド部材４５０が配置されている状態にお
いて球通過開口４１４を通過した球を、スライド部材４５０が後退位置に配置される状態
を経由して、２回目（ｎ＋１回目）に前進位置にスライド部材４５０が配置されている状
態において中央流路４３１の前端から通過させることができる。
【０４２４】
　即ち、球通過開口４１４の球の通過と、中央流路４３１の前端からの球の通過とを、ス
ライド部材４５０が前進位置に配置されるｎ回目の状態およびｎ＋１回目の状態を１セッ
トで完結させることができる。
【０４２５】
　図３１（ｃ）に示すように、第３の作動パターンでは、待機時間ｔ３ａ（本実施形態で
は２．０秒間）でスライド部材４５０が非励磁状態（前進位置）で維持され、その後、動
作時間ｔ３ｂ（本実施形態では２．０秒間）でスライド部材４５０が励磁状態（後退位置
）で維持されるパターンを基準の作動パターンＲＰ３として、これが繰り返される。
【０４２６】
　なお、詳細には、非励磁状態を構成する２．０秒間の内訳として、０．０５秒間で第２
図柄の変動表示が行われ、その終了後に１．９５秒間スライド部材４５０が前進位置で維
持されている。
【０４２７】
　スライド部材４５０が前進位置に配置されると、球はスライド部材４５０の先端部４５
１に乗ることができ、その後もスライド部材４５０が０．２秒間前進位置で維持されてい
れば、球は球通過開口４１４を通過してスライド部材４５０上を転動し、中央流路４３１
側へ案内される。
【０４２８】
　球が到達する位置およびタイミングと、球が中央流路４３１の前端を通過するまでに経
過する時間との対応関係について説明する。球配置Ｂ１からＢ３に到達するまでに約０．
２秒を要するので、球が球通過開口４１４を通過し始めるのはスライド部材４５０が前進
位置に配置されてから０．２秒後である。
【０４２９】
　球が左案内板部４５２に案内される場合、スライド部材４５０が前進位置に配置されて
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から第３左入球期間ＴＩＬ３（本実施形態では０．２～０．８秒）後に球通過開口４１４
を通過した球は、その２．４秒後である第３左排出期間ＴＯＬ３（本実施形態では２．６
～３．２秒）後に中央流路４３１の前端を通過する。
【０４３０】
　また、球が左案内板部４５２に案内される場合、スライド部材４５０が前進位置に配置
されてから第４左入球期間ＴＩＬ４（本実施形態では０．８秒～２．０秒）後に球通過開
口４１４を通過した球は、スライド部材４５０から後向きの負荷を受けることで通過期間
が短縮されて、球通過開口４１４を通過してから１．９秒後である第４左排出期間ＴＯＬ
４（本実施形態では２．７～３．９秒）後に中央流路４３１の前端を通過する。
【０４３１】
　一方、球が右案内板部４５３に案内される場合、スライド部材４５０が前進位置に配置
されてから第３右入球期間ＴＩＲ３（本実施形態では０．２～１．０秒）後に球通過開口
４１４を通過した球は、その２．０秒後である第３右排出期間ＴＯＲ３（本実施形態では
２．２～３．０秒）後に中央流路４３１の前端を通過する。
【０４３２】
　また、球が右案内板部４５３に案内される場合、スライド部材４５０が前進位置に配置
されてから第４右入球期間ＴＩＲ４（本実施形態では１．０秒～２．０秒）後に球通過開
口４１４を通過した球は、スライド部材４５０から後向きの負荷を受けることで通過期間
が短縮されて、球通過開口４１４を通過してから１．５秒後である第４右排出期間ＴＯＲ
４（本実施形態では２．５～３．５秒）後に中央流路４３１の前端を通過する。
【０４３３】
　そのため、電動役物６４０ａが第３の作動パターンで動作制御される状態では、球が球
通過開口４１４を通過した場合に、球が中央流路４３１の前端を通過するタイミングで電
動役物６４０ａが励磁状態（スライド部材４５０が後退位置に配置され、傾倒部材４７０
が開放位置に配置される状態）とされているので、球は傾倒部材４７０に拾われて、漏れ
なく第２入賞口６４０（図２参照）に案内され、第３入賞口６４ｂ（図２参照）側へは案
内されない。
【０４３４】
　このように、本実施形態では、球の配置によって（遅く入球した球に対して）、スライ
ド部材４５０の動作時に球に負荷が与えられ、球の通過に要する時間が短縮される。これ
により、スライド部材４５０が非励磁状態で維持される場合に球通過開口４１４を通過し
た球が中央流路４３１の前端を通過するのに要する時間（左案内板部４５２を介して流下
する場合に要する時間（本実施形態では約２．４秒間））よりも、スライド部材４５０が
後退位置で維持される期間が短い作動パターンであっても、スライド部材４５０が後退位
置で維持される間に球を中央流路４３１の前端から通過させることができる。
【０４３５】
　従って、基準の作動パターンにおいて、電動役物６４０ａの非励磁状態において前進位
置に配置されるスライド部材４５０に乗り中央流路４３１側へ流下した球を、電動役物６
４０ａの励磁状態において開放位置に配置される傾倒部材４７０で拾いきることができる
。即ち、球通過開口４１４の球の通過と、中央流路４３１の前端からの球の通過とを、基
準の作動パターンＲＰ３で完結させることができる。
【０４３６】
　上述したように、電動役物６４０ａに案内された球は、電動役物６４０ａの作動パター
ンに対応して、異なる入球口を通過することになる。まず、第１の作動パターンで電動役
物６４０ａが動作制御される場合、球は球通過開口４１４を通過せず、検出センサ４３５
の開口４３５ａを通過するか、開口４３５ａから逸れて落下する。
【０４３７】
　そのため、特別図柄の抽選に関するサポートが生じるものではなく、特別図柄の抽選は
専ら第１入賞口６４への入球によるものとなるので、特別図柄の抽選を間隔を空けずに頻
繁に生じさせることは難しい。スライド部材４５０の正面側を流下した球が開口４３５ａ
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を通過した場合に賞球の払い出しが生じることで遊技者の手持ちの遊技球を増やす面での
サポートのみが生じる。
【０４３８】
　次に、第２の作動パターンで電動役物６４０ａが動作制御される場合、球通過開口４１
４を通過した球が中央流路４３１の前端を通過するタイミングでは電動役物６４０ａは非
励磁状態とされ、傾倒部材４７０は閉鎖位置に配置されるので、球は傾倒部材４７０の正
面側を第３入賞口６４ｂ（図２参照）側へ向けて流下する。
【０４３９】
　そのため、特別図柄１の抽選を頻繁に生じさせることができる。また、第３入賞口６４
ｂに球が入球した場合に賞球の払い出しが生じることで遊技者の手持ちの遊技球を増やす
面でのサポートも生じる。
【０４４０】
　次に、第３の作動パターンで電動役物６４０ａが動作制御される場合、球通過開口４１
４を通過した球が中央流路４３１の前端を通過するタイミングでは電動役物６４０ａは励
磁状態とされ、傾倒部材４７０は開放位置に配置されるので、球は傾倒部材４７０に拾わ
れて第２入賞口６４０（図２参照）へ向けて、即ち、検出センサ４６２（Ｅ５参照）へ向
けて流下する。
【０４４１】
　そのため、特別図柄２の抽選を頻繁に生じさせることができる。また、第２入賞口６４
０に球が入球した場合に賞球の払い出しが生じることで遊技者の手持ちの遊技球を増やす
面でのサポートも生じる。
【０４４２】
　このように第１の作動パターンから第３の作動パターンが設定可能とされることで、電
動役物６４０ａが常時開閉駆動される設計においても、第２入賞口６４０への入球が生じ
る場合と、第２入賞口６４０への入球が防止される場合とを、切り替えることができる。
【０４４３】
　即ち、電動役物６４０ａの駆動制御が、第１の作動パターン又は第２の作動パターンで
実行される場合には、球の第２入賞口６４０への入球が防止され、電動役物６４０ａの駆
動制御が、第３の作動パターンで実行される場合には、球の第２入賞口６４０への入球が
頻繁に生じる。
【０４４４】
　図３２は、保留種別、遊技状態、特別図柄の種別および変動時間の関係を説明する図で
ある。なお、理解を容易とするために、特別図柄２についてのみ図示し、特別図柄１につ
いての図示を省略する。
【０４４５】
　特別図柄１では、変動時間は、低確率状態でも高確率状態でも同様に設定されており、
特別図柄１の保留に基づいて外れ図柄が決定された場合、変動時間は５秒または２０秒に
決定され、特別図柄１の保留に基づいて大当たり図柄が決定された場合、変動時間は２０
秒に決定される。
【０４４６】
　一方、本実施形態では、特別図柄２の抽選の状態が上述した低確率状態または高確率状
態のいずれかに設定され、設定されている遊技状態に基づいて変動時間が異なるようにし
て遊技が進行する。
【０４４７】
　図３２に示すように、低確率状態（本実施形態における通常状態または時短状態）にお
いて、特別図柄２の保留に基づいて外れ図柄が決定された場合または小当たり図柄が決定
された場合、変動時間は１０分間に決定される。一方で、低確率状態において、特別図柄
２の保留に基づいて大当たり図柄が決定された場合、変動時間は２０秒に決定される。
【０４４８】
　変動時間を１０分と長い時間で設定しているのは、低確率状態において第２入賞口６４
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０に球が入球した場合に遊技者が得られる利益を低くするためである。これにより、入賞
ユニット４００の内部を流下する球が偶発的に第２入賞口６４０に入球する事態が生じた
としても、遊技状態が高確率状態に移行されない限り、特別図柄２の変動を長引かせるこ
とができるので、特別図柄２の抽選による利益を遊技者が得られ難いようにすることがで
きる。
【０４４９】
　本実施形態では、特別図柄２の保留球数は４個まで許容されるので、特別図柄２の保留
球で大当たり図柄が決定されている場合、その決定に基づく大当たりが１０分後～３０分
後に発生する（特別図柄の変動が停止する）という事態が生じ得る。
【０４５０】
　そのため、特別図柄２の保留に基づいて大当たり図柄が決定されたタイミングで遊技を
している遊技者と、その保留された特別図柄２に基づく大当たりが発生したタイミングで
遊技をしている遊技者が異なる事態や、大当たりが発生するタイミングで遊技をしている
遊技者がいない事態が生じ得る。
【０４５１】
　このような場合、大当たりが発生したタイミングで即座に特別遊技状態に移行すると、
現在遊技をしている遊技者や、近くの別のパチンコ機で遊技をしている遊技者が、突然特
別遊技が始まったことに驚いてしまい、遊技者に故障かと疑われる可能性がある。
【０４５２】
　これに対し、大当たりが決定された場合において、特別遊技状態に移行する条件を定め
ることができる。本実施形態では、大当たりが決定された後（特別図柄の変動が停止した
後）で第３図柄表示装置８１の表示画面に表示される指示に従いスルーゲート６６，６７
に球を通過させることで、特別遊技状態に移行させることができる。
【０４５３】
　即ち、スルーゲート６６，６７に球が通過するまでは、特別遊技状態へ移行されること
は無いように制御されることで、遊技者に故障かと疑われる可能性を低くすることができ
る。なお、特別遊技状態へ移行させるために球を通過させる箇所はスルーゲート６６，６
７に限定されるものではなく、例えば、一般入賞口６３を球が通過することで、特別遊技
状態に移行されるように制御しても良い。
【０４５４】
　また、高確率状態（本実施形態における確変状態または特殊確変状態）において、特別
図柄２の保留に基づいて外れ図柄が決定された場合、変動時間は５秒または２０秒に決定
される。
【０４５５】
　また、高確率状態において、特別図柄２の保留に基づいて小当たり図柄が決定された場
合、変動時間は２秒に決定される。一方、高確率状態において、特別図柄２の保留に基づ
いて大当たり図柄が決定された場合、変動時間は２０秒に決定される。
【０４５６】
　高確率状態では、特に特別図柄２の保留に基づいて小当たり図柄が決定された場合の変
動時間が短く設定されているので、第２入賞口６４０に球が頻繁に入球する状態（本実施
形態では、電動役物６４０ａの駆動制御が第３の作動パターンで実行される場合）では、
遊技者は、頻繁に小当たり遊技を実行させ特定入賞口６５ａを開放させることができるの
で、特定入賞口６５ａへの入球に基づく賞球を頻繁に得ることができる。
【０４５７】
　なお、特別図柄の変動時間の設定はこれに限られるものではなく、種々の態様が例示さ
れる。例えば、各図柄の変動時間として多種多様なバリエーションを加えても良いし、特
別図柄の保留個数に対応して変動時間の長短が変わるようにしても良い。特別図柄の保留
個数に対応して変動時間の長短が変わる場合には、一般的には、保留個数が少ない場合の
方が、保留個数が多い場合（満タンに近い場合）に比較して、変動時間が長くなるように
設定される。
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【０４５８】
　本実施形態では、従来の機種に見られたような、不適切なタイミングで特別図柄２の抽
選を獲得するように球を発射することで遊技者に不測の利益が生じるという問題点を解消
することができる。
【０４５９】
　即ち、従来の機種においても、本実施形態のように特別図柄１の抽選に係る第１入球口
への入球頻度が高くなる状態と、特別図柄２の抽選に係る第２入球口への入球頻度が高く
なる状態とを切り替えられるように構成する例が見られた。
【０４６０】
　しかし、電動役物６４０ａの設置個数が１個に限定される場合、第１入球口または第２
入球口の何れか一方に付随するよう電動役物６４０ａが設置され、他方の入球口には電動
役物６４０ａが設置されず、常に球が入球可能な状態とされることが想定される。
【０４６１】
　この場合において、遊技盤１３の中央に配置される一方の入球口（第１入賞口６４に相
当、図２参照）よりも、他方の入球口の入球効率が高い場合や、他方の入球口への入球に
よる抽選で大当たりとなった場合に遊技者が得られる利益が極めて高い場合などには、パ
チンコ機１０が提供するゲームとしては一方の入球口に球を入賞させるべきタイミングで
あると報知していても、遊技者が他方の入球口へ向けて球を発射する可能性がある。
【０４６２】
　低確率状態における特別図柄２の変動時間を超長期とすることで他方の入球口の入球に
基づく変動の消化効率を下げるという対策を行ったとしても、特別図柄２の保留個数に因
らず特別図柄１の保留に基づく変動が開始される場合には、予め他方の入球口に入球させ
て特別図柄２を変動させた上で一方の入球口に球を入賞させるゲームを進行させることで
、パチンコ機１０が提供する遊技を行っている間に特別図柄２の変動時間を消化させるこ
とができるとすれば、その抑止力は低いと言える。
【０４６３】
　パチンコ機１０が提供するゲームとしては一方の入球口に球を入賞させるべきタイミン
グであっても、他方の入球口への入球により大当たりとなると特別遊技状態に移行するこ
とになり、パチンコ機１０が提供するゲームとして意図されていない利益を遊技者に与え
ることになるとすれば、遊技の公平性の面で問題がある。
【０４６４】
　これに対し、本実施形態では、単一のソレノイドＳＯＬ４１により駆動される電動役物
６４０ａ（スライド部材４５０及び傾倒部材４７０）により、特別図柄１の抽選に係る第
１入球口（第３入賞口６４ｂに相当）への入球頻度を上げるようにサポートする状態（電
動役物６４０ａが第２の作動パターンで駆動制御される状態）では、特別図柄２の抽選に
係る第２入球口（第２入賞口６４０に相当）への入球頻度を下げることができる一方で、
特別図柄２の抽選に係る第２入球口への入球頻度を上げるようにサポートする状態（電動
役物６４０ａが第３の作動パターンで駆動制御される状態）では、特別図柄１の抽選に係
る第１入球口への入球頻度を下げることができる。
【０４６５】
　更に、特別図柄１の抽選に係る第１入球口（第３入賞口６４ｂに相当）への入球頻度も
、特別図柄２の抽選に係る第２入球口（第２入賞口６４０に相当）への入球頻度も、共に
低くする状態（電動役物６４０ａが第１の作動パターンで駆動制御される状態）を構成す
ることもできる。
【０４６６】
　これにより、パチンコ機１０が提供するゲームとして意図されていない利益を遊技者に
与えることを防止することができ、遊技の公平性の面で改良することができる。
【０４６７】
　図３３から図３５は、図２３（ａ）のＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ線におけるスライド
部材４５０、傾倒部材４７０及び伝達部材４８０の断面図である。図３３から図３５では
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電動役物６４０ａの非励磁状態から励磁状態への切替動作が時系列で図示されており、図
３３では、電動役物６４０ａの非励磁状態が図示され、図３４では、第１部材４８１が上
昇する一方でスライド部４５０の配置が前進位置で維持される状態が図示され、図３５で
は、電動役物６４０ａの励磁状態が図示される。また、図３３から図３５では、配置の参
考として板部材４１０の外形が想像線で図示される。
【０４６８】
　図３３から図３５で図示されるように、電動役物６４０ａの非励磁状態から励磁状態へ
の切替動作は、スライド部材４５０の動作タイミングと傾倒部材４７０の動作タイミング
とにずれがある。
【０４６９】
　即ち、動作開始から途中位置までは傾倒部材４７０のみが動作し（図３３及び図３４参
照）、途中位置からは傾倒部材４７０及びスライド部材４５０が動作する（図３４及び図
３５参照）。この時、動作終了タイミングは、スライド部材４５０と傾倒部材４７０とで
ほぼ同時となる（図３５参照）。
【０４７０】
　以下で詳しく説明する。第１部材４８１は、ソレノイドＳＯＬ４１のプランジャーＳＯ
Ｌ４１ａ（図１１参照）と一体的に動作することから、ソレノイドＳＯＬ４１の駆動タイ
ミングに同期して上下動作する。
【０４７１】
　一方で、第１部材４８１の後端部に形成される一対の伝達板部４８２を介して第１部材
４８１から第２部材４８５への駆動力伝達が行われる構成において、電動役物６４０ａの
非励磁状態では、上板部４８２ａが第２部材４８５の偏心突部４８６と当接される一方で
、下板部４８２ｂと偏心突部４８６との間に隙間が確保されている。
【０４７２】
　第２部材４８５は、回転軸部４８５ａを中心に回転動作可能に支持されており、スライ
ド部材４５０を介して係止板部４３１ｂに係止される（図１８参照）ことで、非励磁状態
（図３３参照）における配置が前転方向変位の終端位置となるように構成されている。
【０４７３】
　非励磁状態から第１部材４８１が上昇する過程において、下板部４８２ｂと偏心突部４
８６とが当接されるまでは第２部材４８５の姿勢およびスライド部材４５０の配置は維持
され、傾倒部材４７０のみが傾倒動作する。即ち、ソレノイドＳＯＬ４１の駆動力は傾倒
部材４７０に集中して伝達される。
【０４７４】
　第１部材４８１が上昇する過程において、下板部４８２ｂと偏心突部４８６とが当接し
た後は、下板部４８２ｂに偏心突部４８６が持ち上げられる態様で第２部材４８５が回転
軸部４８５ａを中心に後転方向に回転動作する。
【０４７５】
　このように、同一のソレノイドＳＯＬ４１（図１１参照）の駆動力を利用しながら、電
動役物６４０ａを励磁状態から非励磁状態に切り替える場合に、傾倒部材４７０に駆動力
が必要となるタイミングと、スライド部材４５０に駆動力が必要となるタイミングとをず
らしている。
【０４７６】
　特に、スライド部材４５０への駆動力伝達が開始される状態（図３４参照）以降におい
て、第１部材４８１の上方から傾倒部材４７０の被伝達部４７４が退避されていることか
ら、傾倒部材４７０の動作は自重に任せ、ソレノイドＳＯＬ４１の駆動力がスライド部材
４５０の移動に費やされる。
【０４７７】
　また、上述のように、電動役物６４０ａの非励磁状態から励磁状態への切替動作におい
て、傾倒部材４７０の傾倒動作が先行して開始されるので、スライド部材４５０の動作抵
抗によらず傾倒部材４７０の傾倒動作を開始することができる。
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【０４７８】
　従って、スライド部材４５０に球が乗っている場合であっても、その球の重さの影響で
傾倒部材４７０の傾倒動作が遅れるという事態の発生を回避することができるので、傾倒
部材４７０が開放位置に配置されることにより球が第２入賞口６４０へ向けて案内される
期間の開始タイミングが制御とずれる事態の発生を回避することができる。
【０４７９】
　また、傾倒部材４７０の変位開始時に正面側に球が配置されており、傾倒部材４７０と
前意匠部材４２０（図１８参照）との間で球を挟むような場合であっても、スライド部材
４５０に駆動力が割り振られることなく傾倒部材４７０に駆動力が伝達されていることか
ら、球を下方に排斥するのに十分な力を生じさせることができる。そのため、傾倒部材４
７０と前意匠部材４２０との間に球が挟まった状態を早期に解消することができる。
【０４８０】
　一方で、スライド部材４５０にソレノイドＳＯＬ４１（図１２参照）の駆動力が伝達さ
れる段階では（図３４及び図３５参照）、傾倒部材４７０へ割り振られる駆動力は極めて
少なくなり駆動力をスライド部材４５０に集中させることができるので、スライド部材４
５０上に球が配置されている場合に、その球に対してスライド部材４５０を介して与えら
れる後向きの負荷を確保することができる。
【０４８１】
　本実施形態では、傾倒部材４７０へ向けて流下する球の経路が板部材４１０と前意匠部
材４２０とに囲まれ、球が傾倒部材４７０から逸れないように構成されている（図２１参
照）。そのため、図３４に示すように、傾倒部材４７０が全開放する前の状態であっても
、傾倒部材４７０に球の重みが与えられることで傾倒部材４７０が開放位置へ変位される
（押し下げられる）ことから、球が傾倒部材４７０に拾われ易く構成することができる。
【０４８２】
　電動役物６４０ａの励磁状態から非励磁状態への切替動作（図３５から図３３へ戻る動
作）においても、スライド部材４５０の動作タイミングと傾倒部材４７０の動作タイミン
グとにずれがある。
【０４８３】
　即ち、動作開始（図３５参照）から途中位置（図３４参照）までは伝達部材４８０の第
１部材４８１に傾倒部材４７０の被伝達部４７４が押し下げられると共に、第１部材４８
１の下板部４８２ｂに第２部材４８５の係止突設部４８７が押し下げられることで、傾倒
部材４７０及びスライド部材４５０が共に動作する。一方で、途中位置（図３４参照）で
スライド部材４５０が前進位置に既に到達しているので、途中位置からは傾倒部材４７０
のみが動作される。
【０４８４】
　これにより、電動役物６４０ａの励磁状態から非励磁状態への切替動作において、傾倒
部材４７０の動作完了よりも先にスライド部材４５０を前進位置に配置させることができ
る。そのため、球が先端部４５１に乗り易いようにすることができる（先端部４５１に球
が拾われる期間をなるべく延ばすことができる）と共に、傾倒部材４７０に球が拾われ易
くすることができる（傾倒部材４７０が閉鎖位置に到達するまでの期間を引き延ばすこと
ができる）。
【０４８５】
　また、本実施形態では、スライド部材４５０の先端部４５１の下側には突条部４５５が
形成されておらず、先端部４５１において上下方向の弾性変形が許容される。そのため、
励磁状態（図３５参照）から非励磁状態（図３３参照）への切替動作において、スライド
部材４５０と前意匠部材４２０（図２０参照）との間に球が挟まり、スライド部材４５０
の変位が抑制され得る事態が生じたとしても、先端部４５１を弾性変形させてスライド部
材４５０の前方変位を継続することができるので、スライド部材４５０と連動する傾倒部
材４７０の起き上がり動作が不良となることを回避し、傾倒部材４７０の起き上がり動作
を確実に完了させることができる。
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【０４８６】
　本実施形態では上述のように、同一のソレノイドＳＯＬ４１（図１１参照）の駆動力を
利用しながら、電動役物６４０ａを非励磁状態から励磁状態に切り替える場合に、傾倒部
材４７０に駆動力が必要となるタイミングと、スライド部材４５０に駆動力が必要となる
タイミングとをずらしている。
【０４８７】
　上述のように、本実施形態では、電動役物６４０ａが非励磁状態から励磁状態に切替動
作される場合には、傾倒部材４７０の動作開始が先行し、その後でスライド部材４５０の
動作が開始され、傾倒部材４７０及びスライド部材４５０の動作終了のタイミングはほぼ
同じとなるように設定されている。
【０４８８】
　スライド部材４５０側からの負荷伝達について説明する。図３３に示すように、第２部
材４８５の下端部（回転軸部４８５ａの下方の部分）には回転軸部４８５ａの軸方向に沿
って係止突設部４８７が突設形成される。
【０４８９】
　係止突設部４８７は、前後方向で第１部材４８１の下板部４８２ｂと当接するよう配設
される。この当接部分に生じる摩擦力により、電動役物６４０ａの非励磁状態における第
１部材４８１の意図せぬ上昇（浮き上がり）を抑制することができ、傾倒部材４７０を閉
鎖位置に維持し易くすることができる。
【０４９０】
　更に、電動役物６４０ａの非励磁状態において、スライド部材４５０を後ろ向きに移動
させ、連動して第２部材４８５を後転方向に回転変位させる方向の負荷（後向きの負荷）
がスライド部材４５０に与えられた場合であっても、係止突設部４８７の移動方向に下板
部４８２ｂが配置されていることにより、第２部材４８５の回転変位が止められ、スライ
ド部材４５０の後方への変位も止められる。
【０４９１】
　この場合において、係止突設部４８７の移動方向（回転軸部４８５ａを中心とした円に
沿う方向）と、第１部材４８１の移動方向（上下方向）とが交差する（直交する）ことか
ら、係止突設部４８７を介して伝達される負荷によって第１部材４８１が上下方向に変位
することを防止している。これにより、非励磁状態において、スライド部材４５０が予期
せず後方に変位する事態の発生を回避し易くすることができる。
【０４９２】
　これにより、例えば、パチンコ機１０（図１参照）の外部から遊技領域内に不正に金属
細線（ピアノ線や針金等）を進入させて、その金属細線を介してスライド部材４５０に負
荷を与え、電動役物６４０ａの配置を変化させる不正行為への対策とすることができる。
【０４９３】
　特に、非励磁状態においてベース板６０（図２参照）の正面側に張り出しており、不正
行為を行う者が負荷を与えることが容易であると考えるであろうスライド部材４５０につ
いて対策を行うことで、不正行為の継続の抑制を図ることができる。
【０４９４】
　図３６は、図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における板部材４１０、ベース板
４３７、スライド部材４５０、傾倒部材４７０及び伝達部材４８０の断面図である。図３
６では、構造の理解を容易とするための入賞ユニット４００の不要な構成の図示が省略さ
れており、電動役物６４０ａが励磁状態から非励磁状態に切り替えられる途中において傾
倒部材４７０と傾斜面部４３７ｅとの間に球が挟まることで傾倒部材４７０の動作が一時
的に停止した状態が図示される。
【０４９５】
　上述したように、傾倒部材４７０とスライド部材４５０との動作は伝達部材４８０を仲
立ちとして連動する。本実施形態では、図３６に示すように、傾倒部材４７０と傾斜面部
４３７ｅとの間で球が挟まった（球噛みが生じた）場合において、スライド部材４５０の



(61) JP 2021-29829 A 2021.3.1

10

20

30

40

50

前進が抑えられており、板部材４１０の球通過開口４１４（図１６参照）の正面側を流下
する球が、スライド部材４５０に拾われにくいように構成されている。
【０４９６】
　従って、傾倒部材４７０と傾斜面部４３７ｅとの間で球が挟まった（球噛みが生じた）
場合に、入賞ユニット４００の内部に想定外に多量の球が滞留する事態が生じることを回
避し易くすることができる。
【０４９７】
　これにより、傾倒部材４７０と傾斜面部４３７ｅとの間に球が挟み込まれた場合に、ス
ライド部材４５０に次々に球が拾われ、傾倒部材４７０側に向けて次々に球が流下して、
傾倒部材４７０と傾斜面部４３７ｅとで挟み込まれた球に対して後追いの球が次々に重な
り、傾倒部材４７０の動作不良を引き起こす事態が生じることを回避することができる。
【０４９８】
　図２に戻って説明する。本実施形態では、遊技領域の左右幅略中央位置において、セン
ターフレーム８６の上側部を構成するようにして、上側可変入賞装置７００が配設される
。レール６１，６２に沿って打ち出された球の一部は、釘に衝突しながら上側可変入賞装
置７００に到達する。
【０４９９】
　図３７（ａ）及び図３７（ｂ）は、図２の範囲ＸＸＸＶＩＩａにおける上側可変入賞装
置７００の拡大正面図である。図３７（ａ）では、上側可変入賞装置７００の閉鎖状態が
図示され、図３７（ｂ）では、上側可変入賞装置７００の開放状態が図示される。
【０５００】
　上側可変入賞装置７００は、ベース板６０に前後方向で穿設される開口を塞ぐようにベ
ース板６０に締結固定されガラスユニット１６（図１参照）との間で球を流下させる経路
を構成する基礎板部材７１０と、その基礎板部材７１０の上側部に前後方向で穿設される
逆Ｖ字開口７１１を通って前後方向にスライド移動可能とされる移動上蓋部材７３０と、
その移動上蓋部材７３０の正面側を通過した遊技球が通過（入賞）可能に構成される第２
特定入賞口７００ａが形成される検出センサと、基礎板部材７１０の下側部に前後方向で
穿設される矩形開口７１２を通って前後方向にスライド移動可能とされる移動床部材７４
０と、球が通過可能な開口部７５１が基礎板部材７１０の正面側に配置され基礎板部材７
１０の正面側を流下する球の通過を検出可能に構成される複数の検出センサ７５０と、を
備える。
【０５０１】
　また、移動床部材７４０の正面側を通過した遊技球は、内レール６１や外レール６２と
同様に帯状の金属板で湾曲形状に形成されベース板６０の正面側に植立される中間レール
部材７８１に受け止められる。
【０５０２】
　中間レール部材７８１の最下端部の後方位置において、ベース板６０に球抜き開口７８
２が形成されている。中間レール部材７８１に受け止められた球は球抜き開口７８２を通
って、図示しない球排出路へと案内される。
【０５０３】
　上側可変入賞装置７００は、正面側に配設されるガラスユニット１６との間で遊技領域
を形成するように配置される。ガラスユニット１６は透明なため、遊技者は正面視で第２
特定入賞口７００ａや検出センサ７５０の開口部７５１を視認することができる。
【０５０４】
　なお、ガラスユニット１６の背面側に、正面視で第２特定入賞口７００ａや検出センサ
７５０の開口部７５１と重なる大きさの樹脂板部材を配置し、その樹脂板部材と基礎板部
材７１０との間で球が流下するように構成しても良い。この場合、樹脂板部材として透過
性の部材を採用するか、不透過性の部材を採用するかで、遊技球の視認性を異ならせるこ
とができる。例えば、不透過性の部材を採用した場合には、上側可変入賞装置７００を、
特定入賞口７００ａや開口部７５１への球の通過を視認困難なものとして構成することが
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できる。
【０５０５】
　基礎板部材７１０は、上側部において左右端部がセンターフレーム８６の左右中央側の
端部に近接する細幅の逆Ｖ字形状で穿設される逆Ｖ字開口７１１と、下側部において左右
長尺の矩形状で穿設される矩形開口７１２と、逆Ｖ字開口７１１の下側において正面側に
延設される板状部であって第２特定入賞口７００ａ側へ向けて下降傾斜する左右一対の傾
斜転動板部７１３と、その傾斜板部７１３よりも下側かつ検出センサ７５０よりも左右外
側の位置において正面側に延設される板状部であって検出センサ７５０側へ向けて下降傾
斜する左右一対の傾斜外壁板部７１４と、第２特定入賞口７００ａの下方において第２特
定入賞口７００ａを通過した球を受け入れ可能な間隔を空けて正面側に延設される一対の
板状部であって下端部が矩形開口７１２に近接配置される左右一対の貯留板部７１５と、
検出センサ７５０の下方において開口部７５１を通過した球を内側に受け入れ可能な左右
幅のＵ字形状で正面側に延設される左右一対の受入部７１６と、その受入部７１６の内側
の形状で前後方向に穿設され受入部７１６で受け入れられた球を背面側へ排出する左右一
対の排出開口７１７と、を備える。
【０５０６】
　傾斜転動板部７１３、傾斜外壁板部７１４、貯留板部７１５及び受入部７１６は、ガラ
スユニット１６との間に球をこぼさないために十分な位置まで延設される。即ち、正面視
において、球は傾斜転動板部７１３、傾斜外壁板部７１４、貯留板部７１５及び受入部７
１６を貫通することはなく、その形状に沿って流下する。
【０５０７】
　傾斜外壁板部７１４は、検出センサ７５０の上側において傾斜転動板部７１３との間に
球が入り込み得る隙間を構成する。これにより、検出センサ７５０の上側において左右外
側へ逸れた球を、傾斜に沿って検出センサ７５０側へ案内することができる。
【０５０８】
　貯留板部７１５は、第２特定入賞口７００ａの中心軸から左右に同距離だけ離れた位置
に配置される。即ち、第２特定入賞口７００ａの中心軸が、貯留板部７１５の左右側面と
平行な平面であって一対の貯留板部７１５の中間位置に配置される平面上に配置される。
これにより、第２特定入賞口７００ａに入球した球が一対の貯留板部７１５の間の隙間に
流入し易くすることができる。
【０５０９】
　移動上蓋部材７３０は、左右外側へ向けて下降傾斜する正面視逆Ｖ字形状に屈曲した板
部７３１を有し、上側可変入賞装置７００の閉鎖状態では板部７３１がベース板６０の正
面側に張り出し、移動上蓋部材７３０に乗った球は板部７３１の傾斜に沿って左右外側へ
流される。
【０５１０】
　上側可変入賞装置７００の開放状態に切り替えられると、板部７３１はベース板６０の
前端面よりも後方に退避され、板部７３１上に乗っていた球は傾斜転動板部７１３へ向け
て落下する。
【０５１１】
　この時、上側可変入賞装置７００の閉鎖状態において板部７３１の傾斜に沿って流下し
ていた球は左右外側へ向けた速度を有しているため、傾斜転動板部７１３の左右外側部に
着地し易い。その上で、傾斜転動板部７１３の左右内側へ向けた傾斜に沿って流れて、第
２特定入賞口７００ａを通過することになる。
【０５１２】
　即ち、板部７３１の上面を流れる球の流下方向を、第２特定入賞口７００ａに最短距離
で向かう方向に比べて迂回した方向にさせ易く、第２特定入賞口７００ａを球が通るまで
の時間を長引かせることができる。
【０５１３】
　移動上蓋部材７３０が左右両側に傾斜していることで、第２特定入賞口７００ａを球が
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通るまでの時間を長引かせるという上記の効果を複数経路で生じさせることができるので
、球の流下が遅くなることによって球の流下が滞ることを抑制することができる。
【０５１４】
　つまり、球が通るまでの時間を長引かせつつも、球の滑らかな流下を保ち易いので、球
詰まりを疑って遊技者が球の発射を止めるという事態の発生を避けることができる。即ち
、球の発射を促進することができる。
【０５１５】
　更に、球が通るまでの時間を長引かせることで複数の球が第２特定入賞口７００ａの上
側近辺に配置された場合であっても、それらは必ず第２特定入賞口７００ａを通過すると
いう構成なので、遊技者は第２特定入賞口７００ａを視界に入れておくことで、移動上蓋
部材７３０の前側を通過した球を見失う事を避けられる。
【０５１６】
　なお、板部７３１と傾斜転動板部７１３との上下間隔は、左右中央側において最長とな
り、左右外側へ向かうにつれて短くなるよう構成されている。更に、左右外側端部におい
ては、その上下間隔は球の直径未満となるように構成されている。
【０５１７】
　そのため、例えば、球が傾斜転動板部７１３の左右外側端部に乗っている場合に、上側
可変入賞装置７００が閉鎖状態に切り替えられることで移動上蓋部材７３０の板部７３１
が正面側にスライド移動すると、板部７３１から球に対して左右内側へ押し込む方向の負
荷が生じる。
【０５１８】
　これにより、板部７３１の正面側を通過した球が傾斜転動板部７１３の左右外側端部で
滞留することを回避できると共に、その球が第２特定入賞口７００ａに到達するまでの期
間が過度に長くなることを回避することができる。
【０５１９】
　移動上蓋部材７３０と、移動床部材７４０とは、後述するソレノイド７６３の駆動力に
より、同期して前後反対方向に動作する。図３７（ａ）及び図３７（ｂ）では、移動上蓋
部材７３０及び移動床部材７４０の外形は、ガラスユニット１６との間の隙間が、球を通
過させないための長さとして十分に短い場合には実線で図示され、ガラスユニット１６と
の間を球が通り得る程度にガラスユニット１６との間の隙間が長い場合には想像線で図示
される。
【０５２０】
　即ち、上側可変入賞装置７００の閉鎖状態では、移動床部材７４０は後側へ退避され、
貯留板部７１５の下方へ球が排出可能とされ（図３７（ａ）参照）、上側可変入賞装置７
００の開放状態では、移動床部材７４０は前側へ張り出され、貯留板部７１５の下方への
球の排出が不能とされる（図３７（ｂ）参照）。
【０５２１】
　上側可変入賞装置７００の開放状態において移動上蓋部材７３０の前側を流下した球が
第２特定入賞口７００ａに通過を検出されると賞球の払い出しが行われる一方、検出セン
サ７５０の開口部７５１は、入球を契機として遊技状態を変化させるための特定領域とし
て機能する。即ち、大当たり遊技中に球が開口部７５１を通過したことを要件として、大
当たり遊技終了後の遊技状態を高確率状態とするように制御されるが、詳細は後述する。
【０５２２】
　図３８（ａ）から図３８（ｃ）は、図２の範囲ＸＸＸＶＩＩａにおける上側可変入賞装
置７００の拡大正面図である。図３８（ａ）から図３８（ｃ）では、上側可変入賞装置７
００への球の入球態様の一例が時系列で図示される。
【０５２３】
　図３８（ａ）から図３８（ｃ）において、移動上蓋部材７３０及び移動床部材７４０の
外形が、実線で図示される意味と、想像線で図示される意味とは、図３７（ａ）及び図３
７（ｂ）での図示における意味と同様である。
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【０５２４】
　図３８（ａ）に示すように、上側可変入賞装置７００の開放状態では、移動上蓋部材７
３０の前側を通過した球は、傾斜転動板部７１３を転動し第２特定入賞口７００ａを通過
するか、または、例えば第２特定入賞口７００ａの真上から落下するような球は傾斜転動
板部７１３を介さずに第２特定入賞口７００ａに直接流入する。
【０５２５】
　第２特定入賞口７００ａを通過した球は、図３８（ｂ）に示すように貯留板部７１５と
移動床部材７４０とにより構成される領域に順番に貯留される。そして、球で貯留板部７
１５の上端付近まで満たされた場合に（貯留板部７１５の上端部付近に４個目で第２特定
入賞口７００ａを通過した球Ｐ１が配置された状態で）、球Ｐ１の後追いで第２特定入賞
口７００ａを通過した球Ｐ２は、貯留板部７１５の間の隙間に入球することはできず、左
右に流れて開口部７５１を通過する（図３８（ｃ）参照）。
【０５２６】
　即ち、貯留板部７１５の上端部付近まで球で満たされた場合に、貯留板部７１５の内側
に配置された球ではなく、その後追いで貯留板部７１５の上端部付近に到達した球が開口
部７５１を通過する。
【０５２７】
　図３８に示す例によれば、貯留板部７１５の間の隙間に貯留され得る球の最大個数（本
実施形態では、４個）よりも多い個数の球が第２特定入賞口７００ａを通過すれば、球は
開口部７５１を通過することになる。
【０５２８】
　図３９（ａ）から図３９（ｃ）は、図２の範囲ＸＸＸＶＩＩａにおける上側可変入賞装
置７００の拡大正面図である。図３９（ａ）から図３９（ｃ）では、上側可変入賞装置７
００への球の入球態様の一例が時系列で図示される。
【０５２９】
　図３９（ａ）から図３９（ｃ）において、移動上蓋部材７３０及び移動床部材７４０の
外形が、実線で図示される意味と、想像線で図示される意味とは、図３７（ａ）及び図３
７（ｂ）での図示における意味と同様である。
【０５３０】
　図３９（ａ）に示すように、上側可変入賞装置７００の開放状態では、貯留板部７１５
と移動床部材７４０とにより構成される領域に球が貯留されている状態が維持され、移動
上蓋部材７３０の前側を通過した球は、傾斜転動板部７１３を転動し第２特定入賞口７０
０ａを通過するか、または、例えば第２特定入賞口７００ａの真上から落下するような球
は傾斜転動板部７１３を介さずに第２特定入賞口７００ａに直接流入する。
【０５３１】
　図３９（ａ）に示す状態は、図３８（ｂ）に示す状態と同様に、貯留板部７１５の間に
貯留される球に乗ることで貯留板部７１５の上端部付近に配置され得る球Ｐ１が流下して
いる。
【０５３２】
　この状態で、上側可変入賞装置７００が閉鎖状態に切り替えられると、移動床部材７４
０が後方へ退避し、貯留板部７１５の間の領域に貯留されていた球が下から順に排出され
る（図３９（ｂ）参照）。
【０５３３】
　図３９（ｂ）及び図３９（ｃ）では、球が１個だけ排出された状態が図示されるが、排
出される球の個数は、移動床部材７４０が後方へ退避している時間の長さに対応しており
、短時間であれば一部の球が排出され、長時間であれば全球が排出される。
【０５３４】
　貯留板部７１５の間の領域から球が排出されていることから、４個目で第２特定入賞口
７００ａを通過した球Ｐ１は、貯留板部７１５の上端部付近よりも球一つ分（即ち、排出
個数分）だけ下方に配置され、図３９（ｃ）に示すように球Ｐ１の後追いで第２特定入賞
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口７００ａを通過した球Ｐ２も、貯留板７１５の間の領域に入球することになり、球Ｐ２
が貯留板部７１５の上端部付近に配置されることになる。
【０５３５】
　図３９（ｃ）に示す状態から、更に球Ｐ２の後追いで第２特定入賞口７００ａを通過し
た球は、貯留板部７１５の間の隙間に入球することはできず、左右に流れて開口部７５１
を通過する。
【０５３６】
　即ち、図３９に示す例によれば、貯留板部７１５の間の隙間に貯留され得る球の最大個
数（本実施形態では、４個）よりも多い個数の球が第２特定入賞口７００ａを通過したと
しても、必ずしも球は開口部７５１を通過するとは限らない。
【０５３７】
　球が開口部７５１を通過するか否かは、後追いの球Ｐ２が第２特定入賞口７００ａを通
過して貯留板部７１５の上端部付近に到達するまで、貯留板部７１５の上端部付近に球Ｐ
１が配置されている状態（図３８（ｃ）参照）が維持されるか否かに因る。
【０５３８】
　貯留板部７１５からの球の排出は、移動上蓋部材７３０が閉鎖されるタイミングで生じ
（図３９（ｂ）参照）、排出される球の個数は開閉動作の長さに関係するので、移動上蓋
部材７３０の開閉動作の発生が頻繁であるほど、また、移動上蓋部材７３０が閉鎖される
時間が長いほど、貯留板部７１５の上端部付近に球Ｐ１が配置されている状態（図３８（
ｃ）参照）が維持され難くなり、球が開口部７５１を通過し難くなる。なお、移動上蓋部
材７３０の動作制御の詳細については後述する。
【０５３９】
　図４０（ａ）から図４０（ｃ）は、図３７（ａ）のＸＬａ－ＸＬａ線における移動上蓋
部材７３０及び移動床部材７４０の断面図である。図４０（ａ）から図４０（ｃ）では、
ベース板６０の前端面および後端面が想像線で図示され、上側可変入賞装置７００が閉鎖
状態から開放状態へ切り替えられる様子が時系列で図示される。なお、図４０（ａ）から
図４０（ｃ）では、理解を容易とするために、駆動伝達装置７６０が断面図ではなく、右
方向から視認する側面図として図示される。
【０５４０】
　駆動伝達装置７６０は、ベース板６０の背面側寄りの位置で固定配置される回転軸ＸＸ
ＸＶＩＩに軸支される第１部材７６１と、ベース板６０の正面側寄りの位置で固定配置さ
れる回転軸Ｊ２に軸支される第２部材７６２と、電磁力によりプランジャー７６３ａを上
下方向にスライド移動可能に構成されるソレノイド７６３と、そのソレノイド７６３のプ
ランジャー７６３ａが嵌め込まれそのプランジャー７６３ａのスライド移動に同期して上
下方向にスライド移動する伝達部材７６４と、を備える。
【０５４１】
　上側可変入賞装置７００の閉鎖状態（図４０（ａ）参照）では、第１部材７６１が前倒
姿勢でベース部材６０側の下支え部（図示せず）に下支えされ、移動上蓋部材７３０が前
進位置に配置され、第２部材７６２が後倒姿勢でベース部材６０側の下支え部（図示せず
）に下支えされ、移動床部材７４０が後退位置に配置される。
【０５４２】
　上側可変入賞装置７００の開放状態（図４０（ｃ）参照）では、第１部材７６１が後倒
姿勢とされ、移動上蓋部材７３０が後退位置に配置され、第２部材７６２が前倒姿勢とさ
れ、移動床部材７４０が前進位置に配置される。
【０５４３】
　第１部材７６１は、右側面から右方に突設部７６１ａが断面円形状で突設形成され、伝
達部材７６４は、突設部７６１ａの下方に位置するように突設部７６１ａ側（本実施形態
では、後側）に延設される後方延設部７６４ａと、その後方延設部７６４ａの上側におい
て後方延設部７６４ａと平行に突設部７６１ａ側に延設され先端が屈曲形成される屈曲延
設部７６４ｂと、を備える。
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【０５４４】
　第２部材７６２は、右側面から右方に突設部７６２ａが断面円形状で突設形成され、伝
達部材７６４は、突設部７６２ａの上方に位置するように突設部７６２ａ側（本実施形態
では、後側）に延設される後方延設部７６４ｃと、その後方延設部７６４ｃの下側におい
て後方延設部７６４ｃと平行に突設部７６２ａ側に延設され先端が屈曲形成される屈曲延
設部７６４ｄと、を備える。
【０５４５】
　ソレノイド７６３は、電磁力が発生することで（励磁状態）、プランジャー７６３ａを
上方に引き上げるよう構成され、電磁力が消えると（非励磁状態）、コイルバネの付勢力
および重力によってプランジャー７６３ａが下方に下ろされる。
【０５４６】
　移動上蓋部材７３０及び移動床部材７４０の連動について説明する。図４０（ａ）に示
すように、ソレノイド７６３の非励磁状態においてプランジャー７６３ａが下方側終端位
置に配置されることに伴い、駆動伝達装置７６０の伝達部材７６４が下方側終端位置に配
置される。
【０５４７】
　ソレノイド７６３が励磁状態とされることで、伝達部材７６４が上方へスライド移動さ
れるが、そのスライド移動の過程で、まず屈曲延設部７６４ｄの上面に突設部７６２ａが
押し上げられる態様で第２部材７６２が前転方向に回動し始める（図４０（ｂ）参照）。
【０５４８】
　この間、後方延設部７６４ａも同様に上方へスライド移動されるが、後方延設部７６４
ａと突設部７６１ａとの隙間が埋められるに留まり、突設部７６１ａは後方延設部７６４
ａから負荷を与えられない。即ち、第１部材７６１は依然として前倒姿勢を維持している
。
【０５４９】
　図４０（ｂ）の状態から更に伝達部材７６４が上方へスライド移動すると、後方延設部
７６４ａの上面に突設部７６１ａが押し上げられる態様で第１部材７６１が後転方向に回
動し、後倒姿勢に変化する（図４０（ｃ）参照）。
【０５５０】
　本実施形態では、第１部材７６１が前倒姿勢から後倒姿勢まで到達するまでに伝達部材
７６４に要求される上下方向変位量と、第２部材７６２が後倒姿勢から前倒姿勢まで到達
するまでに伝達部材７６４に要求される上下方向変位量とが同じとされる。
【０５５１】
　そのため、第１部材７６１が後倒姿勢になる前に、第２部材７６２は前倒姿勢になる。
本実施形態では、屈曲延設部７６４ｄの後方への延設長さが、第２部材７６２の前倒姿勢
における突設部７６２ａの前端部を超えない長さとされているので、第２部材７６２が前
倒姿勢となった後において屈曲延設部７６４ｄから第２部材７６２へ上向きの負荷が生じ
ることが防止される。
【０５５２】
　更に、屈曲延設部７６４ｄの後端側において下方へ延びる部分の後面が突設部７６２ａ
と当接し、斜め前下方への変位を規制することで、第２部材７６２の後転方向への回動を
防止している。
【０５５３】
　この場合において、突設部７６２ａから伝達部材７６４にかけられる負荷は主に前後方
向の負荷となるので、突設部７６２ａを介して伝達される負荷により伝達部材７６４が上
下方向に変位することを防止し易くすることができ、伝達部材７６４の配置を維持し易く
することができる。
【０５５４】
　図４０（ａ）から図４０（ｃ）に示すように、上側可変入賞装置７００の閉鎖状態から
開放状態への切替動作は、移動上蓋部材７３０と移動床部材７４０とが同時に動作するも
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のではなく、動作タイミングに時間差がある。
【０５５５】
　即ち、事前に移動床部材７４０が前進位置へ向けた動作を開始し、その後で移動上蓋部
材７３０が後退位置へ向けた動作を開始する。これにより、移動上蓋部材７３０が後退位
置に変位した直後に移動上蓋部材７３０の正面側を球が通過したとしても、その時には既
に移動床部材７４０が前進位置に配置されているようにすることができる。
【０５５６】
　これにより、移動上蓋部材７３０の正面側を通過した球が通り過ぎるまで移動床部材７
４０が前進位置に配置されず、球が移動床部材７４０の正面側を通り過ぎてしまい、貯留
板部７１５の間に球が貯留されない事態を回避することができる。
【０５５７】
　なお、これに加えて、本実施形態では移動上蓋部材７３０の形状から、板部７３１の上
面を転動した球が第２特定入賞口７００ａを通過するまでの期間が長くなるように図って
いることからも、貯留板部７１５の間に球が貯留されない事態を回避することができる。
【０５５８】
　図４１（ａ）から図４１（ｃ）は、図３７（ａ）のＸＬａ－ＸＬａ線における移動上蓋
部材７３０及び移動床部材７４０の断面図である。図４１（ａ）から図４１（ｃ）では、
ベース板６０の前端面および後端面が想像線で図示され、上側可変入賞装置７００が開放
状態から閉鎖状態へ切り替えられる様子が時系列で図示される。なお、図４１（ａ）から
図４１（ｃ）では、理解を容易とするために、駆動伝達装置７６０が断面図ではなく、右
方向から視認する側面図として図示される。
【０５５９】
　移動上蓋部材７３０及び移動床部材７４０の連動について説明する。図４１（ａ）に示
すように、ソレノイド７６３の励磁状態においてプランジャー７６３ａが上方側終端位置
に配置されることに伴い、駆動伝達装置７６０の伝達部材７６４が上方側終端位置に配置
される。
【０５６０】
　ソレノイド７６３が非励磁状態とされることで、ソレノイド７６３に設けられるコイル
バネの付勢力および重力によりプランジャー７６３ａが下方へ移動され、伝達部材７６４
が下方へスライド移動されるが、そのスライド移動の過程で、まず屈曲延設部７６４ｂの
下面に突設部７６１ａが押し下げられる態様で第１部材７６１が前転方向に回動し始める
（図４１（ｂ）参照）。
【０５６１】
　この間、後方延設部７６４ｃも同様に下方へスライド移動されるが、後方延設部７６４
ｃと突設部７６２ａとの隙間が埋められるに留まり、突設部７６２ａは後方延設部７６４
ｃから負荷を与えられない。即ち、第２部材７６２は依然として前倒姿勢を維持している
。
【０５６２】
　図４１（ｂ）の状態から更に伝達部材７６４が下方へスライド移動すると、後方延設部
７６４ｃの下面に突設部７６２ａが押し下げられる態様で第２部材７６２が後転方向に回
動し、後倒姿勢に変化する（図４１（ｃ）参照）。
【０５６３】
　本実施形態では、第１部材７６１が後倒姿勢から前倒姿勢まで到達するまでに伝達部材
７６４に要求される上下方向変位量と、第２部材７６２が前倒姿勢から後倒姿勢まで到達
するまでに伝達部材７６４に要求される上下方向変位量とが同じとされる。
【０５６４】
　そのため、第２部材７６２が後倒姿勢になる前に、第１部材７６１は前倒姿勢になる。
本実施形態では、屈曲延設部７６４ｂの後方への延設長さが、第１部材７６１の前倒姿勢
における突設部７６１ａの前端部を超えない長さとされているので、第１部材７６１が前
倒姿勢となった後において屈曲延設部７６４ｂから第１部材７６１へ下向きの負荷が生じ
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ることが防止される。
【０５６５】
　更に、屈曲延設部７６４ｂの後端側において上方へ延びる部分の後面が突設部７６１ａ
と当接し、斜め前上方への変位を規制することで、第１部材７６１の後転方向への回動を
防止している。
【０５６６】
　この場合において、突設部７６１ａから伝達部材７６４にかけられる負荷は主に前後方
向の負荷となるので、突設部７６１ａを介して伝達される負荷により伝達部材７６４が上
下方向に変位することを防止し易くすることができ、伝達部材７６４の配置を維持し易く
することができる。
【０５６７】
　図４１（ａ）から図４１（ｃ）に示すように、上側可変入賞装置７００の開放状態から
閉鎖状態への切替動作は、移動上蓋部材７３０と移動床部材７４０とが同時に動作するも
のではなく、動作タイミングに時間差がある。
【０５６８】
　即ち、事前に移動上蓋部材７３０が前進位置へ向けた動作を開始し、その後で移動床部
材７４０が後退位置へ向けた動作を開始する。これにより、移動上蓋部材７３０が閉鎖す
るきっかけとなる球（例えば、規定個数目で第２特定入賞口７００ａを通過する球）につ
いて、その球が貯留板部７１５の上端部付近に到達するまでの時間を引き延ばすことがで
きる。
【０５６９】
　即ち、移動床部材７４０が後退位置へ移動され、貯留板部７１５から球が排出され始め
るまでの時間を引き延ばすことができるので、移動上蓋部材７３０が閉鎖するきっかけと
なる球が検出センサ７５０の開口部７５１を通過する可能性を高めることができる。
【０５７０】
　特に、移動上蓋部材７３０が閉鎖するきっかけとなる球は、板部７３１の前側を通過す
るので、板部７３１の傾斜の影響を受けておらず、左右内側向きの速度を有したまま流下
することが多い。そのため、第２特定入賞口７００ａへの到達までの期間を短くすること
ができるので、移動床部材７４０が後退位置へ変位する前に貯留板部７１５の上端部付近
に到達することへの遊技者の期待感を高めることができる。
【０５７１】
　更に、本実施形態では、第２特定入賞口７００ａから検出センサ７５０までの距離が短
いことに加え、貯留板部７１５の上端部付近が第２特定入賞口７００ａの真下に配置され
ることから、第２特定入賞口７００ａを通りさえすれば、その球が検出センサ７５０の開
口部７５１を通過するかもしれないと思わせることができ、遊技者の期待感を上げること
ができる。
【０５７２】
　次いで、図４２を参照して、本実施形態の大当たり遊技における１ラウンド目に開放さ
れる第２特定入賞口７００ａの開放パターンについて説明する。なお、図４２の説明では
、図２、図４及び図３７から図４１を適宜参照する。
【０５７３】
　図４２（ａ）は、第１の特別作動パターンにおける第２特定入賞口７００ａの計時変化
を示した図であり、図４２（ｂ）は、第２の特別作動パターンにおける第２特定入賞口７
００ａの計時変化を示した図であり、図４２（ｃ）は、第３の特別作動パターンにおける
第２特定入賞口７００ａの計時変化を示した図である。
【０５７４】
　ＭＰＵ２０１（図４参照）は、大当たりを決定した場合には、特図変動表示(図柄変動
演出)の終了後に、決定した種類の大当たり遊技の制御を開始する。以下、大当たり遊技
が付与される場合に行われる移動上蓋部材７３０及び移動床部材７４０の作動制御につい
て説明する。
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【０５７５】
　なお、図４２（ａ）から図４２（ｃ）において、上開下閉は、移動上蓋部材７３０が後
退位置に配置されており且つ移動床部材７４０が前進位置に配置されている状態を意味し
、上閉下開は、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置されており且つ移動床部材７４０が
後退位置に配置されている状態を意味する。本実施形態では、移動上蓋部材７３０及び移
動床部材７４０の変位のタイミングがずれることは上述の通りであるが、図４２（ａ）か
ら図４２（ｃ）では、タイミングのずれを表現しない形で簡略して図示される。
【０５７６】
　まず、第１の特別作動パターンの動作が実行される場合について説明する。本実施形態
では、後述するように、第１の特別作動パターンに基づいて移動上蓋部材７３０及び移動
床部材７４０が動作するようＭＰＵ２０１がソレノイド７６３を駆動制御する大当たり種
別が用意されている。この大当たり種別の大当たりを決定した場合、ＭＰＵ２０１は、特
図変動表示(図柄変動演出)が終了すると、タイマ手段(図示せず)が所定のオープニング時
間ＯＰ１(１０秒)が経過するまで移動上蓋部材７３０を前進位置に保持するようソレノイ
ド７６３を駆動制御し、オープニング時間ＯＰ１の経過後に、１ラウンド目のラウンド遊
技Ｒを開始する。
【０５７７】
　すなわち、第１の作動時間Ｔ１(最大３０秒)をタイマ手段で計測を開始すると共に移動
上蓋部材７３０を前進位置から後退位置へ変位させて第２特定入賞口７００ａを開放する
ようソレノイド７６３を駆動制御して、移動上蓋部材７３０に長時間動作を行わせる。
【０５７８】
　そして、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒにおいてラウンド終了条件(ラウンド遊技時間(
第１の作動時間Ｔ１の最大値である３０秒間)の経過または規定個数（本実施絵形態では
１０個）のパチンコ球の入賞)が満たされた場合に、移動上蓋部材７３０を前進位置へ変
位させて第２特定入賞口７００ａを閉鎖するようソレノイド７６３を駆動制御して、１ラ
ウンド目のラウンド遊技Ｒが終了する。
【０５７９】
　第１の特別作動パターンでは、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒにおいて移動床部材７４
０が前進位置に配置された状態が常に継続されるので、図３８を参照して上述したように
、規定個数の球を第２特定入賞口７００ａに通過させる過程において、貯留板部７１５の
間の隙間に貯留され得る球の最大個数（本実施形態では、４個）よりも多い個数の球を貯
留板部７１５側へ向けて流下させることができる。従って、球が開口部７５１を通過する
場合を容易に生じさせることができる。
【０５８０】
　１ラウンド目のラウンド遊技Ｒが終了すると、タイマ手段は、ラウンド間第１インター
バル時間Ｉｎｔ１(２．０秒)が経過するまで移動上蓋部材７３０を前進位置に保持するよ
うソレノイド７６３を駆動制御し、ラウンド間第１インターバル時間Ｉｎｔ１の経過後に
、２ラウンド目のラウンド遊技Ｒを開始する。
【０５８１】
　ラウンド間第１インターバル時間Ｉｎｔ１は、移動上蓋部材７３０が前進位置へ変位さ
れる直前に移動上蓋部材７３０の前側を通過した球が移動床部材７４０の前側を通過する
のに十分な時間として設定されればよく、本実施形態では約２秒間とされる。
【０５８２】
　２ラウンド目では、１ラウンド目の開始と同様に、第１の作動時間Ｔ１(最大３０秒)を
タイマ手段で計測を開始すると共に特定入賞口６５ａが開放される。そして、ラウンド遊
技Ｒにおいてラウンド終了条件(ラウンド遊技時間(第１の作動時間Ｔ１の最大値である３
０秒間)の経過または規定個数のパチンコ球の入賞)が満たされた場合に、特定入賞口６５
ａを閉鎖し、２ラウンド目のラウンド遊技Ｒが終了する。
【０５８３】
　以降は同様に、各ラウンド遊技Ｒの間にラウンド間第１インターバル時間Ｉｎｔ１を挟
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んで３ラウンド目～最大１５ラウンド目のラウンド遊技Ｒが繰り返されて、特定入賞口６
５ａが開閉される。
【０５８４】
　そして、最終ラウンド目のラウンド遊技Ｒが終了すると、タイマ手段がラウンド間第１
インターバル時間Ｉｎｔ１およびエンディング時間ＥＤ(例えば、１１秒)が経過するまで
特定入賞口６５ａが閉鎖状態で保持され、当該時間の経過に伴って大当り遊技が終了する
。
【０５８５】
　次に、第２の特別作動パターンの動作が実行される場合について説明する。本実施形態
では、後述するように、第２の特別作動パターンに基づいて移動上蓋部材７３０及び移動
床部材７４０が動作するようＭＰＵ２０１がソレノイド７６３を駆動制御する大当たり種
別が用意されている。この大当たり種別の大当たりを決定した場合、ＭＰＵ２０１は、特
図変動表示(図柄変動演出)が終了すると、タイマ手段(図示せず)が所定のオープニング時
間ＯＰ１(１０秒)が経過するまで移動上蓋部材７３０を前進位置に保持するようソレノイ
ド７６３を駆動制御し、オープニング時間ＯＰ１の経過後に、１ラウンド目のラウンド遊
技Ｒを開始する。
【０５８６】
　すなわち、第１の作動時間Ｔ１(最大３０秒)をタイマ手段で計測を開始すると共に移動
上蓋部材７３０を前進位置から後退位置へ変位させて第２特定入賞口７００ａを開放する
ようソレノイド７６３を駆動制御して、移動上蓋部材７３０に長時間動作を行わせる。
【０５８７】
　そして、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒにおいてラウンド終了条件(ラウンド遊技時間(
第１の作動時間Ｔ１の最大値である３０秒間)の経過または規定個数（本実施絵形態では
１０個）のパチンコ球の入賞)が満たされた場合に、移動上蓋部材７３０を前進位置へ変
位させて第２特定入賞口７００ａを閉鎖するようソレノイド７６３を駆動制御して、１ラ
ウンド目のラウンド遊技Ｒが終了する。
【０５８８】
　第２の特別作動パターンでは、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒにおいて移動上蓋部材７
３０が後退位置に配置されると共に移動床部材７４０が前進位置に配置される状態と、移
動上蓋部材７３０が前進位置に配置されると共に移動床部材７４０が後退位置に配置され
る状態とが約１秒毎に切り替えられる。
【０５８９】
　換言すれば、第２特定入賞口７００ａ側へ球を誘導できると共に貯留板部７１５の間の
位置に球を貯留可能な状態と、第２特定入賞口７００ａ側への球の誘導が制限されると共
に貯留板部７１５の間の位置に貯留された球が排出される状態とが約１秒毎に切り替えら
れる。
【０５９０】
　本実施形態では、貯留板部７１５の間の位置からの球の排出は１個当たり約０．２秒で
完了されるよう形成される。そのため、移動床部材７４０が後退位置に約１秒間配置され
ている間に貯留板部７１５の間の位置から最大で５個の球が移動床部材７４０の前側を流
下可能となる。また、パチンコ機１０に許容される球の発射間隔（本実施形態では、０．
６秒間隔）から考えて、移動上蓋部材７３０が後退位置に約１秒間配置されている間に移
動上蓋部材７３０の前側を通過する球の個数は多くて３個程度である。
【０５９１】
　そのため、図３９を参照して上述したように、規定個数の球を第２特定入賞口７００ａ
に通過させる過程において、貯留板部７１５の間の隙間に貯留された球が排出され得る状
態が構成される。その上で、単位時間（約１秒間）当たりに貯留板部７１５の間の隙間側
へ誘導できる球の個数よりも、貯留板部７１５の間の隙間から排出できる球の個数の方が
多いので、貯留板部７１５の間の隙間に貯留され得る球の最大個数（本実施形態では、４
個）よりも多い個数の球を貯留板部７１５の間の隙間に貯留させる状態を構成することが
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困難である。従って、球が開口部７５１を通過する場合を生じさせることが困難である。
【０５９２】
　一方で、見かけ上は開口部７５１が閉鎖されていないことから、球のイレギュラーな流
下態様や、パチンコ機１０の設置時の傾斜等により、稀に開口部７５１への入球が生じる
可能性があるかもしれないと遊技者に思わせることができるので、上側可変入賞装置７０
０に対する遊技者の注目力を向上させることができる。
【０５９３】
　なお、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒが終了した後の制御は、第１の特別作動パターン
で動作する場合と同様なので、説明を省略する。
【０５９４】
　次に、第３の特別作動パターンの動作が実行される場合について説明する。本実施形態
では、後述するように、第３の特別作動パターンに基づいて移動上蓋部材７３０及び移動
床部材７４０が動作するようＭＰＵ２０１がソレノイド７６３を駆動制御する大当たり種
別が用意されている。この大当たり種別の大当たりを決定した場合、ＭＰＵ２０１は、特
図変動表示(図柄変動演出)が終了すると、タイマ手段(図示せず)が所定のオープニング時
間ＯＰ１(１０秒)が経過するまで移動上蓋部材７３０を前進位置に保持するようソレノイ
ド７６３を駆動制御し、オープニング時間ＯＰ１の経過後に、１ラウンド目のラウンド遊
技Ｒを開始する。
【０５９５】
　すなわち、第１の作動時間Ｔ１(最大３０秒)をタイマ手段で計測を開始すると共に移動
上蓋部材７３０を前進位置から後退位置へ変位させて第２特定入賞口７００ａを開放する
ようソレノイド７６３を駆動制御して、移動上蓋部材７３０に長時間動作を行わせる。
【０５９６】
　そして、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒにおいてラウンド終了条件(ラウンド遊技時間(
第１の作動時間Ｔ１の最大値である３０秒間)の経過または規定個数（本実施絵形態では
１０個）のパチンコ球の入賞)が満たされた場合に、移動上蓋部材７３０を前進位置へ変
位させて第２特定入賞口７００ａを閉鎖するようソレノイド７６３を駆動制御して、１ラ
ウンド目のラウンド遊技Ｒが終了する。
【０５９７】
　第３の特別作動パターンでは、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒにおいて移動上蓋部材７
３０を後退位置で、且つ移動床部材７４０を前進位置で約１秒間維持する状態と、移動上
蓋部材７３０を前進位置で、且つ移動床部材７４０を後退位置で約０．２秒間維持する状
態とが、交互に切り替えられる。
【０５９８】
　換言すれば、第２特定入賞口７００ａ側へ球を誘導できると共に貯留板部７１５の間の
位置に球を貯留可能な状態が約1秒間維持される態様と、第２特定入賞口７００ａ側への
球の誘導が制限されると共に貯留板部７１５の間の位置に貯留された球が排出される状態
が約０．２秒間維持される態様とが、交互に繰り返される。この時間設定によれば、移動
上蓋部材７３０が後退位置に配置される状態は、１ラウンド目のラウンド遊技において最
大で約２５回形成可能とされる。
【０５９９】
　本実施形態では、貯留板部７１５の間の位置からの球の排出は１個当たり約０．２秒で
完了されるよう形成される。そのため、移動床部材７４０が後退位置に約０．２秒間配置
されている間に貯留板部７１５の間の位置から最大で１個の球が移動床部材７４０の前側
を流下可能となる。また、パチンコ機１０に許容される球の発射間隔（本実施形態では、
０．６秒間隔）から考えて、移動上蓋部材７３０が後退位置に１秒間配置されている間に
移動上蓋部材７３０の前側を通過する球の個数は多くて３個程度である。
【０６００】
　そのため、図３９を参照して上述したように、規定個数の球を第２特定入賞口７００ａ
に通過させる過程において、貯留板部７１５の間の隙間に貯留された球が排出され得る状
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態が構成される。
【０６０１】
　その上で、単位時間（約１秒間）当たりに貯留板部７１５の間の隙間側へ誘導できる球
の個数よりも、第２単位時間（約０．２秒間）当たりに貯留板部７１５の間の隙間から排
出できる球の個数の方が少ないので、貯留板部７１５の間の隙間に貯留され得る球の最大
個数（本実施形態では、４個）よりも多い個数の球を貯留板部７１５の間の隙間に貯留さ
せる状態を構成することが、第２の特別作動パターンで上述する場合よりも容易とされる
。従って、球が開口部７５１を通過する場合を第２の特別作動パターンで上述する場合よ
りも生じさせることが容易とされる。
【０６０２】
　一方で、貯留板部７１５の間の隙間に貯留された球は移動上蓋部材７３０及び移動床部
材７４０の変位が生じる毎に（約１．２秒間隔）、１個の割合で排出されるので、移動上
蓋部材７３０の前側を球が通過する頻度や、時間間隔によっては、球が開口部７５１を通
過せずに１ラウンド目のラウンド遊技Ｒが終了する場合も生じうる。
【０６０３】
　本実施形態における第３の特別作動パターンによれば、球が移動上蓋部材７３０の前側
を通過する頻度を上げることで、球が開口部７５１を通過する可能性を高めることができ
るので、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒにおける遊技における球の発射態様を継続打ち（
球の発射を止めることなく、パチンコ機１０に許容される球の発射間隔（本実施形態では
、０．６秒間隔）で球を連続で発射させる態様）にさせ易い。
【０６０４】
　これにより、遊技者が単発打ち（超過賞球等の利益を得るための技術介入として、球の
発射を意図的に止めて０．６秒間隔以上の間隔を空けて球を一発ずつ発射する態様）を行
うことを防止し易くすることができので、遊技者の経験の多少に関わらず遊技者が得られ
る利益の均一化を図ることができる。
【０６０５】
　なお、１ラウンド目のラウンド遊技Ｒが終了した後の制御は、第１の特別作動パターン
で動作する場合と同様なので、説明を省略する。
【０６０６】
　図４３を参照して、ＲＯＭ２０２（図４参照）の内容について説明する。図４３（ａ）
は、主制御装置１１０内のＲＯＭ２０２の電気的構成を示すブロック図である。図４３（
ａ）に示すように、主制御装置１１０のＲＯＭ２０２には、上記した固定値データの一部
として、第１当たり乱数テーブル２０２ａ、第１当たり種別選択テーブル２０２ｂ、第２
当たり乱数テーブル２０２ｃ、および変動パターン選択テーブル２０２ｄが少なくとも記
憶されている。
【０６０７】
　第１当たり乱数テーブル２０２ａは、定期的（例えば、２ｍｓｅｃごと）に更新される
第１当たり乱数カウンタの大当たり判定値が記憶されているデータテーブルである。始動
入賞に基づいて取得した第１当たり乱数カウンタの値が、第１当たり乱数テーブル２０２
ａに規定されているいずれかの判定値と一致した場合に、特別図柄の大当たりであると判
別される。
【０６０８】
　変動パターン選択テーブル２０２ｄは、変動パターンの表示態様を決定するための変動
種別カウンタの判定値が表示態様毎にそれぞれ規定されているデータテーブルである。な
お、第１当たり種別選択テーブル２０２ｂ及び第２当たり乱数テーブル２０２ｃの詳細は
後述する。
【０６０９】
　図４３（ｂ）は、第１当たり乱数テーブル２０２ａの内容を模式的に示した模式図であ
り、図４３（ｃ）は、特別図柄１乱数テーブル２０２ａ１における第１当たり乱数カウン
タＣ３と判定値との対応関係を模式的に示した模式図であり、図４３（ｄ）は、特別図柄
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２乱数テーブル２０２ａ２における第１当たり乱数カウンタＣ３と判定値との対応関係を
模式的に示した模式図である。
【０６１０】
　第１当たり乱数テーブル２０２ａは、図４３（ｂ）に示す通り、第１入賞口６４又は第
３入賞口６４ｂへ遊技球が入球することにより取得される第１当たり乱数カウンタＣ３の
値が、大当たりであるか否かを判別するための特別図柄１乱数テーブル２０２ａ１と、第
２入賞口６４０へ遊技球が入球することにより取得される第１当たり乱数カウンタＣ３の
値が、大当たりであるか否かを判別するための特別図柄２乱数テーブル２０２ａ２とが設
定されたテーブルである。
【０６１１】
　具体的には、特別図柄１乱数テーブル２０２ａ１は、図４３（ｃ）に示す通り、第１入
賞口６４又は第３入賞口６４ｂへの入球に基づく、特別図柄１の抽選において、当たりと
判定される乱数値（判定値）が設定されたテーブルである。特別図柄１の抽選では、取得
した第１当たり乱数カウンタＣ３の値が「０」であるかが判別されて、「０」であれば、
大当たりであると判別される。また、取得した第１当たり乱数カウンタＣ３の値が「１～
３１９」の値であると判別された場合は、外れであると判別される。
【０６１２】
　一方、特別図柄２乱数テーブル２０２ａ２は、図４３（ｄ）に示す通り、第２入賞口６
４０への入球に基づく、特別図柄２の抽選において、当たりと判定される乱数値（判定値
）が設定されたテーブルである。特別図柄２の抽選では、取得した第１当たり乱数カウン
タＣ３の値が「０」であるかが判別されて、「０」であれば、大当たりであると判別され
る。また、取得した第１当たり乱数カウンタＣ３の値が「１～３１８」であるか判別され
て、「１～３１８」であれば小当たりであると判別される。その他、「３１９」であると
判別された場合は、外れであると判別される。
【０６１３】
　このように、本制御例のパチンコ機１０における第１当たり乱数カウンタＣ３は、０～
３１９の範囲の、２バイトのループカウンタとして構成されている。この第１当たり乱数
カウンタＣ３において、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへの入球に基づく特別図柄
１の抽選時に、特別図柄１の大当たりとなる乱数値は１個であり、乱数値の総数が３２０
ある中で、大当たりとなる乱数値の総数が１なので、特別図柄１の大当たりとなる確率は
、「１／３２０」となる。
【０６１４】
　一方で、第２入賞口６４０への入球に基づく特別図柄２の抽選時に、特別図柄２の大当
たりとなる乱数値は１個であり、乱数値の総数が３２０ある中で、大当たりとなる乱数値
の総数が１なので、特別図柄２の大当たりとなる確率は、「１／３２０」となる。また、
小当たりとなる乱数値の総数は３１８であるので、特別図柄２の小当たりとなる確率は「
３１８／３２０」となる。
【０６１５】
　特別図柄１乱数テーブル２０２ａ１及び特別図柄２乱数テーブル２０２ａ２における上
記の説明は、本実施形態における低確率状態に該当する。高確率状態では、「０」に加え
て更に、取得した第１乱数カウンタＣ３の値が「１～９」であれば大当たりであると判別
されるよう変更される。従って、高確率状態において特別図柄１又は特別図柄２の大当た
りとなる確率は、「１／３２」となる。
【０６１６】
　図４４（ａ）は、第１当たり種別選択テーブル２０２ｂにおける第１当たり種別カウン
タＣ２と特別図柄における大当たり種別との対応関係を模式的に示した模式図であり、図
４４（ｂ）は、第２当たり乱数テーブル２０２ｃにおける第２当たり乱数カウンタＣ４と
普通図柄における当たりとの対応関係を模式的に示した模式図である。
【０６１７】
　第１当たり種別選択テーブル２０２ｂ（図４４（ａ）参照）は、大当たり種別を決定す
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るための判定値が記憶されているデータテーブルであり、第１当たり種別カウンタＣ２の
判定値が、各大当たり種別、および特別図柄の抽選契機となった入賞口の種別に対応付け
て規定されている。本実施形態のパチンコ機１０では特別図柄の大当たりと判定された場
合に、始動入賞に基づいて取得した第１当たり種別カウンタＣ２の値と、第１当たり種別
選択テーブル２０２ｂとが比較され、第１当たり種別カウンタＣ２の値に対応する大当た
り種別が選択される。
【０６１８】
　具体的には、特別図柄１の抽選（第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへの入球に基づ
く抽選）で大当たりとなった場合には、第１当たり種別カウンタＣ２の値が「０～１９」
の範囲には、大当たりＡが対応付けられて規定されている（図４４（ａ）の２０２ｂ１参
照）。
【０６１９】
　大当たりＡとなった場合は、１ラウンド目における上側可変入賞装置７００の作動パタ
ーンが第１の特別作動パターンとされ、検出センサ７５０の開口部７５１を球が容易に通
過する。１ラウンド目において開口部７５１を球が通過した場合、１５ラウンドの大当た
り遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が高確率状態とされ、電動役物６４０
ａの作動パターンが第３の作動パターンに設定される状態が、次に大当たりを獲得するま
で継続する。
【０６２０】
　この場合、遊技状態は単なる確変中ではなく、特殊確変中（高頻度で小当たりを伴う特
別図柄の確変中）に対応する。そのため、遊技者は、次の大当たりを獲得する前に、小当
たりにより開放される特定入賞口６５ａに球を入賞させることができ、多くの賞球の払い
出しを受けることができる。
【０６２１】
　なお、１ラウンド目において開口部７５１を球が通過しなかった場合、１５ラウンドの
大当たり遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が低確率状態とされ、電動役物
６４０ａの作動パターンが第２の作動パターンに設定される状態が、特別図柄の抽選が１
００回終了するまで継続する。
【０６２２】
　１ラウンド目において開口部７５１を球が通過しないというシチュエーションは、上側
可変入賞装置７００への球の発射が満足にされずに、所定時間（例えば、３０秒）が経過
して１ラウンド目のラウンド遊技が終了した場合が想定される。
【０６２３】
　球発射ユニット１１２ａの球詰まりや、遊技領域における球詰まりにより、そのような
事態が生じる可能性はある。これに対し、本実施形態では、特別図柄の大当たりが決定さ
れた場合に、スルーゲート６６，６７を球が通過するまでは大当たり遊技が開始されない
ように制御されているので、球詰まりに気づかずに大当たり遊技が開始される状況を避け
易くすることができる。
【０６２４】
　なお、特別図柄の大当たりが決定された後における第３図柄表示装置８１での表示は、
スルーゲート６６，６７を狙うのか、上側可変入賞装置７００を狙うのか、遊技者が混乱
しないように工夫することが好ましい。例えば、大当たりが決定された直後は、スルーゲ
ート６６，６７及び上側可変入賞装置７００の位置に向けた矢印を表示する等して狙わせ
、大当たり遊技が開始された後はスルーゲート６６，６７の位置に向けた矢印の表示を消
し、上側可変入賞装置７００の位置に向けた矢印の表示のみを残すようにしても良い。こ
れにより、スルーゲート６６，６７に球を通過させた後で上側可変入賞装置７００に球を
入球させるという遊技の流れをスムーズに行わせることができる。
【０６２５】
　なお、上側可変入賞装置７００へ向けて発射された球は、上側可変入賞装置７００が閉
鎖状態であれば、移動上蓋部材７３０の傾斜に沿って左右に流され、遊技領域３０１を流
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れてスルーゲート６６，６７を通過することになる。
【０６２６】
　第１当たり種別カウンタＣ２の値が「２０～４９」の範囲には、大当たりＢが対応付け
られて規定されている（図４４（ａ）の２０２ｂ２参照）。
【０６２７】
　大当たりＢとなった場合は、１ラウンド目における上側可変入賞装置７００の作動パタ
ーンが第１の特別作動パターンとされ、検出センサ７５０の開口部７５１を球が容易に通
過する。１ラウンド目において開口部７５１を球が通過した場合、８ラウンドの大当たり
遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が高確率状態とされ、電動役物６４０ａ
の作動パターンが第２の作動パターンに設定される状態が、次に大当たりを獲得するまで
継続する。
【０６２８】
　この場合、遊技状態は確変中に対応する。そのため、遊技者は、基本的には次の大当た
りを獲得する前に多くの賞球の払い出しを受けることはできないので、短時間で次の大当
たりを獲得できるようにと遊技を進行させることになる。
【０６２９】
　なお、１ラウンド目において開口部７５１を球が通過しなかった場合、８ラウンドの大
当たり遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が低確率状態とされ、電動役物６
４０ａの作動パターンが第２の作動パターンに設定される状態が、特別図柄の抽選が１０
０回終了するまで継続する。
【０６３０】
　第１当たり種別カウンタＣ２の値が「５０～９９」の範囲には、大当たりＣが対応付け
られて規定されている（図４４（ａ）の２０２ｂ３参照）。
【０６３１】
　大当たりＣとなった場合は、１ラウンド目における上側可変入賞装置７００の作動パタ
ーンが第２の特別作動パターンとされ、検出センサ７５０の開口部７５１を球が通過する
ことが困難とされるので、４ラウンドの大当たり遊技（特別遊技）を実行した後における
遊技状態が低確率状態とされ、電動役物６４０ａの作動パターンが第２の作動パターンに
設定される状態が、特別図柄の抽選が１００回終了するまで継続する。
【０６３２】
　この場合、遊技状態は時短中に対応する。そのため、遊技者は、基本的には次の大当た
りを獲得する前に多くの賞球の払い出しを受けることはできないので、短時間で次の大当
たりを獲得できるようにと遊技を進行させることになる。
【０６３３】
　また、電動役物６４０ａの作動パターンが大当たりＢの後の遊技状態と同一とされるの
で、現在実行中の遊技状態が高確率状態なのか低確率状態なのかは、電動役物６４０ａの
動作態様からは判別できない。そのため、現在実行中の遊技状態が高確率状態なのか低確
率状態なのかを報知しなければ、遊技者に予想させるという遊技態様を構成することがで
きる。一方で、現在実行中の遊技状態が高確率状態なのか低確率状態なのかを報知するよ
うにしても良い。
【０６３４】
　特別図柄１の抽選（第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへの入球に基づく抽選）に基
づく大当たりでは、２０％の確率で１５ラウンドの大当たりを獲得できる一方、５０％の
確率で４ラウンドの大当たりとなるので、基本的には、大量の賞球を期待することはでき
ない。一方で、４ラウンドの大当たり遊技は、１５ラウンドの大当たり遊技に比較して短
時間で終了するので、その後の大当たりの獲得を狙うための球の打ち出しを、早期に開始
することができる。
【０６３５】
　一方、特別図柄２の抽選（第２入賞口６４０への入球に基づく抽選）で大当たりとなっ
た場合には、第１当たり種別カウンタＣ２の値が「０～２９」の範囲には、大当たりａが
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対応付けられて規定されている（図４４（ａ）の２０２ｂ４参照）。
【０６３６】
　大当たりａとなった場合は、大当たりＡの時と同様に、１ラウンド目における上側可変
入賞装置７００の作動パターンが第１の特別作動パターンとされ、検出センサ７５０の開
口部７５１を球が容易に通過する。１ラウンド目において開口部７５１を球が通過した場
合、１５ラウンドの大当たり遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が高確率状
態とされ、電動役物６４０ａの作動パターンが第３の作動パターンに設定される状態（特
殊確変中に対応する）が、次に大当たりを獲得するまで継続する。
【０６３７】
　第１当たり種別カウンタＣ２の値が「３０～４９」の範囲には、大当たりｂが対応付け
られて規定されている（図４４（ａ）の２０２ｂ５参照）。
【０６３８】
　なお、１ラウンド目において開口部７５１を球が通過しなかった場合、１５ラウンドの
大当たり遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が低確率状態とされ、電動役物
６４０ａの作動パターンが第２の作動パターンに設定される状態が、特別図柄の抽選が１
００回終了するまで継続する。
【０６３９】
　大当たりｂとなった場合は、１ラウンド目における上側可変入賞装置７００の作動パタ
ーンが第１の特別作動パターンとされ、検出センサ７５０の開口部７５１を球が容易に通
過する。１ラウンド目において開口部７５１を球が通過した場合、８ラウンドの大当たり
遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が高確率状態とされ、電動役物６４０ａ
の作動パターンが第２の作動パターンに設定される状態（確変中に対応する）が、次に大
当たりを獲得するまで継続する。
【０６４０】
　第１当たり種別カウンタＣ２の値が「５０～９９」の範囲には、大当たりｃが対応付け
られて規定されている（図４４（ａ）の２０２ｂ６参照）。
【０６４１】
　なお、１ラウンド目において開口部７５１を球が通過しなかった場合、８ラウンドの大
当たり遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が低確率状態とされ、電動役物６
４０ａの作動パターンが第２の作動パターンに設定される状態が、特別図柄の抽選が１０
０回終了するまで継続する。
【０６４２】
　大当たりｃとなった場合は、１ラウンド目における上側可変入賞装置７００の作動パタ
ーンが第３の特別作動パターンとされ、遊技者の球の発射態様次第で、検出センサ７５０
の開口部７５１を球が通過する場合と、開口部７５１を球が通過しない場合とが形成され
る。
【０６４３】
　１ラウンド目において開口部７５１を球が通過した場合、４ラウンドの大当たり遊技（
特別遊技）を実行した後における遊技状態が高確率状態とされ、電動役物６４０ａの作動
パターンが第２の作動パターンに設定される状態（確変中に対応する）が、次に大当たり
を獲得するまで継続する。
【０６４４】
　一方、１ラウンド目において開口部７５１を球が通過しなかった場合、４ラウンドの大
当たり遊技（特別遊技）を実行した後における遊技状態が低確率状態とされ、電動役物６
４０ａの作動パターンが第２の作動パターンに設定される状態（時短中に対応する）が、
特別図柄の抽選が１００回終了するまで継続する。
【０６４５】
　このいずれの場合も、電動役物６４０ａの作動パターンが第２の作動パターンで同じな
ので、現在実行中の遊技状態が高確率状態なのか低確率状態なのかは、電動役物６４０ａ
の動作態様からは判別できない。そのため、現在実行中の遊技状態が高確率状態なのか低
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確率状態なのかを報知しなければ、遊技者に予想させるという遊技態様を構成することが
できる。
【０６４６】
　一方で、現在実行中の遊技状態が高確率状態なのか低確率状態なのかを報知するように
しても良い。現に、大当たり遊技終了後の遊技状態が高確率状態なのか低確率状態なのか
は、１ラウンド目において開口部７５１を球が通過するか否かに因るので、開口部７５１
を遊技者が視認可能とされる本実施形態のパチンコ機１０においては、遊技者は、現在実
行中の遊技状態が高確率状態なのか低確率状態なのかを把握できている場合が多い。
【０６４７】
　そのため、仮に、現在実行中の遊技状態が高確率状態なのか低確率状態なのかを遊技者
が把握できていないという前提で第３図柄の変動演出を設計する場合には、１ラウンド目
において開口部７５１を視認し難くする工夫や、開口部７５１から目を逸らさせるような
工夫を設けることが好ましい。
【０６４８】
　例えば、開口部７５１を視認し難くする工夫としては、上側可変入賞装置７００に光を
照射する照射手段の光量を、特に開口部７５１付近において落としたり、開口部７５１付
近において極めて強くして眩しくさせたりすることで、開口部７５１自体の視認性を落と
すようにしても良いし、第３図柄表示装置８１で実行する演出に遊技者の視線を集めるこ
とで、開口部７５１への注目力を相対的に低下させるようにしても良い。
【０６４９】
　特別図柄２の抽選（第２入賞口６４０への入球に基づく抽選）に基づく大当たりでは、
３０％の確率で１５ラウンドの大当たりを獲得できる一方、５０％の確率で４ラウンドの
大当たりとなるので、基本的には、大量の賞球を期待することはできない。
【０６５０】
　一方で、１５ラウンドの大当たりを獲得できる可能性が、特別図柄１の抽選に比較して
高く設定されている。そのため、特別図柄１の抽選を受ける状況に比較して、特別図柄２
の抽選を受ける状況の方が、１５ラウンドの大当たりが獲得できるかもしれないという期
待感を高めることができる。
【０６５１】
　第２当たり乱数テーブル２０２ｃ（図４４（ｂ）参照）は、普通図柄の当たり判定値が
記憶されているデータテーブルである。具体的には、普通図柄の通常状態において、普通
図柄の当たりとなる判定値として、「５～２０４」が規定されている（図４４（ｂ）の２
０２ｃ１参照）。また、普通図柄の高確率状態において、普通図柄の当たりとなる判定値
として、「５～２３９」が規定されている（図４４（ｂ）の２０２ｃ２参照）。
【０６５２】
　本実施形態のパチンコ機１０では、普通入賞口（スルーゲート）６６，６７を球が通過
することに基づいて取得される第２当たり乱数カウンタＣ４の値と、第２当たり乱数テー
ブル２０２ｃとを参照し、普通図柄の当たりであるか否かを判定している。
【０６５３】
　そして、普通図柄の高確率状態でも、普通図柄の低確率状態でも、頻繁に普通図柄の当
たりとなる。そのため、電動役物６４０ａが頻繁に作動する状態を構成させることができ
る。
【０６５４】
　次いで、本実施形態におけるエンディング演出について説明する。まず、パチンコ機１
０の上皿１７と、上皿１７付近に配置される操作ボタン群について説明する。
【０６５５】
　図４５は、正面枠１４及び外枠１１の上面図である。正面枠１４には、球を貯留する上
皿１７が前方へ張り出して上面を開放した略箱状に形成されており、この上皿１７に賞球
や貸出球などが排出される。上皿１７の底面は正面視（図１参照）右側に下降傾斜して形
成され、その傾斜により上皿１７に投入された球が球発射ユニット１１２ａ（図４参照）
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へと案内される。
【０６５６】
　また、上皿１７の上面には、枠ボタン２２が設けられている。この枠ボタン２２は、例
えば、第３図柄表示装置８１（図２参照）で表示される演出のステージを変更したり、ス
ーパーリーチの演出内容を変更したりする場合などに、遊技者により操作されることが一
般的であるが、本実施形態では、大当たり遊技中（大当たり演出中）に操作されることで
特定の演出を実行させるために利用されるものであり、詳細は後述する。
【０６５７】
　また、上皿１７の上面には、上述の貸球操作部４０と同様の機能を有する第２貸球操作
部４０ｂが配設されている。第２貸球操作部４０ｂには、第２度数表示部４１ｂと、第２
球貸しボタン４２ｂと、第２返却ボタン４３ｂとが設けられている。
【０６５８】
　パチンコ機１０の側方に配置されるカードユニット（球貸しユニット）（図示せず）に
紙幣やカード等を投入した状態で第２貸球操作部４０ｂが操作されると、その操作に応じ
て球の貸出が行われる。
【０６５９】
　具体的には、第２度数表示部４１ｂはカード等の残額情報が表示される領域であり、内
蔵されたＬＥＤが点灯して残額情報として残額が数字で表示される。第２球貸しボタン４
２ｂは、カード等（記録媒体）に記録された情報に基づいて貸出球を得るために操作され
るものであり、カード等に残額が存在する限りにおいて貸出球が上皿１７に供給される。
第２返却ボタン４３ｂは、カードユニットに挿入されたカード等の返却を求める際に操作
される。
【０６６０】
　なお、カードユニットを介さずに球貸し装置等から上皿１７に球が直接貸し出されるパ
チンコ機、いわゆる現金機では第２貸球操作部４０ｂが不要となるが、この場合には、第
２貸球操作部４０ｂの設置部分に飾りシール等を付加して部品構成は共通のものとしても
良い。カードユニットを用いたパチンコ機と現金機との共通化を図ることができる。
【０６６１】
　また、上皿１７の上面における第２貸球操作部４０ｂの左方には球抜き操作部４４が配
設される。球抜き操作部４４を押込み操作すると、球を上皿１７から下皿５０（図１参照
）へ向けて流下させることができるので、遊技者は、上皿１７に貯留された球を全球発射
せずとも、任意のタイミングで遊技を終了することができる。
【０６６２】
　また、上皿１７の上面における枠ボタン２２の右方には、方向操作部４５が配設される
。方向操作部４５は、上面視で上下左右の各方向に対応した位置に配置される独立操作可
能な４個の操作部を有しており、例えば、パチンコ機１０から出力される音量の大小の調
整を行ったり、第３図柄表示装置８１等の表示装置やＬＥＤ等の発光手段の発光強度の調
整を行ったり、遊技に関する演出（例えば変動演出）のタイプを複数態様で切り替え可能
とされる場合にその切り替えを行ったりする場合に、遊技者等により操作される。
【０６６３】
　ここで、図４６を参照して、第３図柄表示装置８１の表示内容について説明する。図４
６は、第３図柄表示装置８１の表示画面を説明するための図面であり、図４６（ａ）は、
変動演出の表示画面の領域区分設定と有効ライン設定とを模式的に示した図であり、図４
６（ｂ）は、実際の表示画面を例示した図である。
【０６６４】
　第３図柄は、「０」から「９」の数字を付した１０種類の主図柄により構成されている
。各主図柄は、木箱よりなる後方図柄の上に「０」から「９」の数字を付して構成され、
そのうち奇数番号（１，３，５，７，９）を付した主図柄は、木箱の前面ほぼ一杯に大き
な数字が付加されている。これに対し、偶数番号（０，２，４，６，８）を付した主図柄
は、木箱の前面ほぼ一杯にかんな、風呂敷、ヘルメット等のキャラクタを模した付属図柄
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が付加されており、付属図柄の右下側に偶数の数字が緑色で小さく、且つ、付属図柄の前
側に表示されるように付加されている。
【０６６５】
　また、本実施形態のパチンコ機１０においては、主制御装置１１０（図４参照）により
行われる特別図柄の抽選結果が大当たりであった場合に、同一の主図柄が揃う変動表示が
行われ、その変動表示が終わった後に大当たりが発生するよう構成されている。一方、特
別図柄の抽選結果が外れであった場合は、同一の主図柄が揃わない変動表示が行われる。
【０６６６】
　例えば、特別図柄の抽選結果が「大当たりＡ」又は「大当たりａ」（図４４参照）であ
れば奇数番号「７」が付加された主図柄が揃う変動表示が行われる。また、「大当たりＢ
」又は「大当たりｂ」（図４４参照）であれば、「７」を除く奇数番号である「１，３，
５，９」が付加された主図柄が揃う変動表示が行われ、「大当たりＣ」又は「大当たりｃ
」（図４４参照）であれば偶数番号である「０，２，４，６，８」が付加された主図柄が
揃う変動表示が行われる。
【０６６７】
　一方、特別図柄の抽選結果が外れであれば、同一番号の主図柄が揃わない変動表示が行
われる。なお、本実施形態では、特別図柄の抽選結果が外れである場合に、特別図柄の大
当たりになる可能性が高いことを示唆（予告）する連続予告演出が行われることがあり、
その場合には、変動表示が行われると、所定の主図柄の組み合わせ（例えば、有効ライン
Ｌ１上に、主図柄の組み合わせが左図柄列Ｚ１から順に「３」「４」「１」）である、所
謂「チャンス目」が必ず表示される。
【０６６８】
　図４６（ａ）に示すように、第３図柄表示装置８１の表示画面は、大きくは上下に２分
割され、下側の２／３が第３図柄を変動表示する主表示領域Ｄｍ、それ以外の上側の１／
３が予告演出、キャラクタおよび保留球数などを表示する副表示領域Ｄｓとなっている。
【０６６９】
　主表示領域Ｄｍは、左・中・右の３つの表示領域Ｄｍ１～Ｄｍ３に区分けされており、
その３つの表示領域Ｄｍ１～Ｄｍ３に、それぞれ３つの図柄列Ｚ１，Ｚ２，Ｚ３が表示さ
れる。各図柄列Ｚ１～Ｚ３には、上述した第３図柄が規定の順序で表示される。即ち、各
図柄列Ｚ１～Ｚ３には、数字の昇順または降順に主図柄が配列され、各図柄列Ｚ１～Ｚ３
毎に周期性をもって上から下へとスクロールして変動表示が行われる。特に、左図柄列Ｚ
１においては主図柄の数字が降順に現れるように配列され、中図柄列Ｚ２及び右図柄列Ｚ
３においては主図柄の数字が昇順に現れるように配列されている。
【０６７０】
　また、主表示領域Ｄｍには、各図柄列Ｚ１～Ｚ３毎に上・中・下の３段に第３図柄が表
示される。この主表示領域Ｄｍの中段部が有効ラインＬ１として設定されており、毎回の
遊技に際して、左図柄列Ｚ１→右図柄列Ｚ３→中図柄列Ｚ２の順に、有効ラインＬ１上に
第３図柄が停止表示される。その第３図柄の停止時に有効ラインＬ１上に大当たり図柄の
組合せ（本実施形態では、同一の主図柄の組合せ）で揃えば大当たりとして大当たり動画
が表示される。
【０６７１】
　一方、副表示領域Ｄｓは、主表示領域Ｄｍよりも上方に横長に設けられており、さらに
左右方向に３つの小領域Ｄｓ１～Ｄｓ３に等区分されている。このうち、小領域Ｄｓ１は
、第１入賞口６４，第３入賞口６４ｂ又は第２入賞口６４０に入球された球のうち変動が
未実行である球（保留球）の数である保留球数を表示する領域であり、小領域Ｄｓ２およ
びＤｓ３は、予告演出画像を表示する領域である。
【０６７２】
　実際の表示画面では、図４６（ｂ）に示すように、主表示領域Ｄｍに第３図柄の主図柄
が合計９個表示される。副表示領域Ｄｓにおいては、右の小領域Ｄｓ３に動画（図示せず
）が表示され、通常より大当たりへ遷移し易い状態であることが遊技者に示唆される。中
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央の小領域Ｄｓ２では、通常は、所定のキャラクタ（本実施形態ではハチマキを付けた少
年）が所定動作をし、時として所定動作とは別の特別な動作をしたり、別のキャラクタが
現出する等して予告演出が行われる。
【０６７３】
　第３図柄表示装置８１（第１図柄表示装置３７）にて変動表示が行われている間に球が
第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへ入球した場合、その入球回数は最大４回まで保留
され、その保留球数は第１図柄表示装置３７により示されると共に、副表示領域Ｄｓの小
領域Ｄｓ１においても示される。小領域Ｄｓ１には、保留球数１球につき１つの保留球数
図柄（本実施形態では、「麦わら帽子」の図柄）が表示され、その保留球数図柄の表示数
に応じて、保留球数が表示される。即ち、小領域Ｄｓ１に１つの保留球数図柄が表示され
ている場合は、保留球数が１球であることを示し、４つの保留球数図柄が表示されている
場合は、保留球数が４球であることを示す。また、小領域Ｄｓ１に保留球数図柄が表示さ
れていない場合は、保留球数が０球である、即ち、保留球が存在しないことを示す。
【０６７４】
　同様に、第３図柄表示装置８１（第１図柄表示装置３７）にて変動表示が行われている
間に球が第２入賞口６４０へ入球した場合、その入球回数は最大４回まで保留され、その
保留球数は第１図柄表示装置３７により示されると共に、副表示領域Ｄｓの小領域Ｄｓ１
においても示される。小領域Ｄｓ１には、保留球数１球につき１つの保留球数図柄（本実
施形態では、「星形状」の図柄）が表示され、その保留球数図柄の表示数に応じて、保留
球数が表示される。即ち、小領域Ｄｓ１に１つの保留球数図柄が表示されている場合は、
保留球数が１球であることを示し、４つの保留球数図柄が表示されている場合は、保留球
数が４球であることを示す。また、小領域Ｄｓ１に保留球数図柄が表示されていない場合
は、保留球数が０球である、即ち、保留球が存在しないことを示す。
【０６７５】
　本実施形態では、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへ入球した場合の保留球数が小
領域Ｄｓ１の上半部に横並びで表示されるのに対し（図４６（ｂ）参照）、第２入賞口６
４０へ入球した場合の保留球数が小領域Ｄｓ１の下半部に横並びで表示される。
【０６７６】
　なお、本実施形態においては、第１入賞口６４又は第３入賞口６４ｂへの入球、及び第
２入賞口６４０への入球は、それぞれ最大４回まで保留されるように構成したが、最大保
留球数は４回に限定されるものでなく、３回以下、又は、５回以上の回数（例えば、８回
）に設定しても良い。また、小領域Ｄｓ１における保留球数図柄の表示に代えて、保留球
数を第３図柄表示装置８１の一部に数字で、或いは、４つに区画された領域を保留球数分
だけ異なる態様（例えば、色や点灯パターン）にして表示するようにしても良い。また、
第１図柄表示装置３７により保留球数が示されるので、第３図柄表示装置８１に保留球数
を表示させないものとしてもよい。更に、可変表示装置ユニット８０に、保留球数を示す
保留ランプを最大保留数分の４つ設け、点灯状態の保留ランプの数に応じて、保留球数を
表示するものとしてもよい。
【０６７７】
　続けて、図４７を参照して、第３図柄表示装置８１において行われる大当たり演出につ
いて説明する。図４７（ａ）は、大当たり演出の流れの一例を説明するための概略図であ
り、図４７（ｂ）は、エンディング演出の流れの一例を説明するための概略図であり、図
４７（ｃ）、図４７（ｄ）及び図４７（ｅ）は、大当たり演出の一部であるエンディング
演出において表示されるエンディング表示演出の表示画面を例示した図である。
【０６７８】
　主制御装置１１０では、第１入賞口６４、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂへ球
が入球（始動入賞）すると、それをトリガとして、特別図柄の抽選が行われ、その後、第
１図柄表示装置３７において特別図柄（第１図柄）の変動表示が実行される。更に、図４
７（ａ）に示すように、主制御装置１１０から音声ランプ制御装置１１３へ変動パターン
コマンドおよび停止種別コマンドが送信され、その結果、第３図柄表示装置８１では、第
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１図柄表示装置３７の変動表示に応じて第３図柄の変動表示が行われる。
【０６７９】
　第３図柄表示装置８１において第３図柄の変動表示が行われる場合には、まず、第３図
柄の高速変動表示が開始され、その後、予め定められた時間（例えば、１秒～６０秒など
）が経過すると、第３図柄の中速変動表示へ切り替わり、更に、第３図柄の低速変動表示
へ切り替わる。ここで、特別図柄の抽選結果が大当たりである場合には、同一番号の主図
柄（第３図柄）が揃う停止表示が行われ変動演出が終了し、続けて、大当たり演出が開始
される。一方、特別図柄の抽選結果が外れである場合には、同一番号の主図柄（第３図柄
）が揃わない停止表示が行われて変動演出が終了し、保留されている始動入賞があれば、
次の特別図柄の抽選が行われると共に、次の変動演出が開始される。
【０６８０】
　図４７（ａ）に示すように、大当たり演出は、ファンファーレ演出が行われる期間と、
ラウンド演出が行われる期間と、エンディング演出が行われる期間との３つの期間に分け
られる。
【０６８１】
　ファンファーレ演出は、これからパチンコ機１０が特別遊技状態へ移行して、通常時に
は閉鎖されている特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７００ａが繰り返し開放されるこ
とを遊技者に報知して、遊技者の期待感を高めるための演出であり、ラウンド演出は、こ
れから開始されるラウンド数を遊技者に報知し、特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７
００ａに向けて球を発射させるように促し、多数の賞球を払い出すことを報知するための
演出である。
【０６８２】
　図４７（ｂ）に示すように、エンディング演出では、特別遊技状態の終了を遊技者に報
知すると共に、大当たり終了後に遊技者に付与される遊技価値（特別図柄の大当たり確率
の大小、次の大当たりを獲得するまでにまとまった賞球の払い出しが期待できるか否か、
普通図柄の時短期間等）を遊技者に報知するエンディング表示演出が実行される。
【０６８３】
　また、エンディング演出には、場合に応じて、パチンコ機１０の製造会社を報知する社
名表示演出や、遊技終了時や離席時に残額が存在するカード等（記録媒体、他にコイン等
）の返却のための操作するように示唆するカード忘れ防止表示演出が、実行されるが、詳
細は後述する。
【０６８４】
　第３図柄表示装置８１において大当たり演出が行われる場合には、図４７（ａ）に示す
ように、まず、第３図柄の停止表示がなされるタイミングに合わせて、主制御装置１１０
から音声ランプ制御装置１１３へファンファーレコマンドが送信される。その結果、第３
図柄表示装置８１では、変動演出に続けて、ファンファーレ演出が開始される。
【０６８５】
　次に、ファンファーレ演出が終了するタイミングに合わせて、主制御装置１１０から音
声ランプ制御装置１１３へ第１ラウンドを示すラウンド数コマンドが送信される。その結
果、第３図柄表示装置８１では、ファンファーレ演出に続けて、第１ラウンドに対応する
ラウンド演出が開始される。本実施形態では、パチンコ機１０が特別遊技状態へ移行した
後、その状態は、特定入賞口６５ａ又は第２特定入賞口７００ａの開閉が大当たり種別に
応じた回数だけ繰り返されるまで（最大１５ラウンド、図４４（ａ）参照）継続される。
【０６８６】
　第１ラウンドが開始され、第２特定入賞口７００ａが開放された後、所定時間（例えば
、３０秒経過するまで、或いは、球が１０個入賞するまで）が経過すると、第２特定入賞
口７００ａが閉鎖されると共に、第１ラウンドが終了する。すると、ラウンド間インター
バル時間Ｉｎｔ１（図４２参照）を挟んで直ぐに第２ラウンドの開始タイミングとなり、
主制御装置１１０から音声ランプ制御装置１１３へ第２ラウンドを示すラウンド数コマン
ドが送信される。その結果、第３図柄表示装置８１では、第１ラウンドに対応するラウン
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ド演出に続けて、第２ラウンドに対応するラウンド演出が開始される。
【０６８７】
　第２ラウンドが開始され、特定入賞口６５ａが開放された後、所定時間（例えば、３０
秒経過するまで、或いは、球が１０個入賞するまで）が経過すると、特定入賞口６５ａが
閉鎖されると共に、第２ラウンドが終了する。すると、ラウンド間インターバル時間Ｉｎ
ｔ１（図４２参照）を挟んで直ぐに第３ラウンドの開始タイミングとなり、主制御装置１
１０から音声ランプ制御装置１１３へ第３ラウンドを示すラウンド数コマンドが送信され
る。その結果、第３図柄表示装置８１では、第２ラウンドに対応するラウンド演出に続け
て、第３ラウンドに対応するラウンド演出が開始される。
【０６８８】
　第３ラウンドが開始されると、第２ラウンドの場合と同様に、特定入賞口６５ａの開閉
制御が行われる。その後は、新たなラウンドが開始されるタイミングとなる毎に、新たな
ラウンド数を示すラウンド数コマンドが主制御装置１１０から音声ランプ制御装置１１３
へ送信されると共に、特定入賞口６５ａの開閉制御が行われる。これにより、第１ラウン
ドから最終ラウンド（最大１５ラウンド）までの各ラウンド演出が順番に実行される。
【０６８９】
　そして、最終ラウンドの特定入賞口６５ａの開閉が終了したタイミングに合わせて、主
制御装置１１０から音声ランプ制御装置１１３へエンディングコマンドが送信される。そ
の結果、第３図柄表示装置８１では、エンディング演出が開始される。上述したように、
エンディング演出では、特別遊技状態の終了が遊技者に報知されると共に、エンディング
表示演出において大当たり終了後に遊技者に付与される遊技価値（特別図柄の大当たり確
率の大小、次の大当たりを獲得するまでにまとまった賞球の払い出しが期待できるか否か
、普通図柄の時短期間等）が遊技者に報知される。
【０６９０】
　エンディング表示演出では、例えば、図４７（ｃ）に示すように、第３図柄表示装置８
１の画面中央よりも若干上寄りの位置で、大当たり遊技において払い出された賞球個数を
示す賞球表示８０１が表示され、第３図柄表示装置８１の画面右下に、「チャンス１００
回」との内容を示す識別表示８０２が表示される。また、その識別表示８０２の上側に「
まだ諦めるな」との内容を示す信頼度表示８０３が表示され、識別表示８０２の下側に後
述する時間表示８１１が表示される。
【０６９１】
　時間表示８１１は、エンディング演出（エンディング表示演出のみの場合を含む）の終
了時を報知する役割を有し、適切なタイミングから終端位置８１２へ向けて右端部が移動
するが、詳細は後述する。
【０６９２】
　この画面は、特別図柄の抽選がなされ、抽選結果が「大当たりＣ」（図４４参照）であ
る場合か、抽選結果が「大当たりｃ」であって大当たり遊技中に検出センサ７５０の開口
部７５１（図３７参照）を球が通過しなかった場合に表示されるものであり、識別表示８
０２が、大当たり終了後から特別図柄の抽選が１００回終了するまでは電動役物６４０ａ
が第２の作動パターンで動作制御される状態が継続され、特別図柄の大当たり確率は低確
率（本実施形態では、３２０分の１）であることを意味する。
【０６９３】
　このように表示を構成することで、識別表示８０２の意味を遊技者が理解できない場合
であっても、信頼度表示８０３により、次回大当たりの可能性が少ないながらあることを
遊技者は認識することができる。
【０６９４】
　即ち、第３図柄表示装置８１の画面のエンディング表示演出を視認することで、遊技者
に次回大当たりの期待感を持たせることができるので、意欲的に遊技を継続させることが
できる。
【０６９５】
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　また、エンディング表示演出では、例えば、図４７（ｄ）に示すように、第３図柄表示
装置８１の画面中央よりも若干上寄りの位置で、大当たり遊技において払い出された賞球
個数を示す賞球表示８０１が表示され、第３図柄表示装置８１の画面右下に、「確率変動
突入」との内容を示す識別表示８０２が表示される。また、その識別表示８０２の上側に
「期待大」との内容を示す信頼度表示８０３が表示され、識別表示８０２の下側に後述す
る時間表示８１１が表示される。
【０６９６】
　この画面は、特別図柄の抽選がなされ、抽選結果が「大当たりＢ」又は「大当たりｂ」
（図４４参照）である場合に表示されるものであり、識別表示８０２が、大当たり終了後
から特別図柄の次回大当たりとなるまでは、電動役物６４０ａが第２の作動パターンで動
作制御される状態が継続され、特別図柄の大当たり確率は高確率（本実施形態では、３２
分の１）であることを意味する。
【０６９７】
　また、この画面における識別表示８０２、信頼度表示８０３及び時間表示８１１は、抽
選結果が「大当たりｃ」であって大当たり遊技中に検出センサ７５０の開口部７５１（図
３７参照）を球が通過した場合にも表示されるが、その場合には、賞球表示８０１が図４
７（ｄ）に示す数値と異なり、図４７（ｃ）に示す「６００」とされる。
【０６９８】
　このように表示を構成することで、識別表示８０２の意味を遊技者が理解できない場合
であっても、信頼度表示８０３により、次回大当たりに期待できることを遊技者は認識す
ることができる。
【０６９９】
　即ち、第３図柄表示装置８１の画面のエンディング表示演出を視認することで、遊技者
に次回大当たりの期待感を持たせることができるので、意欲的に遊技を継続させることが
できる。
【０７００】
　なお、識別表示８０２及び信頼度表示８０３の内容は、これに限られるものではなく、
種々の態様が例示される。例えば、識別表示８０２に「次回大当たり確定」と表示し、信
頼度表示８０３に「更なる賞球準備中」と表示するようにしても良い。
【０７０１】
　また、エンディング表示演出では、例えば、図４７（ｅ）に示すように、第３図柄表示
装置８１の画面中央よりも若干上寄りの位置で、大当たり遊技において払い出された賞球
個数を示す賞球表示８０１が表示され、第３図柄表示装置８１の画面右下に、「ラッシュ
突入」との内容を示す識別表示８０２が表示される。また、その識別表示８０２の上側に
「超期待大」との内容を示す信頼度表示８０３が表示され、識別表示８０２の下側に後述
する時間表示８１１が表示される。
【０７０２】
　この画面は、特別図柄の抽選がなされ、抽選結果が「大当たりＡ」又は「大当たりａ」
（図４４参照）である場合に表示されるものであり、識別表示８０２が、大当たり終了後
から特別図柄の次回大当たりとなるまでは、電動役物６４０ａが第３の作動パターンで動
作制御される状態が継続され、特別図柄の大当たり確率は高確率（本実施形態では、３２
分の１）であることを意味する。
【０７０３】
　このように表示を構成することで、識別表示８０２の意味を遊技者が理解できない場合
であっても、信頼度表示８０３により、次回大当たりに期待できることに加えて、それ以
上の利益を獲得可能であることを遊技者は認識することができる。
【０７０４】
　即ち、第３図柄表示装置８１の画面のエンディング表示演出を視認することで、遊技者
に次回大当たりの期待感に加えて、それ以上の利益（例えば、次の大当たりを獲得する前
の段階において、小当たりを利用した入賞により賞球の増加が見込めること）に対する期
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待感を持たせることができるので、意欲的に遊技を継続させることができる。
【０７０５】
　このように、識別表示８０２は、大当たり遊技終了後の遊技状態に対応して表示を変化
させるように構成されており、遊技者は、エンディング表示演出を視認することで、大当
たり遊技終了後に得られる利益の予想を立てることができる。
【０７０６】
　なお、識別表示８０２及び信頼度表示８０３の内容は、これに限られるものではなく、
種々の態様が例示される。例えば、「ラッシュ突入」に代えて、「超確変突入」でも良い
し、「小当たりラッシュ突入」でも良いし、「超有利モード」等の特有の名称を付して表
示しても良い。
【０７０７】
　次いで、エンディング演出における社名表示演出およびカード忘れ防止表示演出につい
て説明する。図４７（ｂ）に示す例におけるエンディング演出では、エンディング表示演
出が終了するタイミングに合わせて、主制御装置１１０から音声ランプ制御装置１１３へ
社名表示コマンドが送信される。その結果、第３図柄表示装置８１では、エンディング表
示演出に続けて、社名表示演出が開始される。
【０７０８】
　次に、社名表示演出が終了するタイミングに合わせて、主制御装置１１０から音声ラン
プ制御装置１１３へカード忘れ防止表示コマンドが送信される。その結果、第３図柄表示
装置８１では、社名表示演出に続けて、カード忘れ防止表示演出が開始される。
【０７０９】
　カード忘れ防止表示演出が終了することで、エンディング演出が終了する。エンディン
グ演出の終了後は、保留されている始動入賞があれば、次の特別図柄の抽選が行われると
共に、次の変動演出が開始される。一方で、保留されている始動入賞が無ければ（保留球
数が０個であれば）、第３図柄表示装置８１では変動待機画面が表示される。
【０７１０】
　図４８（ａ）は、エンディング演出において表示される社名表示演出の表示画面を例示
した図であり、図４８（ｂ）は、エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表
示演出の表示画面を例示した図である。図４８（ａ）及び図４８（ｂ）では、エンディン
グ表示演出に次いで社名表示演出が実行され、その社名表示演出に次いでカード忘れ防止
表示演出が実行される場合（図４７（ｂ）参照）について説明する。
【０７１１】
　図４８（ａ）及び図４８（ｂ）で示す例では、エンディング演出の実行時間が、エンデ
ィング表示演出、社名表示演出およびカード忘れ防止表示演出でそれぞれ均等に分けられ
、エンディング演出の実行時間が１５秒に設定される。この場合には、エンディング表示
演出、社名表示演出およびカード忘れ防止表示演出はそれぞれ５秒ずつ割り当てられる。
【０７１２】
　図４８（ａ）に示すように、社名表示演出では、第３図柄表示装置８１の画面の中央付
近における特定表示８１０として、パチンコ機１０の製造会社名（Ａカンパニー）が表示
される。
【０７１３】
　また、図４８（ｂ）に示すように、カード忘れ防止表示演出に切り替わると、第３図柄
表示装置８１の画面の中央付近における特定表示８１０として、カードユニットの差込口
からカードが返却される様子を示す静止画（又は動画）が表示され、その下方に「カード
の取り忘れにご注意下さい」とのコメントが表示される。
【０７１４】
　図４８（ａ）及び図４８（ｂ）で示す例におけるエンディング演出では、５秒間実行さ
れるエンディング表示演出の終了後、社名表示演出が５秒間実行され、カード忘れ防止表
示演出が５秒間実行されることから、エンディング表示演出の終了時から次の変動演出の
開始まで１０秒の間が空くことになる。本実施形態では、その空いた時間を有効に利用す
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ることができるよう工夫されている。
【０７１５】
　図４８（ａ）及び図４８（ｂ）に図示されるように、社名表示演出およびカード忘れ防
止表示演出の実行中に共通して、第３図柄表示装置８１の画面の下端部付近には時間経過
とともに右先端部が右方へ移動する時間表示８１１が表示され、第３図柄表示装置８１の
画面の右上隅部には枠ボタン２２を模式的に示す枠ボタン表示８１３が表示され、その枠
ボタン表示８１３の右側には目盛りが上下に並んでおり現在の発光強度（パチンコ機１０
に配設されるＬＥＤ（例えば、電飾部２９～３３や表示ランプ３４（図１参照））等の発
光手段の発光強度や、第３図柄表示装置８１の画面の明るさ）の設定値を遊技者に把握可
能に表示する（５段階の内、上から２番目の設定値であると表示する）目盛り表示８１４
が表示され、枠ボタン表示８１３及び目盛り表示８１４の下方には「長時間の光に注意し
て下さい」という内容の注意コメント表示８１５が表示される。
【０７１６】
　本実施形態では、エンディング演出中では、枠ボタン表示８１３が第３図柄表示装置８
１の画面に表示されている場合において、枠ボタン２２の押し込み操作が有効になるよう
に制御される。即ち、エンディング演出中では、枠ボタン表示８１３が第３図柄表示装置
８１の画面に表示されていない場合における枠ボタン２２の操作は無効とされる。
【０７１７】
　第３図柄表示装置８１の画面において、枠ボタン表示８１３及び目盛り表示８１４は、
カード忘れ防止表示演出の途中（残り４秒の時点）で非表示とされるが、特定表示８１０
、時間表示８１１及び注意コメント表示８１５は、カード忘れ防止表示演出が終了するま
で表示が継続される。
【０７１８】
　ここで、遊技球が第１入賞口６４、第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂに入球した
としても、エンディング演出の実行中は特別図柄の変動が停止されるので、特別図柄の保
留球数が減少しない。そのため、特別図柄の保留球数が満タンの場合に第１入賞口６４、
第２入賞口６４０又は第３入賞口６４ｂに入球しても、遊技者は特別図柄の抽選を受ける
ことができない。一方で、エンディング演出が終了した後であれば、特別図柄の変動が開
始されるので、特別図柄の保留球数が満タンから減少し、始動口に球を入球させることで
遊技者が特別図柄の抽選を受けることができる可能性が高まる。
【０７１９】
　また、エンディング演出中を含む大当たり遊技中は、電動役物６４０ａの作動パターン
が通常中の作動パターンとされる。本実施形態では、第１の作動パターン（図３１（ａ）
参照）となるので、遊技球がスライド部材４５０に拾われ難い。一方で、エンディング演
出が終了すれば、大当たり種別に対応した作動パターンで電動役物６４０ａが駆動される
ことになるので、遊技球がスライド部材４５０に拾われ易くなるので、遊技球が第２入賞
口６４０又は第３入賞口６４ｂ（図２参照）に入球し易くなる。
【０７２０】
　このような事情から、遊技者は、ラウンド遊技が終了した後は、エンディング演出の終
了後に球を発射開始した方が、損が少ないと考え易いところ、従来の遊技機では、エンデ
ィング演出がいつ終わるのかが分かり難かった。即ち、遊技結果としてはエンディング表
示演出で示されているので、遊技者としてはすぐに変動演出が始まると思いやすく、エン
ディング表示演出から画面が切り替わるや否や球を発射すると考えられるが、実は社名表
示演出やカード忘れ防止表示演出の分だけエンディング演出が残っている場合があり、そ
のことに気付いた時には既に球は発射されており、遊技者はエンディング演出中に発射し
て数発の球を無駄にしたと不満に感じる可能性がある。
【０７２１】
　これに対し、本実施形態では、時間表示８１１の移動態様は、エンディング演出の終了
と同時に時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達するように設定されている。即
ち、時間表示８１１の右端部が時間経過と共に右方へ移動し、時間表示８１１の右端部が
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終端位置８１２に到達した後で変動演出が開始されるので、エンディング演出の長さと、
エンディング演出の終了時を把握し易くすることができるので、エンディング演出中に球
を発射するという事態を回避し易くすることができる。
【０７２２】
　なお、時間表示８１１の移動態様は何ら限定されるものではないが、本実施形態では、
時間表示８１１及び終端位置８１２の表示態様が、時間表示８１１の左端部と終端位置８
１２との間の長さを１０秒分の長さの目安として設計されている。エンディング演出の開
始時にエンディング演出の終了までが１０秒以上である場合には、エンディング演出の終
了まで約１０秒となるタイミングまでは、時間表示８１１の右端部は停止されたままとな
るか極めて遅い速度で移動するように設定され、エンディング演出の終了まで約１０秒と
なるタイミングで、時間表示８１１の右端部が時間経過と共に右方へ等速で移動を開始す
るように設定される。
【０７２３】
　一方で、エンディング演出の開始時にエンディング演出の終了までが１０秒未満である
場合には、時間表示８１１の右端部は即座に移動開始される。この場合において、時間表
示８１１の移動速度は、エンディング演出の終了と同時に時間表示８１１の右端部が終端
位置８１２に到達する速度として設定される（即ち、エンディング演出の終了までが５秒
であれば、１０秒間かけて終端位置８１２まで移動する場合の速度の２倍の速度で設定さ
れる）。
【０７２４】
　なお、本実施形態では、図４８（ａ）及び図４８（ｂ）に示すように、終端位置８１２
の上方に遊技球の打ち出し開始を示唆する「ＧＯ」の文字が常に表示されるようにしたが
、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、時間表示８１１の右端部が終端位置８
１２に到達した時または時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達する数秒前（例
えば、発射された球がスルーゲート６６，６７に到達するまでに要する平均的な秒数前）
に「ＧＯ」の文字を表示させるようにしても良い。この場合の表示は、「ＧＯ」の文字が
非表示の状態から表示されるものでも良いし、「ＧＯ」が半透明で表示される状態から実
体化するように表示されるものでも良い。
【０７２５】
　この場合、「ＧＯ」の文字が表示されることを目印にして球の発射を開始すれば、エン
ディング演出の終了前に球がスルーゲート６６，６７を通過することを回避し易くするこ
とができるので、遊技者は移動する時間表示８１１を目で追う必要が無くなる。これによ
り、遊技者の遊技負担を低減させることができる。
【０７２６】
　なお、「ＧＯ」の文字の表示態様は、何ら限定されるものではない。例えば、「球発射
開始」や、「バーが到達したら打ち出し開始」というコメントと入れ替えても良い。また
、「ＧＯ」の文字の大きさが常に同じである必要はない。例えば、時間表示８１１の右端
部が移動するにつれて「ＧＯ」の文字が徐々に大きくなっていく態様でも良い。この場合
において、「ＧＯ」の文字の最大の大きさが半透明で表示されており、徐々に大きくなる
「ＧＯ」の文字の大きさが、半透明で示される最大の大きさと一致するタイミングを、時
間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達するタイミングと合わせるように制御して
も良い。
【０７２７】
　図４８に示す状態において、遊技者が枠ボタン２２の操作を実行しなかった場合には、
図４８（ｂ）に示すカード忘れ防止表示演出の継続中に時間表示８１１が終端位置８１２
に到達した後で、第３図柄表示装置８１の画面は図４６（ｂ）に示したような画面に切り
替わり、変動演出が開始される。
【０７２８】
　図４８に示すように、枠ボタン表示８１３が第３図柄表示装置８１の画面に表示されて
いる場合、一般的には枠ボタン２２の操作が可能であることを示している。図４８に示す
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状態において、遊技者が枠ボタン２２の操作を実行した場合の第３図柄表示装置８１の画
面の切り替わりについて説明する。
【０７２９】
　図４９（ａ）は、エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表示演出の表示
画面を例示した図であり、図４９（ｂ）は、エンディング演出終了直後における表示画面
を例示した図である。
【０７３０】
　図４９（ａ）では、図４８（ｂ）に示す状態（枠ボタン表示８１３が表示されている状
態）において、遊技者が枠ボタン２２（図４５参照）を操作した場合に切り替えられる第
３図柄表示装置８１の画面が図示される。
【０７３１】
　枠ボタン２２を操作して第３図柄表示装置８１の画面が図４９（ａ）に示す状態に切り
替えられた場合も、枠ボタン２２を操作しなかった場合と同様に、時間表示８１１の右端
部が時間経過と共に右方へ移動し、時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達した
後で第３図柄表示装置８１の画面は図４９（ｂ）に示したような画面に切り替わり、変動
演出が開始される。
【０７３２】
　図４９（ａ）に示すように、遊技者が枠ボタン２２を操作すると、特定表示８１０とし
ての、カードユニットの差込口からカードが返却される様子を示す静止画（又は動画）及
び「カードの取り忘れにご注意下さい」とのコメントは、第３図柄表示装置８１の画面の
左上隅に移動されると共に、表示態様が縮小される。これにより、特定表示８１０の識別
性を低下させることができ、遊技者の注意力を特定表示８１０以外の部分に向けさせ易く
することができる。
【０７３３】
　画面の中央付近には方向操作部４５を模式的に示す方向操作部表示８１６が表示され、
その方向操作部表示８１６の左側には、目盛りが上下に並んでおり現在の発光強度の設定
値を遊技者に把握可能に表示する（５段階の内、上から２番目の設定値であると表示する
）縦目盛り表示８１７が表示され、方向操作部表示８１６の下側には、目盛りが左右に並
んでおり現在の音量の大小の設定値を遊技者に把握可能に表示する（５段階の内、上（右
）から３番目の設定値であると表示する）横目盛り表示８１８が表示される。
【０７３４】
　更に、注意コメント表示８１５の下側には、「長時間の音に注意して下さい」という内
容の第２注意コメント表示８１９が表示される。注意コメント表示８１５及び第２注意コ
メント表示８１９は、遊技者が設定値を確認できる対象の種類に対応して表示されている
。
【０７３５】
　図４９（ａ）に示すように、方向操作部表示８１６が表示画面に表示されている状態で
は、方向操作部４５の上下方向のボタンを操作することで、縦目盛り表示８１７の設定値
を変更することができる。即ち、目盛りが並ぶ方向と、目盛りの設定値を変更するために
操作するボタンの方向とが対応しており、遊技者に操作方法を容易に理解させることがで
きる。
【０７３６】
　図４９（ａ）に示すように、方向操作部表示８１６が表示画面に表示されている状態で
は、方向操作部４５の左右方向のボタンを操作することで、横目盛り表示８１８の設定値
を変更することができる。即ち、目盛りが並ぶ方向と、目盛りの設定値を変更するために
操作するボタンの方向とが対応しており、遊技者に操作方法を容易に理解させることがで
きる。
【０７３７】
　また、方向操作部表示８１６が表示画面に表示されていない状態では方向操作部４５の
操作は無効となるように制御されている。これにより、遊技者は、方向操作部表示８１６
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の有無を確認するだけで現在行う方向操作部４５の操作が有効か無効かを認識することが
できる。
【０７３８】
　縦目盛り表示８１７の端部付近に電球を模した表示がされており、縦目盛り表示８１７
により発光強度（パチンコ機１０に配設されるＬＥＤ（例えば、電飾部２９～３３や表示
ランプ３４（図１参照））等の発光手段の発光強度や、第３図柄表示装置８１の画面の明
るさ）を設定可能であることを遊技者に容易に理解させることができる。また、横目盛り
表示８１８の端部付近に音符を模した表示がされており、横目盛り表示８１８により音量
の大小を設定可能であることを遊技者に容易に理解させることができる。
【０７３９】
　図４９（ｂ）に示す状態では、特別図柄の変動演出が開始される状態として同様とされ
る図４６（ｂ）に示す状態と異なり、方向操作部表示８１６、縦目盛り表示８１７及び横
目盛り表示８１８が縮小された状態で小領域Ｄｓ３に配置される。
【０７４０】
　そのため、エンディング演出が終了して、変動演出が実行された後もしばらくは、方向
操作部表示８１６が継続して表示され、発光強度の設定を変更したり、音量の大小の設定
を変更したりすることができる。
【０７４１】
　本実施形態では、方向操作部表示８１６は、エンディング演出の終了後に開始される１
回目の変動演出の高速変動表示中には継続して表示され、その変動演出の高速変動表示終
了後に非表示とされる。
【０７４２】
　これにより、少なくとも、図柄が停止表示され変動演出が終了するタイミングでは方向
操作部表示８１６は非表示とされ、方向操作部４５の操作は無効とされることから、遊技
者が方向操作部４５を操作する事態は生じないので、方向操作部４５を操作することに集
中しており図柄の停止表示を見逃すという事態を避けることができる。
【０７４３】
　また、高速変動中は、保留球数に空きができることから、特別図柄の抽選を受けるため
に遊技者は球の発射を開始することになるが、方向操作部４５は片手操作が可能とされる
ので、球の発射を害することを回避することができる。遊技者が球を数発発射している間
に（発射している状態を経て）、方向操作部表示８１６は非表示とされる。
【０７４４】
　エンディング演出の終了後に開始される２回目の変動演出からは、方向操作部表示８１
６が非表示とされる。即ち、第３図柄表示装置８１の画面は図４６（ｂ）に示すような状
態とされ、変動演出が実行される。
【０７４５】
　図５０は、エンディング演出と特別図柄における大当たり種別との対応関係を模式的に
示した模式図である。図５０に示すように、本実施形態では、エンディング表示演出は、
大当たり種別に関わらず実行される（図５０中、○で表記）。
【０７４６】
　また、社名表示演出は、大当たり遊技終了後に突入する遊技状態が、遊技者にとって最
も有利な状態となる場合に実行されるので、社名表示演出を視認した遊技者に対して、大
当たり遊技終了後の遊技状態に対する期待感を持たせることができる。
【０７４７】
　本実施形態では、大当たり遊技終了後に特殊確変状態に突入する大当たり種別である「
大当たりＡ」又は「大当たりａ」のエンディング演出において社名表示演出が実行され（
図５０中、○で表記）、その他の大当たり種別の大当たり遊技のエンディング演出におい
て社名表示演出は実行されない（図５０中、×で表記）。
【０７４８】
　なお、社名表示演出の実行の条件は、大当たり遊技終了後に突入する遊技状態に対応す
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るものであり、大当たり遊技における払い出し個数に対応するものではない。即ち、大当
たり遊技における払い出し個数が例えば０個であっても、社名表示演出は実行される。
【０７４９】
　なお、本実施形態では、「大当たりＡ」又は「大当たりａ」の大当たり遊技における払
い出し個数は全大当たり種別の内で最大個数であるので、社名表示演出が実行された場合
に、遊技者に対して、払出賞球個数が最大個数の大当たり遊技が実行されたことを実感さ
せることができる。
【０７５０】
　また、カード忘れ防止表示演出は、大当たり遊技における払い出し個数が８ラウンド分
の個数以上（所定の個数以上）である場合に実行されるので、カード忘れ防止表示演出を
視認した遊技者に対して、多くの賞球を獲得した喜びを実感させることができる。
【０７５１】
　本実施形態では、１５ラウンドの大当たり種別である「大当たりＡ」又は「大当たりａ
」及び８ラウンドの大当たり種別である「大当たりＢ」又は「大当たりｂ」のエンディン
グ演出においてカード忘れ防止表示演出が実行され（図５０中、○で表記）、その他の大
当たり種別の大当たり遊技のエンディング演出においてカード忘れ防止表示演出は実行さ
れない（図５０中、×で表記）。
【０７５２】
　このように、本実施形態では、大当たり種別に対応して、エンディング演出の内容が異
なる。エンディング表示演出、社名表示演出およびカード忘れ防止表示演出は、それぞれ
５秒間の演出となるので、組み合わせの違いに対応して、エンディング演出の実行時間が
異なることになる。
【０７５３】
　例えば、大当たり種別が「大当たりＡ」又は「大当たりａ」の大当たり遊技におけるエ
ンディング演出は、１５秒間かけて実行され、大当たり種別が「大当たりＢ」又は「大当
たりｂ」の大当たり遊技におけるエンディング演出は、１０秒間をかけて実行され、大当
たり種別が「大当たりＣ」又は「大当たりｃ」の大当たり遊技におけるエンディング演出
は、５秒間をかけて実行される。
【０７５４】
　このような事情から、遊技者からすると、エンディング演出の終了時点を図りがたく球
の発射タイミングに迷う可能性があるが、本実施形態では、時間表示８１１（図４８参照
）によりエンディング演出の終了時点を把握可能になっている。
【０７５５】
　即ち、エンディング演出の時間が違っても、時間表示８１１の右端部の移動スピードが
変更されること（又は、時間表示８１１の移動開始点が変更されること）により、時間表
示８１１が終端位置８１２に到達した時にエンディング演出が終了することは同一とされ
ており、時間表示８１１を視認することで、遊技者が球の発射タイミングに迷うことがな
いようにすることができる。これにより、遊技者の遊技負担を軽減することができる。
【０７５６】
　なお、大当たり種別に対応して規定され不変なのはエンディング演出の実行時間であり
、エンディング演出中における内容は可変である。例えば、実行時間としては１５秒のエ
ンディング演出であっても、ある条件が満たされれば（又はランダムで）、エンディング
表示演出を１０秒として、残りの５秒で社名表示演出およびカード忘れ防止表示演出を実
行するようにしても良い。特に、初回の大当たり時には、エンディング表示演出を長めに
設定することで、遊技者の興趣を向上させることができる。
【０７５７】
　次いで、図５１及び図５２を参照して、第２実施形態について説明する。第１実施形態
では、入賞ユニット４００において中央流路４３１を流下する球を下支えする部分として
の底面部４３１ａが固定の板部として構成される場合を説明したが、第２実施形態の入賞
ユニット２４００では、中央流路２４３１を流下する球を下支えする部分の形状が変化す
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るよう構成される。なお、上述した各実施形態と同一の部分には同一の符号を付して、そ
の説明は省略する。
【０７５８】
　図５１及び図５２は、図１５（ｃ）のＸＶＩＩＩ－ＸＶＩＩＩ線における第２実施形態
における入賞ユニット２４００の断面図である。図５１では、電動役物６４０ａの非励磁
状態（前進閉鎖状態）が図示され、図５２では、電動役物６４０ａの励磁状態（後退開放
状態）が図示される。
【０７５９】
　電動役物６４０ａは、第１実施形態と同じ傾倒部材４７０と、第１実施形態のスライド
部材４５０と部分的に形状が異なるスライド部材２４５０と、を備える。なお、スライド
部材２４５０は形状が部分的に異なるだけであり、動作態様は第１実施形態のスライド部
材４５０と同じである。
【０７６０】
　スライド部材２４５０の、第１実施形態におけるスライド部材４５０との違いについて
説明する。スライド部材２４５０は、中央固定部４５４の前端部から下方に突設される下
突設部２４５６と、中央固定部４５４の前端部から前方に突設される前突設部２４５７と
、を備える。
【０７６１】
　第１実施形態における入賞ユニット４００では、図２１に示すように、中央固定部４５
４の配置と、中段部材４３０の後壁部４３４の配置とが、上下方向で重なっておらず、中
段部材４３０にスライド部材４５０を上から被せるようにして組み付けることが可能であ
ったが、第２実施形態における入賞ユニット２４００では、前突設部２４５７が後壁部４
３４の後端部よりも前側に張り出す形状とされており、そのままでは組み付け方法を流用
することができない。
【０７６２】
　これに対して、本実施形態では、図５１に示す断面を中心とする左右幅（本実施形態で
は、約３ｍｍ程度の左右幅）で、底面部４３１ａ、係止板部４３１ｂ及び後壁部４３４に
連続的に切れ込み２４３１ｄが形成される。即ち、切れ込み２４３１ｄは、後壁部４３４
の上端部から下端部までを切り、その位置から底面部４３１ａの途中位置まで、且つ、係
止板部４３１ｂの途中位置まで続く開放部として形成される。
【０７６３】
　切れ込み２４３１ｄの左右幅が、前突設部２４５７の左右幅よりも若干長い左右幅とし
て形成されていることで、図５２に示す配置において、スライド部材２４５０の前突設部
２４５７の配置と、中段部材２４３０の切れ込み２４３１ｄの配置とを重ねることができ
る。
【０７６４】
　そのため、切れ込み２４３１ｄを通してスライド部材２４５０の前突設部２４５７は中
段部材２４３０を上下方向に通過することができるので、中段部材２４３０にスライド部
材２４５０を上から被せるようにして組み付けることが可能となっている。
【０７６５】
　下突設部２４５６は、切れ込み２４３１ｄの外側における係止板部４３１ｂの後面と当
接可能な位置まで突設される、スライド部材２４５０の前側移動終端を規定するための部
分である。
【０７６６】
　第１実施形態では、中央固定部４５４の前端部が係止板部４３１ｂの後面に突き当たる
位置でスライド部材４５０の前側移動終端が規定されていたが（図１８参照）、第２実施
形態においても、中央固定部４５４の前端部から真下に突設される下突設部２４５６の前
面が係止板部４３１ｂの後面に突き当たる位置でスライド部材２４５０の前側移動終端が
規定されるので、第２実施形態におけるスライド部材２４５０の前側移動終端位置と、第
１実施形態におけるスライド部材４５０の前側移動終端位置とは、同じ位置とされる。
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【０７６７】
　前突設部２４５７は、上方へ向けて突設される一対の球干渉突設部２４５８ａ，２４５
８ｂを備える。球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂは、切れ込み２４３１ｄに進入可能
な左右位置において前後に並ぶように配設されており、後側の球干渉突設部２４５８ｂよ
りも、前側の球干渉突設部２４５８ａの方が、上端位置が低くなるように形成される。
【０７６８】
　球干渉突設部２４５８ｂの上端位置と、球干渉突設部２４５８ａの上端位置とを通る直
線の前後方向傾斜角度は、中段部材２４３０の底面部４３１ａの上面の前後方向傾斜角度
と同じとなるように形成される。
【０７６９】
　球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂの突設長さは、スライド部材２４５０が前進位置
に配置された場合に、底面部４３１ａの上面から上方に１～２ｍｍだけ張り出す程度の長
さとされている（図５１参照）。これにより、スライド部材２４５０が後退位置に配置さ
れた場合に、底面部４３１ａの上面からはみ出さないように、球干渉突設部２４５８ａ，
２４５８ｂの上端位置を切れ込み２４３１ｄの内側（中段部材２４３０の上下方向の肉厚
寸法の内側）に収めることができる。
【０７７０】
　これにより、スライド部材２４５０が前進位置に配置される場合には、中央流路２４３
１を流下する球に対して、球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂを当接させることができ
る一方、スライド部材２４５０が後退位置に配置される場合には、中央流路２４３１を流
下する球と、球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂとが当接しないよう構成することがで
きる。
【０７７１】
　図５１及び図５２で説明した構成により、第２実施形態における入賞ユニット２４００
では、第１実施形態で説明した入賞ユニット４００により生じる作用に加えて、中央流路
２４３１を流下する球の流下速度を場合により変化させることができる。
【０７７２】
　例えば、スライド部材２４５０が励磁状態（後退位置）になった場合には、球干渉突設
部２４５８ａ，２４５８ｂが中央流路２４３１の外方に退避するので、中央流路２４３１
を流下する球が球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂとの当接により減速されることはな
くなる。
【０７７３】
　加えて、第１実施形態で上述したように、スライド部材２４５０が励磁状態（後退位置
）に変化する際に左案内板部４５２又は右案内板部４５３（図７参照）に乗っている球は
、左案内板部４５２又は右案内板部４５３により後方に押し込まれることで流下方向（矢
印Ｂ方向）に加速される。
【０７７４】
　従って、スライド部材２４５０が励磁状態（後退位置）に変化した場合には、左案内板
部４５２又は右案内板部４５３と、中央流路２４３１と、により構成される球の流下経路
の全区域において、球の流下速度が速くなり易い。
【０７７５】
　また、例えば、スライド部材２４５０が非励磁状態（前進位置）になった場合には、球
干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂが底面部４３１ａの上面から中央流路２４３１側に張
り出すので、中央流路２４３１を流下する球が球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂに当
接し減速される。これにより、中央流路２４３１での球の流下の減速作用が、スライド部
材２４５０が励磁状態（後退位置）である場合に比較して生じ易くなり、球の流下態様を
落ち着かせることができる（整流させることができる）。
【０７７６】
　加えて、第１実施形態で上述したように、スライド部材２４５０が非励磁状態（前進位
置）に変化する際に左案内板部４５２又は右案内板部４５３（図７参照）に球が乗ってい
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たとしても、左案内板部４５２又は右案内板部４５３は球との間に隙間を生じさせる方向
（球を押込まない方向、矢印Ｆ方向）に変位するので、球の流下速度の変化は抑制される
（加速されるわけではない）。
【０７７７】
　従って、スライド部材２４５０が非励磁状態（前進位置）に変化した場合には、左案内
板部４５２又は右案内板部４５３と、中央流路２４３１と、により構成される球の流下経
路の全区域において、球の流下速度が遅くなり易い。
【０７７８】
　このように、本実施形態では、スライド部材２４５０が励磁状態（後退位置）に変化し
た場合には、球の流下速度を速める作用が、左案内板部４５２又は右案内板部４５３と、
中央流路２４３１と、により構成される球の流下経路の全体で生じる一方で、スライド部
材２４５０が非励磁状態（前進位置）に変化した場合には、球の流下速度を遅くする作用
が、左案内板部４５２又は右案内板部４５３と、中央流路２４３１と、により構成される
球の流下経路の全体で生じる。
【０７７９】
　そのため、スライド部材２４５０が非励磁状態（前進位置）に変化した場合と、スライ
ド部材２４５０が励磁状態（後退位置）に変化した場合とで、左案内板部４５２又は右案
内板部４５３と、中央流路２４３１と、により構成される球の流下経路を通過するのに要
する期間の違い（長短の差）を大きくすることができる。
【０７８０】
　次いで、図５３を参照して、第３実施形態について説明する。第１実施形態では、入賞
ユニット４００において内部流路が前後に延びる流路として形成される場合を説明したが
、第３実施形態の入賞ユニット３４００では、内部流路が左右に延びる流路として形成さ
れる。なお、上述した各実施形態と同一の部分には同一の符号を付して、その説明は省略
する。
【０７８１】
　図５３（ａ）は、第３実施形態における入賞ユニット３４００を模式的に示す模式図で
あり、図５３（ｂ）は、入賞ユニット３４００の別例として入賞ユニット３４００ｂを模
式的に示す模式図である。なお、図５３において、釘ＫＧ１は、ベース板６０に打ち込ま
れる細径部が実線で図示され、正面側先端部の膨らんだ部分が想像線で図示される。
【０７８２】
　入賞ユニット３４００は、例えば、右側遊技領域３０３（図２参照）におけるスルーゲ
ート６７の下流側などに配置され、遊技領域３０１に配置される球の流下を案内するユニ
ットとして構成される。
【０７８３】
　入賞ユニット３４００は、遊技盤１３のベース板６０（図２参照）とガラスユニット１
６（図１参照）との間に配設される板状部材から形成される流路構成部３４１０と、遊技
領域の内方に配置される突出状態（前進位置の状態に相当）と遊技領域の外方に退避する
退避状態（後退位置の状態に相当）とで状態変化するように前後方向にスライド変位され
るスライド部材３４２０と、を備える。
【０７８４】
　スライド部材３４２０は、流路構成部３４１０の球入口３４１１付近の第１スライド部
材３４２１と、球出口３４１２付近の第２スライド部材３４２２と、が分かれて配置され
ており、これらが背面側で一体的に構成されることで、一体的にスライド変位する。
【０７８５】
　即ち、第１スライド部材３４２１が突出状態となるのに同期して第２スライド部材３４
２２が突出状態となり、第１スライド部材３４２１が退避状態となるのに同期して第２ス
ライド部材３４２２が退避状態となるように、スライド部材３４２０が一体的に構成され
る。
【０７８６】
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　入賞ユニット３４００に入球した球の流下態様のバリエーションについて説明する。球
入口３４１１を通り入球した球が第１スライド部材３４２１と干渉する位置に到達した時
に、第１スライド部材３４２１が退避状態であった場合や、第１スライド部材３４２１が
突出状態であったとしても極めて短時間（球が右側に案内されるのに要する時間（例えば
、０．２秒）よりも短い時間）で退避状態に切り替えられた場合には、球は途中排出部３
４１３から流路構成部３４１０の外方（左側外方）に排出される。途中排出部３４１３を
通過した球は、本実施形態では、第２入賞口６４０や第３入賞口６４ｂを逸れて流下する
ように構成される。
【０７８７】
　一方、球入口３４１１を通り入球した球が第１スライド部材３４２１と干渉する位置に
到達した時に、第１スライド部材３４２１が、球を案内するのに十分な長さ（例えば、０
．２秒）で突出状態を維持した場合、球は流路構成部３４１０の内部に案内される。
【０７８８】
　流路構成部３４１０の内部に案内された球が球出口３４１２に到達するタイミングで第
２スライド部材３４２２が突出状態となっているか、退避状態となっているかで、その後
の球の流下経路が変化する。
【０７８９】
　即ち、第２スライド部材３４２２が突出状態となっていれば、球は第２入賞口６４０の
真上を第２スライド部材３４２２の上面を転動しながら通過して、第３入賞口６４ｂ側へ
流下する。なお、本実施形態では、第３入賞口６４ｂの上流側に球の通過を検出可能な検
出センサＳＥ１が配置されており、この検出センサＳＥ１が第１実施形態における検出セ
ンサ４４２（図７参照）と同様の働きをする。
【０７９０】
　即ち、検出センサＳＥ１により、球が球通過開口ＳＥ１ａを通過したことが検出される
と、第１入賞口スイッチがオンとなり、その第１入賞口スイッチのオンに起因して主制御
装置１１０（図４参照）で特別図柄１の抽選がなされるよう構成される。
【０７９１】
　一方で、第２スライド部材３４２２が退避状態となっていれば、球は第２入賞口６４０
側へ流下する。なお、本実施形態では、第２入賞口６４０の上流側に球の通過を検出可能
な検出センサＳＥ２が配置されており、この検出センサＳＥ２が第１実施形態における検
出センサ４６２（図１１参照）と同様の働きをする。
【０７９２】
　即ち、検出センサＳＥ２により、球が球通過開口ＳＥ２ａを通過したことが検出される
と、第２入賞口スイッチがオンとなり、その第２入賞口スイッチのオンに起因して主制御
装置１１０（図４参照）で特別図柄２の抽選がなされるよう構成される。
【０７９３】
　第２スライド部材３４２２の真下に第２入賞口６４０が配置されており、球が第２入賞
口６４０に入り易い配置となっているが、検出センサＳＥ２とその真上の釘ＫＧ１との間
隔や、その反対側（右側）における検出センサＳＥ２と流路構成部３４１０との間隔は、
球の直径よりも長くなるように設計されている。即ち、第２スライド部材３４２２が退避
状態とされており、第２入賞口６４０側へ流下した球の内の何個かは、第２入賞口６４０
から逸れて流下し得るよう構成される。
【０７９４】
　なお、図示はしていないが、入賞ユニット３４００の下側に小当たり遊技で開閉動作さ
れる可変入賞装置６５が配設されることで、入賞ユニット３４００よりも下方に流れた球
（第２入賞口６４０にも第３入賞口６４ｂにも入球せずに逸れた球、例えば、途中排出部
３４１３側に流れた球）を小当たり遊技で開放された特定入賞口６５ａに入球させること
ができる。
【０７９５】
　図５３（ｂ）に示すように、途中排出部３４１３の形成を省略し、第１スライド部材３
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４２１の真下に一般入賞口６３を配置しても良い。この時、球入口３４１１を通り入球し
た球が第１スライド部材３４２１と干渉する位置に到達した時に、第１スライド部材３４
２１が退避状態であった場合や、第１スライド部材３４２１が突出状態であったとしても
極めて短時間（球が右側に案内されるのに要する時間（例えば、０．２秒）よりも短い時
間）で退避状態に切り替えられた場合には、その球は一般入賞口６３に入球する。
【０７９６】
　なお、図５３（ｂ）に示す実施形態では、一般入賞口６３の上流側に球の通過を検出可
能な検出センサＳＥ３が配置されており、この検出センサＳＥ３が第１実施形態における
検出センサ４３５（図１１参照）と同様の働きをする。即ち、検出センサＳＥ３により、
球が球通過開口ＳＥ３ａを通過したことが検出されると、特別図柄の抽選も普通図柄の抽
選も実行されず、賞球の払い出しが実行される。
【０７９７】
　図５３（ｂ）に示すように、球出口３４１２から左側へ排出された球を零すことが無い
ように、入賞口を近接配置させるようにしても良い。なお、図５３（ｂ）に示す実施形態
では、球出口３４１２に第３入賞口６４ｂが近接配置されることで、第２スライド部材３
４２２の突出状態において流路構成部３４１０の外方（左方）に案内された球が確実に第
３入賞口６４ｂに入球される。
【０７９８】
　これにより、釘ＫＧ１に衝突して流下経路が変化する等して第３入賞口６４ｂから球が
逸れる事態が生じ得る図５３（ａ）に示す実施形態に比較して、第２スライド部材３４２
２の突出状態において流路構成部３４１０の外方（左方）に案内された球による賞球が得
られない事態が発生することを避けることができる。
【０７９９】
　次いで、図５４を参照して、第４実施形態について説明する。第１実施形態では、入賞
ユニット４００において電動役物６４０ａが離れて配置される複数の部材から構成され、
上流側の部材が球に当たるタイミングと下流側の部材が球に当たるタイミングとの間隔を
長くする場合を説明したが、第４実施形態の入賞ユニット４４００では、電動役物４４２
０が単一の部材から構成される。なお、上述した各実施形態と同一の部分には同一の符号
を付して、その説明は省略する。
【０８００】
　図５４（ａ）及び図５４（ｂ）は、第４実施形態における入賞ユニット４４００を模式
的に示す模式図である。図５４（ａ）では、電動役物４４２０が、ベース板６０（図２参
照）とガラスユニット１６（図１参照）との間の領域（遊技領域）に張り出して配置され
る前進位置とされる状態が図示され、図５４（ｂ）では、電動役物４４２０が、遊技領域
から退避して後方に配置される後退位置とされる状態が図示される。
【０８０１】
　図５４（ａ）及び図５４（ｂ）では、電動役物４４２０の部分の内、入賞ユニット４４
００の内部において、球の通過を遮る位置に配置されている部分の外形を実線で図示する
と共に内部をドット模様で塗って図示する一方、球の通過を遮らない（許容する）位置に
配置されている部分の外形を想像線で図示する。
【０８０２】
　なお、図５４において、釘ＫＧ１は、ベース板６０に打ち込まれる細径部が実線で図示
され、正面側先端部の膨らんだ部分が想像線で図示される。
【０８０３】
　入賞ユニット４４００は、遊技盤１３のベース板６０（図２参照）とガラスユニット１
６（図１参照）との間に配設される板状部材から形成され球の流下経路を構成する流路構
成部４４１０と、その流路構成部４４１０の内方に配置され球の流下経路を変化させる電
動役物４４２０と、を備える。
【０８０４】
　電動役物４４２０は、球を転動させる上面を有し前後方向に変位可能に案内される転動
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板部４４２１と、その転動板部４４２１の下流側端部から突出形成され、球の流下を妨害
可能な程度の強度で形成される妨害棒部４４２５と、を備える。
【０８０５】
　本実施形態では、流路構成部４４１０の上流側端部に開放形成される球入口４４１１を
通り流路構成部４４１０に入った球が電動役物４４２０の配置される位置に到達した時に
、電動役物４４２０が前進位置に配置されているか、後退位置に配置されているかで、球
の流下経路が異なる。
【０８０６】
　まず、流路構成部４４１０に入った球が電動役物４４２０の配置される位置に到達した
時に電動役物４４２０が前進位置に配置されている場合（図５４（ａ）参照）、球は転動
板部４４２１の上面を転動して流路構成部４４１０を左側（特定入賞口６５ａ側）へ流れ
る。
【０８０７】
　この時、妨害棒部４４２５は、ベース板６０の前面に対して球の直径の１．５倍以上に
離れた位置に配置される。例えば、流路構成部４４１０とガラスユニット１６との間に配
設され流路構成部４４１０を前側から覆う板状部材に形成される開口部に入り込むことで
、流路構成部４４１０内を流下する球の流下を妨害しない位置に配置される。
【０８０８】
　一方、流路構成部４４１０に入った球が電動役物４４２０の配置される位置に到達した
時に電動役物４４２０が後退位置に配置されている場合（図５４（ｂ）参照）、球は転動
板部４４２１の正面側を流下して流路構成部４４１０を下側（第２入賞口６４０側）へ流
れる。
【０８０９】
　この時、妨害棒部４４２５は、流路構成部４４１０を流下する球と衝突し球の通過を妨
害（防止）可能な前後位置に配置される。これにより、電動役物４４２０が後退位置に配
置されている場合（図５４（ｂ）参照）において、流路構成部４４１０の板状部（例えば
、転動板部４４２１の下側に配置される板状部４４１２）で跳ねた球が妨害棒部４４２５
に向けて飛んだとしても、その妨害棒部４４２５を超えて（通過して）、特定入賞口６５
ａ側へ球を案内する案内部４４１３を流れることを防止することができる。
【０８１０】
　即ち、妨害棒部４４２５に向けて飛んだ球は、その妨害棒部４４２５に左方への勢いを
殺され、真下に落下して第２入賞口６４０に入球するか、又は右方へ跳ね返された後に、
板状部４４１２の上面を転動して第２入賞口６４０に入球することになる。
【０８１１】
　このように、本実施形態では、電動役物４４２０が前進位置に配置されるか後退位置に
配置されるかによって、球入口４４１１に入球した球は、電動役物４４２０を下方へ通過
して板状部４４１２上を転動して流下する方向か、電動役物４４２０を左方へ通過して案
内部４４１３上を転動して流下する方向か、のいずれかの方向に分けられる。
【０８１２】
　入賞ユニット４４００のように経路および入賞口６５ａ，６４０を形成する目的の一つ
に、球入口４４１１に入球した球の大多数を特定入賞口６５ａ側に案内する状態（案内状
態）と、球入口４４１１に入球した球の大多数を特定入賞口６５ａ側に案内しない状態（
非案内状態）と、を切り替え可能に電動役物４４２０の動作を制御することが考えられる
。
【０８１３】
　この制御は、電動役物４４２０の作動パターン（開閉の長さ）を切り替えることにより
達成可能だが、電動役物４４２０の転動板部４４２１の左右長さが短いと、非案内状態と
されていても、球が特定入賞口６５ａ側に案内される事態が生じ易い。
【０８１４】
　例えば、転動板部４４２１が前進位置に配置される時間を、転動板部４４２１が前進位



(96) JP 2021-29829 A 2021.3.1

10

20

30

40

50

置に配置された数秒後に到達した球が転動板部４４２１を通過するのに要する時間よりも
短く設定したとしても、電動役物４４２０が前進位置に配置されるのと同時に球が到達し
た場合（球の到達タイミングと電動役物４４２０が前進位置に配置されるタイミングとの
ずれがほとんど無い場合）や、球が通常よりも勢いが大きい状態（例えば、加速する方向
の回転が生じている状態）で到達した場合には、転動板部４４２１が前進位置に配置され
ている内に球が案内部４４１３側へ通過してしまう事態が生じ得る。
【０８１５】
　この対策として、第１に、通常は左右長さが５５ｍｍ以下で設計される転動板部４４２
１の左右長さを、それ以上の長さ（例えば、７７ｍｍや、１００ｍｍ）で設計しても良い
。この場合、電動役物４４２０の非案内状態として、転動板部４４２１が前進位置に配置
される時間の設計自由度を向上させることができる。
【０８１６】
　また、転動板部４４２１の左右幅を長く設計することにより、電動役物４４２０が前進
位置に配置されている状態において転動板部４４２１に乗る球の個数を増加させることが
できる。
【０８１７】
　通常の左右長さ（５５ｍｍ以下）で転動板部４４２１が形成されている場合、転動板部
４４２１に同時に乗る球はせいぜい２個～３個といったところであるが、それ以上の長さ
（例えば、１００ｍｍ）で転動板部４４２１が形成される場合、転動板部４４２１に同時
に４個以上の球が乗る状態を生じさせることができる。
【０８１８】
　転動板部４４２１に同時に４個以上の球が乗っている状態で電動役物４４２０が後退位
置に変位すると、４個以上の球が一度に第２入賞口６４０側へ案内されるので、短時間で
特別図柄２の保留個数を４個（満タン）にすることができる。
【０８１９】
　また、第１実施形態で説明したように、球が１個ずつ電動役物６４０に案内される場合
と異なり、電動役物４４２０の上面に乗っている複数個の球は、電動役物４４２０が後退
位置に変位した直後に同時に第２入賞口６４０側へ落下するので、複数個の球を第２入賞
口６４０側に流下させるために電動役物４４２０が後退位置に配置を維持することが要求
される時間長さを短くすることができる。即ち、電動役物４４２０の作動パターンの設計
自由度を向上させることができる。
【０８２０】
　次の対策として、第２に、転動板部４４２１が前進位置から後退位置へ変位する間際に
転動板部４４２１の下流側端部から案内部４４１３へ移る球の流れを、妨害棒部４４２５
により断ち切ることができるよう構成することができる。
【０８２１】
　即ち、妨害棒部４４２５の配設位置が、転動板部４４２１の下流側端部よりも案内部４
４１３側へ張り出す位置（本実施形態では、転動板部４４２１の上面と直交して斜め左上
方向に張り出すことで案内部４４１３側に張り出している）とすることで、電動役物４４
２０の案内状態（図５４（ａ）参照）において転動板部４４２１の下流側端部を球が通過
しようとする場合であっても、その直後に電動役物４４２０が非案内状態（図５４（ｂ）
参照）とされれば、その通過した球の流れを妨害棒部４４２５により遮ることができる。
【０８２２】
　これにより、転動板部４４２１の左右長さが短い場合であっても、電動役物４４２０が
前進位置に配置される状態から、後退位置に配置される状態に切り替わる直前に、案内部
４４１３へ移る球が特定入賞口６５ａ側に案内されがたくすることができる。
【０８２３】
　換言すれば、転動板部４４２１を左側に通過しようとする球を妨害棒部４４２５により
第２入賞口６４０側に引き戻すことができる。これにより、転動板部４４２１の左右長さ
を最大限に使って、電動役物４４２０が前進位置に配置される状態において電動役物４４
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２０に乗る球の個数を増やすことができ、電動役物４４２０が後退位置に配置されること
で第２入賞口６４０側へ落下させる球の個数を増やすことができる。
【０８２４】
　また、これにより、転動板部４４２１の左右長さから想定される球の個数よりも多くの
球を、電動役物４４２０が前進位置から後退位置に変位した直後に第２入賞口６４０側に
流下させることができる。
【０８２５】
　即ち、転動板部４４２１に乗っている球に加えて、転動板部４４２１の下流側端部を通
過しかけた後で妨害棒部４４２５に引き戻される（逆流させられる）球をも第２入賞６４
０側に流下させることができるので、第２入賞口６４０の入賞頻度を向上させることがで
きる。
【０８２６】
　一方で、流路構成部４４１０は、球入口４４１１を除き電動役物４４２０側に球が流入
しないように流路を上から覆う態様で天井部４４１４が形成される。即ち、電動役物４４
２０への球の導入は、球入口４４１１に限定されることから、電動役物４４２０上に滞留
する球の個数が想定を超えて多くなる事態（例えば、球が２段以上に積み重なるような態
様で滞留する事態）の発生を防止することができる。
【０８２７】
　このように、本実施形態によれば、転動板部４４２１上を球が通過するか否かで球の流
下経路が切り替えられる。即ち、電動役物４４２０が前進位置で維持される期間が、転動
板部４４２１上を球が通過するのに要する時間を超える場合に、初めて球が特定入賞口６
５ａ側へ流れることになる。
【０８２８】
　この点は、上述の第１実施形態で説明したように、先端部４５１さえ通過していれば左
案内板部４５２又は右案内板部４５３上を球が通過していようがいまいが、球の流下経路
の切り替えには影響しない場合とは異なる。
【０８２９】
　なお、図５４（ａ）に図示される電動役物４４２０の状態が、上述した第１実施形態に
おける電動役物６４０ａ（スライド部材４５０及び傾倒部材４７０）の非励磁状態に相当
し、図５４（ｂ）に図示される電動役物４４２０の状態が、上述した第１実施形態におけ
る電動役物６４０ａ（スライド部材４５０及び傾倒部材４７０）の励磁状態に相当する。
この場合において、転動板部４４２１がスライド部材４５０に相当し、妨害棒部４４２５
が傾倒部材４７０に相当する。
【０８３０】
　次いで、図５５を参照して、第５実施形態について説明する。第１実施形態では、上側
可変入賞装置７００が、第２特定入賞口７００ａを通過した球が一対の貯留板部７１５の
間の隙間へ向かって流下する場合を説明したが、第５実施形態の上側可変入賞装置５７０
０では、第２特定入賞口７００ａを通過した球の流下を切り替えるための切替装置５７７
０が配設される。なお、上述した各実施形態と同一の部分には同一の符号を付して、その
説明は省略する。
【０８３１】
　図５５（ａ）及び図５５（ｂ）は、図２の範囲ＸＸＸＶＩＩａにおける第５実施形態に
おける上側可変入賞装置５７００の正面図である。図５５（ａ）では、上側可変入賞装置
５７００の閉鎖状態が図示され、図５５（ｂ）では、上側可変入賞装置５７００の開放状
態が図示される。
【０８３２】
　図５５（ａ）及び図５５（ｂ）に示すように、第５実施形態における上側可変入賞装置
５７００は、第１実施形態における基礎板部材７１０の構成を部分的に流用して形成され
る基礎板部材５７１０を備える。
【０８３３】
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　基礎板部材５７１０は、傾斜外壁板部７１４から下側の構成の配置を下方に下げ、それ
により傾斜転動板部７１３と傾斜外壁板部７１４との間にできた空間に、左右一対の中間
板部５７１８と、その中間板部５７１８の一部と縁部が沿う形状で前後方向に穿設され中
間板部５７１８に受け入れられた球を背面側へ排出する左右一対の排出開口５７１９と、
を備える。
【０８３４】
　中間板部５７１８は、傾斜転動板部７１３と傾斜外壁板部７１４との間にできた空間に
向けて正面側に延設される板状部であって、左右外側端部からの球の零れを防止するため
の防止壁部５７１８ａと、その防止壁部５７１８ａの下端部と接続され第２特定入賞口７
００ａの左右方向位置側へ向けて上昇傾斜する方向に延設される傾斜板部５７１８ｂと、
その傾斜板部５７１８ｂの延設端部と接続され切替装置５７７０の球受回転部材５７７１
の回転軸Ｊ５１を中心として球受回転部材５７７１の半径よりも若干長い曲率半径の円弧
形状で形成される円弧板部５７１８ｃと、を備える。
【０８３５】
　切替装置５７７０は、回転軸Ｊ５１を回転中心として回転動作可能に構成される球受回
転部材５７７１と、その球受回転部材５７７１に左右から対向配置される位置に左右一対
で配設される流下規制部材５７７８と、を備える。
【０８３６】
　流下規制部材５７７８は、回転軸Ｊ５１を中心として球受回転部材５７７１の半径より
も若干長い曲率半径の円弧形状で形成され、基礎板部材５７１０の部材前面よりも正面側
に張り出して球受回転部材５７７１から排出される球の通過を規制する前進位置と、基礎
板部材５７１０の部材前面よりも背面側に退避して球受回転部材５７７１から排出される
球の通過を許容する後退位置と、で変位可能に構成される。
【０８３７】
　球受回転部材５７７１は、第２特定入賞口７００ａの左右中心の真下に配置され前後方
向に延びる回転軸Ｊ５１を中心に回転動作可能とされる円板形状部材であって、第２特定
入賞口７００ａを通過した球を受け入れ可能となるように外周側から凹設される球受凹部
５７７２が９０度間隔で４箇所形成される。
【０８３８】
　球受回転部材５７７１を駆動する駆動装置と、流下規制部材５７７８を駆動する駆動装
置とは、ソレノイド７６３（図４０参照）とは異なる駆動装置（図示せず）が利用される
。この場合において、球受回転部材５７７１を駆動する駆動装置が流下規制部材５７７８
を駆動する駆動装置に兼用されても良い。
【０８３９】
　本実施形態では、１ラウンド目のラウンド遊技において、ソレノイド７６３は第１の特
別作動パターン（図４２（ａ）参照）で駆動され、球受回転部材５７７１は、９０度／秒
の回転速度で時計回り方向に常時回転される。
【０８４０】
　流下規制部材５７７８は、１ラウンド目のラウンド遊技における動作態様が、大当たり
種別に応じて変化可能に設定される。例えば、大当たりＡ，Ｂ，ａ，ｂ（図４４参照）で
は、常に前進位置で固定され、大当たりＣでは、常に後退位置で固定され、大当たりｃで
は、１秒ごとに前進位置と後退位置とが切り替えられるよう駆動される。
【０８４１】
　第２特定入賞口７００ａを通過した球の流下態様について説明する。本実施形態では、
第２特定入賞口７００ａを通過した球は、球受回転部材５７７１のいずれかの球受凹部５
７７２に必ず受け入れられる。
【０８４２】
　球が球受凹部５７７２に受け入れられた状態で球受回転部材５７７１が回転することで
、球受凹部５７７２の配置の変化に伴って、球受凹部５７７２に受け入れられた球も変位
する。
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【０８４３】
　球受回転部材５７７１の回転中において、球受凹部５７７２の下側縁部（球受凹部５７
７２の回転軸Ｊ５１を中心とした径方向外側端部における一対の縁部の内の下側の縁部。
球の流下面を形成する側）が傾斜板部５７１８ｂの上面と面一になった時に、流下規制部
材５７７８が後退位置に配置されている場合、傾斜板部５７１８ｂと面一になった球受凹
部５７７２から球が排出されることになり、その球は排出開口５７１９を通り上側可変入
賞装置５７００から排出される。このように排出される球は、一対の貯留板部７１５の間
の隙間に貯留されることは無い。
【０８４４】
　一方、球受回転部材５７７１の回転中において、球受凹部５７７２の下側縁部が傾斜板
部５７１８ｂの上面と面一になった時に、流下規制部材５７７８が前進位置に配置されて
いる場合、球の排出が流下規制部材５７７８により規制され、球受凹部５７７２から球が
排出されることなく球受回転部材５７７１の回転が継続される。その後、球受凹部５７７
２が左右一対の円弧板部５７１８ｃの間の位置に配置されると、球は一対の円弧板部５７
１８ｃの隙間を通って、一対の貯留板部７１５の間の隙間へ向かって流下し、貯留され得
る。
【０８４５】
　即ち、本実施形態では、切替装置５７７０の動作態様に対応して、第２特定入賞口７０
０ａを通過した球が一対の貯留板部７１５の間の隙間へ向かって流下する場合と、第２特
定入賞口７００ａを通過した球が一対の貯留板部７１５の間の隙間に到達することなく排
出される場合と、を構成することができる。
【０８４６】
　そのため、第１の特別作動パターンで移動上蓋部材７３０及び移動床部材７４０が駆動
されることで、ラウンド遊技中は一対の貯留板部７１５の間の隙間に案内された球が排出
されずに貯留される態様であっても、特に大当たりｃの場合のように、ラウンド遊技中に
おける流下規制部材５７７８の配置が切り替わる場合には、第２特定入賞口７００ａへの
入球タイミング次第で、一対の貯留板部７１５に案内される球の個数が十分多くなる場合
（本実施形態では、５個以上となる場合）と、それよりも少ない場合とが生じ得るので、
遊技者の上側可変入賞装置７００に対する注目力を向上させることができる。
【０８４７】
　また、切替装置５７７０から一対の貯留板部７１５側に球が１個通過すれば良いのでは
なく、１対の貯留板部７１５の間の位置を満タンにする個数を超える個数（本実施形態で
は５個以上）の球が通過して初めて開口部７５１に球を確実に通過させることができるよ
うになるので、遊技者の上側可変入賞装置７００に対する注目力を長い間高い状態で維持
することができる。
【０８４８】
　本実施形態によれば、球が第２特定入賞口７００ａを通過するまでよりも、球が第２特
定入賞口７００ａを通過して球受回転部材５７７１により変位されている時の方が、球の
流下速度が遅くされる。これにより、第２特定入賞口７００ａを通過した球が一対の貯留
板部７１５の間の位置に到達するまでの時間を遅らせることができる。従って、移動上蓋
部材７３０が後退位置に配置された直後に移動上蓋部材７３０の正面側を通過した球が即
座に一対の貯留板部７１５の間の位置に到達することを回避することができる。
【０８４９】
　次いで、図５６から図５８を参照して、第６実施形態について説明する。第１実施形態
では、時間表示８１１により大当たり遊技のエンディング演出の終了時を把握できる場合
を説明したが、第６実施形態における発射時間表示６８１１では、エンディング演出の終
了時直前における適切な球の発射タイミングを把握できるように第３図柄表示装置８１の
表示が設計される。なお、上述した各実施形態と同一の部分には同一の符号を付して、そ
の説明は省略する。
【０８５０】
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　図５６（ａ）及び図５６（ｂ）は、第６実施形態におけるエンディング演出において表
示されるカード忘れ防止表示演出の表示画面を例示した図である。図５６（ａ）では、枠
ボタン２２（図４５参照）を操作することにより特定表示８１０が中央から移動された後
における表示画面が図示され、図５６（ｂ）では、図５６（ａ）に示す状態において枠ボ
タン２２を操作することで切り替えられた後における表示画面が図示される。
【０８５１】
　本実施形態では、図５６（ｂ）に示すように、カード忘れ防止表示演出の実行中に枠ボ
タン２２を操作すると、方向操作部表示８１６、縦目盛り表示８１７及び横目盛表示８１
８が、球を発射して狙うと遊技者が利益を得られる可能性がある位置を示唆する発射位置
示唆表示６８２０に切り替えられ、時間表示８１１に重ねて、発射時間表示６８１１が表
示される。
【０８５２】
　発射位置示唆表示６８２０は、遊技領域（の少なくとも一部）のイラストや写真等を（
模式的に）表示する遊技領域表示６８２１と、その遊技領域表示６８２１の一部を矢印な
どで指し示し、球を発射して狙うべきであることが遊技者に分かるように表示する目標示
唆表示６８２２と、を備える。
【０８５３】
　本実施形態では、発射位置示唆表示６８２０は、遊技領域表示６８２１として、遊技盤
１３（図２参照）の全体が表示され、目標示唆表示６８２２として、スルーゲート６６，
６７（図２参照）が指し示されると共に「ここを狙って」とのコメントが表示される。
【０８５４】
　なお、発射位置示唆表示６８２０はこれに限られるものではなく、種々の態様が例示さ
れる。例えば、遊技領域表示６８２１として遊技盤１３の全体を表示するのではなく、遊
技盤１３の一部を表示するようにしても良い。例えば、スルーゲート６６，６７を含む一
部として、風車ＷＦ（図２参照）よりも上側の部分のみが表示されるようにしても良いし
、スルーゲート６６，６７周辺（又はスルーゲート６６，６７のいずれかの周辺）のみが
表示されても良い。
【０８５５】
　遊技盤１３の一部を表示するような場合において、遊技領域表示６８２１は静止画とし
て表示されても、動画として表示されても良い。例えば、発射位置示唆表示６８２０にお
いて、これから発射される球の周辺を模式的に表示するものとして遊技領域表示６８２１
を構成し、その球が発射されて流下してスルーゲート６６，６７に到達するという経路に
沿って遊技領域表示６８２１を動かして（動画として表示して）、球がスルーゲート６６
，６７に到達したら遊技領域表示６８２１をスルーゲート６６，６７周辺の表示で固定す
る（静止画として表示する）ようにしても良い。
【０８５６】
　また、例えば、目標示唆表示６８２２として、球を発射して狙う位置を指し示すために
矢印を表示するのではなく、その位置を光らせるように表示しても良いし、その位置を除
く他の部分を暗く表示することで相対的に目立たせるように表示しても良い。
【０８５７】
　また、目標示唆表示６８２２により指し示される位置は初めから固定されても良いし、
移動した後で固定されるようにしても良い。例えば、球が発射される経路に沿って光を移
動させて、その光がスルーゲート６６，６７まで到達したら、スルーゲート６６，６７に
到達した位置で光を固定するようにしても良い。
【０８５８】
　このように、発射位置示唆表示６８２０が表示されることで、遊技者は、エンディング
演出の終了後にどこを狙って球を発射するべきなのかを容易に把握することができる。こ
れにより、エンディング演出の終了後における遊技の進行をスムーズにすることができる
。
【０８５９】
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　発射時間表示６８１１は、時間表示８１１と同様に、時間経過とともに右先端部が右方
へ移動するものとして表示され、その移動速度は時間表示８１１の移動速度と同じとされ
る。また、発射時間表示６８１１の右先端部は、時間表示８１１の右先端部よりも終端位
置８１２側に配置されており、時間表示８１１の右先端部が終端位置８１２に到達するよ
りも前に、発射時間表示６８１１の右先端部が終端位置８１２に到達する。
【０８６０】
　本実施形態では、発射時間表示６８１１の右先端部が終端位置８１２に到達するタイミ
ングから、時間表示８１１の右先端部が終端位置８１２に到達するタイミングまでに経過
する時間長さは、球が発射されてからスルーゲート６６，６７（目標示唆表示６８２２に
より指し示される位置）に到達するまでに経過する平均的な長さよりも若干長くなるよう
に設計される。
【０８６１】
　そのため、発射時間表示６８１１の右先端部が終端位置８１２に到達するタイミングで
発射された球がスルーゲート６６，６７を通過するまでに、現在実行中の大当たり遊技の
エンディング演出が終了する。
【０８６２】
　このように、発射時間表示６８１１を目安にして球を発射することで、発射した球がス
ルーゲート６６，６７を大当たり遊技中（エンディング演出の終了前）に通過することを
避けることができる。これにより、スルーゲート６６，６７に球が検出されることにより
実行される第２図柄の抽選において遊技者が得られる利益の最大化を図ることができる。
【０８６３】
　即ち、一般的には大当たり遊技中にスルーゲート６６，６７に球が検出されることによ
り実行される第２図柄の抽選は、通常中の確率で行われるので、遊技者が得られる利益は
最小となる。大当たり遊技の終了後であれば、大当たり種別に応じて第２図柄の抽選の確
率が上昇し得るので、球がスルーゲート６６，６７を大当たり遊技中に通過することを避
けることで、第２図柄の抽選において遊技者が得られる利益（電動役物６４０ａの作動パ
ターンの違いにより変化する利益）の最大化を図ることができる。
【０８６４】
　更に、発射時間表示６８１１を目安にして球を発射することで、時間表示８１１の右先
端部が終端位置８１２に到達してから球を発射する場合に比較して、大当たり遊技終了か
ら、その大当たり遊技終了後において球が初めてスルーゲート６６，６７を通過するまで
の時間長さを短くすることができる。
【０８６５】
　このように、発射時間表示６８１１を目安にして球を発射することで、大当たり遊技終
了間際に発射した球が大当たり遊技中（エンディング演出の終了前）にスルーゲート６６
，６７を通過する事態の発生を最小限に抑えることで遊技者が得られる利益の最大化を図
りながら、大当たり遊技終了後に球がスルーゲート６６，６７を通過するまでの期間を短
縮することで遊技の進行をスムーズにすることができる。
【０８６６】
　図５７は、エンディング演出において表示されるカード忘れ防止表示演出の表示画面を
例示した図である。図５７では、図５６（ｂ）に示す状態から発射時間表示６８１１の右
先端部が終端位置８１２に到達した時における表示画面が図示される。
【０８６７】
　図５７に示すように、発射時間表示６８１１の右先端部が終端位置８１２に到達すると
、目標示唆表示６８２２の表示態様が切り替わる。本実施形態では、目標示唆表示６８２
２においてコメントを囲む枠の形状が変化されると共に、「狙って」の部分が拡大される
。
【０８６８】
　即ち、目標示唆表示６８２２の「狙って」の部分が拡大されるタイミングは、発射示唆
表示６８１１の右先端部が終端位置８１２に到達するタイミングと一致する。そのため、
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遊技者に発射時間表示６８１１を視認させずとも、発射位置示唆表示６８２０を視認させ
るようにすれば、目標示唆表示６８２２の変化のタイミングから適切な発射タイミングで
球を発射させるように遊技者に促すことができる。
【０８６９】
　これにより遊技者は、発射位置示唆表示６８２０を視認することで、球を発射して狙う
位置だけでなく、球を発射するタイミングをも把握することができる。従って、第３図柄
表示装置８１の表示から必要な上方を取捨選択して遊技する遊技者の遊技負担を低減する
ことができる。
【０８７０】
　図５８（ａ）及び図５８（ｂ）は、エンディング演出において表示されるカード忘れ防
止表示演出の表示画面を例示した図である。図５８（ａ）では、図５６（ａ）に示す状態
からエンディング演出の終了前にスルーゲート６６，６７で球の通過が検出された場合に
切り替えられる表示画面が図示される。
【０８７１】
　また図５８（ｂ）では、図５８（ａ）の表示から時間が経過して、仮に発射示唆表示６
８１１が表示されていた場合に発射示唆表示６８１１の右先端部が終端位置８１２に到達
するタイミングにおける表示が図示される。即ち、図５８（ｂ）における時間表示８１１
の右先端部の配置は、図５７における時間表示８１１の右先端部の配置と同じである。
【０８７２】
　図５８（ａ）に示すように、図５６（ａ）に表示される状態から枠ボタン２２（図４５
参照）を操作することなく遊技者が球を発射した場合において、エンディング演出の終了
前にスルーゲート６６，６７で球の通過が検出された場合、方向操作部表示８１６、縦目
盛り表示８１７及び横目盛表示８１８が、遊技者に球の発射を停止することを促すための
遊技停止示唆表示６８３１に切り替えられる。
【０８７３】
　本実施形態では、遊技停止示唆表示６８３１として、鉄道の踏切に設置される遮断機を
模したイラストであって、遮断機が降りている状態の静止画が表示されると共に、「止め
ろ」とのコメントが表示される。これにより、球の発射を止めることを遊技者に促すこと
ができるので、エンディング演出の終了前に発射される球の個数を減少させることができ
る。
【０８７４】
　図５８（ｂ）に示すように、遊技停止示唆表示６８３１が表示された状態から時間が経
過すると、遊技停止示唆表示６８３１は、遊技者に球の発射の準備を促すための遊技準備
示唆表示６８４１に切り替えられる。
【０８７５】
　本実施形態では、遊技準備示唆表示６８４１として、鉄道の踏切に設置される遮断機を
模したイラストであって、遮断機が上がっている状態の静止画が表示されると共に、「始
め」とのコメントが表示される。これにより、球の発射を停止する期間が終了したことを
遊技者に把握させることができ、遊技者に球の発射の準備をするように促すことができる
。
【０８７６】
　本実施形態では、遊技者が枠ボタン２２を操作しない場合には発射時間表示６８１１（
図５６（ｂ）参照）は表示されないが、遊技停止示唆表示６８３１から遊技準備示唆表示
６８４１に切り替えられるタイミングは、発射時間表示６８１１の右先端部が終端位置８
１２に到達するタイミングと一致する。
【０８７７】
　そのため、図５６（ａ）に示す状態で枠ボタン２２を操作することで得られる利益（即
ち、発射時間表示６８１１を視認することで適切な球の発射タイミングを把握できる利益
）と同様の利益を、エンディング演出の終了前にスルーゲート６６，６７で球が検出され
た場合に得ることができる。
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【０８７８】
　これにより、例えば、枠ボタン２２の故障などにより枠ボタン２２の操作が行われない
場合に、遊技者が得られる利益が過度に減少することを避けることができる。即ち、枠ボ
タン２２の操作が行われないことで発射位置示唆表示６８２０（図５６（ａ）参照）の表
示が行われないために、遊技者が適切な球の発射タイミングを把握することができずに、
エンディング演出の終了前にも関わらず遊技者が球の発射を開始した場合であっても、遊
技停止示唆表示６８３１又は遊技準備示唆表示６８４１が表示されることで、遊技者に球
の発射を停止させたり、適切なタイミングで遊技者に球の発射の準備をさせたりすること
ができる。
【０８７９】
　なお、遊技停止示唆表示６８３１や遊技準備示唆表示６８４１の態様は、何ら限定され
るものではなく、種々の態様が例示される。例えば、遮断機のイラストではなく、パチン
コ機１０のハンドル５１（図１参照）の絵に×マークが付されたイラストを表示するよう
にしても良い。例えば、静止画ではなく動画として構成しても良い。例えば、第３図柄表
示装置８１の表示画面の一部ではなく表示画面の全体で表示するように構成しても良い。
【０８８０】
　なお、注意コメント表示８１５や第２注意コメント表示８１９の内容は、図５８に図示
した内容に限定されるものではなく、種々の態様が例示される。例えば、球の発射に対応
した内容としても良い。即ち、ハンドル５１（図１参照）を模したイラストを表示して、
ハンドル５１に反時計回りの矢印を併記することで、球の発射を停止することを示唆する
ようにしたり、ハンドル５１に時計回りの矢印を併記することで、球の発射開始タイミン
グを示唆するようにしたりしても良い。また、特別図柄の保留球数に対応するコメント（
「満タン」、とか「空き１個あり」とか）を表示するようにしても良い。
【０８８１】
　次いで、図５９及び図６０を参照して、第７実施形態について説明する。第１実施形態
では、カード忘れ防止表示演出の実行中に枠ボタン２２を操作すると、第３図柄表示装置
８１の表示画面に方向操作部表示８１６、縦目盛り表示８１７及び横目盛り表示８１８が
表示され、光量の強弱や音量の大小の調整が可能となる場合を説明したが、第７実施形態
における状況示唆表示７８２１では、遊技者により行われた光量や音量の設定に対する、
現在実行中の光量や音量の設定についてのコメントが表示されるように設計される。なお
、上述した各実施形態と同一の部分には同一の符号を付して、その説明は省略する。
【０８８２】
　図５９（ａ）、図５９（ｂ）及び図６０は、第７実施形態におけるエンディング演出に
おいて表示されるカード忘れ防止表示演出の表示画面を例示した図である。図５９（ａ）
及び図６０では、エンディング演出として同じタイミング（時間表示８１１の右先端部の
位置が同じタイミング）の異なる大当たり遊技における表示画面が図示され、図５９（ｂ
）では、図５９（ａ）に示す状態から時間が経過した後における表示画面が図示される。
【０８８３】
　本実施形態では、図５９（ａ）に示すように、エンディング演出における枠ボタン表示
８１３（図４８（ｂ）参照）に従って枠ボタン２２（図４５参照）を操作すると、第３図
柄表示装置８１の表示画面に方向操作部表示８１６、縦目盛り表示８１７及び横目盛り表
示８１８が表示されると共に、その上方に状況示唆表示７８２１が表示される。
【０８８４】
　状況示唆表示７８２１は、種々のコメントが表示されるように設計されているが、図５
９（ａ）では「キャンセル」と記載されており、光量や音量の設定の変更が初期化された
（最大値に戻された）ことを示唆している。
【０８８５】
　即ち、本実施形態では、光量や音量の設定が、設定変更の実行から規定の時間が経過す
ることにより音声ランプ制御装置１１３（図４参照）により初期化される（最大値に戻さ
れる）よう設定されており、その初期化が実行された後における最初の大当たり遊技のエ
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ンディング演出において、状況示唆表示７８２１に「キャンセル」のコメントが表示され
るようになっている。
【０８８６】
　これにより、例えば、方向操作部４５（図４５参照）の左スイッチ及び下スイッチ（音
量や光量を弱める側に変化させるために操作するスイッチ）は機能するが、右スイッチ及
び上スイッチ（音量や光量を強める側に変化させるために操作するスイッチ）は故障して
いる場合に、光量や音量を一度最低まで下げたら、それ以降は遊技者が変わっても光量や
音量を一切上げることができないという事態の発生を避けることができる。
【０８８７】
　遊技者は状況示唆表示７８２１に「キャンセル」のコメントが表示されたことを視認す
ることで、光量や音量の設定の変更が初期化された（最大値に戻された）ことを把握でき
る。直前に光量や音量の設定の変更を行った遊技者と、現在遊技を行っている遊技者とが
同じ場合、光量や音量の設定を、初期化（最大値に戻される）の直前の状態に戻したいと
考えると思われる。
【０８８８】
　これに対し、本実施形態では、その初期化が実行された後における最初の大当たり遊技
のエンディング演出において、その初期化（最大値に戻される）の直前の状態における光
量の設定が、縦目盛り表示８１７に過去光量表示７８１７として残され（薄塗りで図示さ
れる部分に相当）、その初期化（最大値に戻される）の直前の状態における音量の設定が
、横目盛り表示８１８に過去音量表示７８１８として残される（薄塗りで図示される部分
に相当）。
【０８８９】
　そのため、遊技者は、過去光量表示７８１７を目印に方向操作部４５を操作して光量の
設定変更を行い、且つ過去音量表示７８１８を目印に方向操作部４５を操作して音量の設
定変更を行うことで、光量や音量の設定を、初期化（最大値に戻される）の直前の状態に
容易に復帰させることができる。
【０８９０】
　上述したように、過去光量表示７８１７及び過去音量表示７８１８は、光量や音量の初
期化が音声ランプ制御装置１１３（図４参照）により実行された後における最初の大当た
り遊技のエンディング演出において表示される一方で、そのタイミングを逃すと表示が消
失するように設定され、光量や音量の設定の変更の手間が増える（難易度が上がる）よう
になっている。
【０８９１】
　これにより、過去光量表示７８１７及び過去音量表示７８１８が表示されているタイミ
ングで方向操作部４５を操作するように遊技者に仕向けることができるので、第３図柄表
示装置８１の表示画面に対する遊技者の注目力を向上させることができる。
【０８９２】
　図５９（ｂ）に示すように、遊技者が方向操作部４５を操作することで光量や音量の設
定が初期化（最大値に戻される）の直前の状態に復帰されると、状況示唆表示７８２１の
「キャンセル」とのコメントが、「復帰完了」とのコメントに切り替えられる。
【０８９３】
　遊技者は状況示唆表示７８２１に「復帰完了」のコメントが表示されたことを視認する
ことで、光量や音量の設定が、初期化（最大値に戻される）の直前の状態に復帰できたこ
とを把握することができる。これにより、設定変更が実行できたので、規定の時間が経過
するまでは、音声ランプ制御装置１１３（図４参照）による光量や音量の初期化（最大値
に戻される）は行われない。
【０８９４】
　図６０に示す表示では、状況示唆表示７８２１に「自動継続」とのコメントが表示され
ており、音量や光量の設定は、遊技者により設定された状態で維持されている。そのため
、遊技者は音量や光量の設定の変更を行う必要が無いので、時間表示８１１の動きに注視
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し、球の発射タイミングを図ることに集中することができる。
【０８９５】
　このように、エンディング演出における状況示唆表示７８２１の内容を変化させ、その
内容次第で、遊技者に光量や音量の設定の変更のための方向操作部４５の操作を促せるよ
うに構成することで、エンディング演出に対する遊技者の注目力を向上させることができ
る。
【０８９６】
　次いで、図６１から図６３を参照して、第８実施形態について説明する。第１実施形態
では、カード忘れ防止表示演出の実行中において常に枠ボタン表示８１３が表示されてお
り枠ボタン２２の操作が可能となる場合を説明したが、第８実施形態における枠ボタン表
示８８１３は、カード忘れ防止表示演出の実行中における、更に限定された期間において
実体として表示され、枠ボタン２２の操作が可能となる。なお、上述した各実施形態と同
一の部分には同一の符号を付して、その説明は省略する。
【０８９７】
　図６１（ａ）、図６１（ｂ）及び図６２は、第８実施形態におけるエンディング演出に
おいて表示されるカード忘れ防止表示演出の表示画面を時系列で例示した図である。図６
１（ａ）、図６１（ｂ）及び図６２では、枠ボタン表示８８１３の表示は、半透明に表示
されている場合が想像線で図示され、実体として表示されている場合が実線で図示される
。
【０８９８】
　本実施形態においてカード忘れ防止表示演出が開始されると、図６１（ａ）に示すよう
に、第３図柄表示装置８１の表示画面の中央に特定表示８１０が表示されることに加えて
、複数の半透明の枠ボタン表示８８１３が表示画面の縁部付近に点在するように表示され
る。枠ボタン表示８８１３は、時間経過に伴って表示画面の中央に向けて移動する。
【０８９９】
　半透明の枠ボタン表示８８１３が第３図柄表示装置８１の表示画面の中央に到達して合
体すると、図６１（ｂ）に示すように枠ボタン表示８８１３が実体化する。枠ボタン表示
８８１３が実体化した状態において枠ボタン２２の入力が有効となるように制御されてお
り、枠ボタン２２の入力が有効に検出されると第３図柄表示装置８１の表示画面に操作有
効表示８８１３ａ（本実施形態では、「Ｇооｄ」とのコメント）が表示され、その後、
第３図柄表示装置８１の表示画面が第１実施形態で説明した図４９（ａ）に図示される状
態に移行する。
【０９００】
　遊技者が枠ボタン２２の操作を実行して、第３図柄表示装置８１の表示画面を図４９（
ａ）に図示される状態に移行させたい場合、枠ボタン表示８８１３が実体化するタイミン
グを図るために、遊技者は移動する枠ボタン表示８８１３を目で追うことになる。
【０９０１】
　枠ボタン表示８８１３の移動経路上には特定表示８１０が表示されているので、枠ボタ
ン表示８８１３を目で追う遊技者の視界に特定表示８１０が入るように仕向けることがで
きる。また、枠ボタン表示８８１３が実体化する位置を特定表示８１０が表示される位置
と重ねることで、遊技者が枠ボタン表示８８１３の背後に表示される特定表示８１０に注
目するように仕向けることができる。
【０９０２】
　そもそも、カード忘れ防止表示演出が開始されてから、枠ボタン表示８８１３が実体化
するまでの期間は、特定表示８１０が第３図柄表示装置８１の表示画面の中央に表示され
るので、カード忘れ防止表示演出の開始直後に枠ボタン２２を操作可能とされ特定表示８
１０を即座に表示画面の隅に移動させられる場合に比較して、特定表示８１０が遊技者の
視界に入り易くすることができる。
【０９０３】
　枠ボタン表示８８１３が実体化した状態で枠ボタン２２を操作しなかった場合、図６２
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に示すように、第３図柄表示装置８１の表示画面の中央位置から外側へ向けて半透明に表
示される枠ボタン表示８８１３が移動する。
【０９０４】
　図６２に示す状態では、枠ボタン２２の入力が無効となるように制御されており、枠ボ
タン２２が入力操作されても第３図柄表示装置８１の表示画面に操作無効表示８８１３ｂ
（本実施形態では、「Ｍｉｓｓ」とのコメント）が表示されるだけであり、表示画面は図
４９（ａ）に図示される状態には移行されず、特定表示８１０が表示画面の中央に配置さ
れる状態で維持される。
【０９０５】
　このように、本実施形態では、カード忘れ防止表示演出の実行中における枠ボタン２２
の操作タイミングを限定することで、以下のような好ましい作用を生じさせることができ
る。
【０９０６】
　即ち、枠ボタン表示８８１３の表示態様が半透明の表示から実体としての表示に変わる
ことで枠ボタン２２を操作可能なタイミングを示唆する場合において、枠ボタン表示８８
１３の表示態様が変わるまでは特定表示８１０が第３図柄表示装置８１の表示画面の中央
に配置され、遊技者の視界に入り易いように構成されているので、特定表示８１０に対す
る注目力を向上することができる。
【０９０７】
　更に、カード忘れ防止表示演出の途中において枠ボタン表示８８１３が実体としての表
示から半透明の表示に切り替えられることで、枠ボタン２２を操作して表示画面が図４９
（ａ）に図示される状態に移行されるタイミングから、カード忘れ防止表示演出期間の終
端までの期間が短くなりすぎることを回避することができる。
【０９０８】
　これにより、遊技者が枠ボタン２２を有効に操作したにも関わらず、カード忘れ防止表
示演出が終了するまでに光量や音量の設定を変更するのに十分な時間を確保できなかった
ために、光量や音量を好みの設定まで変更させることができない事態が生じることを避け
ることができる。
【０９０９】
　従って、せっかく枠ボタン２２を操作しても光量や音量の設定を好みの状態まで変更さ
せることができなかったという経験をした遊技者が、枠ボタン２２の操作の価値を低く見
積もるという事態が発生することを避けることができる。これにより、遊技者の枠ボタン
２２の操作（エンディング演出中の操作のみならず、遊技中における操作）に対する意欲
が低下するという事態の発生を未然に回避することができる。
【０９１０】
　なお、枠ボタン表示８８１３に音符のマークや、電球のマークを付属させることで、枠
ボタン２２の操作により調整できる対象を示唆するようにしても良い。この場合、遊技者
が音量の調整をしたいと考えている時には、音符のマークが付属されている場合には枠ボ
タン表示８８１３への注目力を向上させることができ、電球のマークが付属されている場
合には枠ボタン表示８８１３から注意を逸らすことができる。
【０９１１】
　図６３は、カード忘れ防止表示演出における枠ボタン表示８８１３の計時変化、枠ボタ
ン２２の操作の有効性の計時変化および枠ボタン２２の操作の一例を示した図である。図
６３では、一例として、カード忘れ防止表示演出の期間を等分に三分割し、半透明の枠ボ
タン表示８８１３が点在する第１期間Ｔ８１（図６１（ａ）参照）と、枠ボタン表示８８
１３が合体して実体化する第２期間Ｔ８２（図６１（ｂ）参照）と、再び半透明になり枠
ボタン表示８８１３が点在する第３期間Ｔ８３（図６２参照）と、にそれぞれ割り当てら
れた場合が図示されている。
【０９１２】
　カード忘れ防止表示演出の期間中にいつでも枠ボタン２２を操作できた第１実施形態と
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異なり、本実施形態では、第２期間Ｔ８２においてのみ枠ボタン２２の操作が有効とされ
る。第２期間Ｔ８２で枠ボタン２２を操作すれば、第３図柄表示装置８１の表示画面が図
４９（ａ）に図示される状態に移行され、光量や音量の設定変更が可能となる。一方で、
第１期間Ｔ８１や第３期間Ｔ８３で枠ボタン２２をいくら操作しても、光量や音量の設定
変更は不可能となるように制御されている。
【０９１３】
　図６３では、各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３が同じ場合を図示したが、各期間Ｔ８１，
Ｔ８２，Ｔ８３の長さは目的に応じて種々の態様に変更可能とされる。以下、第１期間８
１の長さの変化または第３期間Ｔ８３の長さの変化により期待できる作用の一例について
説明する。
【０９１４】
　例えば、第１期間Ｔ８１をより短く設定することで、枠ボタン２２の操作が有効となる
第２期間Ｔ８２への移行が早まる。そのため、光量や音量の設定の変更に費やせる期間の
最大長さを長くすることができる。
【０９１５】
　第１期間Ｔ８１を短くする設定は、例えば、初当り（連荘の一回目の大当たり）の大当
たり遊技におけるエンディング演出で採用することが効果的である場合がある。時短状態
や確変状態や大当たり遊技中においては、特定の歌が流れる場合があり、通常状態におけ
る音声には興味が無いが、特定の歌は聞きたいという遊技者がいる。
【０９１６】
　このような遊技者は、通常状態では音量を下げて遊技を行っていても、通常状態から大
当たり遊技状態を経て、時短状態や確変状態へ移行する場合において、特定の歌が聞こえ
る程度まで音量を上げたいと考えている。
【０９１７】
　そのため、特に、初当りの大当たり遊技におけるエンディング演出において、光量や音
量の設定の変更に費やせる期間の最大長さを長くすることで、通常状態から大当たり遊技
状態を経て、時短状態や確変状態へ移行する適切なタイミングにおいて音量の設定変更を
行うことが容易となり、上記特定の歌は聞きたいという遊技者の遊技に対する満足感を向
上させることができる。
【０９１８】
　また、例えば、第１期間Ｔ８１をより長く設定することで、枠ボタン２２の操作が有効
となる第２期間Ｔ８２への移行が遅くなる一方で、特定表示８１０が第３図柄表示装置８
１の表示画面の中央に表示される期間を長く維持することができる。
【０９１９】
　第１期間Ｔ８１を長くする設定は、例えば、連荘中の大当たり遊技におけるエンディン
グ演出で採用することが効果的である場合がある。音量や光量の設定変更は、初当り時に
行えば多くの場合十分であり、連荘中に音量や光量の設定変更をしたくなる事態が発生す
る可能性は低いため、第２期間Ｔ８２への移行が遅くなることで音量や光量の設定変更に
費やせる期間の最大長さが短くなっても、遊技者が受ける不利益は少ない。
【０９２０】
　一方で、連荘が続く程、遊技者の興奮の度合いは高くなるので、興奮のあまり、遊技を
終了する際にカードユニットに挿入されたカード等の返却を忘れる可能性が高くなる。こ
れに対し、第１期間Ｔ８１が長く設定されている場合、カード忘れ防止表示演出中におい
て特定表示８１０が第３図柄表示装置８１の表示画面の中央に表示される期間を長く維持
できるので、遊技者がカード等の返却に意識を向けるように仕向けることができる。
【０９２１】
　また、例えば、第２期間Ｔ８２をより短く設定することで、枠ボタン２２が操作され図
４９（ａ）に図示される状態に移行されることを困難とすることができる。この場合、移
動する枠ボタン表示８８１３で遊技者の視線を特定表示８１０に誘導できることに加え（
図６１（ａ）参照）、複数の枠ボタン表示８８１３が合体した状態での操作を失敗するよ
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うに仕向けることができ、第３図柄表示装置８１の表示画面を図６２に示す状態まで移行
させる可能性を高くすることができる。
【０９２２】
　これにより、カード忘れ防止表示演出中に亘り特定表示８１０を表示画面の中央に維持
することができることに加えて、枠ボタン表示８８１３が移動することで、特定表示８１
０に遊技者の視線を誘導する効果を期待できる。従って、枠ボタン表示８８１３が無い場
合に比較して、遊技者に特定表示８１０の印象を強く残すことができる。
【０９２３】
　また、例えば、第２期間Ｔ８２をより長く設定することで、枠ボタン２２の操作が有効
となる期間を長く維持することができるので、枠ボタン２２の操作機会を確保することが
できる。
【０９２４】
　また、例えば、第３期間Ｔ８３をより短く設定することで、相対的にＴ８２を長くする
ことができ、枠ボタン２２の操作が有効となる期間を長く維持することができるので、枠
ボタン２２の操作機会を確保することができる。
【０９２５】
　また、例えば、第３期間Ｔ８３をより長く設定することで、第２期間Ｔ８２において枠
ボタン２２を操作することで図４９（ａ）に図示される状態に移行した後の、カード忘れ
防止表示演出の残り期間を長く確保することができるので、光量や音量の設定の変更が中
途半端になることを回避し易くすることができる。
【０９２６】
　なお、各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３の長さを、上記した理由以外の理由で変更するよ
うにしても良い。例えば、大当たり遊技中において既に第１図柄の抽選が済んでいる保留
球に大当たりがある場合に、第１期間Ｔ８１が極めて短くされ、その分だけ第２期間Ｔ８
２が長くなるように制御されるようにしても良い。
【０９２７】
　この場合、カード忘れ防止表示演出が、図６１（ａ）の状態を経由せずに、図６１（ｂ
）の状態から開始されたかのように遊技者に見せることができるので、遊技者に違和感を
与えることができる。この違和感により保留球に大当たりがあることを把握することがで
きるようになると遊技者に分からせることで、カード忘れ防止表示演出に遊技者が注目す
るように仕向けることができるので、カード忘れ防止表示演出に対する注目力を向上させ
ることができる。これにより、カードユニットに挿入されたカード等の返却について遊技
者に意識させることができ、実際に遊技者がカード等を忘れる事態の発生を抑制すること
ができる。
【０９２８】
　以上、上記実施形態に基づき本発明を説明したが、本発明は上記形態に何ら限定される
ものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の変形改良が可能であることは容
易に推察できるものである。
【０９２９】
　上記各実施形態において、一の実施形態における構成の一部または全部を、他の実施形
態における構成の一部または全部の構成と組み合わせて或いは置き換えて、別の実施形態
としても良い。
【０９３０】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００の動作を複数態様で制御することで、入賞
ユニット４００の内部を通る球が、ほぼ第２入賞口６４０に案内される状態と、ほぼ第３
入賞口６４ｂに案内される状態とを切り替え可能とされることを利用して、大当たり遊技
後の遊技状態として、小当たり遊技が頻繁に生じる（ほぼ毎回の特別図柄の変動で生じる
）よう設定され、小当たり遊技において開放された特定入賞口６５ａに球を入賞させるこ
とで大当たり遊技に移行される前から多量の賞球の払い出しを受けることができる特殊確
変状態と、小当たり遊技は頻繁には生じない確変状態とを構成可能な場合を説明したが、
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必ずしもこれに限られるものではない。例えば、小当たり遊技が頻繁に生じるような設定
とはされず（必ずしも特定入賞口６５ａは必要とはされず）、入賞ユニット４００を利用
して、特別図柄１の抽選を受けるための入賞口（第３入賞口６４ｂに相当）側に球を案内
し易い状態と、特別図柄２の抽選を受けるための入賞口（第２入賞口６４０に相当）側に
球を案内し易い状態とで切り替え可能とされても良い。
【０９３１】
　この場合、大当たり遊技終了後に移行される遊技状態において、遊技としては入賞ユニ
ット４００へ向けて球を発射するという共通の遊技態様としながら、大当たりを獲得した
場合に期待される大当たりの大当たり種別の振分けを変えられるパチンコ機を構成するこ
とができる。
【０９３２】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００が、第２入賞口６４０にも第３入賞口６４
ｂにも球を案内し難い第１の作動パターンか、第３入賞口６４ｂに球を案内し易い第２の
作動パターンか、第２入賞口６４０に球を案内し易い第３の作動パターンか、で電動役物
６４０ａが動作可能に構成させる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではな
い。例えば、第２入賞口６４０及び第３入賞口６４ｂの双方に球を案内し易い作動パター
ンで電動役物６４０ａが動作可能としても良い。
【０９３３】
　そのための実現手段としては、例えば、第３の作動パターンにおける基準の作動パター
ンＲＰ３の動作時間ｔ３ｂを１．０秒として、残りの１．０秒はスライド部材４５０が非
励磁状態で維持されるようにすれば、待機時間ｔ３ａの間に先端部４５１に拾われた球が
第２入賞口６４０に案内される場合と、第３入賞口６４ｂに案内される場合とを生じさせ
ることができる。
【０９３４】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００において、前進位置に配置されたスライド
部材４５０の先端部４５１に球が乗っている状態でソレノイドＳＯＬ４１を駆動させた場
合に、先端部４５１に乗っている球が先端部４５１の上面に押し込まれる形で球通過開口
４１４を通過可能に形成される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない
。例えば、スライド部材４５０が後退位置に配置された状態では、先端部４５１の上面と
球通過開口４１４の上縁との間の寸法が球の直径未満の長さに設計するようにしても良い
。
【０９３５】
　即ち、先端部４５１の上面は、前方へ向かう程に上昇傾斜する傾斜面として形成されて
いるところ、スライド部材４５０の変位方向は前後方向なので、先端部４５１の上面と球
通過開口４１４の上縁との間の寸法は、スライド部材４５０が前進位置に配置される場合
よりも、スライド部材４５０が後退位置に配置される場合の方が短くなる。
【０９３６】
　これを利用して、スライド部材４５０が前進位置に配置される場合には球が球通過開口
４１４を通過可能とされる一方で、スライド部材４５０が前進位置から後退位置に変位す
る際に先端部４５１に乗っている球については、球通過開口４１４の上縁部に球が引っか
かる寸法関係で設計することで、スライド部材４５０が前進位置から後退位置に変位する
際に先端部４５１に乗っている球が球通過開口４１４を通過することを防止することがで
きる。これにより、球通過開口４１４への球の入球確率を下げることができる。
【０９３７】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００において、左壁部４３２及び右壁部４３３
が球の左右方向の通過を遮る程度の高さで形成されており、左案内板部４５２又は右案内
板部４５３から中央流路４３１側への球の導入は、左壁部４３２又は右壁部４３３の後側
に配置される左開口部ＬＴ又は右開口部ＲＴを通る態様に限定される場合を説明したが、
必ずしもこれに限られるものではない。例えば、左壁部４３２及び右壁部４３３の上下高
さを低く設計して、球が左壁部４３２及び右壁部４３３の上側を通過可能にしても良い。
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【０９３８】
　また、例えば、スライド部材４５０の上面の上下位置が、スライド部材４５０が前進位
置に配置される場合と後退位置に配置される場合とで異なることを利用して、左壁部４３
２及び右壁部４３３の高さを、スライド部材４５０が前進位置に配置される場合（上面の
上下位置が低い場合）には、左壁部４３２及び右壁部４３３の上側を球が通過することを
遮るのに十分とする（例えば、スライド部材４５０の上面の上下位置よりも左壁部４３２
及び右壁部４３３の上端の上下位置の方が上側となるように設計する）一方で、スライド
部材４５０が後退位置に配置される場合（上面の上下寸法が高い場合）には、左壁部４３
２及び右壁部４３３の上側を球が通過することを許容できる（球が通過可能とする、例え
ば、スライド部材４５０の上面の上下位置よりも左壁部４３２及び右壁部４３３の上端の
上下位置の方が下側となるように設計する）ようにしても良い。
【０９３９】
　この場合、スライド部材４５０の上面を転動して中央流路４３１側へ流下する球の流下
経路のバリエーションとして、左壁部４３２又は右壁部４３３の後側に配置される左開口
部ＬＴ又は右開口部ＲＴを通る流下経路の他に、スライド部材４５０が後退位置に配置さ
れた状態において左壁部４３２又は右壁部４３３の上側を通る流下経路を構成することが
できる。
【０９４０】
　また、スライド部材４５０の上面の上下位置と、左壁部４３２及び右壁部４３３の上端
の上下位置との関係を、左右で異ならせるようにしても良い。例えば、左壁部４３２の上
側を球が通過することを許容する状態で右壁部４３３の上側を球が通過することは制限す
るように構成したり、右壁部４３３の上側を球が通過することを許容する状態で右壁部４
３２の上側を球が通過することは制限するように構成したりしても良い。
【０９４１】
　この場合、スライド部材４５０に案内される球の流下経路を、球が左側を流下するか、
球が右側を流下するかで大きく異ならせることができる。
【０９４２】
　上記第１実施形態では、球を拾うための構造としてスライド部材４５０の先端部４５１
と傾倒部材４７０の板状部４７１とを備え、先端部４５１が正面視で板状部４７１の左右
外側かつ上側に配置される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例
えば、スライド部材４５０の二股の構造をやめて、先端部４５１に対応する部分が板状部
４７１の真上に配置されるようにしても良い。
【０９４３】
　この場合、ベース板６０とガラスユニット１６との間の領域における先端部４５１と板
状部４７１との間の位置に、球の通過を規制する固定の規制板を設けることで、先端部４
５１に拾われなかった球が板状部４７１に拾われる入賞態様を避けることができる。
【０９４４】
　これにより、入賞ユニット４００の左右方向寸法を低減することができる。また、先端
部４５１を１つとすることで、入賞ユニット４００内の経路において球の合流が生じるこ
とを無くせるので、入賞ユニット４００の設計自由度を向上することができる（設計を簡
素化することができる）。
【０９４５】
　上記第１実施形態では、スライド部材４５０の上側に配置される天井面４４７が水平方
向に延びるように形成されており、中央流路４３１の上側に配置される天井構成部４４４
の傾斜面部４４４ａが正面側へ向かうほど上昇傾斜する場合を説明したが、必ずしもこれ
に限られるものではない。
【０９４６】
　例えば、スライド部材４５０の上側に配置される天井面４４７が、後方へ向かう程に下
降傾斜する面として構成しても良い。この場合、スライド部材４５０の上面を流下する球
の流下経路の下流側における球の流下領域（球の通過可能な面積）が大きくなりすぎて、
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流下中の球がバタつくことを避けることができる。
【０９４７】
　例えば、スライド部材４５０の上側に配置される天井面４４７が、後方へ向かう程に上
昇傾斜する面として構成しても良い。この場合、スライド部材４５０の上面を流下する球
の流下経路の下流側における球の流下領域（球の通過可能な面積）を大きく確保すること
ができるので、スライド部材４５０が後方へ変位する際に、スライド部材４５０の上面に
乗っていた球が後方へ押し込まれてスライド部材４５０の後方側位置における球の密度が
高くなったとしても、それによってスライド部材４５０の上側で球詰まりが生じる可能性
を低くすることができる。
【０９４８】
　例えば、中央流路４３１の上側に配置される天井構成部４４４が、正面側へ向かうほど
下降傾斜するように構成しても良いし、水平方向に延びるように構成しても良い。この場
合、中央流路４３１の下流側における球の流下領域（球の通過可能な面積）が大きくなり
すぎて、流下中の球がバタつくことを避けることができる。
【０９４９】
　上記第１実施形態では、スライド部材４５０に拾われた球が通過する球通過開口４１４
や、傾倒部材４７０に拾われた球が通過する中央開口部４１３の左右幅が、球の直径より
も若干長い程度とされる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例え
ば、球通過開口４１４や中央開口部４１３の左右幅を球の直径の複数倍（例えば、２倍）
よりも若干長い程度の寸法で設計し、合わせて、スライド部材４５０の左案内板部４５２
及び右案内板部４５３、中央流路４３１及び傾倒部材４７０の左右幅も同様の左右幅で設
計しても良い。この場合、スライド部材４５０や傾倒部材４７０で一度に拾うことができ
る球の個数を増加させることができるので、入賞効率を上げることができる。
【０９５０】
　上記第１実施形態では、球通過開口４１４の左右幅と、中央開口部４１３の左右幅とを
合わせている場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、球通過
開口４１４の左右幅を球の直径よりも若干長い程度で設計し、中央開口部４１３の左右幅
を球の直径の複数倍よりも若干長い程度の寸法で設計するようにしても良く、合わせて中
央流路４３１の左右幅および傾倒部材４７０の左右幅を中央開口部４１３の左右幅と同様
の思想で設計しても良い。
【０９５１】
　この場合、中央流路４３１から下流側の領域において球が左右に並んで流下できるよう
になるので、左右一対の球通過開口４１４を同時に球が通過した場合であっても、中央流
路４３１で球が合流してしまい流下抵抗が増加するという事態を避け易くすることができ
る。
【０９５２】
　また、例えば、球通過開口４１４の左右幅を球の直径の複数倍よりも若干長い程度の寸
法で設計し、中央開口部４１３の左右幅を球の直径よりも若干長い程度で設計するように
しても良く、合わせてスライド部材４５０の先端部４５１、左案内板部４５２及び右案内
板部４５３の左右幅を球通過開口４１４の左右幅と同様の思想で設計しても良い。
【０９５３】
　この場合、スライド部材４５０と傾倒部材４７０とが連動するという条件下において、
入賞ユニット４００の内部経路の最上流側（入口側）における第１入球効率（スライド部
材４５０に球が拾われる効率）を向上しながら、その第１入球効率よりも入賞ユニット４
００の内部経路の最下流側（出口側）における第２入球効率（傾倒部材４７０に球が拾わ
れる効率）を低減することができる。
【０９５４】
　これにより、遊技者に対して、入賞ユニット４００の入口に入る見かけ上の入球効率（
第１入球効率）が高いように見せて、実際に傾倒部材４７０に球が拾われる確率（第２入
球効率）は低減されるよう構成することができる。これにより、遊技者の入賞ユニット４
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００への入球効率についての印象を良くすることができ、遊技者が遊技を継続するように
仕向けることができる。
【０９５５】
　上記第１実施形態では、スライド部材４５０の左案内板部４５２の傾斜角度と、右案内
板部４５３の傾斜角度とが同じとなる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるもので
はない。例えば、右案内板部４５３の傾斜角度を左案内板部４５２の傾斜角度よりも大き
くしても良いし、左案内板部４５２の傾斜角度を右案内板部４５３の傾斜角度よりも大き
くしても良い。
【０９５６】
　特に、後者の場合、左案内板部４５２及び右案内板部４５３の前後長さの違いによる球
の流下時間の差を、球の流下速度で補わせることができるので、左右の先端部４５１が同
時に球を受けた場合に、それらの球が中央流路４３１に到達するタイミングを合わせ易く
することができる。
【０９５７】
　また、前者の場合は逆に、左案内板部４５２及び右案内板部４５３の前後長さの違いに
よる球の流下時間の差を、球の流下速度が助長することになるので、左右の先端部４５１
が同時に球を受けた場合に、それらの球が中央流路４３１に到達するタイミングを異なら
せ易くすることができる。
【０９５８】
　上記第１実施形態では、スライド部材４５０が、遊技領域から球を受ける先端部４５１
のみでなく、その後方流路においても球を転動させる場合を説明したが、必ずしもこれに
限られるものではない。例えば、先端部４５１のみで球と接触し、先端部４５１の下流側
へ流れた球は、左案内板部４５２や右案内板部４５３等を上から覆う固定板部（変位しな
い部分）の上面を転動するようにしても良い。この場合、スライド部材４５０の変位によ
り球が加速されたり減速されたりする範囲を狭くすることができる。
【０９５９】
　また、この場合、先端部４５１の構成および動作態様を変更し、前方に傾倒する動作態
様（傾倒部材４７０で例示される動作態様）としても良い。即ち、非励磁状態において、
傾倒部材４７０で説明した開放位置とされ、励磁状態において、傾倒部材４７０で説明し
た閉鎖位置とされるように構成しても良い。
【０９６０】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００において、先端部４５１に拾われた球が傾
倒部材４７０に到達するまでの経路において固定の底面部４３１ａを転動する場合を説明
したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、底面部４３１ａがスライド部材
４５０の動作と連動して動作するように構成しても良い。この場合、入賞ユニット４００
の内部流路において球詰まりが生じていたとしても、内部流路の全体で動作が生じること
から、球をほぐすことができ、球詰まりの解消を図ることができる。なお、底面部４３１
ａの動作としては、スライド部材４５０の逆方向に動作するものでも良いし、スライド部
材４５０と一体的に構成する等して同方向に動作するものでも良い。
【０９６１】
　上記第１実施形態では、固定の底面部４３１ａが球を直線的に転動させる傾斜面として
形成される場合を説明したが、必ずしもこれに限定されるものではない。例えば、底面部
４３１ａが湾曲形成されることで球の流下方向が湾曲するようにして球の流下速度の変化
が顕著になるように構成しても良いし、流下中に球が落下する範囲を有するよう構成し球
が跳ねることで流下態様がばらつくようにしても良いし、球が蛇行して流下するよう流路
を繰り返し屈曲させることで球が通過するまでの時間を長くするようにしても良い。
【０９６２】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００において、球通過開口４１４が単なる開口
部である場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、球通過開口
４１４に球通過を検出する検出センサが配設され、球通過開口４１４への入球を検出可能
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に構成しても良い。この場合、球通過開口４１４への入球を検出した場合に、第３図柄表
示装置８１等で遊技者に対して報知することで、遊技者に対して球通過開口４１４を球が
通過したことに気付かせることができ、入賞ユニット４００の注目力を向上させることが
できる。
【０９６３】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００において、先端部４５１に拾われた球が必
ず傾倒部材４７０側まで案内される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものでは
ない。例えば、内部流路に排出用開口が形成され、一部の球は排出用開口を通り排出され
ることで、先端部４５１に拾われた球の一部しか傾倒部材４７０まで案内されることは無
いように構成しても良い。この場合において、スライド部材４５０は排出用開口を開閉さ
せる部材としても機能するように構成しても良い。
【０９６４】
　上記第１実施形態では、スライド部材４５０の左案内板部４５２及び右案内板部４５３
が、前後方向で同一傾斜の板状に形成される場合を説明したが、必ずしもこれに限られる
ものではない。例えば、途中で傾斜が変わるようにしても良いし、上面が階段状に形成さ
れるようにしても良い。この場合、スライド部材４５０上における球の配置次第で、スラ
イド部材４５０が後方に変位した際に球が受ける負荷の大きさを変化させることができる
（例えば、階段状に形成される場合に、段の近くに球が配置されており段の側面から負荷
を受けるか、段から離れて球が配置されており段の上面と滑るようにして負荷を受けるか
で異ならせることができる）。
【０９６５】
　例えば、上流側（前側）における左案内板部４５２及び右案内板部４５３の水平面に対
する傾斜角度に比較して、下流側（後側）における左案内板部４５２及び右案内板部４５
３の水平面に対する傾斜角度を小さく形成する場合、上流側においてスライド部材４５０
の後方への変位により球が受ける負荷を、下流側においてスライド部材４５０の後方への
変位により球が受ける負荷よりも大きくすることができる。これにより、スライド部材４
５０上の上流側および下流側に配置される複数の球の間隔を、スライド部材４５０の変位
により狭める（縮める、密にする）ことができる。
【０９６６】
　また、例えば、上流側（前側）における左案内板部４５２及び右案内板部４５３の水平
面に対する傾斜角度に比較して、下流側（後側）における左案内板部４５２及び右案内板
部４５３の水平面に対する傾斜角度を大きく形成する場合、上流側においてスライド部材
４５０の後方への変位により球が受ける負荷を、下流側においてスライド部材４５０の後
方への変位により球が受ける負荷よりも小さくすることができる。これにより、スライド
部材４５０上の上流側および下流側に配置される複数の球の間隔を、スライド部材４５０
の変位により広げる（拡大する、疎にする）ことができる。
【０９６７】
　また、例えば、流下経路に沿って左案内板部４５２及び右案内板部４５３の水平面に対
する傾斜の大小が複数回変化するように構成しても良い。この場合、球の配置によって、
スライド部材４５０の変位により球同士の間隔が縮まる場合と、球同士の間隔が広がる場
合との両方を生じさせることができる。
【０９６８】
　また、例えば、左案内板部４５２における上面の傾斜角度と、右案内板部４５２におけ
る上面の傾斜角度とを異ならせるようにしても良い。即ち、左案内板部４５２の上面は前
後方向で水平面に対する傾斜が同一の板状に形成される一方で、右案内板部４５３の上面
は水平面に対する傾斜が途中で変化するように形成されても良い。この場合、スライド部
材４５０の変位により球が受ける負荷の態様を、球が左案内板部４５２上に配置されてい
るか、球が右案内板部４５２上に配置されているかで異ならせることができる。
【０９６９】
　上記第１実施形態では、スライド部材４５０と傾倒部材４７０とが、伝達部材４８０が
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間に介在することにより連動するものであり、スライド部材４５０又は傾倒部材４７０の
一方で球噛み等の不具合が生じると、他方の動作にも影響を与える場合を説明したが、必
ずしもこれに限られるものではない。
【０９７０】
　例えば、伝達部材４８０の第２部材４８５の部分であってスライド部材４５０と対向配
置される回動先端部の前側と、スライド部材４５０の中央固定部４５４とが対向する位置
（間の位置）に前後方向で伸縮可能なコイルスプリングを介在させるように構成する。常
には、第２部材４８５側にスライド部材４５０がコイルスプリングの付勢力で押し付けら
れており第２部材４８５とスライド部材４５０とが連動するように構成する一方で、スラ
イド部材４５０の前端と前意匠部材４２０との間に球が挟み込まれた（球噛みした）場合
には、スライド部材４５０の前方への変位が妨害される分だけコイルスプリングが縮むこ
とでカバーされるように構成することで、スライド部材４５０が前進位置に配置されてい
なくても第２部材４８５を前方に傾倒させることができる。
【０９７１】
　これにより、第１部材４８１の動作が第２部材４８５に妨害されることを回避すること
ができるので、スライド部材４５０側で生じた球噛みにより、傾倒部材４７０の動作が途
中で停止することを回避し易くすることができる。
【０９７２】
　このように、伝達部材４８０を利用して駆動力の伝達経路を複数設けるような場合であ
っても、一の伝達経路にコイルスプリング等の部材（緩衝材などでも良い）を介在させる
ことで、一の伝達経路で生じた不具合が、他の伝達経路にまで伝わることを避けることが
できる。
【０９７３】
　上記第１実施形態では、電動役物６４０ａが励磁状態から非励磁状態へ切替動作される
場合に、下板部４８２ｂに係止突設部４８７が押し下げられる場合を説明したが、必ずし
もこれに限られるものではない。
【０９７４】
　例えば、係止突設部４８７の形成を省略しても良い。電動役物６４０ａの励磁状態では
、下板部４８２ｂが第２部材４８５の偏心突部４８６と当接される一方で、上板部４８２
ａと偏心突部４８６との間に隙間が確保されている。
【０９７５】
　第２部材４８５の自重による回転方向の負荷は、回転径方向外端部において第２部材４
８５に当接されるスライド部材４５０と中段部材４３０との間の静止摩擦を下回っており
、第２部材４８５が自重で前転方向に変位することは防止される。即ち、下板部４８２ｂ
と偏心突部４８６との当接が解除されても、第２部材４８５の姿勢は維持される。
【０９７６】
　そのため、電動役物６４０ａが励磁状態から非励磁状態へ切替動作される場合に、上板
部４８２ａに偏心突部４８６が押し下げられるまでスライド部材４５０が後退位置で維持
され、傾倒部材４７０のみが起き上がり動作する。即ち、ソレノイドＳＯＬ４１の駆動力
は傾倒部材４７０に集中して伝達される。この場合、スライド部材４５０の動作開始タイ
ミングと傾倒部材４７０の動作開始タイミングとがずれることになる。
【０９７７】
　即ち、動作開始から途中位置までは傾倒部材４７０のみが動作し、途中位置からは傾倒
部材４７０及びスライド部材４５０が動作する。第１部材４８１が下降する過程において
、上板部４８２ａと偏心突部４８６とが当接した後は、上板部４８２ａに偏心突部４８６
が押し下げられる態様で第２部材４８５が回転軸部４８５ａを中心に前転方向に回転動作
する。動作終了タイミングは、スライド部材４５０と傾倒部材４７０とでほぼ同時となる
。
【０９７８】
　この場合、励磁状態から非励磁状態への切替動作において、スライド部材４５０と前意
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匠部材４２０との間に球が挟まり、スライド部材４５０の変位が抑制され得る事態が生じ
たとしても、スライド部材４５０の変位に先行して傾倒部材４７０の起き上がり動作が開
始されているので、傾倒部材４７０の起き上がり動作まで抑制されることを防止すること
ができる。
【０９７９】
　これにより、スライド部材４５０の変位が抑制されることと連動して、傾倒部材４７０
の起き上がり動作が遅れ、予期せぬタイミングで球が傾倒部材４７０に拾われる事態を回
避し易くすることができる。
【０９８０】
　なお、第２部材４８５の自重による回転方向の負荷は、回転径方向外端部において第２
部材４８５に当接されるスライド部材４５０と中段部材４３０との間の静止摩擦を下回っ
ており、第２部材４８５が自重で前転方向に変位することは防止される場合を例にしたが
、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、第２部材４８５の重心が傾倒先端側に
寄るように設計されることで、第２部材４８５が自重で前転方向に変位し得るようにして
も良い。
【０９８１】
　上記第１実施形態では、スライド部材４５０と傾倒部材４７０とが単一のソレノイドＳ
ＯＬ４１の駆動力により連動される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものでは
ない。例えば、スライド部材４５０を駆動する駆動装置と、傾倒部材４７０を駆動する駆
動装置とを別々に構成し、非連動で動作可能に構成しても良い。
【０９８２】
　この場合において、例えば、スライド部材４５０が後退位置に配置されてから約３秒経
過（入賞ユニット４００の内部に流入した球が通過しきるのに十分な時間が経過）してか
ら傾倒部材４７０が開放位置に変位されるようにし、その後でスライド部材４５０が前進
位置に配置される際には傾倒部材４７０が閉鎖位置に配置されるような作動パターンを追
加しても良い。この場合、傾倒部材４７０に球が拾われることを防止し易くすることがで
きる。
【０９８３】
　上記第１実施形態では、傾倒部材４７０が閉鎖する際に球を挟んだ場合においても先端
部４５１で球を拾い難く構成される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものでは
ない。例えば、そもそも、傾倒部材４７０に球が到達し得るタイミングにおいて傾倒部材
４７０の閉鎖動作が生じないようにソレノイドＳＯＬ４１を駆動させるように設定しても
良い。この場合、傾倒部材４７０の閉鎖をスムーズに実行することができる。
【０９８４】
　また、傾倒部材４７０に球が到達し得るタイミングにおいては、傾倒部材４７０は開放
動作のみが生じるようにソレノイドＳＯＬ４１を駆動させるように設定しても良い。この
場合、球の重みが傾倒部材４７０を開放させる方向に作用することから、傾倒部材４７０
の開放を補助することができると共に、傾倒部材４７０から第１部材４８１及び第２部材
４８５を介してスライド部材４５０に負荷を伝達させることにより、スライド部材４５０
の後退位置へ向けた動作をスムーズに行わせることができる。
【０９８５】
　上記第１実施形態では、待機時間ｔ１ａ～ｔ３ａ及び動作時間ｔ１ｂ～ｔ３ｂから設定
される作動パターンＲＰ１～ＲＰ３が繰り返し実行されることにより、入賞ユニット４０
０を流下する球の流下経路が切り替えられる場合を説明したが、必ずしもこれに限られる
ものではない。例えば、基準の作動パターンとしては動作時間のみが設定され、待機時間
の代わりに第２図柄の変動表示にかかる時間が設定されるようにしても良い。
【０９８６】
　例えば、基準の作動パターンとして動作時間を３．９秒で設定し、第２図柄の変動表示
にかかる時間を０．１秒で設定する場合、その０．１秒が非励磁状態で維持される時間と
なるので、結果的に第１の作動パターンで動作するのと同様の動作態様を実現できる。
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【０９８７】
　また、例えば、基準の作動パターンとして動作時間を０．２秒で設定し、第２図柄の変
動表示にかかる時間を１．８秒で設定する場合、その１．８秒が非励磁状態で維持される
時間となるので、結果的に第２の作動パターンで動作するのと同様の動作態様を実現でき
る。
【０９８８】
　また、例えば、基準の作動パターンとして動作時間を２．０秒で設定し、第２図柄の変
動表示にかかる時間を２．０秒で設定する場合、その２．０秒が非励磁状態で維持される
時間となるので、結果的に第３の作動パターンで動作するのと同様の動作態様を実現でき
る。
【０９８９】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００と第３入賞口６４ｂとの間に釘ＫＧ１が配
設され、釘ＫＧ１の状態次第で、入賞ユニット４００の内部流路から下方へ流下した球の
第３入賞口６４ｂへの入球確率が変化される場合を説明したが、必ずしもこれに限られる
ものではない。
【０９９０】
　例えば、入賞ユニット４００と第３入賞口６４ｂとの間に、第５実施形態で説明した切
替装置５７７０が配設され、切替装置５７７０の動作に対する球の入球タイミング次第で
、第３入賞口６４ｂに入球されるか否かが決定されるものでも良い。この場合、釘ＫＧ１
の状態に左右されずに第３入賞口６４ｂへ入球させることができる。
【０９９１】
　また、例えば、入賞ユニット４００と第３入賞口６４ｂとの間に、２個（又はＮ個）に
１個の割合で第３入賞口６４ｂ側に球を導入する振分装置（例えば、シーソー機構）を配
設しても良い。この場合、釘ＫＧ１の状態に左右されずに、振分装置により２個（又はＮ
個）に１個は第３入賞口６４ｂに入球させることができるので、遊技者は安心して遊技を
行うことができる。
【０９９２】
　上記第１実施形態では、スルーゲート６６，６７の上側を流下する球が、釘ＫＧ１によ
りスルーゲート６６，６７に導かれるように構成される場合を説明したが、必ずしもこれ
に限られるものでない。例えば、スルーゲート６６，６７への案内に、釘ＫＧ１に代えて
、又は釘ＫＧ１と組み合わせて、樹脂材料による構造物を使用しても良い。この場合、樹
脂材料による構造体が釘ＫＧ１よりも状態の変化が生じにくいので、スルーゲート６６，
６７への球の案内を安定させることができる。
【０９９３】
　また、例えば、釘ＫＧ１の配設個数を減らしたり、配設位置を変えたりすることにより
、スルーゲート６６，６７の上側を流下する球が全てスルーゲート６６，６７を通過する
のではなく、一部の球はスルーゲート６６，６７から逸れて流下するように構成しても良
い。
【０９９４】
　上記第１実施形態では、傾倒部材４７０に拾われた球が検出されることで特別図柄２の
抽選を獲得可能であり、傾倒部材４７０に拾われなかった球が第３入賞口６４ｂに入球す
ることで特別図柄１の抽選を獲得可能とされる場合を説明したが、必ずしもこれに限られ
るものではない。
【０９９５】
　例えば、抽選を獲得可能な特別図柄の割り振りを逆転させる（傾倒部材４７０に拾われ
た球が検出されることで特別図柄１の抽選を獲得可能であり、傾倒部材４７０に拾われな
かった球が第３入賞口６４ｂに入球することで特別図柄２の抽選を獲得可能とされる）よ
うにしても良い。この場合、大当たり終了後の電動役物６４０ａの作動パターンを、大当
たりＡ，ａの場合に第２の作動パターンとして、大当たりＢ，Ｃ，ｂ，ｃの場合に第３の
作動パターンとすれば、第１実施形態で説明した遊技性と同様の遊技性を保つことができ
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る。更に、第１実施形態で説明した場合と異なり、第３入賞口６４ｂに球が入球し易い状
態において小当たり遊技が発生し易く、特定入賞口６５ａに球が入球し易いよう構成され
ることから、第３入賞口６４ｂから零れた球が特定入賞口６５ａに拾われる事態を生じさ
せ易くすることができる。
【０９９６】
　また、例えば、傾倒部材４７０に拾われた球が検出されることで特別図柄２の抽選を獲
得可能な条件下で、第３入賞口６４ｂに入球することでも特別図柄２の抽選を獲得可能と
しても良い。この場合、特定入賞口６５ａを入賞ユニット４００の左右外端よりも左右方
向外側に張り出さない寸法および位置で配設するようにしても良い。
【０９９７】
　電動役物６４０ａが第２の作動パターンで駆動される場合には、先端部４５１に拾われ
て入賞ユニット４００の内部を流下したほとんどの球が入賞ユニット４００から排出され
第３入賞口６４ｂ側へ流下する。一方で、電動役物６４０ａが第３の作動パターンで駆動
される場合には、先端部４５１に拾われて入賞ユニット４００の内部を流下したほとんど
の球が傾倒部材４７０に拾われることで、第３入賞口６４ｂ側へは流れ出ない。そして、
特定入賞口６５ａは、入賞ユニット４００から排出され第３入賞口６４ｂ側へ流下した球
の内、第３入賞口６４ｂから零れた球を受け入れるよう配設されることで、新たな遊技性
を構成することができる。
【０９９８】
　即ち、電動役物６４０ａが第２の作動パターンで駆動されるか、第３の作動パターンで
駆動されるかに関わらず、特別図柄２の抽選を獲得可能とされる。そのため、小当たり遊
技として特定入賞口６５ａの開閉が頻繁に生じ得る。
【０９９９】
　ここで、電動役物６４０ａが第２の作動パターンで駆動される場合には、先端部４５１
に拾われて入賞ユニット４００の内部を流下した球のほとんどが第３入賞口６４ｂ側へ流
下するので、その内の何割かが第３入賞口６４ｂから零れて特定入賞口６５ａに入球する
ことで、遊技者は多量の賞球の払い出しを受けることができる。
【１０００】
　一方、電動役物６４０ａが第３の作動パターンで駆動される場合には、ほとんどの球が
特定入賞口６５ａ側に向かわない（傾倒部材４７０に拾われる）ので、特定入賞口６５ａ
への入球が生じ難く、遊技者は多量の賞球の払い出しを受けることはできない。
【１００１】
　このように、電動役物６４０ａが第２の作動パターンで駆動されるか、第３の作動パタ
ーンで駆動されるかに関わらず、遊技者は特別図柄２の抽選を獲得可能とされることから
特定入賞口６５ａの開閉が頻繁に生じるが、電動役物６４０ａの作動パターンの違いによ
って特定入賞口６５ａへ球が案内される確率が変化することで、特定入賞口６５ａの開放
時（小当たり遊技発生時）に特定入賞口６５ａに入球させ多量の賞球が得られる場合と、
そうでない場合とを生じさせるという遊技性を構成することができる。
【１００２】
　上記第１実施形態では、入賞ユニット４００に流入した球により遊技者が得られる利益
として、球が検出センサ４３５の開口４３５ａを通過した場合には特別図柄の抽選はされ
ず、賞球の払い出しのみがされる一方で、球が第３入賞口６４ｂを通過した場合には特別
図柄１の抽選がされ、賞球の払い出しもされるよう設定される場合を説明したが、必ずし
もこれに限られるものではない。例えば、球が検出センサ４３５の開口４３５ａを通過し
た場合に特別図柄１の抽選がされ、賞球の払い出しもされる一方で、球が第３入賞口６４
ｂを通過した場合に特別図柄の抽選はされず、賞球の払い出しのみがされるよう設定して
も良い。
【１００３】
　この場合、第１の作動パターンでは、球が稀に開口４３５ａを通過することで、第１入
賞口６４への入球数に加えて開口４３５ａを通過することで特別図柄１の抽選頻度が増加
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する。
【１００４】
　第２の作動パターンでは、球は先端部４５１に拾われ電動役物６４０ａの励磁状態にお
いて傾倒部材４７０の正面側を通り第３入賞口６４ｂに入賞しやすくされるので、入賞ユ
ニット４００に流入した球によって特別図柄の抽選頻度は増加されず、賞球の払い出しが
多くなる。入賞ユニット４００は、開口４３５ａを球が通過可能に開放されている場合に
おいても開口４３５ａの球の通過は１０個に１個の割合とされることから、動作時間ｔ２
ｂの開口４３５ａの開放では球が開口４３５ａ側に流入することはほとんどない。そのた
め、第２の作動パターンにおいて、特別図柄１の抽選頻度の上昇はほとんど起きない。
【１００５】
　第３の作動パターンでは、待機時間ｔ３ａにおいて先端部４５１に拾われた球は、動作
時間ｔ３ｂにおいて傾倒部材４７０に拾われ易いので、特別図柄２の抽選頻度が増加する
。また、動作時間ｔ３ｂにおいては、先端部４５１の正面側を球が通り開口４３５ａを通
過し得るので、特別図柄１の抽選頻度も増加する。
【１００６】
　また、検出センサ４３５ａの開口４３５ａを、アウト口（賞球の払い出し無し、図柄抽
選無しであり、遊技領域から球を排出する開口部）として、単に球の通過を計数するため
のセンサとして利用しても良い。この場合、開口４３５ａにより、開口４３５ａを球が通
過する頻度を計測することができる。
【１００７】
　また、第２入賞口６４０の機能と、第３入賞口６４ｂの機能とを逆で設定しても良い。
この場合、特殊確変状態とする場合の作動パターンを第２の作動パターンとし、確変状態
とする場合の作動パターンを第３の作動パターンに設定すれば良く、第３入賞口６４ｂに
球が入球する抽選で小当たりを発生させ、第３入賞口６４ｂから逸れた球が特定入賞口６
５ａに入球し得るパチンコ機を構成することができる。
【１００８】
　これにより、第３入賞口６４ｂの真上に配置される釘ＫＧ１の状態として、球が第３入
賞口６４ｂに入り易ければ、小当たりは生じ易いが第３入賞口６４ｂから逸れる球は少な
いために特定入賞口６５ａの入賞数が過多となることは抑制できる一方で、第３入賞口６
４ｂの真上に配置される釘ＫＧ１の状態として、球が第３入賞口６４ｂに入り難ければ、
小当たりは生じ難いが第３入賞口６４ｂから逸れる球は多いために一旦特定入賞口６５ａ
が開放されれば多量の球を特定入賞口６５ａに入球させ得る。即ち、第３入賞口６４ｂへ
入球し易いかどうか（有利不利）と、特定入賞口６５ａへ入球し易いかどうか（不利有利
）とがバランスするパチンコ機を構成することができる。
【１００９】
　上記第１実施形態では、上側可変入賞装置７００において、貯留板部７１５間に球が４
個まで貯留可能な場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、貯
留板部７１５が間に球を１個だけ配置可能な形状で形成されるようにしても良い。この場
合、貯留板部７１５間で停留される球は移動床部材７４０に乗っており、その球に衝突し
た球を検出センサ７５０の開口部７５１に流入させることができる。この場合、球が検出
センサ７５０の開口部７５１を通り易い状態にあるか否かを、貯留板部７１５間における
球の有無を確認することで容易に把握することができるので、貯留板部７１５間の球の個
数を数える必要がある場合に比較して遊技者の遊技負担を低減することができる。
【１０１０】
　上記第１実施形態では、上側可変入賞装置７００において、貯留板部７１５の左右両側
において複数の検出センサ７５０が配置される場合を説明したが、必ずしもこれに限られ
るものではない。例えば、検出センサ７５０の配設個数は１個でも良い。また、１個配置
する場合において、貯留板部７１５の左右に配置されるいずれかを残し、何れかを除外す
るようにしても良いし、貯留板部７１５の前後に位置ずれして検出センサ７５０が配置さ
れるようにしても良い。
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【１０１１】
　貯留板部７１５の正面側に検出センサ７５０が配置される場合には開口部７５１を通過
する球を遊技者に見せ易くすることができる。一方、貯留板部７１５の背面側に検出セン
サ７５０が配置される場合には開口部７５１を通過する球が貯留板部７１５に貯留される
球に隠される作用を付加することができるので、開口部７５１に対する遊技者の注目力を
向上させることができる。
【１０１２】
　上記第１実施形態では、上側可変入賞装置７００において、ラウンド遊技における規定
個数と貯留板部７１５間に貯留可能な球の個数との関係が、１０個対４個である場合を説
明したが、個数の関係は任意に定められるものであり、必ずしもこれに限られるものでは
ない。例えば、１０個対１０個とする場合、上側可変入賞装置７００に対して、規定個数
を超える個数の球の入賞（１１個以上の入賞、オーバー入賞）があった場合に、開口部７
５１を球が通過するパチンコ機を構成することができる。この場合、規定個数の入球に留
まる場合に比較してラウンド遊技において得られる賞球個数が増加する喜びと、大当たり
遊技が終了した後に移行される遊技状態が有利な状態になることに対する喜びとを、遊技
者に同時に与えることができる。
【１０１３】
　上記第１実施形態では、移動上蓋部材７３０と移動床部材７４０とが連動する場合を説
明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、移動上蓋部材７３０を駆動す
る駆動装置とは別で移動床部材７４０を駆動する駆動装置を設けるようにしても良い。
【１０１４】
　この場合の動作パターンは、上記第１実施形態で説明したような動作パターンに加えて
、多種多様な動作パターンを構成することができる。例えば、移動上蓋部材７３０が後退
位置に配置された場合に、移動床部材７４０を後退位置に配置することもできる。この場
合、移動上蓋部材７３０の正面側を通過した球が貯留板部７１５の間の位置に貯留されな
いようにすることができるので、球が開口部７５１に入球する可能性を低めることができ
る。
【１０１５】
　また、例えば、移動上蓋部材７３０が後退位置に配置された場合に、移動床部材７４０
を単独で前後（繰り返し）動作させるようにしても良い。この場合において、移動床部材
７４０が後退位置に維持される期間が０．２秒よりも長い場合には貯留板部７１５の間の
位置から球を排出させることができ、一方、移動床部材７４０が後退位置に維持される期
間が０．２秒よりも短い場合には貯留板部７１５の間の位置に球を留めることができる。
【１０１６】
　また、例えば、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置された場合に、移動床部材７４０
を前進位置に配置することもできる。この場合、ラウンド遊技中に移動上蓋部材７３０が
開閉を繰り返すような駆動態様であっても、貯留板部７１５の間の位置に球が貯留される
状態を維持することができる。更に、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置されてから、
移動床部材７４０を前進位置から後退位置に変位させるまでに数秒のタイムラグが生じる
ようにすることで、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置される直前に多数の球がまとま
って入球したような場合に、それらの球が開口部７５１側に到達し、開口部７５１を通過
し得るタイミングまで貯留板部７１５の間の位置から球を排出しないようにすることがで
きる。
【１０１７】
　上記第１実施形態では、上側可変入賞装置７００は、大当たり遊技において開閉される
場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、上側可変入賞装置７
００が小当たり遊技において開閉されるよう構成し、検出センサ７５０を、開口部７５１
を球が通過することにより大当たり遊技を実行可能とするための検出センサとして構成し
ても良い。
【１０１８】
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　ここで、小当たり遊技における上側可変入賞装置７００の開放時間の合計が１．８秒ま
でとされる場合において、移動上蓋部材７３０を後退位置に配置したら０．１２秒経過す
る度に前進位置に配置させるという規則で移動上蓋部材７３０を前後に繰り返し変位させ
る状態において、移動上蓋部材７３０を後退位置に１５回まで配置することができる（０
．１２×１５＝１．８）。
【１０１９】
　移動上蓋部材７３０が前進位置に配置される場合において貯留板部７１５の間の位置に
配置される球が排出されないよう移動床部材７４０が駆動される場合、移動上蓋部材７３
０が後退位置に配置される状態で移動上蓋部材７３０の正面側を流下した球を貯留板部７
１５の間の位置に貯留することができ、球を開口部７５１に入球させ易い。移動上蓋部材
７３０と移動床部材７４０とが連動する場合には、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置
される状態が０．２秒未満とされる駆動態様に対応する。
【１０２０】
　一方、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置される場合において貯留板部７１５の間の
位置に配置される球が排出され得るよう移動床部材７４０が駆動される場合、移動上蓋部
材７３０が後退位置に配置される状態で移動上蓋部材７３０の正面側を流下した球が貯留
板部７１５の間の位置から次々に排出され、球を開口部７５１に入球させ難い。移動上蓋
部材７３０と移動床部材７４０とが連動する場合には、移動上蓋部材７３０が前進位置に
配置される状態が０．２秒以上とされる駆動態様に対応する。
【１０２１】
　小当たり遊技は、予め規定された駆動パターンで移動上蓋部材７３０及び移動床部材７
４０が開閉されることになる。移動上蓋部材７３０と移動床部材７４０とが連動する場合
には、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置される状態が０．２秒未満の状態が繰り返さ
れる期間に多数の球を上側可変入賞装置７００に入球させることが好ましいが、例えば、
０．１秒と０．３秒との違いを見分けることは困難である。
【１０２２】
　そこで、小当たり遊技の駆動パターンとして、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置さ
れる状態が０．２秒未満の状態が繰り返される期間よりも、発射した球が到達するまでの
期間だけ前倒ししたタイミングで、上側可変入賞装置７００へ向けて球を発射することを
促す報知を実行するようにしても良い。この報知に従い球を発射すれば、貯留板部７１５
の間の位置に球を貯留させ開口部７５１に球を入球させ易くすることができる。このよう
に、球の発射の適切なタイミングを報知するようにすることで、報知外のタイミングで球
を発射することによる球損の発生を回避し易くすることができる。
【１０２３】
　小当たり遊技の駆動パターンとして、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置される状態
が０．２秒未満の状態が繰り返される期間が２回用意され、その間に移動上蓋部材７３０
が前進位置に配置される状態が０．２秒以上の状態が繰り返される期間が配置されるよう
にする場合、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置される状態が０．２秒未満の状態が繰
り返される１回目の期間において球が開口部７５１に入球しなかった場合に、移動上蓋部
材７３０が前進位置に配置される状態が０．２秒未満の状態が繰り返される２回目の期間
の前に、上側可変入賞装置７００へ向けて球を発射することを促す報知を実行するように
しても良い。
【１０２４】
　この場合、例えば、球発射装置の詰まりなどで球を発射できていなかった場合において
も、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置される状態が０．２秒以上の状態が繰り返され
る期間が長めに（例えば、１５秒で）設定される場合には、その間に球発射装置の詰まり
を修復できる可能性を高めることができる。
【１０２５】
　なお、発射した球が到達するまでの期間だけ前倒ししたタイミングは、上側可変入賞装
置７００の配置次第で変更され得る。上記第１実施形態のように遊技領域の上端部付近に
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配置される場合には１～２秒とされるが、遊技領域の右下端位置等に配置される場合には
もっと長く、その上流側における球経路（釘ＫＧ１により形成される経路または樹脂部材
により流路形成される経路）の長さによっては、５～１０秒程度の長さまで幅が生じる。
【１０２６】
　また、移動上蓋部材７３０と移動床部材７４０とが連動する場合を例示したが、移動上
蓋部材７３０と移動床部材７４０とが独立で駆動するように構成される場合において、移
動床部材７４０が後退位置に配置される期間が０．２秒未満となる駆動態様で繰り返し動
作される期間を狙って、上述の報知を行うようにしても良い。
【１０２７】
　この場合、移動床部材７４０の動作態様と、移動上蓋部材７３０の動作態様とは対応し
ないので、移動上蓋部材７３０が前進位置に配置される期間の長さを見て、移動床部材７
４０の動作と対応付けることは困難となる。従って、上述の報知に対する注目力を向上さ
せることができる。
【１０２８】
　上記第１実施形態では、一対の貯留板部７１５の間に球が貯留されている間において、
球を開口部７５１に入球させ易い場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではな
い。例えば、動作により、開口部７５１に球を誘導する誘導状態と、誘導しない非誘導状
態とで状態が変化される状態変化手段が配設され、その状態変化手段の動作は、一対の貯
留板部７１５から排出された球の運動エネルギーにより行われるよう構成しても良い。こ
の場合、一対の貯留板部７１５の間から球が排出された後において開口部７５１に入球さ
せ易くできる遊技機を構成することができる。
【１０２９】
　上記第１実施形態では、一対の貯留板部７１５への球の進入を、球によって妨害する場
合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、一対の貯留板部７１５
の間の領域への球の入球の可否を切り替える開閉手段を配設しても良い。この場合、一対
の貯留板部７１５の間の位置が球で満タンになる前においても、開閉手段により一対の貯
留板部７１５の間に球が進入できない状態を構成することができ、球が開口部７５１を通
過する事態を生じさせることができる。
【１０３０】
　この場合において、開閉手段の大きさとして種々の態様を例示することができるが、正
面視における大きさが球の大きさよりも小さくすることで、開閉手段を目立たせないよう
にすることができ、球が開口部７５１へ流入するタイミングを遊技者に予測され難くする
ことができる。
【１０３１】
　また、開閉手段の正面視における大きさを球の大きさよりも大きくすることで、開閉手
段の状態を遊技者に把握させ易くすることができ、球が開口部７５１へ流入するか否かを
判別し易くすることができる。
【１０３２】
　上記第１実施形態では、第２特定入賞口７００ａを通過した球は一対の貯留板部７１５
の間の領域に高確率で案内される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではな
い。例えば、貯留板部７１５と第２特定入賞口７００ａとの間に球と接触可能な配置で釘
ＫＧ１が配設されるようにしても良い。
【１０３３】
　これにより、一対の貯留板部７１５の間の領域が満タンになる前に、釘ＫＧ１と衝突し
た球が検出センサ７５０の開口部７５１を通過するイレギュラー入賞が誘発され易くなる
ようにすることができる。特に、第２特定入賞口７００ａを複数の球が連なって通過した
時など、球同士の接触により流下が乱れた場合にイレギュラー入賞が誘発され易くなる。
【１０３４】
　一方で、釘ＫＧ１は、一対の貯留板部７１５に貯留されている球とは非接触となるよう
な位置に配置される。これにより、一対の貯留板部７１５に貯留された球の排出をスムー
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ズに行わせることができる。
【１０３５】
　なお、球と接触可能な配置で配設されるのは、必ずしも釘である必要はない。例えば、
基礎板部材７１０から前側に突設される突設部を構成し、この突設部と球とが衝突するよ
うにしても良い。この場合、釘ＫＧ１の場合に比較して、突設部の形状の設計自由度を向
上させることができる。例えば、左右方向に長く開口部７５１に近づく程に下降傾斜する
突条状に形成することで、開口部７５１に球が案内される可能性を高めることができる。
【１０３６】
　また、例えば、基礎板部材７１０の正面側に可動部材を配設するようにし、その可動部
材に衝突した球が、可動部材により勢いを付けられることで、球が開口部７５１に案内さ
れ得るようにしても良い。可動部材の動作は、回転動作でも良いし、直線方向のスライド
動作でも良いし、それらの組合せによる動作でも良い。
【１０３７】
　また、例えば、第２特定入賞口７００ａが左右方向に往復変位したり、検出センサ７５
０及び貯留板部７１５が左右方向に往復変位したりすることで、タイミング次第で、第２
特定入賞口７００ａを通過した球が一対の貯留板部７１５側ではなく、検出センサ７５０
の開口部７５１側に流れる場合が生じるようにしても良い。
【１０３８】
　上記第１実施形態では、第２特定入賞口７００ａの真下に球が貯留される場合を説明し
たが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、第２特定入賞口７００ａの下流側
に斜め下方に延びる球通路が形成され、その球通路の下流側端部に検出センサ７５０の開
口部７５１が形成され、球通路の途中位置において球貯留部が下方に延び、その球貯留部
の下端に移動床部材７４０が配設される構成において、球貯留部が満タンになると後追い
の球が球貯留部の最上部の球の上を転動して球通路を下流側に流れ、その球が検出センサ
７５０の開口部７５１を通過するように構成しても良い。
【１０３９】
　また、第２特定入賞口７００ａの開口方向は斜め方向に向いていても良く、その第２特
定入賞口７００ａを開閉する部材はスライド変位するものでなくても、回動変位するもの
（例えば、一対の開閉部材で構成されるチューリップタイプの一の開閉部材を利用したも
の）でも良い。
【１０４０】
　なお、第２特定入賞口７００ａの下流側に斜め下方に延びる球通路の方向は何ら限定さ
れるものではない。例えば、正面視で斜め下方（左右側へ向かうにつれて下方へ向かう斜
め）でも良いし、左右方向視で斜め下方（前後側へ向かうにつれて下方へ向かう斜め）で
も良い。
【１０４１】
　特に、後側へ向かうにつれて下方へ向かう斜めの場合、開口部７５１を、球貯留部より
も手前側に配置することができる。これにより、球貯留部に貯留される球よりも、開口部
７５１を通過する球を目立たせることができるので、開口部７５１における球の通過を遊
技者が視認し易くすることができる。
【１０４２】
　上記第１実施形態では、一対の貯留板部７１５の上端部に球が配置されるために一対の
貯留板部７１５の間に配置する必要のある球の個数が一定である場合を説明したが、必ず
しもこれに限られるものではない。例えば、時間経過に合わせて移動床部材７４０の上面
の上下位置が上下方向に変化することや、移動床部材７４０として貯留板部７１５の下端
の球を乗せる板部材が複数枚で上下方向に並設され上から順に開放されるように動作する
こと等により、一対の貯留板部７１５の間に配置される複数の球の内、最下端に配置され
る球の上下位置を変化させることで、一対の貯留板部７１５の上端部に球が配置されるた
めに一対の貯留板部７１５の間に配置する必要のある球の個数が変化するようにしても良
い。
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【１０４３】
　また、一対の貯留板部７１５の左右間隔が変化するように貯留板部７１５が変位可能に
構成されても良い。この場合において、左右間隔が球の直径よりも若干長い間隔である場
合には４個で満タンになるとしても、左右間隔が球の直径の２倍よりも若干長い間隔であ
る場合には８個で満タンになるので、検出センサ７５０の開口部７５１に球を通過させる
難易度を変化させることができる。
【１０４４】
　また、４個で満タンになるように構成する場合であっても、一対の貯留板部７１５の左
右間隔が球の直径よりも若干長い間隔である場合に比較して、一対の貯留板部７１５の左
右間隔が球の直径の２倍よりも若干長い間隔である場合の方が、貯留板部７１５の上下長
さを半分にすることができるので、球を貯留するための高さ寸法を短くすることができる
。これにより、貯留板部７１５の設計自由度を向上させることができる。
【１０４５】
　上記第１実施形態では、一対の貯留板部７１５の間の位置に配置される球を常に視認で
きるよう構成される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、
貯留板部７１５の間の位置における球の視認性を低下可能に構成する（例えば、可動部材
で目隠しするように構成したり、光の加減で見え難くするように構成したりする）ように
しても良い。この場合、一対の貯留板部７１５の間の位置で球が満タンになるタイミング
を遊技者に予想され難くすることができる。
【１０４６】
　なお、一対の貯留板部７１５の間の位置に貯留される球の個数が４個の場合を説明した
が、必ずしもこれに限られるものではない。０個でも良いし、１個でも良いし、３個でも
良いし、５個以上でも良い。例えば８個（規定個数に近い数字）とすることで、第３の特
別作動パターンにおいて検出センサ７５０の開口部７５１に球が通過する可能性を大きく
低下させることができる。
【１０４７】
　上記第１実施形態では、一対の貯留板部７１５の間の位置に貯留され、移動床部材７４
０が後退位置に配置されることで流下される球は球抜き開口７８２を通り遊技領域から排
出される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、移動床部材
７４０が後退位置に配置されることで流下される球が、複数孔を有するクルーンに排出さ
れるようにしても良い。
【１０４８】
　このクルーンは、複数孔の内の１つを検出センサ７５０の開口部７５１と同様の機能を
有する特定孔とすることで、ラウンド遊技中に球が開口部７５１を通過することが確認で
きないままに移動床部材７４０が後退位置に配置され、一対の貯留板部７１５の間の位置
から球が流されたとしても、遊技者はクルーンの特定孔に球が入球することによる利益を
獲得できる可能性があるので、一対の貯留板部７１５の間の位置から流された球に対する
注目力を向上させることができる。
【１０４９】
　上記第１実施形態では、一対の貯留板部７１５の間の位置に貯留された球ではなく、そ
の貯留された球の後追いの球が開口部７５１を通過し得る場合を説明したが、必ずしもこ
れに限られるものではない。例えば、貯留板部７１５の途中部分が開閉可能に構成されて
おり、その開閉部分の下流側にも検出センサ７５０が配設されており、貯留板部７１５の
途中部分が開放されることで、一対の貯留板部７１５の間に貯留された球の内のいずれか
が流され、検出センサ７５０の開口部７５１を通過し得るように構成しても良い。
【１０５０】
　上記第１実施形態では、移動上蓋部材７３０の駆動装置と移動床部材７４０の駆動装置
とが共にソレノイド７６３であり、移動上蓋部材７３０の動作と移動床部材７４０の動作
とが連動する場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、移動床
部材７４０の駆動用にソレノイド７６３とは別の駆動装置を設け、互いに独立して動作可
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能にしても良い。この場合、上記第１実施形態で説明した動作態様に加えて、移動上蓋部
材７３０及び移動床部材７４０の双方が前進位置に配置される場合や、移動上蓋部材７３
０及び移動床部材７４０の双方が後退位置に配置される場合を構成可能となる。
【１０５１】
　上記第１実施形態では、移動上蓋部材７３０が左右両側に下降傾斜する板形状に形成さ
れる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、移動上蓋部材７
３０を一方向に傾斜する平板形状で形成しても良い。この場合であっても、移動上蓋部材
７３０が後退位置へ向けて変位開始するよりも若干早く移動床部材７４０が前進位置へ変
位するという動作の順番が好適に機能して、移動上蓋部材７３０が後退位置に変位するの
と同時に移動上蓋部材７３０の正面側を流れた球が、移動床部材７４０が前進位置に配置
されるよりも前に移動床部材７４０の正面側を通過するという事態を避けることができる
。
【１０５２】
　上記第１実施形態では、移動上蓋部材７３０が後退位置へ向けて変位開始するよりも若
干早く移動床部材７４０が前進位置へ変位する動作順序である場合を説明したが、必ずし
もこれに限られるものではない。例えば、移動上蓋部材７３０と移動床部材７４０とが同
時に変位しても良いし、動作順序が逆でも良い。
【１０５３】
　また、移動床部材７４０が後退位置へ向けて変位開始するよりも若干早く移動上蓋部材
７３０が前進位置へ変位する動作順序である場合を説明したが、必ずしもこれに限られる
ものではない。例えば、移動上蓋部材７３０と移動床部材７４０とが同時に変位しても良
いし、動作順序が逆でも良い。
【１０５４】
　上記第１実施形態では、前進位置に配置される移動上蓋部材７３０の上面を転動する球
の背面側に配設される基礎板部材７１０の前面が平滑面である場合を説明したが、必ずし
もこれに限られるものではない。例えば、移動上蓋部材７３０の上面を転動する球の流下
方向と交差する方向（例えば、上下方向）に長尺な突条形状で基礎板部材７１０の前面か
ら正面側へ突設される複数の減速突起が、球の流下方向に沿って並べられるようにしても
良い。この代わりに、又はこれに加えて、移動上蓋部材７３０の上面を階段状に形成して
、球の流下速度を減速させるように構成しても良い。
【１０５５】
　これにより、移動上蓋部材７３０の上面を転動流下する球の流下速度を低下させること
ができるので、移動上蓋部材７３０の一度の開放（前進位置から後退位置に変位すること
）で移動上蓋部材７３０の正面側を通過する球の個数を多くすることができるので、移動
上蓋部材７３０が閉鎖状態（前進位置に配置された状態）とされた場合に一対の貯留板部
７１５の間から球が抜けていくという構成であっても、一対の貯留板部７１５の間に球を
溜めやすくすることができ、検出センサ７５０の開口部７５１を球が通過する可能性を高
めることができる。
【１０５６】
　上記第１実施形態では、移動上蓋部材７３０の下流側に一対の貯留板部７１５や移動床
部材７４０や検出センサ７５０が配設される場合を説明したが、必ずしもこれに限られる
ものではない。例えば、移動上蓋部材７３０の構成を省略し、球が一対の貯留板部７１５
や移動床部材７４０や検出センサ７５０の側へ常に流下可能な状態とされていても良い。
【１０５７】
　上記第１実施形態では、大当たり遊技において、１ラウンド目では移動上蓋部材７３０
が動作され第２特定入賞口７００ａに入球可能とされ、２ラウンド目以降のラウンド遊技
では特定入賞口６５ａが開放され特定入賞口６５ａに入球可能とされる場合を説明したが
、必ずしもこれに限られるものではない。どのラウンド遊技でどちらの特定入賞口６５ａ
，７００ａに入球可能となるように制御するかは任意に設定可能とされる。
【１０５８】
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　例えば、２ラウンド目以降のラウンド遊技においても移動上蓋部材７３０が動作され第
２特定入賞口７００ａに入球可能となるように制御されても良い。この場合、特定入賞口
６５ａへの入球が小当たり遊技でのみ生じるように構成することができる（全ラウンド遊
技において移動上蓋部材７３０が動作され第２特定入賞口７００ａに入球可能となるよう
に制御される場合に相当）ので、特定入賞口６５ａへの入球に対する賞球の払い出し個数
の設定が、大当たり遊技における賞球個数に影響を与えることを回避することができる。
【１０５９】
　そのため、例えば、第２特定入賞口７００ａへの入球に対する賞球の払い出し個数より
も、特定入賞口６５ａへの入球に対する賞球の払い出し個数を多く設定することで、大当
たり遊技による賞球個数を抑える一方で、小当たり遊技による賞球個数が増大される遊技
機を構成することができる。
【１０６０】
　また、例えば、第２特定入賞口７００ａへの入球に対する賞球の払い出し個数よりも、
特定入賞口６５ａへの入球に対する賞球の払い出し個数を少なく設定することで、小当た
り遊技による賞球個数を抑える（例えば、発射球と同等の賞球個数を維持する程度に抑え
る）一方で、大当たり遊技による賞球個数が増大される遊技機を構成することができる。
【１０６１】
　なお、複数のラウンド遊技において移動上蓋部材７３０が動作され第２特定入賞口７０
０ａに入球可能となるように制御される場合、大当たり遊技後の遊技状態が開口部７５１
に遊技球が通過するか否かで変化するという事象については、第２特定入賞口７００ａに
入球可能となるように制御される少なくとも１のラウンド遊技において遊技球が開口部７
５１を通過すれば、開口部７５１に遊技球が通過したと認められる。
【１０６２】
　上記第１実施形態では、特別図柄１の抽選で小当たりと判定されない場合を説明したが
、必ずしもこれに限られるものではない、例えば、特別図柄１でも特別図柄２でも小当た
りと判定され得るようにしても良いし、特別図柄１で小当たりと判定され得る一方で特別
図柄２では小当たりと判定され得ないように構成しても良い。
【１０６３】
　上記第１実施形態では、通常中の電動役物６４０ａの作動パターンが第１の作動パター
ンとされる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、通常中の
電動役物６４０ａの作動パターンが第３の作動パターンとなるように構成しても良い。
【１０６４】
　この場合、通常中（特別図柄の低確率状態）から第２入賞口６４０に球が入球し得るこ
とになるが、特別図柄の低確率状態における特別図柄２の変動時間は、大当たりを除き長
期間（本実施形態では１０分）で設定されるので、特別図柄２の抽選で大当たりを獲得す
るようなことは稀であり、基本的には第１入賞口６４への入球による特別図柄１の抽選で
大当たりを目指す遊技性を構築することができる。
【１０６５】
　この場合において、例えば、大当たりＢの大当たり遊技を実行した後における遊技状態
が次に大当たりを獲得するまでは高確率状態とされ、電動役物６４０ａの作動パターンが
第２の作動パターンに設定される状態が特別図柄の抽選が１００回終了するまで継続する
ように設定すると、１０１回目の特別図柄の抽選以降において電動役物６４０ａを第３の
作動パターンで動作させることになり、これは大当たりＡの大当たり遊技を実行した後に
おける遊技状態と同じである。即ち、大当たり遊技終了後に規定回数（上記第１実施形態
では１００回）の特別図柄の抽選を挟んで特殊確変状態に移行する場合を構成可能とする
ことができる。
【１０６６】
　なお、大当たりＣの場合も、電動役物６４０ａの作動パターンが第２の作動パターンに
設定される状態が特別図柄の抽選が１００回終了するまで継続するように構成され、１０
１回目の特別図柄の抽選以降において電動役物６４０ａは第３の作動パターンで動作する
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ように制御されるが、特別図柄の低確率状態なので、単に通常状態へ移行することになる
。
【１０６７】
　上記第１実施形態では、大当たり種別の振分けが特別図柄１と特別図柄２とで異なる場
合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、特別図柄１と特別図柄
２とで大当たり種別の振分けが同じとなるように設定しても良い。この場合、どちらの特
別図柄で大当たりを獲得したとしても差が生じないので、特別図柄１の大当たりに係る抽
選と特別図柄２の大当たりに係る抽選とを同一視することができる。この場合、例えば、
特別図柄２の抽選が長時間変動で実行される場合（例えば、１０分の変動）を除外し、特
別図柄１の抽選で選択される変動時間と同様の変動時間とすることで、あたかも、特別図
柄の保留球数が８個（特別図柄１の保留球数４個と特別図柄２の保留球数４個との合計）
である遊技機を構成することができる。
【１０６８】
　また、例えば、特別図柄１の大当たりの内、大当たり遊技終了後の遊技状態が高確率状
態となる大当たり種別と、大当たり遊技終了後の遊技状態が低確率状態となる大当たり種
別との比率（上記第１実施形態において１：１）と、特別図柄２の大当たりの内、大当た
り遊技終了後の遊技状態が高確率状態となる大当たり種別と、大当たり遊技終了後の遊技
状態が低確率状態となる大当たり種別との比率（上記第１実施形態において１：１）とを
異ならせるように構成しても良い。
【１０６９】
　この場合において、特別図柄２の大当たりの方が、特別図柄１の大当たりに比較して、
大当たり遊技終了後の遊技状態が高確率状態となる大当たり種別の割合が大きいように構
成することで、特別図柄２の大当たりが連続して発生し易い状態に移行可能な遊技機を構
成することができる。
【１０７０】
　上記第１実施形態では、社名表示演出やカード忘れ防止表示演出の表示と同時に方向操
作部表示８１６を表示可能とされる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものでは
ない。例えば、社名表示演出やカード忘れ防止表示演出の後に、方向操作部表示８１６を
表示して音量光量を調整可能となる調整期間を設けるようにしても良い。この場合、時間
表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達するタイミングは、調整期間の終了タイミン
グを意味すると同時に、大当たり遊技終了後の変動演出の開始タイミングを意味するので
、遊技者は時間表示８１１を視認しておけば、調整期間における音量光量の調整から変動
演出の開始タイミング後の球発射までの行動を、適切なタイミングでスムーズに行うこと
ができる。
【１０７１】
　エンディング演出の期間は大当たり種別により規定されるところ、エンディング演出の
内部構成については大当たり種別が同じであっても変更可能となる。調整期間を設ける場
合、調整期間が設けられていない場合に比較して、エンディング表示演出、社名表示演出
およびカード忘れ防止表示演出を実行する期間が狭められることになるが、いずれかの演
出の継続時間を短くしたり、複数の演出を同時に行ったりすることで、遊技者に違和感を
与えることなくエンディング演出を実行することができる。
【１０７２】
　調整期間を設けるか否かは、任意に設定することができるが、例えば、大当たり遊技中
に実行される演出が、複数のバリエーションの内、特に光量が強くなり易い（光量最強）
演出または特に音量が大きくなり易い（音量最大）とされた場合に、エンディング演出に
おいて調整期間を設けるようにしても良い。これにより、遊技者の遊技負担を低下させる
ことができる。
【１０７３】
　調整期間を設けるかどうかとは無関係に、エンディング表示演出、社名表示演出および
カード忘れ防止表示演出の長さを変更することができる。例えば、大当たりが連荘してい
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る最中において、短期間に何度も見ても情報量が増加するわけではない社名表示演出およ
びカード忘れ防止表示演出の長さを短くしたり同時に表示したりすれば、その分だけエン
ディング表示演出を長くすることができる。エンディング表示演出は、実際に獲得できた
賞球個数（現在実行中の大当たり遊技のみでも良いし、連荘中における累積でも良い）や
、大当たり遊技終了後の遊技状態という、遊技者にとっての重要性が高い情報が表示され
るので、表示期間を長くすることで、遊技者がその情報を見逃す可能性を低くすることが
できる。
【１０７４】
　例えば、大当たり遊技終了後の遊技状態が低確率状態となる場合、連荘が途絶える可能
性が高いので、その後遊技者が遊技を終えて離席する可能性が高い。そのため、エンディ
ング演出においてカード忘れ防止表示演出の長さを長くすることで、遊技者がカードを持
ち帰り忘れる可能性を低くすることができる。
【１０７５】
　例えば、大当たり遊技終了後の遊技状態が特殊確変状態へ移行する場合、遊技者の出玉
への期待感が最も高まっているタイミングであるので、このタイミングにおいて社名表示
演出を視認させることで、現在遊技しているパチンコ機および製造会社への印象が良くな
るように図ることができる。また、大当たりが連荘すれば、ますます遊技者の期待感が高
まっていくことから、連荘数が上がっていくほどに社名表示演出を長くするように設定す
ることで、印象をよりよくさせることができる。
【１０７６】
　上記第１実施形態では、エンディング演出において音量光量の調整が可能とされる場合
について説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、エンディング演出
において音量光量の調整が実行されたかを判定し、その判定結果が、エンディング演出終
了後の変動演出の決定に影響を与えるよう構成しても良い。
【１０７７】
　例えば、変動演出として、通常の主図柄停止の報知に比較して、光量や音量が大きくな
り易い特定演出（一発告知演出など）が用意されている場合に、直前のエンディング演出
中に光量を下げる調整が実行されたにも関わらず、特定演出を実行すると、ただでさえ光
で目が疲労していると考えられる遊技者に対して、更なる疲労を与える可能性があり、途
中で遊技を中断する可能性がある。そこで、直前のエンディング演出中に光量を下げる調
整が実行された場合には、特定演出は実行されないように制御することで、遊技者の疲労
の回復を待ちながら遊技を継続させることができる。
【１０７８】
　また、大当たり遊技中において、大当たり遊技の終了後の遊技状態で流れる曲を変更す
る操作を遊技者が行った場合には、遊技者はその曲を聞きたいと感じているはずなので、
現在実行中の大当たり遊技のエンディング演出において、方向操作部表示８１６を表示す
る期間を確保するようにしても良い。
【１０７９】
　上記第１実施形態では、エンディング演出の終了タイミングで時間表示８１１の右端部
が終端位置８１２に到達するように構成する場合を説明したが、必ずしもこれに限られる
ものではない。例えば、エンディング演出の終了タイミングにおいて普通図柄の変動表示
が継続中であり、エンディング演出の終了タイミングと普通図柄の次変動の開始タイミン
グとの間に時間差がある場合には、その時間差の分、時間表示８１１の右端部が終端位置
８１２に到達するタイミングをエンディング演出の終了タイミングに対してずらす（遅ら
せる）ようにしても良い。これにより、エンディング演出の後で球を発射しているにも関
わらず、大当たり遊技中から継続中の作動パターン（通常状態における作動パターン、第
１の作動パターン）で電動役物６４０ａが動作している状態の入賞ユニット４００に球が
入球するという事態を回避することができる。
【１０８０】
　即ち、エンディング演出の後で発射した球を、大当たり遊技終了後から移行した後の作
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動パターン（第２の作動パターン又は第３の作動パターン）で電動役物６４０ａが動作し
ている状態の入賞ユニット４００に入球させることができる。
【１０８１】
　この場合においても、エンディング演出が終了したら、特別図柄の保留球があれば、エ
ンディング演出の終了後に特別図柄の変動が開始される。一方で、時間表示８１１の表示
は継続して残したいので、例えば、主表示領域Ｄｍにおいてはエンディング演出の表示を
継続し、副表示領域Ｄｓの小領域Ｄｓ３において特別図柄の変動を表示し、普通図柄の次
変動が開始されるタイミングとなり次第、小領域Ｄｓ３の表示が主表示領域Ｄｍ３に拡大
されながら移動するように構成しても良い。
【１０８２】
　画面上で特別図柄を移動させることになるので、低速変動中（リーチ等）になる前段階
で移動させることが好ましい。そのため、上述のような表示態様（特別図柄の移動）は、
エンディング演出の終了タイミングから普通図柄の次変動の開始タイミングまでの時間差
の方が、特別図柄の低速変動中に移行するまでにかかる時間よりも短いという特定の条件
が整った場合にのみ行うようにしても良い。
【１０８３】
　但し、変動演出の決定は、変動開始時にされるので、エンディング演出の終了よりも後
になる。そのため、上述のような表示態様を行うことができるかどうかは、エンディング
演出中には不明となるので、エンディング演出終了後に、上記特定の条件が整っていると
音声ランプ制御装置１１３に判定された場合に、終端位置８１２を右方に移動させたり、
「＋２秒」等の数字を表示させたりすることで、球発射タイミングが後倒れしたことを報
知するように構成しても良い。この場合、時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到
達することで遊技者は球の発射を開始すると考えられるが、その直後に球発射タイミング
が後倒れしたことの報知がされれば、それを見た遊技者は球の発射を停止させることがで
きる。これにより、球損を最小限とさせることができる。
【１０８４】
　上記第１実施形態では、特定表示８１０や枠ボタン表示８１３等の表示が、第３図柄表
示装置８１の表示画面の一部に表示される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるも
のではない。例えば、表示画面の全体に表示される（全画面表示される）ように構成して
も良いし、表示画面の異なる部分に表示されるようにしても良い。
【１０８５】
　上記第１実施形態では、エンディング演出において時間表示８１１が初めから表示され
る場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、エンディング演出
の途中から表示されても良いし、枠ボタン２２の操作により表示されるようにしても良い
。また、枠ボタン２２の操作を行う度に、時間表示８１１が表示されたり、時間表示８１
１の表示が消えたりするようにしても良い。
【１０８６】
　上記第１実施形態では、時間表示８１１がバーとして表示される場合を説明したが、必
ずしもこれに限られるものではない。例えば、表示画面に任意の数字を表示し、その数字
を目標値（例えば０（ゼロ））までカウントダウンさせていく表示としたり、目標値（例
えば、６００）までカウントアップさせていく表示としても良い。この場合、表示が目標
値となるタイミング（時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達するタイミングに
相当）を遊技者が図り易くすることができる。
【１０８７】
　また、この表示は、第３図柄表示装置８１の表示画面において表示する場合に限られる
ものではない。例えば、第３図柄表示装置８１とは別の第２の表示装置や、７セグメント
表示器を用意して、それら第２の表示装置や、７セグメント表示器においてカウントダウ
ン又はカウントアップさせる表示を実行しても良い。
【１０８８】
　なお、時間表示８１１を、バーとカウントダウン（カウントアップ）との両方で表現す
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るようにしても良い。例えば、時間表示８１１をバーとして表示することに加えて、時間
表示８１１が終端位置８１２に到達する数秒前（例えば３秒前）から、表示画面に数字（
例えば３）を表示し、その数字をカウントダウンさせていく表示を実行しても良い。この
場合、表示が０（ゼロ）となるタイミング（時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に
到達するタイミングに相当）を遊技者が図り易くすることができる。
【１０８９】
　上記第１実施形態では、枠ボタン表示８１３が表示画面に表示されている場合において
、枠ボタン２２の操作が有効になる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものでは
ない。例えば、枠ボタン表示８１３が表示されていなくても枠ボタン２２の操作が有効と
なる状態を構成可能としても良い。
【１０９０】
　上記第１実施形態では、枠ボタン表示８１３が表示画面に表示されている場合において
、枠ボタン２２の操作が有効になる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものでは
ない。例えば、枠ボタン２２の内部に発光手段が配設され、枠ボタン２２が操作可能なタ
イミングで発光手段が発光するように制御しても良い。この場合、操作対象（枠ボタン２
２）の位置を遊技者に把握させ易くすることができる。
【１０９１】
　上記第１実施形態では、エンディング演出において、社名表示演出は、大当たり遊技終
了後に突入する遊技状態が、遊技者にとって最も有利な状態となる場合に実行され、カー
ド忘れ防止表示演出は、大当たり遊技における払い出し個数が８ラウンド分の個数以上（
所定の個数以上）である場合に実行される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるも
のではない。例えば、社名表示演出が実行される条件と、カード忘れ防止表示演出が実行
される条件とを入れ替えても良い。
【１０９２】
　また、社名表示演出またはカード忘れ防止表示演出の少なくとも一方は、大当たり種別
によらず、大当たり遊技の度に常に実行されるように設定しても良いし、所定の大当たり
回数目（例えば、連荘中において奇数回目の大当たりとか、３の倍数の大当たり等）で実
行されるように設定しても良い。
【１０９３】
　なお、エンディング演出の内容は、社名表示演出やカード忘れ防止表示演出に限られる
ものではなく、種々の態様が例示される。例えば、「パチンコは遊技です。のめり込みに
注意しましょう」という、遊技者を落ち着かせるための文字列を表示したり、不慣れな遊
技者等に向けて店員呼び出しボタンの説明をする動画を表示したり、可動役物を待機位置
に復帰させるためのボタン操作について説明する動作を表示したりしても良い。これらい
ずれの表示を実行している間においても、枠ボタン表示８１３を表示して枠ボタン２２の
操作を促したり、時間表示８１１を表示して次演出への移行タイミングを報知したりする
ことができる。
【１０９４】
　上記第１実施形態では、遊技者にとって最も有利な状態は、特殊確変状態である場合を
説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、大当たり遊技終了後の状態
が、確変状態か時短状態（通常状態）かで異なる場合（特殊確変状態には移行しない場合
）には、遊技者にとって最も有利な状態は確変状態とされる。
【１０９５】
　また、大当たり遊技終了後の状態が時短状態のみであり、時短状態が継続する抽選回数
に差がある場合には、時短状態が継続する抽選回数が最も多くなる状態が、遊技者にとっ
て最も有利な状態とされる。
【１０９６】
　また、大当たり遊技終了後の状態が確変状態のみであり、一方の大当たり種別では次回
大当たりまで確変状態が継続される一方で、他方の大当たり種別では所定の抽選回数後は
特殊確変状態に移行される場合（通常状態の電動役物６４０ａの作動パターンが第３の作
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動パターンとされる場合等）には、他方の大当たり種別の方が特殊確変状態において小当
たり遊技中に得られる賞球分有利なので、遊技者にとって最も遊技な状態とされるのは他
方の大当たり種別の大当たり終了後の状態とされる。
【１０９７】
　上記第１実施形態では、エンディング演出において、エンディング表示演出が常に実行
される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、エンディング
表示演出が実行されない大当たり種別を構成しても良い。特に、賞球の払い出し個数が他
の大当たり種別に比較して極端に少ない大当たり種別（例えば、突然確変大当たりや、突
然通常大当たり等）の時には、エンディング表示演出を省略した方が賞球の払い出しが極
端に少ないことを遊技者に意識させないようにすることができ、且つ、大当たり遊技終了
後の図柄の変動を早期に開始させることができる。
【１０９８】
　また、特に、特殊確変状態と大当たり遊技との境目を目立たせずに遊技を行わせるため
の演出（例えば、小当たり遊技における賞球個数と大当たり遊技における賞球個数とを合
算して表記する演出）を構成する際には、連荘中にはエンディング表示演出を省略し、連
荘の終了時にエンディング表示演出を実行することで、遊技者に対して特殊確変状態と大
当たり遊技とをまとめて一つの有利状態として見せることができる。
【１０９９】
　また、上述の内容はエンディング表示演出に限られるものではない。例えば、社名表示
演出やカード忘れ防止表示演出についても、連荘に突入する最初の大当たりのエンディン
グ表示において表示させる一方で、連荘中は大当たり種別に関わらず表示させないように
しても良い。
【１１００】
　上記第１実施形態では、賞球表示８０１と識別表示８０２とが同じタイミングで画面に
表示される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、賞球表示
８０１が画面に表示されてから、表示が切り替わった後で識別表示８０２が表示されるよ
うにしても良い。この場合、大当たり遊技で獲得した利益と、大当たり遊技から移行され
た後で獲得できる利益とを、分けて遊技者に理解させることができるので、遊技者の遊技
負担を軽減することができる。
【１１０１】
　上記第１実施形態では、エンディング演出におけるエンディング表示演出と、社名表示
演出と、カード忘れ防止表示演出との長さをそれぞれ同一（５秒）に設定したが、必ずし
もこれに限られるものではなく、各演出の長さは、大当たり種別ごとに任意に設定するこ
とができる。例えば、カード忘れ防止表示演出の実行期間を他の演出に比較して長くする
（例えば、１０秒等）ようにしても良いし、カード忘れ防止表示演出を繰り返し実行する
ように構成しても良い。
【１１０２】
　また、繰り返し実行する場合には、連続で繰り返しても良いし、他の演出を挟んで繰り
返すようにしても良い。例えば、カード忘れ防止表示演出の終了後に、エンディング表示
演出（２回目）を表示させるように構成しても良い。この時、１回目のエンディング表示
演出では賞球表示８０１は表示するが識別表示８０２及び信頼度表示８０３を表示せず、
２回目のエンディング表示演出において識別表示８０２及び信頼度表示８０３を表示して
賞球表示は表示しないようにしても良い。
【１１０３】
　これにより、大当たり遊技で遊技者が獲得できた利益（賞球個数）を報知するタイミン
グと、大当たり遊技の終了後における遊技の状態を報知するタイミングとを分けることが
できるので、遊技者の遊技負担を低減することができる。また、エンディング演出の終盤
に遊技者の興味関心の高い内容（上述の例では識別表示８０２）を表示することで、エン
ディング演出に対する遊技者の注目力を高い状態で維持することができる。
【１１０４】
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　また、エンディング演出の所定のタイミングにおいて遊技者の興味関心の高い内容（上
述の例では識別表示８０２を表示可能とする場合に、その表示への切り替えタイミングの
前に枠ボタン２２の操作を実行させるように演出しても良い。即ち、枠ボタン表示８１３
を行うことで、第３図柄表示装置８１に対する遊技者の注目力を高めると共に、枠ボタン
２２の操作により遊技に参加している感覚を遊技者に与えることができ、枠ボタン２２の
操作直後に識別表示８０２を表示することで遊技者が識別表示８０２を見逃す事態を回避
し易くすることができる。
【１１０５】
　なお、エンディング演出の長さは数秒間に限定されるものではなく、その長さは任意に
（例えば、大当たり種別に応じて）設定可能である。即ち、数秒で終了するエンディング
演出の他に、数分を要するエンディング演出が用意されても良い。
【１１０６】
　上記第１実施形態では、エンディング演出におけるエンディング表示演出と、社名表示
演出と、カード忘れ防止表示演出との長さをそれぞれ同一（５秒）に設定し、実行される
演出の組合せ次第でエンディング演出の実行期間が変化する場合を説明したが、必ずしも
これに限られるものではない。例えば、エンディング演出の実行期間は固定にして、社名
表示演出が短く設定される場合には、代わりにカード忘れ防止表示演出が長くなるように
構成しても良い。
【１１０７】
　この場合、社名表示演出が短い期間で終了したことを把握できた遊技者は、その時点で
カード忘れ防止表示演出が長くなることを知ることができるので、音量や光量の設定変更
にかけられる時間が長くなることを把握することができ、遊技者の枠ボタン２２を操作す
る意欲を向上させることができる。
【１１０８】
　上記第１実施形態では、エンディング表示演出の後に社名表示演出が実行され、その社
名表示演出の後に、カード忘れ防止表示演出が実行される場合を説明したが、必ずしもこ
れに限られるものではない。例えば、エンディング表示演出、社名表示演出およびカード
忘れ防止表示演出の表示順は任意に設定可能であり、社名表示演出の前にカード忘れ防止
表示演出が実行されるようにしても良い。
【１１０９】
　また、エンディング表示演出、社名表示演出およびカード忘れ防止表示演出のいずれか
２つの演出が同時に実行される（並列で実行される）ように構成しても良い。この場合、
表示の重なりを避けるために、第３図柄表示装置８１における表示位置を分けるようにす
ると良い。これによれば、エンディング表示演出、社名表示演出およびカード忘れ防止表
示演出が順に実行される（直列で実行される）場合に比較して、演出を同時に実行させて
いる分だけエンディング演出に要する時間を短くすることができる。
【１１１０】
　上記第１実施形態では、社名表示演出が実行されるとカード忘れ防止表示演出が実行さ
れる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、エンディング表
示演出と社名表示演出とが実行され、カード忘れ防止表示演出が省略される大当たり種別
を用意しても良い。
【１１１１】
　上記第１実施形態では、エンディング表示演出の後で枠ボタン表示８１３や方向操作部
表示８１６が表示され、設定を変更することができようになる場合を説明したが、必ずし
もこれに限られるものではない。例えば、枠ボタン表示８１３や方向操作部表示８１６が
表示され設定を変更することができる期間が経過した後で、エンディング表示演出が実行
されるようにしても良い。
【１１１２】
　この場合において、枠ボタン表示８１３や方向操作部表示８１６が表示される期間は、
エンディング演出に入ってから（最終ラウンドのラウンド遊技が終了してから）開始され
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るようにしても良いし、大当たり遊技における終盤のラウンド遊技の消化中から開始され
るようにしても良い。いずれの場合でも、エンディング表示演出から変動演出への移行を
スムーズにすることができる。
【１１１３】
　なお、方向操作部表示８１６が表示され方向操作部４５を操作可能となるタイミングは
、枠ボタン２２を操作した後に限られるものではない。例えば、枠ボタン表示８１３が表
示されず、枠ボタン２２の操作を介することなく、方向操作部表示８１６が表示され方向
操作部４５を操作可能とする場合があっても良い。
【１１１４】
　上記第１実施形態では、方向操作部表示８１６が表示画面の中央に表示され、音量や光
量の調整を行っている最中にも特定表示８１０が表示画面の端側に移動した状態で視認可
能とされており、カード忘れ防止表示演出が継続される場合を説明したが、必ずしもこれ
に限られるものではない。例えば、離席しようとしている遊技者が音量や光量を改めて調
整するはずがないという判断から、音量や光量の調整が実行されたらカード忘れ防止表示
演出が消えるように構成しても良い。
【１１１５】
　上記第１実施形態では、枠ボタン表示８１３の表示中に枠ボタン２２を操作したら調整
画面に移行するように説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、枠ボ
タン２２を押している間は調整画面に移行し、枠ボタン２２を離すと操作前の画面に戻る
ようにしても良い。これにより、音量や光量の設定変更のためには両手操作が最適である
ことを遊技者に分からせることができ、ハンドル５１から手を離させることができるので
、エンディング演出中における球発射を抑制することができる。
【１１１６】
　なお、遊技者が枠ボタン２２を操作するまえから、「枠ボタンを押した状態で光量や音
量の設定変更が可能です」と表示させても良い。これにより、両手操作が必要であること
を遊技者に一度で把握させることができる。エンディング演出において両手操作をさせる
ことで、発射しても遊技者にとって利益率の悪いタイミングにおける球の発射を抑制する
ことができる。即ち、報知は、遊技球の発射を抑えた方が遊技者にとって利益が高くなる
可能性があるタイミングにおいて、複数の操作手段を同時に操作させる態様で行うように
すれば良い。
【１１１７】
　また、例えば、枠ボタン２２を操作する度に、音量の設定変更が可能な状態（表示態様
）と、光量の設定変更が可能な状態（表示態様）とを、切り替えられるようにしても良い
。
【１１１８】
　また、例えば、エンディング演出中は、枠ボタン２２を押している間は調整画面に移行
し、枠ボタン２２を離すと操作前の画面に戻るように制御される一方で、エンディング演
出が終了して変動演出の表示画面に移行したら、枠ボタン２２を押していなくても音量や
光量の調整を実行できるように制御しても良い。これにより、エンディング演出の終了後
にまで両手操作が強いられることを防止することができるので、遊技者は、ハンドル５１
を操作しながら音量や光量の設定変更をすることができる。
【１１１９】
　上記第１実施形態では、カード忘れ防止表示演出の実行中に枠ボタン表示８１３に従っ
て枠ボタン２２を操作した場合に特定表示８１０が画面の端側に移動する場合を説明した
が、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、社名表示演出の実行中に枠ボタン表
示８１３に従って遊技者が枠ボタン２２を操作した場合には、特定表示８１０としての製
造会社名（Ａカンパニー）が第３図柄表示装置８１の画面の左上隅（端側）に移動され、
それに続けて、特定表示８１０にカード取り忘れ防止表示が表示されるようにしても良い
。社名表示演出の実行中に、第３図柄表示装置８１の画面中央に方向操作部表示８１６を
表示させ、遊技者に対して音量や光量の設定変更が可能であることを報知するようにして
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も良い。
【１１２０】
　また、特定表示８１０が表示画面の端側に表示された状態となっても、規定時間以内（
例えば２秒以内）に音量や光量の設定変更が実行されなかった場合には、特定表示８１０
が画面中央（移動前の配置）に戻るように設定しても良い。
【１１２１】
　上記第１実施形態では、エンディング演出において音量や光量の設定の変更を行うこと
ができるよう構成される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例え
ば、エンディング演出から移行する特殊確変中、確変中や時短中における特別図柄の変動
演出のパターンにバリエーション（第１の態様、第２の態様）が設けられている場合に、
そのいずれを選択するかの設定の変更を行うことができるようにしても良い。ここで、第
１の態様と第２の態様との組合せとしては、任意に設定可能であるが、例えば、白黒表示
態様とカラー表示態様との組合せや、漫画的な表示態様とアニメ的な表示態様との組合せ
や、枠ボタン２２の連打操作を要求する表示態様と枠ボタン２２の長押し操作を要求する
表示態様との組合せ等が例示される。
【１１２２】
　また、例えば、大当たり演出中や、変動演出中に流れる曲（主題歌等）の設定を変更可
能な場合は、エンディング演出において曲の設定の変更を行うことができるようにしても
良い。エンディング演出ではなく、ファンファーレ演出中でも良いし、ラウンド遊技中で
も良いし、ラウンド間インターバル中でも良いし、それらを跨いだ期間でも良い。
【１１２３】
　上記第１実施形態では、エンディング演出中に、時間表示８１１及び終端位置８１２に
よってエンディング演出の終了タイミングを報知したり、枠ボタン２２の操作に伴って表
示演出が変化したりすることを説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例え
ば、演出の終了タイミング又は発生タイミングの報知や、枠ボタン２２の操作に伴う表示
される演出の変化は、図柄の変動中やリーチ中に行われても良いし、エンディング演出を
除く大当たり遊技中の演出中に行われても良い。
【１１２４】
　例えば、図柄の変動中やリーチ中に行われる場合において、報知される演出の終了タイ
ミングは、特別図柄の変動が停止されるタイミングでも良いし、演出としての疑似連続変
動が開始されるタイミングでも良い。前者の場合、特別図柄の保留球数が１減ることで新
たな特別図柄の抽選を獲得できるようになるので、遊技者に対して球の発射を促すタイミ
ングとして適切である。後者の場合、特別図柄の変動自体は数分にわたる場合に、その途
中のタイミングで短く区切ることで、遊技者の集中力を保つことができる。
【１１２５】
　リーチ終盤での枠ボタン表示８１３に伴う枠ボタン２２の操作が行われると、大当たり
であれば大当たり用の表示画面に移行し、はずれであれば、はずれ用の表示画面に移行す
るように構成することで、枠ボタン表示８１３を見ている遊技者に対して特別図柄の変動
の結果を分からせ易くすることができる。
【１１２６】
　例えば、エンディング演出を除く大当たり遊技中の演出中に行われるようにしても良い
。ラウンド中における、枠ボタン表示８１３及び枠ボタン２２の操作は、例えば、昇格演
出（例えば、ファンファーレ演出では４ラウンド大当たりであると演出上報知したが実際
は１５ラウンド大当たりであることを報知する演出など、ファンファーレ演出での報知に
より遊技者が得られると予想される利益よりも高い利益を遊技者が得られる大当たりであ
ることを報知する演出）に利用することができる。
【１１２７】
　特に、上記第１実施形態のように、ラウンド遊技において開口部７５１を球が通過する
か否かで大当たり遊技終了後の遊技状態が変化する場合において、そのラウンド遊技中に
枠ボタン表示８１３を表示するようにし、遊技者に対して枠ボタン２２の操作を促すこと
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で、遊技者の注意を開口部７５１から逸らし、開口部７５１を球が通過したか否かの確認
をし損なう事態を生じさせることができる。
【１１２８】
　パチンコ機１０が、表示画面の正面側に張り出す可動役物を備える場合に、ラウンド中
の枠ボタン表示８１３に従う枠ボタン２２の操作があり、昇格演出を実行する時に可動役
物が表示画面の正面側に張り出すように制御されると、遊技者としては可動役物の動きで
昇格演出に成功したことが分かり易い。ラウンド中の枠ボタン表示８１３に従う枠ボタン
２２の操作があったとしても、昇格演出を実行しない時（ファンファーレ演出での報知と
実際の報知が同じである場合）には可動役物が表示画面の正面側に張り出さないように制
御することで遊技者に対して昇格演出に失敗したことを分からせ易い。
【１１２９】
　また、例えば、演出の終了タイミングの報知や、枠ボタン２２の操作に伴う表示される
演出の変化は、所定時間第１図柄の抽選が行われないと実行される遊技説明表示演出（デ
モ画面）中に実行するようにしても良い。この場合、報知により、遊技説明表示演出が一
巡したことを遊技者に分からせることができる。
【１１３０】
　また、例えば、演出の終了タイミングの報知や、枠ボタン２２の操作に伴う表示される
演出の変化は、所定時間内で所定の検出口に球を通過させる遊技に関する演出において、
所定時間内において所定の検出口を依然として球が通過していない場合に実行するように
しても良い。この場合、報知により、遊技者に球が検出口を通過していないことに気付か
せることができる。
【１１３１】
　また、例えば、演出の終了タイミングの報知や、枠ボタン２２の操作に伴う表示される
演出の変化は、大当たり遊技におけるファンファーレ演出中や、ラウンド間インターバル
において実行するようにしても良い。この場合、演出の終了タイミングで特定入賞口６５
ａ又は第２特定入賞口７００ａが開放されることになるので、遊技者は、球を発射するの
に適したタイミングを容易に把握することができる。
【１１３２】
　また、例えば、演出の終了タイミングの報知や、枠ボタン２２の操作に伴う表示される
演出の変化は、大当たり遊技におけるラウンド遊技およびラウンド間インターバルを複数
含む期間中に行われるようにしても良い。これにより、単一のラウンド遊技やラウンド間
インターバルとして設定される時間よりも長時間の演出を構成することができ、その長時
間の演出の終了タイミングの報知や、枠ボタン２２の操作に伴う表示される演出の変化を
実行可能とすることにより、遊技者を飽きさせることなく遊技に集中させることができる
。
【１１３３】
　上記第１実施形態では、カード忘れ防止表示演出がエンディング演出において実行され
る場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、第１図柄の保留球
数が０になってから、所定時間が経過した時に実行されるようにしても良い。この場合、
大当たりを獲得する前の遊技者に対しても、カード忘れ防止表示演出を視認させることが
できる。
【１１３４】
　また、例えば、長時間（例えば、６０秒以上）の第１図柄の変動開始時に実行されるよ
うにしても良い。この場合、空き時間で飲み物等の購入をしようと考えている遊技者に対
して、長時間の第１図柄の変動が開始されることを報知できると共に、離席時にカード忘
れを起こさないように注意喚起することができる。
【１１３５】
　上記第１実施形態では、方向操作部表示８１６が表示され光量や音量が調整可能とされ
る期間は、エンディング演出の終了までや、エンディング演出終了後の初回の変動中等ま
でとされる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、第１図柄
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の変動中における第３図柄の高速変動表示中や、第３図柄の中速変動表示中に設定されて
も良い。この場合、方向操作部表示８１６が表示され光量や音量が調整可能とされる期間
が終了するタイミングから、高速変動表示中から中速変動表示中へ移行するタイミングや
、中速変動表示中から低速変動表示中（リーチ表示中等）へ移行するタイミングを、遊技
者は把握可能となる。
【１１３６】
　また、特別図柄の変動中に亘って（低速変動表示中も含めて）、方向操作部表示８１６
が表示され光量や音量が調整可能とされる期間を構成可能としても良い。この場合におい
て、方向操作部表示８１６を小領域Ｄｓ３に表示するようにしても良いし、小領域Ｄｓ３
と主表示領域Ｄｍとで表示を入替可能としても良い。
【１１３７】
　この場合において、特別図柄の変動表示中において、調整可能とされる期間が用意され
ていることを示唆する報知が実行され、その後でその期間の報知が実行され、枠ボタン表
示８１３等がされ、方向操作部表示８１６を表示可能となり音量や光量の調整が可能とさ
れるというように、報知を段階的に行うように構成しても良い。この場合、特別図柄の変
動表示中であっても、遊技者の興味を段階的に移すことができるので、調整可能とされる
期間が用意されていることに遊技者が気づかない事態が生じることを回避し易くすること
ができる。
【１１３８】
　これに加えて、音量光量の調整が次変動以降も有効となるように制御しても良いし、音
量光量の調整を行った際に変動していた特別図柄が大当たりとなった場合に、音量光量の
調整を維持した状態で大当たり遊技を行うことができるように制御しても良い。
【１１３９】
　また、例えば、初回の変動中までに限られず、複数回目の変動が終了するまでは光量や
音量が調整可能とされる期間が継続するように構成しても良いし、第１図柄の変動が所定
の態様（例えば、長時間の変動や、大当たりを獲得する変動など）となるまでは光量や音
量が調整可能とされる期間が継続するように構成しても良い。
【１１４０】
　また、大当たりとなった変動演出の後半においてや、ファンファーレ演出において、方
向操作部表示８１６が表示され光量や音量が調整可能とされる期間が用意されても良い。
この場合、大当たり中の音量設定を行うことができ、期間の終了のタイミングから大当た
り遊技の開始タイミングを遊技者は把握することができる。
【１１４１】
　上記第１実施形態では、終端位置８１２が固定されており、時間表示８１１が時間経過
と共に移動する場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、時間
表示８１１の移動速度は一定速度とされても良いし、時間表示８１１の移動速度が途中で
変化可能に構成されても良い。また、例えば、時間表示８１１の右端部が逆方向（左側）
に移動する場合があるように構成しても良い。
【１１４２】
　また、例えば、終端位置８１２が動くことができるように構成しても良い。即ち、時間
表示８１１の移動中に、終端位置８１２も移動することで、時間表示８１１が終端位置８
１２に到達するまでの時間を予想し難くすることができる。
【１１４３】
　なお、終端位置８１２の移動は、時間表示８１１が到達するのを待って、時間表示８１
１が到達した直後に移動するように構成しても良いし、時間表示８１１が終端位置８１２
に到達する前において移動するように構成しても良い。
【１１４４】
　また、時間表示８１１の移動先としての終端位置８１２の移動方向は、左右方向に限定
されるものではない。例えば、上下方向に移動しても良いし、渦を巻くように移動しても
良い。これにより、時間表示８１１が終端位置８１２に到達するまでの時間を予想され難
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くすることができる。
【１１４５】
　上記第１実施形態では、エンディング演出において枠ボタン２２を操作することで、方
向操作部８１６が表示画面の中央に表示され、特定表示８１０は表示画面に隅に移動する
場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、枠ボタン２２を操作
する前から特定表示８１０が表示画面の隅に配置されていても良い。また、例えば、枠ボ
タン２２を操作することで表示画面の中央付近まで可動役物が張り出し、その可動役物に
隠されない位置に特定表示８１０の表示位置が変化するようにしても良い。
【１１４６】
　また、例えば、エンディング演出において枠ボタン２２を操作することで、特定表示８
１０が消えるように設定しても良いし、エンディング演出において枠ボタン２２を操作す
ることで始めて時間表示８１１および終端位置８１２が表示されるように構成しても良い
し、これらの組合せでも良い。
【１１４７】
　上記第１実施形態では、エンディング演出において音量を変更した場合、表示画面にお
ける横目盛り表示８１８の表示態様が変化する場合を説明したが、必ずしもこれに限られ
るものではない。例えば、これに加えて、又はこれに代えて、音量を変更した場合に所定
のセリフが出力されるようにしても良い。
【１１４８】
　例えば、「カードの取り忘れにご注意下さい」というセリフが出力されるように構成す
る場合、遊技者が音量を変更する度に、遊技者に対してカード忘れに対する注意喚起を行
うことができる。
【１１４９】
　また、セリフの内容、音量または音声（声色）が、変更後の音量に対応して変化するよ
うにしても良い。特に、セリフの内容（例えば、「カードの取り忘れにご注意下さい」又
は「カードを確実にお持ち帰り下さい」）や声色が変わる場合（例えば、異なるキャラク
ターの声色）には、遊技者が自分の好みの音量に設定することを容易にすることができる
。
【１１５０】
　上記第１実施形態では、エンディング演出で注意コメント表示８１５や第２注意コメン
ト表示８１９に表示されるコメントが、遊技者が設定変更できる対象と一致する場合を説
明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、遊技者が設定変更できる対象
と一致しないコメントが表示されるようにしても良い。
【１１５１】
　この場合において、保留されている始動入賞の内に大当たりとなるものがある場合に、
注意コメント表示８１５又は第２注意コメント表示８１９に「大当たり！？」や「大チャ
ンス発生中」という期待表示（大当たりが獲得可能であるかもしれないと遊技者に期待さ
せるコメント表示）を行うことで、遊技者はエンディング演出中に次の大当たりの獲得に
期待することができるので、エンディング演出に対する遊技者の注目力を向上させること
ができると共に、遊技者の枠ボタン２２の操作意欲を高めることができる。
【１１５２】
　注意コメント表示８１５又は第２注意コメント表示８１９に期待表示がされ、既に大当
たりの獲得が期待できる場合、球の無駄打ちを避けるため、大当たり遊技が開始されるま
では球の発射を控えることが通常である。そのため、エンディング演出の終了時点に合わ
せて時間表示８１１を終端位置８１２に到達させるようにしても、遊技者の注目力を高め
ることができない可能性が高い。
【１１５３】
　そこで、時間表示８１１を、エンディング演出の終了時点で終端位置８１２に到達させ
る態様ではなく、大当たりとなる抽選の変動演出が終了するタイミングで終端位置８１２
に到達させる態様で構成しても良い。この場合、時間表示８１１及び終端位置８１２に対
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する遊技者の注目力を向上させることができる。
【１１５４】
　この場合において、時間表示８１１及び終端位置８１２は、エンディング演出において
表示開始され大当たりとなる抽選の変動演出が終了するタイミングまで表示が継続される
ようにしても良いし、エンディング演出においては表示されずにその後の変動演出への移
行後に表示されるようにしても良い。
【１１５５】
　前者の場合、エンディング演出を見ている段階から既に大当たりを獲得できていること
に遊技者は気付けるので、大当たり遊技の終了直後に球を発射する必要性はないことを遊
技者は把握することができる。そのため、遊技者は球の打ち出しを抑えることができる。
【１１５６】
　後者の場合、エンディング演出から変動演出へ移行されたら大当たりとなる抽選の変動
演出を待たずに時間表示８１１及び終端位置８１２が表示されても良いし、大当たりとな
る抽選の変動演出が開始された後または変動演出の開始と同時に表示されるようにしても
良い。いずれの場合であっても、遊技者は、変動演出が終了する前から大当たりとなるこ
とを把握することができるので、例えば、変動演出が長時間となる（例えば、１変動に１
０分を要する）場合であっても、遊技者は球の打ち出しを抑えることができるし、保留し
ている始動入賞に大当たりがあることに気付かずに遊技機を離席するという事態を回避し
易くすることができる。
【１１５７】
　なお、保留されている始動入賞の内に大当たりとなるものがある場合に、エンディング
演出では期待表示を表示しないが、変動演出中に時間表示８１１及び終端位置８１２が表
示され、大当たりとなる抽選の変動演出が終了するタイミングで終端位置８１２に到達さ
せる態様で構成しても良い。
【１１５８】
　なお、保留されている始動入賞の内に大当たりとなるものがある場合において、大当た
りとなる始動入賞の個数に対応して表示態様を変えるようにしても良い。例えば、大当た
りとなる始動入賞の個数が２個の場合に、「大当たり×２！？」との期待表示を注意コメ
ント表示８１５又は第２注意コメント表示８１９に表示するようにしても良いし、「複数
回大当たり！？」との期待表示として、複数の大当たりとなるが、大当たりとなる始動入
賞が何個あるかは不明とするようにしても良い。これにより、遊技者の興趣の向上を図る
ことができる。
【１１５９】
　この時、時間表示８１１を、大当たりとなる抽選の変動演出が終了するタイミングで終
端位置８１２に到達させる態様で構成する場合には、エンディング演出の終了から最初に
大当たりとなる抽選の変動演出が終了するタイミングとすることで、遊技者の気持ちを大
当たり遊技へスムーズに移行させることができる。
【１１６０】
　また、遊技者が設定変更できる対象と一致しないコメントの表示位置を、小領域Ｄｓ３
に設定し、枠ボタン表示８１３の表示中に枠ボタン２２が操作されることで枠ボタン表示
８１３が消えたら、そのコメントを視認可能とするように構成しても良いし、コメントの
表示を表示画面全体（全画面表示）に設定しても良い。この場合、遊技者の枠ボタン２２
の操作意欲を高めることができる。
【１１６１】
　上記第１実施形態では、カード忘れ防止表示演出から次の変動演出に移行する場合を説
明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、カード忘れ防止表示演出と次
の変動表示画面との間に、第３図柄表示装置８１の表示画面に一枚絵（静止画）を表示さ
せるようにしても良い。この場合において、一枚絵の表示開始時点で、図柄変動が開始さ
れる場合には、時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達するタイミングは、一枚
絵が表示開始される時点に合うように設定すると良い。



(138) JP 2021-29829 A 2021.3.1

10

20

30

40

50

【１１６２】
　また、大当たり遊技終了後の変動表示画面に移行してから暫くしてから図柄変動が開始
されるようにしても良い。この場合には、時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到
達するタイミングは、大当たり遊技終了後の変動表示画面に移行してからのタイミングに
設定すると良い。
【１１６３】
　上記第１実施形態では、時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達したタイミン
グを、遊技者が球を発射開始するのに適したタイミングとして構成される場合を説明した
が、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、時間表示８１１が、遊技者が球を発
射することで所定の利益を得られる期間中に表示され、時間表示８１１の右端部が終端位
置８１２に到達したタイミングを、遊技者が球の発射を終了するのに適したタイミングと
して構成するようにしてもいい。この場合、時間表示８１１が右方に移動している期間中
において、遊技者に球を発射させることを促すことができ、且つ、適切なタイミングで球
の発射を止めるように遊技者に促すことができる。
【１１６４】
　また、この場合において、時間表示８１１の右端部が終端位置８１２に到達する前のタ
イミングにおいて規定の条件が満たされた場合には、第３図柄表示装置８１の表示画面に
「準備完了」等の文字列を表示したり、表示画面の表示を切り替えたりして、規定の条件
が満たされたことを遊技者に報知するようにしても良い。この場合において、規定の条件
が満たされた後においても時間表示８１１の表示を維持したままにしても良いし、規定の
条件が満たされた場合には時間表示８１１の表示を消すようにしても良い。
【１１６５】
　例えば、特別図柄１（特別図柄２、又は両方）の保留球数が４個（満タン）になること
を条件として表示画面に文字列が表示されるように遊技機が制御されていれば、遊技者は
文字列を確認することで、球をこれ以上発射しても特別図柄１（特別図柄２、又は両方）
の抽選を獲得することができないことを把握することができる。これにより、時間表示８
１１の移動速度を急激に変化させる等の制御をすることなく、適切なタイミングで球の発
射を止めるように遊技者に促すことができる。
【１１６６】
　上記第１実施形態では、枠ボタン２２を押す前は注意コメント表示８１５が表示されて
おり、枠ボタン２２を押した後で第２注意コメント表示８１９が表示される場合を説明し
たが、必ずしもこれに限られるものではない。
【１１６７】
　例えば、枠ボタン２２を押した後も注意コメント表示８１５のみが表示され、方向操作
部８１６及び縦目盛り表示８１７は表示されるが、横目盛り表示８１８の表示はされない
ように制御しても良い。この場合、枠ボタン２２を押す前から表示されていた注意コメン
ト８１５の内容と、枠ボタン２２を操作することで設定の変更が可能になる対象（光量）
が一致するので、枠ボタン２２の操作に対する遊技者の満足感を高めることができる。
【１１６８】
　例えば、枠ボタン２２を押す前において注意コメント表示８１５が消えており第２注意
コメント表示８１９のみが表示されている場合には、枠ボタン２２を押した後も第２注意
コメント表示８１９が表示され注意コメント表示８１５の表示はされず、方向操作部８１
６及び横目盛り表示８１８は表示されるが、縦目盛り表示８１７の表示はされないように
制御しても良い。この場合、枠ボタン２２を押す前から表示されていた第２注意コメント
８１９の内容と、枠ボタン２２を操作することで設定の変更が可能になる対象（音量）が
一致するので、枠ボタン２２の操作に対する遊技者の満足感を高めることができる。
【１１６９】
　これにより、遊技者は、自分が設定を変更したい対象（音量または光量）の設定を変更
できるか否かを予め確認した上で、枠ボタン２２を操作するか否かを選択することができ
るので、枠ボタン２２の操作負担を低減することができる。
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【１１７０】
　また、枠ボタン表示８１３と、枠ボタン２２を操作した場合における操作対象とが別箇
所に表示される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、枠ボ
タン表示８１３の三角マークが音符になっている場合には、枠ボタン２２の操作により音
量の調整が可能である一方で、枠ボタン表示８１３の三角マークが電球マークになってい
る場合には、枠ボタン２２の操作により光量の調整が可能となるように制御しても良い。
即ち、枠ボタン表示８１３自体の表示態様を変化させることで、枠ボタン２２の操作によ
り調整可能となる対象を報知するようにしても良い。
【１１７１】
　また、枠ボタン２２に対応する操作手段が複数あり、それぞれ形状が異なる場合には、
枠ボタン表示８１３として異なる形状に対応した表示を構成することができるので、枠ボ
タン表示８１３によりどの操作手段を操作すればよいかを遊技者に報知することができる
。この場合において、操作される操作手段に対応して、調整可能となる対象が変わるよう
に構成しても良い。
【１１７２】
　上記第２実施形態では、スライド部材２４５０が前突設部２４５７と一体成形される場
合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、前突設部２４５７とス
ライド部材２４５０とが別体で成形され、スライド部材２４５０が前後方向にスライド移
動することに伴う負荷伝達により、前突設部２４５７が上下方向に出没変位することで、
球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂが底面部４３１ａの上面から張り出す場合と、底面
部４３１ａの上面から張り出さない場合とが切り替えられるように構成しても良い。
【１１７３】
　この場合、球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂが前後方向に変位する場合に比較して
、球干渉突設部２４５８ａ，２４５８ｂから球に対して与えられる負荷の、中央流路２４
３１における球の流下方向に沿う成分を小さくすることができるので、球干渉突設部２４
５８ａ，２４５８ｂが前方へ変位した際に誤って球を加速させる事態が生じることを避け
易くすることができる。
【１１７４】
　上記第４実施形態では、転動板部４４２１と妨害棒部４４２５とが一体形成される場合
を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、転動板部４４２１に妨害
棒部４４２５を組み付け可能に構成することで、妨害棒部４４２５を組み付けずに使用す
る場合と、妨害棒部４４２５を転動板部４４２１に組み付けて使用する場合とで、転動板
部４４２１を兼用することができ、転動板部４４２１を共通部品化することによるコスト
ダウンを図ることができる。
【１１７５】
　また、例えば、転動板部４４２１と妨害棒部４４２５とを別体で形成し、転動板部４４
２１の動作時に妨害棒部４４２５が連動するよう構成しても良い。これにより、転動板部
４４２１と妨害棒部４４２５との配置の自由度を向上することができる。なお、この場合
において、転動板部４４２１を駆動する駆動装置を、妨害棒部４４２５を駆動する駆動装
置と兼用するようにしても良いし、別の駆動装置を用意しても良い。
【１１７６】
　上記第４実施形態では、転動板部４４２１の下流側端部が、案内部４４１３の右端部よ
りも右側に配置される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば
、転動板部４４２１の下流側端部が左方に延長され、案内部４４１３の上面に被さるよう
に形成されても良い。この場合、転動板部４４２１の上面を転動して流下する球をスムー
ズに案内部４４１３に乗せることができる。即ち、球の重みで転動板部４４２１の高さ位
置が下がり（沈み込み）、転動板部４４２１の上面が案内部４４１３の上面よりも低位置
に配置され、転動板部４４２１の下流側に到達した球が案内部４４１３側に移る際の流下
抵抗が大きくなる事態が生じることを防止することができる。転動板部４４２１の上流側
端部や、可変入賞装置６５の開閉部材の両端部においても同様のことがいえる。
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【１１７７】
　上記第４実施形態では、電動役物４４２０が前後方向にスライド変位する場合を説明し
たが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、回動変位するように構成しても良
い。回動変位の回転軸は、例えば、上記第４実施形態において転動板部４４２１が出没す
る開口部（流路構成部４４１０の背面側に形成される横長の開口部）において開口部に沿
う方向に延びるように配設されても良い。
【１１７８】
　その回転軸から下方に垂れ下がるように横長矩形状の開閉板を形成する。開閉板が垂れ
下がった状態が非案内状態に対応し、この状態において開閉板の下流側端部において妨害
棒部４４２５に対応するように球の通過を妨害可能な妨害部分が形成される。非案内状態
から開閉板が起き上がる方向（後転方向）に９０度回動されることで、開閉板が案内部４
４１３側に球を案内可能な状態とされ、この状態が案内状態に対応する。この状態におい
て、妨害部分は流路構成部４４１０の背面側に退避される。
【１１７９】
　このように構成することで、非案内状態において回転軸よりも板状部４４１２側へ球が
流れた場合であっても、開閉板が後転方向に変位する際の球の配置次第で、球を回転軸よ
りも上側に救い上げることができる。
【１１８０】
　また、回動変位の回転軸は、例えば、上記第４実施形態において転動板部４４２１が出
没する開口部の下端部において前後方向に延びるように配設されるようにしても良い。回
転軸から、第４実施形態における案内状態と同様の方向に開閉板が延びる状態を案内状態
として構成する。案内状態から、回転軸を中心に反時計回りに９０度回転する状態（非案
内状態に対応する）にまで開閉板が回動変位できるように、球入口４４１１及び天井部４
４１４の上下配置が上方に引き上げられている。即ち、本構成によれば、案内状態から、
開閉板が反時計回りに９０度回動された状態が非案内状態として構成されることとなり、
第４実施形態における転動板部４４２１と、妨害棒部４４２５とが、同じ部分により構成
されることになる。
【１１８１】
　このように構成することで、開閉板が案内状態から非案内状態へ向けて回動される場合
に、案内状態において開閉板の上面に乗っている球を、残らず案内部４４１３側へ案内す
ることができる。これにより、第４実施形態において電動役物４４２０が案内状態から非
案内状態へ向けてスライド変位される場合に、案内状態において転動板部４４２１の上面
に乗っている球がほとんど板状部４４１２側に流下することに比較して、案内部４４１３
側へ球を容易に案内させることができる。
【１１８２】
　上記第５実施形態では、第２特定入賞口７００ａと開口部７５１との間に回転変位する
球受回転部材５７７１が配設される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものでは
ない。例えば、左右に首振り可能に構成される回動部から形成され、球の流下経路を左右
いずれかに振り分けるように動作可能としても良い。
【１１８３】
　また、例えば、スライド変位する開閉板を配設するようにしても良い。この場合におい
て、開閉板を、一対の貯留板部７１５の間の領域への流路または開口部７５１の開閉に利
用するようにしても良い。
【１１８４】
　また、開閉板が、一対の貯留板部７１５の間の領域への流路または開口部７５１上に配
置されるように構成することで、球の流下経路を切り替えるように構成しても良い。即ち
、一対の貯留板部７１５の間の領域への流路が開放される一方で開口部７５１が閉鎖され
る状態と、一対の貯留板部７１５の間の領域への流路が閉鎖される一方で開口部７５１が
開放される状態と、を開閉板により切り替え可能に構成しても良い。
【１１８５】
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　上記第５実施形態では、球受凹部５７７２に球が１個ずつ受け入れられる場合を説明し
たが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、１を超える所定数（例えば、２個
ずつ）受け入れられるように構成しても良い。この場合、球受回転部材５７７１が一定速
度で回転動作する場合に、一対の貯留板部７１５の間の位置に複数個（所定数）の球をま
とめて入球させることができる。
【１１８６】
　上記第５実施形態では、球受回転部材５７７１が時計回り方向に常に回転動作される場
合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、常時回転動作すること
は同じとして、所定間隔で反時計回り方向に回転する動作タイミングを入れるようにして
も良い。この場合、例えば、球受凹部５７７２と流下規制部材５７７８との間で球噛みが
生じた場合であっても、回転方向が反転することにより球噛みの解消を図ることができる
。
【１１８７】
　また、所定の大当たり種別の場合に、ラウンド遊技の初めの１０秒間は球受回転部材５
７７１が停止され、１０秒間が経過した後で球受回転部材５７７１が回転動作されるよう
にしても良い。この場合、初めの１０秒間において一対の貯留板部７１５側（開口部７５
１側）に球が流下しないようにすることができるので、釘ＫＧ１の状態として移動上蓋部
材７３０側に導かれる球よりも逸れる球の方が多いような状態の方が、初めの１０秒間に
おける第２特定入賞口７００ａの入球個数を減らせることから、開口部７５１を球が通過
する可能性を高めることができる。
【１１８８】
　また、大当たり種別ごとに、球受回転部材５７７１の回転方向や、回転速度（一定か可
変かも含めて）や、回転方向の反転の有無等を設定するようにしても良い。この場合、球
受回転部材５７７１に対する注目力を向上させることができる。
【１１８９】
　上記第５実施形態では、第２特定入賞口７００ａと球受回転部材５７７１との間の距離
が、第２特定入賞口７００ａから球受凹部５７７２に球が流れる際に球が横に零れない程
度に狭い場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、第２特定入
賞口７００ａと球受回転部材５７７１との間の距離が球の直径よりも長くされ、球受凹部
５７７２が球で満たされている場合に第２特定入賞口７００ａを通過した球は横に零れて
傾斜板部５７１８ｂへ流れるように構成しても良い。
【１１９０】
　この場合、球受回転部材５７７１の回転が停止されても第２特定入賞口７００ａへの入
球が滞ることが無いので、球受回転部材５７７１を所定のタイミングで停止させる制御を
行うことができる。
【１１９１】
　ラウンド遊技中において球受回転部材５７７１を停止させる時には、次に球受回転部材
５７７１が動作開始されるまで球が一対の貯留板部７１５の間の位置に流入しないように
することができるので、一対の貯留板部７１５の間の位置に球が導入されるタイミングや
、開口部７５１を球が通過するタイミングを遅らせることができる。
【１１９２】
　上記第６実施形態では、発射時間表示６８１１の右先端部が終端位置８１２に到達する
タイミングから、時間表示８１１の右先端部が終端位置８１２に到達するタイミングまで
に経過する所定の時間長さは、球が発射されてからスルーゲート６６，６７（目標示唆表
示６８２２により指し示される位置）に到達するまでに経過する平均的な長さよりも若干
長くなるように設計される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例
えば、球が発射されてからスルーゲート６６，６７に到達するまでに経過する平均的な長
さを比較対象として、スルーゲート６６，６７への入球確率を加味して、より長い時間で
上述の所定の時間長さを設計するようにしても良い。
【１１９３】
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　上記第６実施形態では、第３図柄表示装置８１の表示画面に目標示唆表示６８２２とし
てスルーゲート６６，６７を狙うことを促す表示を構成したが、必ずしもこれに限られる
ものではない。例えば、大当たり遊技や、時短状態、確変状態または特殊確変状態におけ
る遊技が右打ちで行われる遊技機では、目標示唆表示６８２２の代わりに「右打ち」との
表示を表示画面に表示させるようにしても良い。また、目標示唆表示６８２２が拡大され
るタイミングでは、「右打ち」の表示が全体として大型化されるように構成しても良い。
または、エンディング演出中に亘り「右打ち」の表示が第３図柄表示装置８１の表示画面
のどこかにされるよう構成しても良いし、エンディング演出の途中から「右打ち」の表示
が第３図柄表示装置８１の表示画面のどこかにされるよう構成しても良い。
【１１９４】
　例えば、目標示唆表示６８２２がファンファーレ演出で表示される場合、上側可変入賞
装置７００の第２特定入賞口７００ａや開口部７５１を狙うことを示唆するように目標示
唆表示６８２２を設計しても良い。この場合において、開口部７５１で球の通過が検出さ
れるまで、目標示唆表示６８２２が、１ラウンド目のラウンド遊技中において表示画面に
維持されるように設定される場合、遊技者は目標示唆表示６８２２が消えることで球が開
口部７５１を通過したことを把握することができるため、目標示唆表示６８２２に対する
注目力を向上させることができる。
【１１９５】
　また、目標示唆表示６８２２のように表示画面においてスルーゲート６６，６７を狙う
ことを促す方法の他に、例えば、遊技盤１３のスルーゲート６６，６７付近を発光させる
発光手段を配設させておき、目標示唆表示６８２２がされるタイミングに倣って発光手段
を発光させるようにしても良い。これにより、遊技者は、光を頼りにして球を狙う位置を
把握することができる。
【１１９６】
　また、目標示唆表示６８２２は、エンディング演出において表示される場合を説明した
が、これに限られるものではない。例えば、エンディング演出から変動演出に移行する場
合に、その変動演出においても、所定期間は継続して目標示唆表示６８２２の表示を維持
するように構成しても良い。また、目標示唆表示６８２２の表示期間は、所定の時間幅で
設定されても良いし、目標とされる入球口での球の入球が（所定個数、例えば第１図柄の
保留球数として許容される個数、本実施形態では４個）検出されるまで継続されても良い
。
【１１９７】
　上記第６実施形態では、遊技停止示唆表示６８３１が球の発射の停止を促すために使用
される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、遊技停止示唆
表示６８３１を、枠ボタン２２の操作の停止を促すために使用するようにしても良い。こ
れにより、枠ボタン２２の操作として不適切なタイミングとは知らずに枠ボタン２２を操
作するような遊技者に対して、不適切なタイミングで枠ボタン２２を操作していることを
分からせることができるので、遊技負担を低減させることができる。
【１１９８】
　また、遊技停止示唆表示６８３１を、「右打ち」の実行を停止させることを促し、「左
打ち」については停止させないような表記（例えば、「左打ちに戻してください」という
コメント）で構成しても良い。
【１１９９】
　また、遊技停止示唆表示６８３１の代わりに、電飾部２９～３３や表示ランプ３４等を
強烈に発光させたり、異常色（例えば、濃赤色）で発光させたりしても良いし、スピーカ
ーから大音量で「球の発射を止めてください」とか「左打ちに戻してください」等のコメ
ントを出力したりしても良い。
【１２００】
　上記第６実施形態では、遊技停止示唆表示６８３１が、エンディング演出の終了前にス
ルーゲート６６，６７での球の通過が検出された場合に表示されると説明したが、必ずし
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もこれに限られるものではない。即ち、所定の入球口への球の入球が予定されていない期
間であるにも関わらず、所定の入球口での入球が検出された場合に表示するようにしても
良い。
【１２０１】
　所定の入球口としては、スルーゲート６６，６７に限られるものではなく、様々な入球
口（一般入賞口６３、第１入賞口６４、第２入賞口６４０、スルーゲート６７、特定入賞
口６５ａ、第２特定入賞口７００ａ、開口部７５１等）が例示される。
【１２０２】
　例えば、球の入球が予定されていない期間としては、エンディング演出の実行中の他に
、右打ち機（時短状態など所定の期間において右打ちで遊技を行う遊技機）において、所
定の期間以外の期間が例示される。即ち、所定の期間以外の期間に、遊技領域の右側に配
置される入球口での入球が検出された場合に遊技停止示唆表示６８３１が表示されるよう
に設定することで、不適切なタイミングで遊技者が右打ちすることを抑止することができ
る。
【１２０３】
　また、例えば、球の入球が予定されていない期間としては、大当たり遊技におけるファ
ンファーレ演出中やラウンド間第１インターバル時間Ｉｎｔ１が例示される。即ち、ファ
ンファーレ演出中やラウンド間第１インターバル時間Ｉｎｔ１に、入球口での入球が検出
された場合に遊技停止示唆表示６８３１が表示されるように設定することで、特定入賞口
６５ａや第２特定入賞口７００ａへの流下経路が開放されていない（閉鎖されている）タ
イミングにおける球の発射を抑制でき、無駄球の発生を最小限に抑えることができる。
【１２０４】
　上記第６実施形態では、遊技停止示唆表示６８３１により即時の球の発射の停止を促す
場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、所定の始動口（例え
ば、第２入賞口６４０）の入球に伴う抽選の保留球数に対応して表示を変えるようにして
も良い。
【１２０５】
　即ち、例えば、球の発射により所定の始動口への入球が期待できるよう制御され、保留
球数が満タン（４個）となるまで余裕がある場合には（例えば、保留球数が２個の場合に
は）、遊技停止示唆表示６８３１としてその余裕分として遊技者が把握できるコメントを
表示したり（例えば、「あと２個」）、遊技停止示唆表示６８３１は表示せずに遊技準備
示唆表示６８４１を表示したりして、保留球数が満タンとなったら、上記第６実施形態で
説明したような遊技停止示唆表示６８３１や、「準備完了」等のコメントのように球の発
射が不要であることを示唆するように構成しても良い。
【１２０６】
　上記第６実施形態では、球の発射が検出された場合に遊技停止示唆表示６８３１が表示
され、球の発射の停止を促す場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。
例えば、遊技停止示唆表示６８３１の代わりに、又は遊技停止示唆表示６８３１に合わせ
て、遊技者に利益の有る情報が表示（報知）されるように構成しても良い。これにより、
球を無駄打ちしたという残念感だけが遊技者に与えられる場合に比較して、遊技者の残念
感を低減させることができる。そればかりか、場合によっては、エンディング演出におい
て遊技者が好んで球を発射するように仕向けることができる。
【１２０７】
　この場合において、遊技者に利益の有る情報としては、例えば、大当たり遊技終了後の
遊技状態が第１図柄の低確率状態なのか第１図柄の高確率状態なのかという情報や、大当
たり遊技終了後の遊技状態が通常状態なのか時短状態なのか確変状態なのか特殊確変状態
なのかという情報や、大当たり遊技終了後に所定の抽選回数が経過した後に電動役物６４
０ａの作動パターンが変化するのか変化しないのかという情報や、現在保留されている第
１図柄の抽選の保留球の中に大当たりとなるものがあるのか無いのかという情報や、遊技
機が第１図柄の大当たり確率の設定を変更できる（例えば、低確率状態の大当たり確率を
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、１／３２０で設定する（設定１）か、１／２５６で設定する（設定２）かを変更でき、
高確率状態の大当たり確率を、１／３２で設定する（設定１）か、１／２６で設定する（
設定２）かを変更できる）よう構成される場合に現在の大当たり確率の設定が示唆される
情報などが例示される。
【１２０８】
　上記第７実施形態では、光量や音量の設定変更を実行してから規定の時間が経過すると
、設定変更がキャンセル（初期化）される場合を説明したが、必ずしもこれに限られるも
のではなく、設定変更がキャンセルされる条件としては種々の態様が例示される。例えば
、遊技が開始される前に表示画面において実行される遊技説明表示（所謂デモ画面）への
移行を設定変更がキャンセルされる条件としても良いし、時刻を判定できるように制御し
ておいて規定の時刻になることを設定変更がキャンセルされる条件としても良いし、当日
または複数日での大当たり回数が規定の大当たり回数とることを設定変更がキャンセルさ
れる条件としても良い。
【１２０９】
　また、所定のタイミング（例えば、遊技開始前における遊技説明表示において枠ボタン
表示８１３が表示されているタイミングや、遊技中において枠ボタン表示８１３が表示さ
れていないタイミング等）において枠ボタン２２が操作されることを設定変更がキャンセ
ルされる条件としても良いし、エンディング演出中に所定の入賞口またはスルーゲート６
６，６７で球の通過が検出されることを設定変更がキャンセルされる条件としても良いし
、所定の大当たり種別の大当たりを獲得することを設定変更がキャンセルされる条件とし
ても良いし、上皿１７に貯留される球の量が許容量を超えた場合に報知される球抜き報知
が実行されることを設定変更がキャンセルされる条件としても良い。
【１２１０】
　また、右打ち遊技すべきではないタイミングにおいてスルーゲート６７で球の通過が検
出されるなど球が右側遊技領域３０３を流下していると判定された場合に行われるよう設
定される報知であって、遊技者に左打ちで遊技を行うことを促すための報知（例えば、「
左打ちに戻してください」等の音声を出力する報知、第３図柄表示装置８１の表示画面に
左向きの矢印と「左打ちに戻してください」というコメントを表示する報知）が実行され
ることを設定変更がキャンセルされる条件としても良い。
【１２１１】
　上記第７実施形態では、エンディング演出において音量も光量も設定変更可能である場
合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、音量のみを変更できる
状態と、光量のみを変更できる状態と、音量も光量も変更できる状態と、を切り替え可能
に構成しても良い。この切り替えは、枠ボタン２２の操作で切り替えても良いし、実行さ
れる演出に対応して音声ランプ制御装置１１３により切り替えられるようにしても良い。
【１２１２】
　上記第７実施形態では、音量や光量の設定変更がキャンセルされる直前における音量や
光量の設定が過去光量表示７８１７や過去音量表示７８１８により遊技者が把握可能とさ
れる場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、現在の状態と、
直前の設定値との差を表す数値を、「＋１」や「－２」等の表示や音声で報知しても良い
。この場合、キャンセルされる前の設定に戻すために必要な操作を遊技者に把握させ易く
することができる。
【１２１３】
　上記第７実施形態では、音量や光量の設定がキャンセルされる前の状態における設定を
示唆する場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例えば、遊技者が音
量や光量の設定変更を実行している際に、設定変更前の設定が示唆されるように構成して
も良い。この場合、遊技者が意図的に変更をかけたとしても、実際変更してみたら気に入
らなかったというのであれば、元の設定に容易に戻すことができる。そのため、音量や光
量の設定変更に対するハードルを下げることができる。
【１２１４】
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　上記第８実施形態では、点在する枠ボタン表示８８１３が合体したら実体化し、枠ボタ
ン２２の操作が有効となる表示態様を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない
。例えば、枠ボタン２２の操作を促す表示としてではなく（操作に関わる表示であるか否
かに関わらず）、エンディング演出の経過時間の目安となる演出として、半透明の枠ボタ
ン表示８８１３が所定のタイミングで実体化するように構成しても良い。
【１２１５】
　また、例えば、半透明な単一の枠ボタン表示８８１３が移動または停止しており、所定
のタイミングで半透明な状態と実体化される状態とで切り替えられるように表示しても良
い。この場合、枠ボタン表示８８１３が実体化されるタイミングを遊技者が予想し難くす
ることができるので、枠ボタン表示８８１３に対する注目力を向上させることができる。
【１２１６】
　上記第８実施形態では、枠ボタン表示８８１３が実体化するタイミングを枠ボタン２２
の操作タイミングとして表示する場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではな
い。例えば、時間表示８１１が移動する横長形状の枠に枠ボタン２２の操作タイミングを
示唆するマークやコメント（「ＰＵＳＨ」等）などを表示するようにしても良い。この場
合、時間表示８１１を、エンディング演出の終了タイミングを示唆する目的と、枠ボタン
２２の操作タイミングを示唆する目的とで兼用することができる。
【１２１７】
　上記第８実施形態では、点在している枠ボタン表示８８１３が、移動して合体した後で
更に離れる方向に移動する場合を説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。例
えば、枠ボタン表示８８１３が合体して実体化した後、枠ボタン２２の操作が有効となる
期間を過ぎたら、枠ボタン表示８８１３が消えるように制御しても良い。
【１２１８】
　上記第８実施形態では、枠ボタン表示８８１３が半透明か実体化しているかが、枠ボタ
ン２２の操作が有効となるか無効となるかに対応する場合を説明したが、必ずしもこれに
限られるものではない。例えば、枠ボタン表示８８１３が実体化している期間において、
枠ボタン２２の操作が無効となる状態と、枠ボタン２２の操作が有効となる状態とを構成
しても良い。
【１２１９】
　例えば、枠ボタン２２の操作の有効または無効の切替のタイミングは上記第８実施形態
で説明した態様と同じに設定しながら、カード忘れ防止表示演出が開始された直後から枠
ボタン表示８８１３が表示画面の中央で実体化されて表示されるように構成しても良い。
【１２２０】
　上記第８実施形態では、各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３が枠ボタン２２の操作が無効に
なる期間と有効になる期間との区切りとして設定される場合を説明したが、必ずしもこれ
に限られるものではない。例えば、各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３はそれぞれ枠ボタン２
２の操作が有効とされ、各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３の違いは、枠ボタン２２の操作に
より移行する演出態様の違いとして設定されるようにしても良い。
【１２２１】
　即ち、第１期間Ｔ８１において枠ボタン２２を操作した場合には、音量の設定変更が可
能となるが光量の設定変更は可能とならない調整表示画面に移行し、第２期間Ｔ８２にお
いて枠ボタン２２を操作した場合には、音量の設定変更も光量の設定変更も可能となる調
整表示画面に移行し、第３期間Ｔ８３において枠ボタン２２を操作した場合には、音量の
設定変更が可能とならず光量の設定変更は可能となる調整表示画面に移行するようにして
も良い。また、これとは別に、各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３の違いを、枠ボタン２２の
操作により移行する演出表示（表示が実行される動画）の違いとして設定されるようにし
ても良い。
【１２２２】
　上記第８実施形態では、各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３が同じ長さに設定される場合を
説明したが、必ずしもこれに限られるものではない。各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３の長
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さは任意に設定可能であり、その設定内容は種々の条件に対応させることができる。
【１２２３】
　例えば、大当たり種別ごとに各期間Ｔ８１，Ｔ８２，Ｔ８３の長さの設定を変えるよう
にしても良いし、確変状態が複数回続く連荘継続中においては今更設定を変更する可能性
は少ないとして第２期間Ｔ８２を短くするように設定しても良い。
【１２２４】
　また、特に音量や光量が大きくなる大当たり種別（最大ラウンドの大当たりや、格別に
演出が激しい（長い）大当たり）の場合には設定変更を実行し易いように第２期間Ｔ８２
を長くするように設定しても良い。この場合において、第１期間Ｔ８１を短く設定してお
くと、エンディング演出において音量や光量の設定変更を実行する期間を長く確保するこ
とができるので、遊技者の遊技負担を低減することができる。
【１２２５】
　上記第８実施形態では、枠ボタン表示８８１３の表示態様に従い枠ボタン２２を操作す
ることで光量や音量の設定変更を実行可能となる場合を説明したが、必ずしもこれに限ら
れるものではない。例えば、枠ボタン２２を操作することで、遊技者に利益の有る情報が
表示されるようにしても良い。
【１２２６】
　この場合において、遊技者に利益の有る情報としては、上述したのと同様に、例えば、
大当たり遊技終了後の遊技状態が第１図柄の低確率状態なのか第１図柄の高確率状態なの
かという情報や、大当たり遊技終了後の遊技状態が通常状態なのか時短状態なのか確変状
態なのか特殊確変状態なのかという情報や、大当たり遊技終了後に所定の抽選回数が経過
した後に電動役物６４０ａの作動パターンが変化するのか変化しないのかという情報や、
現在保留されている第１図柄の抽選の保留球の中に大当たりとなるものがあるのか無いの
かという情報や、遊技機が第１図柄の大当たり確率の設定を変更できる（例えば、低確率
状態の大当たり確率を、１／３２０で設定する（設定１）か、１／２５６で設定する（設
定２）かを変更でき、高確率状態の大当たり確率を、１／３２で設定する（設定１）か、
１／２６で設定する（設定２）かを変更できる）よう構成される場合に現在の大当たり確
率の設定が示唆される情報などが例示される。
【１２２７】
　本発明を上記各実施形態とは異なるタイプのパチンコ機等に実施してもよい。例えば、
一度大当たりすると、それを含めて複数回（例えば２回、３回）大当たり状態が発生する
まで、大当たり期待値が高められるようなパチンコ機（通称、２回権利物、３回権利物と
称される）として実施してもよい。また、大当たり図柄が表示された後に、所定の領域に
球を入賞させることを必要条件として遊技者に所定の遊技価値を付与する特別遊技を発生
させるパチンコ機として実施してもよい。また、Ｖゾーン等の特別領域を有する入賞装置
を有し、その特別領域に球を入賞させることを必要条件として特別遊技状態となるパチン
コ機に実施してもよい。更に、パチンコ機以外にも、アレパチ、雀球、スロットマシン、
いわゆるパチンコ機とスロットマシンとが融合した遊技機などの各種遊技機として実施す
るようにしても良い。
【１２２８】
　なお、スロットマシンは、例えばコインを投入して図柄有効ラインを決定させた状態で
操作レバーを操作することにより図柄が変動され、ストップボタンを操作することにより
図柄が停止されて確定される周知のものである。従って、スロットマシンの基本概念とし
ては、「複数の識別情報からなる識別情報列を変動表示した後に識別情報を確定表示する
表示装置を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の変動
表示が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操作に起因して、或いは、
所定時間経過することにより、識別情報の変動表示が停止して確定表示され、その停止時
の識別情報の組合せが特定のものであることを必要条件として、遊技者に所定の遊技価値
を付与する特別遊技を発生させるスロットマシン」となり、この場合、遊技媒体はコイン
、メダル等が代表例として挙げられる。
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【１２２９】
　また、パチンコ機とスロットマシンとが融合した遊技機の具体例としては、複数の図柄
からなる図柄列を変動表示した後に図柄を確定表示する表示装置を備えており、球打出用
のハンドルを備えていないものが挙げられる。この場合、所定の操作（ボタン操作）に基
づく所定量の球の投入の後、例えば操作レバーの操作に起因して図柄の変動が開始され、
例えばストップボタンの操作に起因して、或いは、所定時間経過することにより、図柄の
変動が停止され、その停止時の確定図柄がいわゆる大当たり図柄であることを必要条件と
して遊技者に所定の遊技価値を付与する特別遊技が発生させられ、遊技者には、下部の受
皿に多量の球が払い出されるものである。かかる遊技機をスロットマシンに代えて使用す
れば、遊技ホールでは球のみを遊技価値として取り扱うことができるため、パチンコ機と
スロットマシンとが混在している現在の遊技ホールにおいてみられる、遊技価値たるメダ
ルと球との別個の取扱による設備上の負担や遊技機設置個所の制約といった問題を解消し
得る。
【１２３０】
　以下に、本発明の遊技機に加えて上述した実施形態に含まれる各種発明の概念を示す。
【１２３１】
　＜遊技球を案内する手段が長い＞
　入球領域と、その入球領域に入球した遊技球を案内する案内手段と、その案内手段の下
流側に配設され遊技球の通過を検出する第１検出手段と、前記案内手段の下流側に配設さ
れ遊技球の通過を検出した場合に、前記第１検出手段に遊技球の通過が検出されることに
基づいて遊技者に与え得る利益とは異なる利益を遊技者に与え得る第２検出手段と、を備
え、前記案内手段は、前記入球領域から流下した遊技球を受けるための所定部と、その所
定部よりも下流側に配置され前記所定部の変位に対応して変位する下流側部と、を備え、
少なくとも前記下流側部の配置に応じて、遊技球を前記第１検出手段に案内し易い第１状
態と、遊技球を前記第２検出手段に案内し易い第２状態と、で状態変化可能に構成される
ことを特徴とする遊技機Ａ１。
【１２３２】
　パチンコ機等の遊技機において、所定の検出領域（第２始動入賞口２７）において遊技
球の通過が検出された場合において、一定確率で開放されて奥側に配設される賞球口への
遊技球の案内が可能となる可動役物（第２可変入賞装置３１）が配設され、その可動役物
の開放動作を頻繁に生じさせて賞球口への入球が頻繁に生じることにより多量の賞球の払
い出しを遊技者が獲得できる遊技状態が、通常状態よりも有利な遊技状態として設定され
る遊技機がある（例えば、特開２０１７－１６９６３０号公報を参照）。
【１２３３】
　しかし、上述した従来の遊技機では、別の検出領域（可変始動入賞口２８ａ）に可動部
材（開閉部材２８ｂ）が配設されていることを理由に、所定の検出領域を開閉する可動部
材が配設されておらず、常に遊技球を所定の検出領域に通過可能に構成されている。通常
状態では遊技領域の左側に遊技球を流下させる遊技方法が推奨されているが、遊技初心者
などは特に、誤って遊技領域の右側に遊技球を流下させるように発射してしまう場合があ
る。
【１２３４】
　所定の検出領域において遊技球の通過が検出された場合、可動役物の開放動作の抽選（
小当たりの抽選）の他に、特別図柄の抽選（大当たりの抽選）も行われ、特別図柄の抽選
による大当たりが発生すると、大当たり終了後の遊技状態としてペナルティが課され、通
常状態よりも不利な遊技を強いられることとなる。遊技初心者からすれば、理由もわから
ずペナルティを課されたと疑念を抱きかねず、遊技機に対する興味関心が薄れ、新規の遊
技者を獲得し損なる状況を生み出しかねない。即ち、遊技初心者に優しくなく、平等性に
欠けるという問題点があった。
【１２３５】
　これに対し、遊技機Ａ１によれば、案内手段が第１状態で維持されることで、第１検出
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手段へ遊技球が案内され易い状態を構成することができ、この状態において第２検出手段
（所定の検出領域）への遊技球の案内を抑制することができる。これにより、案内手段を
利用することで、第２検出手段に遊技球を通過させることを防ぐことができ、遊技の平等
性を高めることができる。
【１２３６】
　なお、案内手段は、所定部と下流側部とが一体的に形成されるよう構成されても良いし
、所定部と下流側部とが別体で形成されるよう構成されても良い。
【１２３７】
　遊技機Ａ１において、前記下流側部は、前記第１状態において前記第２検出手段への遊
技球の案内を防止可能とされ、前記第２状態において前記第１検出手段への遊技球の案内
を防止可能とされるよう構成されることを特徴とする遊技機Ａ２。
【１２３８】
　遊技機Ａ２によれば、遊技機Ａ１の奏する効果に加え、下流側部により、案内手段を介
して流下する遊技球が通過する検出手段を切り替えることができる。
【１２３９】
　遊技機Ａ１又はＡ２において、前記案内手段は、前記所定部が受けた遊技球を前記下流
側部へ向けて流下させる中間部を備えることを特徴とする遊技機Ａ３。
【１２４０】
　遊技機Ａ３によれば、遊技機Ａ１又はＡ２の奏する効果に加え、中間部により、案内手
段を介して流下する遊技球が第１検出手段に案内されるのか、第２検出手段に案内される
のかが、不明確な状態を引き延ばすことができる。
【１２４１】
　なお、中間部は、下流側部の変位に対応して変位可能に構成しても良いし、下流側部の
変位に関わらず変位しないように構成しても良い。
【１２４２】
　遊技機Ａ３において、前記中間部は、前記第１状態でも前記第２状態でも遊技球の流下
方向が変化しないよう構成され、下流側において前記第１検出手段または前記第２検出手
段への案内が行われることを特徴とする遊技機Ａ４。
【１２４３】
　遊技機Ａ４によれば、遊技機Ａ３の奏する効果に加え、入球領域に入球した後の遊技球
が中間部を案内されている時に案内手段が第１状態と第２状態とで切り替わったとしても
、中間部における遊技球の流下方向に影響を与えないので、中間部を案内されている遊技
球の流下態様の変化から案内手段の状態変化を把握されるという事態の発生を避けること
ができる。
【１２４４】
　遊技機Ａ１からＡ４のいずれかにおいて、前記案内手段は、前記第１状態において、前
記所定部が前記入球領域から前記案内手段への入球を制限する位置に配置され、前記第２
状態において、前記所定部が前記入球領域から前記案内手段への入球を許容する位置に配
置されることを特徴とする遊技機Ａ５。
【１２４５】
　遊技機Ａ５によれば、遊技機Ａ１からＡ４のいずれかの奏する効果に加え、案内手段の
状態の切り替えによって、案内手段への新たな遊技球の入球の可否を切り替えることがで
きる。
【１２４６】
　また、所定部における遊技球の通過と、下流側部における遊技球の通過と、のそれぞれ
に注目させることができる。即ち、遊技者の視線を複数位置で集めることができ、案内手
段の注目箇所を増加させることができる。
【１２４７】
　遊技機Ａ５において、前記所定部の配置の切り替えと、前記下流側部の配置の切り替え
とは、同時に実行されることを特徴とする遊技機Ａ６。
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【１２４８】
　遊技機Ａ６によれば、遊技機Ａ５の奏する効果に加え、異なる位置で同時に切替が実行
されることから、遊技者に、所定部における切り替えか、下流側部における切り替えか、
いずれかを選択して視認させるという遊技性を付与することができる。
【１２４９】
　遊技機Ａ５において、前記所定部の配置の切り替えと、前記下流側部の配置の切り替え
とは、タイミングがずれて実行されることを特徴とする遊技機Ａ７。
【１２５０】
　遊技機Ａ７によれば、遊技機Ａ５の奏する効果に加え、別タイミングで異なる位置にお
ける切り替えが実行されることから、遊技者に、所定部における切り替えと、下流側部に
おける切り替えと、が視線をずらすことで視認することができるという遊技性を付与する
ことができる。加えて、遊技者の視線の動きを誘導することができる。
【１２５１】
　遊技機Ａ１からＡ７のいずれかにおいて、前記所定部は、前後方向にスライド変位する
ことを特徴とする遊技機Ａ８。
【１２５２】
　遊技機Ａ８によれば、遊技機Ａ１からＡ７のいずれかの奏する効果に加え、正面視にお
ける所定部の動きが目立つことを避けることができる。所定部は、案内手段への入球の可
否を切り替える部分であり、第１検出手段に案内されるか、第２検出手段に案内されるか
が決定される箇所ではないので、目立つことを避けることで、相対的に下流側部の動作を
目立たせることができる。
【１２５３】
　遊技機Ａ１からＡ８のいずれかにおいて、前記下流側部は、回転動作する態様で変位す
ることを特徴とする遊技機Ａ９。
【１２５４】
　遊技機Ａ９によれば、遊技機Ａ１からＡ８のいずれかの奏する効果に加え、第１検出手
段に案内されるか、第２検出手段に案内されるかが決定される箇所としての下流側部の動
きを目立たせることができる。
【１２５５】
　遊技機Ａ１からＡ９のいずれかにおいて、前記案内手段は、前記所定部と前記下流側部
との間の正面視における距離よりも、前記所定部から前記下流側部へ流下する遊技球の流
下距離が長くなるように構成されることを特徴とする遊技機Ａ１０。
【１２５６】
　遊技機Ａ１０によれば、遊技機Ａ１からＡ９のいずれかの奏する効果に加え、所定部か
ら流れた遊技球が下流側部に到達する前に、遊技者が所定部から下流側部に視線を移動さ
せ易くすることができる。
【１２５７】
　遊技機Ａ１からＡ１０のいずれかにおいて、前記案内手段は、前記所定部を介さない遊
技球が前記下流側部へ到達することを防止するための防止手段を備えることを特徴とする
遊技機Ａ１１。
【１２５８】
　遊技機Ａ１１によれば、遊技機Ａ１からＡ１０のいずれかの奏する効果に加え、防止手
段により、下流側部へ到達する遊技球の流下経路を制限することができるので、遊技球が
意図しない経路で下流側部に到達し、誤った検出手段に入球する事態の発生を避けること
ができる。
【１２５９】
　遊技機Ａ１からＡ１１のいずれかにおいて、前記案内手段は、前記入球領域からの複数
の遊技球を前記所定部が受ける第１期間よりも、その第１期間に前記所定部が受けた前記
複数の遊技球が前記下流側部を通過する第２期間を短縮可能に構成されることを特徴とす
る遊技機Ａ１２。
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【１２６０】
　遊技機Ａ１２によれば、遊技機Ａ１からＡ１１のいずれかの奏する効果に加え、案内手
段により、所定部が遊技球を受けるタイミングのずれよりも、下流側部における遊技球の
通過タイミングのずれを小さくすることができるので、下流側部での遊技球の流下方向の
切替の精度を保ちながら、所定部において遊技球を受けるタイミングのずれの許容幅を拡
大することができ、快適な遊技を提供し易くすることができる。
【１２６１】
　遊技機Ａ１２において、前記所定部は、変位する際に、遊技球を加速させる方向の負荷
を遊技球に負荷する形状から構成されることを特徴とする遊技機Ａ１３。
【１２６２】
　遊技機Ａ１３によれば、遊技機Ａ１２の奏する効果に加え、所定部の変位が生じる際に
遊技球を加速させる方向の負荷が生じることになるので、所定部が変位する前に所定部を
通過した遊技球へ向けて、所定部が変位する際に所定部上に配置された遊技球を加速させ
ることで、遊技球同士の間隔が縮まる状況を生じさせることができる。
【１２６３】
　＜流下経路を引き延ばす＞
　入球領域と、その入球領域に入球した遊技球を下流側領域へ流下させる流下手段と、前
記下流側領域を流下する遊技球の通過を検出する検出手段と、を備える遊技機において、
前記流下手段は、遊技球を流下させる第１可動部と、その第１可動部よりも下流側に配置
され遊技球を流下させる第２可動部と、前記第１可動部および前記第２可動部の間に配置
され遊技球を流下させる所定部と、を備えることを特徴とする遊技機Ｂ１。
【１２６４】
　パチンコ機等の遊技機において、遊技球が入球可能な検出センサと、その検出センサに
遊技球を案内する可動部材と、を備える遊技機がある（例えば、特開２０１５－１８１５
７２号公報を参照）。
【１２６５】
　しかし、上述した従来の遊技機では、検出センサへ向けた遊技球の流下経路が可動部材
の長さに限定されるので、遊技球の流下が単調となり易いので遊技者を飽きさせ易い可能
性があることから、遊技球の流下態様について改良の余地があるという問題点があった。
【１２６６】
　これに対し、遊技機Ｂ１によれば、検出手段の上流側に配置される流下手段が、所定部
を挟む複数の可動部を備えることから、可動部の長さや形状にバリエーションを持たせ易
くでき、遊技球の流下態様について改良することができる。
【１２６７】
　遊技機Ｂ１において、前記第１可動部は、少なくとも下流側端部において前記所定部と
上下方向で重なる重なり部を備えることを特徴とする遊技機Ｂ２。
【１２６８】
　遊技機Ｂ２によれば、遊技機Ｂ１の奏する効果に加え、重なり部を介して所定部へ遊技
球を流すことができるので、第１可動部と所定部との間で遊技球が脱落することを防止し
易くすることができる。
【１２６９】
　遊技機Ｂ１又はＢ２において、前記第１可動部は、少なくとも下流側端部において、遊
技球の流下する向きを前記所定部側へ向けさせるための傾斜部を備えることを特徴とする
遊技機Ｂ３。
【１２７０】
　遊技機Ｂ３によれば、遊技機Ｂ１又はＢ２の奏する効果に加え、傾斜部によって遊技球
の流下向きを所定部側へ寄せることができるので、遊技球の流下が乱れた場合であっても
、第１可動部と所定部との間で遊技球が脱落することを防止し易くすることができる。
【１２７１】
　＜下流側において遊技球を密集させる＞
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　入球領域と、その入球領域に入球した遊技球を下流側領域へ流下させる流下手段と、前
記下流側領域を流下する遊技球の通過を検出する検出手段と、を備える遊技機において、
前記流下手段は、前記入球領域に所定間隔で入球した複数の遊技球が、前記下流側領域を
流下する間隔を、前記所定間隔よりも短くするための所定手段を備えることを特徴とする
遊技機ＢＺ１。
【１２７２】
　パチンコ機等の遊技機において、所定の入球領域から遊技球が流下した場合において、
その遊技球から与えられる負荷により第１検出手段または前記第２検出手段への遊技球の
案内が可能となる２種類の開放状態を構成可能な複数の可動役物が配設され、その可動役
物は、それぞれ賞球口に所定個数の遊技球が入球した場合に機械的な負荷の伝達により開
放状態から閉鎖するよう構成される遊技機がある（例えば、特開２０１６－２０２３３８
号公報を参照）。
【１２７３】
　しかし、上述した従来の遊技機では、通常時は第１検出手段にも第２検出手段にも遊技
球を案内しない状態で維持されているので、遊技球を第１検出手段に案内する第１状態と
、遊技球を第２検出手段に案内する第２状態と、合計で３つの状態に切り替えられるが、
いずれの状態においても、入球領域に入球した後の遊技球の流下経路は一本道とされてお
り、入球領域に入球するタイミング（間隔）と、その入球に伴う賞球の払い出しのタイミ
ング（間隔）とがほぼ同じとされるので、遊技者に与えられる利益が発生するタイミング
が遊技球の発射間隔（一定間隔）に制限されてしまい、遊技に緩急をつけることが難しく
、遊技者の興趣を高めることが難しいという問題点があった。
【１２７４】
　これに対し、遊技機ＢＺ１によれば、流下手段の所定手段により、遊技球が入球領域に
入球する間隔よりも、遊技球が下流側領域を流下する間隔が短くなる場合を生じさせるこ
とができるので、遊技球の発射間隔よりも短い間隔で遊技球が下流側領域を流下する場合
を生じさせることができる。これにより、遊技球が入球領域に入球したことで遊技者に与
えられる利益の発生タイミングが一定間隔となることを避け易くすることができ、遊技に
緩急をつけることで、遊技者の興趣を高めることができる。
【１２７５】
　遊技機ＢＺ１において、前記所定手段は、前記入球領域側における遊技球の流下速度を
、前記下流側領域側における遊技球の流下速度よりも大きくさせるように構成されること
を特徴とする遊技機ＢＺ２。
【１２７６】
　遊技機ＢＺ２によれば、遊技機ＢＺ１の奏する効果に加え、所定手段により、下流側領
域側を流下する遊技球が、入球領域側における遊技球に追いつかれるような状態を構成す
ることができる。
【１２７７】
　遊技機ＢＺ１又はＢＺ２において、前記流下手段は、一方向または他方向に変位可能に
構成され、前記一方向における変位または前記他方向における変位によって、前記入球領
域に入球した遊技球に対して前記下流側領域へ向けた所定の負荷を与え得るよう構成され
ることを特徴とする遊技機ＢＺ３。
【１２７８】
　遊技機ＢＺ３によれば、遊技機ＢＺ１又はＢＺ２の奏する効果に加え、流下手段が往復
変位可能に構成されており、遊技手段は、流下手段が一方向に変位する場合に流下手段を
流下するか、流下手段が他方向に変位する場合に流下手段を流下するかによって、流下態
様を変化させることができる。
【１２７９】
　遊技機ＢＺ３において、前記流下手段を流下する遊技球は、遊技球の流下方向に分岐が
生じない非分岐位置と、遊技球の流下方向に分岐が生じ得る分岐位置と、のいずれかに配
置されることを特徴とする遊技機ＢＺ４。
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【１２８０】
　遊技機ＢＺ４によれば、遊技機ＢＺ３の奏する効果に加え、遊技球が流下手段を流下し
ている間中において、遊技球が分岐位置に配置されている場合に比較して、遊技球を注視
する遊技者の疲労を軽減させることができる。
【１２８１】
　遊技機ＢＺ４において、前記分岐位置は、前記非分岐位置よりも視認性が高くなる側に
配置されることを特徴とする遊技機ＢＺ５。
【１２８２】
　遊技機ＢＺ５によれば、遊技機ＢＺ４の奏する効果に加え、遊技球を注視する遊技者の
疲労を軽減させることができる。
【１２８３】
　なお、視認性が高くなる側としては、種々の態様が例示される。例えば、遊技者に近い
側（前側）であっても良いし、遊技領域を流下する遊技球に隠され難い位置側であっても
良いし、ＬＥＤ等の発光演出が生じた場合に眩しくならない側であっても良い。
【１２８４】
　遊技機ＢＺ４又はＢＺ５において、前記分岐位置は、前記入球領域側の第１位置と、そ
の第１位置よりも下流側の第２位置と、に配置され、前記第１位置と前記第２位置との間
に前記非分岐位置が配置されることを特徴とする遊技機ＢＺ６。
【１２８５】
　遊技機ＢＺ６によれば、遊技機ＢＺ４又はＢＺ５の奏する効果に加え、遊技球が流下手
段上を流下する場合において、分岐位置に２回、間隔をあけて配置されることから、１個
の遊技球が流下手段に案内される場合に遊技者の注目力を２回のタイミングで向上させる
ことができる。これにより、遊技球への注目力を効率よく向上させることができる。
【１２８６】
　遊技機ＢＺ１からＢＺ６のいずれかにおいて、前記流下手段は、前記入球領域側の水平
面に対する傾斜角度が、前記下流側領域側の水平面に対する傾斜角度よりも大きくされる
ことを特徴とする遊技機ＢＺ７。
【１２８７】
　遊技機ＢＺ７によれば、遊技機ＢＺ１からＢＺ６のいずれかの奏する効果に加え、流下
手段を流下する遊技球が、入球領域側でより加速され、下流側領域側における遊技球との
間隔と短くすることができる。
【１２８８】
　遊技機ＢＺ１からＢＺ７のいずれかにおいて、前記入球領域は、前記下流側領域よりも
大きいことを特徴とする遊技機ＢＺ８。
【１２８９】
　遊技機ＢＺ８によれば、遊技機ＢＺ１からＢＺ７のいずれかの奏する効果に加え、入球
領域に同時に複数の遊技球が入球し易くすることができ、それらの遊技球が下流側領域で
密集する（連なる）状態が生じ易くなるようにすることができる。
【１２９０】
　遊技機ＢＺ８において、前記入球領域は複数箇所に分割配置可能に構成されることを特
徴とする遊技機ＢＺ９。
【１２９１】
　遊技機ＢＺ９によれば、遊技機ＢＺ８の奏する効果に加え、遊技球の流下手段への入球
箇所が複数用意されているので、流下手段への遊技球の入球頻度を高めることができる。
【１２９２】
　遊技機ＢＺ９において、遊技球が入球する前記入球領域の違いに対応して、前記流下手
段に流下される遊技球の流下経路が異なることを特徴とする遊技機ＢＺ１０。
【１２９３】
　遊技機ＢＺ１０によれば、遊技機ＢＺ９の奏する効果に加え、遊技球が流下手段を通過
するまでの期間や、流下手段上の遊技球の配置等が、遊技球がいずれの入球領域に入球す
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るかに対応して変化し得ることから、流下手段に入球した遊技球が、いずれの入球領域か
ら入球したかについての遊技者の興味関心を高めることができ、入球領域への注目力を向
上することができる。
【１２９４】
　遊技機ＢＺ１からＢＺ１０のいずれかにおいて、前記流下手段を流下する遊技球が、前
記下流側領域へ向けた流下経路から外れないようにするための流下経路制限手段を備える
ことを特徴とする遊技機ＢＺ１１。
【１２９５】
　遊技機ＢＺ１１によれば、遊技機ＢＺ１からＢＺ１０のいずれかの奏する効果に加え、
流下経路制限手段により、入球領域に入球した遊技球が確実に下流側領域に到達するよう
に構成することができる。
【１２９６】
　＜入球領域から離れた位置で遊技球を受ける技術思想＞
　遊技球を入球領域へ案内可能とする第１状態と、前記入球領域への遊技球の入球を制限
する第２状態とで状態を切り替え可能とされる切替手段と、その切替手段へ向けて遊技球
が流下可能な流下領域と、を備え、前記流下領域は、前記切替手段の前記入球領域から離
れた側に配置されることを特徴とする遊技機Ｃ１。
【１２９７】
　パチンコ機等の遊技機において、賞球口へ遊技球を案内可能とする状態と賞球口への遊
技球の入球を制限する状態とで切り替えられる可動役物への、遊技球の着地位置が、賞球
口付近の下流側位置と、その下流側位置よりも上流側の上流側位置とで複数あり、下流側
位置に着地するか上流側位置に着地するかに関わらず、遊技球が賞球口を通過可能に構成
される遊技機がある（例えば、特開２０１７－０２９５３１号公報を参照）。
【１２９８】
　しかし、上述した従来の遊技機では、上流側位置に着地した遊技球が賞球口に近接する
タイミングで下流側位置に別の遊技球が着地して、複数の遊技球がかたまって賞球口を通
過しようとする場合に、球詰まりが生じたり、遊技球の流下抵抗が大きくなったりする可
能性があるという問題点があった。換言すれば、遊技球の流下態様を向上するという観点
で改良の余地があるという問題点があった。
【１２９９】
　これに対し、遊技機Ｃ１によれば、入球領域から離れた側において遊技球が切替手段に
流下されるよう構成されているので（切替手段への遊技球の着地位置が制限されているの
で）、切替手段を流下する間に遊技球を整列させることができ、入球領域を通過しようと
する場合に、球詰まりが生じたり、遊技球の流下抵抗が大きくなったりすることを回避す
ることができるので、遊技球の流下態様を向上するという観点で改良を図ることができる
。
【１３００】
　遊技機Ｃ１において、前記流下領域の外方における前記切替手段への流下を防止する防
止手段を備えることを特徴とする遊技機Ｃ２。
【１３０１】
　遊技機Ｃ２によれば、遊技機Ｃ１の奏する効果に加え、防止手段によって、遊技球が流
下領域の外方を通って切替手段へ到達することを防止することができる。
【１３０２】
　遊技機Ｃ２において、前記切替手段は、遊技領域を構成する遊技盤前面よりも後側に少
なくとも一部が配設されることを特徴とする遊技機Ｃ３。
【１３０３】
　遊技機Ｃ３によれば、遊技機Ｃ２の奏する効果に加え、遊技球が切替手段に着地する位
置を少なくとも遊技領域側（遊技盤前面）に登場させ、その他の少なくとも一部を遊技盤
前面よりも後側に配設することで、切替手段上の遊技球の流下長さを遊技盤前面よりも後
側に確保しながら、切替手段が遊技領域を侵食する長さを狭めることができる。これによ
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り、他の構成を配置する領域を広く確保し、遊技領域の設計自由度を向上させることがで
きる。
【１３０４】
　遊技機Ｃ１からＣ３のいずれかにおいて、前記切替手段は、遊技球が転動可能な第１部
と、その第１部よりも下流側に配置される第２部とを備え、前記流下領域から前記切替手
段に着地する遊技球は、前記第１部に着地し易く構成されることを特徴とする遊技機Ｃ４
。
【１３０５】
　遊技機Ｃ４によれば、遊技機Ｃ１からＣ３のいずれかの奏する効果に加え、切替手段上
を長距離で転動させることで遊技球の跳ねを抑え流下を落ち着かせることができると共に
、入球領域までの流下長さを確保でき、遊技球への注目力を向上させることができる。
【１３０６】
　遊技機Ｃ４において、前記切替手段は、前記第１部と前記第２部との間に、前記第１状
態および前記第２状態において遊技球を橋渡し可能な案内経路を備えることを特徴とする
遊技機Ｃ５。
【１３０７】
　遊技機Ｃ５によれば、遊技機Ｃ４の奏する効果に加え、切替手段の第１部に着地した後
の遊技球について、切替手段の状態に関係なく遊技球の転動を維持させる箇所としての案
内経路が配設されることから、切替手段の状態切替と、遊技球の流下態様の変化とが一対
一で対応する場合に比較して、遊技球の流下のバリエーションを増加させることができる
。
【１３０８】
　遊技機Ｃ５において、前記案内経路における遊技球の流下長さが複数種類構成されるこ
とを特徴とする遊技機Ｃ６。
【１３０９】
　遊技機Ｃ６によれば、遊技機Ｃ５の奏する効果に加え、遊技球の流下のバリエーション
を増加させることができる。
【１３１０】
　なお、案内経路における遊技球の流下長さが変化する要因としては、種々の態様が例示
される。例えば、切替手段への入球位置の違いで変化するよう構成されても良いし、切替
手段への入球のタイミングと切替手段の状態が切り替えられるタイミングとの相対的な関
係により変化するよう構成されても良い。
【１３１１】
　遊技機Ｃ５又はＣ６において、前記切替手段は、前記案内経路よりも上流側における所
定範囲に亘って、遊技球を案内経路側に接近するように移動させる接近手段を備えること
を特徴とする遊技機Ｃ７。
【１３１２】
　遊技機Ｃ７によれば、遊技機Ｃ５又はＣ６の奏する効果に加え、接近手段により、案内
経路に遊技球が乗るタイミングよりも事前に案内経路側に遊技球を寄せることができるの
で、案内経路への橋渡し部分における遊技球の滞留を回避することができる。
【１３１３】
　遊技機Ｃ７において、前記接近手段は、前記切替手段の第１部または前記案内経路にお
ける遊技球の流下方向と直交する方向に遊技球を移動させる傾斜面であることを特徴とす
る遊技機Ｃ８。
【１３１４】
　遊技機Ｃ８によれば、遊技機Ｃ７の奏する効果に加え、切替手段の第１部または案内部
における遊技球の流下方向と、傾斜面の傾斜方向とが直交することから、傾斜面により遊
技球に与えられる負荷が、切替手段の第１部または案内部における遊技球の流下速度を加
速も減速もさせず、影響を最小限に抑えることができる。
【１３１５】
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　遊技機Ｃ４からＣ８のいずれかにおいて、前記第２部は、同時の複数個の遊技球の受入
を制限するよう構成されることを特徴とする遊技機Ｃ９。
【１３１６】
　遊技機Ｃ９によれば、遊技機Ｃ４からＣ８のいずれかの奏する効果に加え、第２部に想
定以上の遊技球が入球する事態を回避し易くすることができる。
【１３１７】
　遊技機Ｃ１からＣ９のいずれかにおいて、前記切替手段は、前記流下領域側の端部側の
所定区間に遊技球が着地してから、その遊技球が前記所定区間を通過するまでの間に状態
が切り替えられた場合に、その遊技球が前記案内経路側に入球することを制限する入球制
限手段を備えることを特徴とする遊技機Ｃ１０。
【１３１８】
　遊技機Ｃ１０によれば、遊技機Ｃ１からＣ９のいずれかにおいて、切替手段が微小時間
での状態切替を実行した場合に、遊技球が案内経路側に誤って入球することを回避し易く
することができる。
【１３１９】
　遊技機Ｃ１からＣ１０のいずれかにおいて、前記切替手段は、下流側部において遊技球
の流下速度を減速させる減速手段を備えることを特徴とする遊技機Ｃ１１。
【１３２０】
　遊技機Ｃ１１によれば、遊技機Ｃ１からＣ１０のいずれかの奏する効果に加え、切替手
段の下流側において遊技球の流下態様を落ち着かせる（整流させる）ことができる。
【１３２１】
　＜複数個目の入球が、先の入球に影響されて検出手段を通過し易い＞
　遊技球が流下可能な流下領域と、その流下領域の下流側に配設される下流側領域と、そ
の下流側領域を通った遊技球が流下可能な第１流下領域と、前記下流側領域を通った遊技
球であって前記第１流下領域を流下しない遊技球が流下可能に構成される第２流下領域と
、を備え、前記第２流下領域を遊技球が流下した場合に所定の利益を遊技者に付与可能と
され、前記下流側領域に遊技球が配置されていない状態で前記流下領域から前記下流側領
域に遊技球が流下する第１の場合よりも、前記下流側領域に遊技球が配置されている状態
で前記流下領域から前記下流側領域に遊技球が流下する第２の場合の方が、遊技球が前記
第２流下領域を流下し易くなるように構成されることを特徴とする遊技機Ｄ１。
【１３２２】
　パチンコ機等の遊技機において、開閉手段の奥に入球口と特定入球口とが配置され、そ
の特定入球口は、スライド動作する板部材に塞がれる状態と、板部材が退避して遊技球の
入球を許容する状態とで切り替えられるよう構成され、板部材が入球を許容する状態の場
合には、開閉手段に受け入れられたほとんどの遊技球が特定入球口に入球するよう構成さ
れ、特定入球口への入球により後の遊技状態が遊技者にとって有利な遊技状態に設定され
る遊技機がある（例えば、特開２０１５－１５０１２２号公報の段落００３０～００３２
を参照）。
【１３２３】
　しかし、上述した従来の遊技機では、開閉手段に遊技球が１個受け入れられた時点で特
定入球口へ入球するものと考えられるので、遊技者が安心できてしまい、２個目以降の開
閉手段への入球に注目させることが困難であるという問題点があった。換言すれば、開閉
手段に受け入れられる遊技球への注目力を持続させることが困難であるという問題点があ
った。
【１３２４】
　これに対し、遊技機Ｄ１によれば、下流側領域に受け入れられた遊技球の内、複数個目
に受け入れられた遊技球の方が、１個目に受け入れられた遊技球よりも、第２流下領域に
受け入れられる可能性が高くなるよう構成されるので、下流側領域に流下した遊技球に対
する注目力を持続させることができる。
【１３２５】
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　遊技機Ｄ１において、前記下流側領域に１球目で入球した遊技球よりも、２球目以降で
入球した遊技球の方が、第２流下領域に入球し易くなるように構成されることを特徴とす
る遊技機Ｄ２。
【１３２６】
　遊技機Ｄ２によれば、遊技機Ｄ１の奏する効果に加え、流下領域に流下した遊技球に対
する遊技者の注目力を長い間維持することができる。
【１３２７】
　遊技機Ｄ１又はＤ２において、前記下流側領域に遊技球が複数個同時に配置されている
場合に、前記第２流下領域を遊技球が流下し易くなるように構成されることを特徴とする
遊技機Ｄ３。
【１３２８】
　遊技機Ｄ３によれば、遊技機Ｄ１又はＤ２の奏する効果に加え、流下領域に流下した遊
技球に対する遊技者の注目力を、遊技球が下流側領域に配置されている間において維持す
ることができる。また、遊技球の発射態様を遊技者に意識させることができる。
【１３２９】
　遊技機Ｄ１からＤ３のいずれかにおいて、前記下流側領域に複数の遊技球が停留するこ
とで、第２流下領域に遊技球が受け入れられ易くなるように構成されることを特徴とする
遊技機Ｄ４。
【１３３０】
　遊技機Ｄ４によれば、遊技機Ｄ１からＤ３のいずれかの奏する効果に加え、下流側領域
における遊技球の配置態様に注目させることができる。
【１３３１】
　遊技機Ｄ１からＤ４のいずれかにおいて、流下領域からの遊技球の流下経路を開放する
第１状態とその第１状態よりも経路を狭める第２状態とで切り替え可能な開閉手段を備え
、前記下流側領域は、前記開閉手段が前記第２状態から前記第１状態へ切り替えられた直
後において、前記第２流下領域側に遊技球が案内され難いように構成されることを特徴と
する遊技機Ｄ５。
【１３３２】
　遊技機Ｄ５によれば、遊技機Ｄ１からＤ４のいずれかの奏する効果に加え、開閉手段が
第１状態に切り替えられた後における下流側領域に対する遊技者の注目力の維持期間を長
くすることができる。
【１３３３】
　遊技機Ｄ５において、前記開閉手段が前記第１状態に切り替えられた時点から、前記下
流側領域に所定期間に入球した遊技球よりも、前記所定期間経過後に入球した遊技球の方
が、第２流下領域を流下し易くなるように構成されることを特徴とする遊技機Ｄ６。
【１３３４】
　遊技機Ｄ６によれば、遊技機Ｄ５の奏する効果に加え、下流側領域に対する注目力を開
閉手段が第１状態に切り替えられた時点から長く持続させることができる。
【１３３５】
　遊技機Ｄ６において、前記開閉手段が前記第１状態に切り替えられた時点から前記所定
期間が経過した後においては、前記流下領域を流下した遊技球が前記第２流下領域を流下
するまでの期間の変化を抑制可能とされることを特徴とする遊技機Ｄ７。
【１３３６】
　遊技機Ｄ７によれば、遊技機Ｄ６の奏する効果に加え、開閉手段が第１状態に切り替え
られ所定期間が経過した後における遊技球の流下態様（流下期間）を一定とすることで、
下流側領域における注目力を下げ、遊技者をリラックスさせることができる。
【１３３７】
　遊技機Ｄ５からＤ７のいずれかにおいて、前記流下領域に、前記開閉手段が前記第２状
態から前記第１状態に切り替えられてから数えて１個目で入球した遊技球を、前記第２流
下領域側へ案内しないように構成される案内球選択手段を備えることを特徴とする遊技機
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Ｄ８。
【１３３８】
　遊技機Ｄ８によれば、遊技機Ｄ５からＤ７のいずれかの奏する効果に加え、第２流下領
域に遊技球を受け入れさせるために、開閉手段の第１状態において複数個の遊技球を入球
させる必要が生じるので、開閉手段および開閉手段を通過する遊技球の個数に対する注目
力を向上させることができる。
【１３３９】
　遊技機Ｄ１からＤ８のいずれかにおいて、前記第２流下領域に受け入れられる遊技球の
個数と、前記第２流下領域に受け入れられない遊技球の個数とを同等とするよう構成され
ることを特徴とする遊技機Ｄ９。
【１３４０】
　遊技機Ｄ９によれば、遊技機Ｄ１からＤ８のいずれかの奏する効果に加え、第２流下領
域に全球入球する場合のように、過度に多くの遊技球が受け入れられる場合が生じること
で、遊技者に過度な期待を持たせることを回避することができる。
【１３４１】
　遊技機Ｄ１からＤ９のいずれかにおいて、前記下流側領域が受入可能な遊技球の最大個
数が設定され、その最大個数を超えた遊技球が前記第２流下領域に受け入れられるよう構
成されることを特徴とする遊技機Ｄ１０。
【１３４２】
　遊技機Ｄ１０によれば、遊技機Ｄ１からＤ９のいずれかの奏する効果に加え、下流側領
域および第２流下領域に対する注目力を向上させることができる。
【１３４３】
　遊技機Ｄ１からＤ１０のいずれかにおいて、通過した遊技球が前記第１流下領域側に流
入し易い位置に、流下領域を配置可能とされることを特徴とする遊技機Ｄ１１。
【１３４４】
　遊技機Ｄ１１によれば、遊技機Ｄ１からＤ１０のいずれかの奏する効果に加え、下流側
領域に配置された遊技球が第１流下領域側に流入し易い状態が構成され易い。
【１３４５】
　遊技機Ｄ１からＤ１１のいずれかにおいて、前記下流側領域に配置された遊技球を前記
下流側領域で留めるための滞留手段を備えることを特徴とする遊技機Ｄ１２。
【１３４６】
　遊技機Ｄ１２によれば、遊技機Ｄ１からＤ１１のいずれかの奏する効果に加え、第１流
下領域に配置された遊技球が第２流下領域側へ流れることを滞留手段により制限すること
ができる。
【１３４７】
　遊技機Ｄ１からＤ１２のいずれかにおいて、前記第２流下領域は、前記第１流下領域よ
りも上側に配置されることを特徴とする遊技機Ｄ１３。
【１３４８】
　遊技機Ｄ１３によれば、遊技機Ｄ１からＤ１２のいずれかの奏する効果に加え、第１流
下領域に配置された遊技球が第２流下領域側へ流れることを、配置の高低差で防止するこ
とができる。
【１３４９】
　＜遊技球との当接、非当接の切り替え＞
　遊技球が流下可能な流下領域と、その流下領域を通過する遊技球の経路を開放する第１
状態とその第１状態よりも経路を狭める第２状態とで切り替え可能な開閉手段と、前記流
下領域の下流側に配設される下流側領域と、その下流側領域を通過した遊技球が流下可能
に構成される第１流下領域と、前記下流側領域を通った遊技球であって前記第１流下領域
を流下しない遊技球が流下可能に構成される第２流下領域と、前記下流側領域を通った遊
技球に当接可能な当接状態と、非当接となる非当接状態とで切り替え可能な当接可能手段
と、を備え、前記第２流下領域を遊技球が流下した場合に所定の利益を遊技者に付与可能
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とされ、前記当接可能手段に遊技球が当接している状態で前記開閉手段を前記第１状態か
ら前記第２状態に切り替え可能に構成されることを特徴とする遊技機Ｅ１。
【１３５０】
　パチンコ機等の遊技機において、開閉部材により開閉される入球口に入球した遊技球の
流下経路において複数の可動部材が配設され、可動部材からの負荷を受けて遊技球の流下
経路が変化し得る遊技機がある（例えば、特開２０１７－０００５６２号公報を参照）。
【１３５１】
　しかし、上述した従来の遊技機では、可動部材は流下した遊技球と必ず当接し得るよう
構成されているので、入球口に入球した遊技球の流下態様が変わり映えせず、遊技者を飽
きさせる可能性が高く、遊技者の興趣を向上させる観点で改良の余地があるという問題点
があった。
【１３５２】
　これに対し、遊技機Ｅ１によれば、当接可能手段が、下流側領域を通った遊技球に当接
可能な当接状態と、非当接となる非当接状態とで切り替え可能とされるので、遊技球が当
接可能手段に当接する場合と、当接可能手段に当接しない場合とで、遊技球の流下態様を
大きく異ならせることができる。これにより、遊技球の流下態様のバリエーションを多く
することができ、遊技者の興趣を向上させる観点で改良することができる。
【１３５３】
　遊技機Ｅ１において、前記当接可能手段に当接している遊技球を介して負荷を受けた遊
技球が、前記第２流下領域を流下し得るよう構成されることを特徴とする遊技機Ｅ２。
【１３５４】
　遊技機Ｅ２によれば、遊技機Ｅ１の奏する効果に加え、下流側領域における遊技球の流
下態様に対する注目力を向上させることができる。
【１３５５】
　遊技機Ｅ１又はＥ２において、前記当接可能手段に遊技球が当接している状態で前記開
閉手段が前記第２状態から前記第１状態に切り替えられた場合において、前記流下領域か
ら前記下流側領域に流下した遊技球が前記第２流下領域を流下し得るよう構成されること
を特徴とする遊技機Ｅ３。
【１３５６】
　遊技機Ｅ３によれば、遊技機Ｅ１又はＥ２の奏する効果に加え、開閉手段が開放される
タイミングで当接可能手段に遊技球が当接している場合に、開閉手段が開放された後で開
閉手段を通過した遊技球が第２流下領域を流下し易くなることから、当接可能手段に対す
る注目力を向上させることができる。
【１３５７】
　＜遊技球の通過を止められる状態を経て第２遊技領域に遊技球が受け入れられる＞
　遊技球が流下可能な流下領域と、その流下領域を通過する遊技球の経路を開放する第１
状態とその第１状態よりも経路を狭める第２状態とで切り替え可能な開閉手段と、前記流
下領域の下流側に配設される下流側領域と、その下流側領域を通過した遊技球が流下可能
に構成される第１流下領域と、前記下流側領域を通った遊技球であって前記第１流下領域
を流下しない遊技球が流下可能に構成される第２流下領域と、を備え、前記第２流下領域
を遊技球が流下した場合に所定の利益を遊技者に付与可能とされ、前記下流側領域の所定
部における遊技球の通過が防止される状態から、前記第２流下領域に遊技球が流下可能な
状態へ移行されることを特徴とする遊技機ＥＺ１。
【１３５８】
　パチンコ機等の遊技機において、開閉手段の奥に入球口と特定入球口とが配置され、そ
の特定入球口は、スライド動作する板部材に塞がれる状態と、板部材が退避して遊技球の
入球を許容する状態とで切り替えられるよう構成され、板部材が入球を許容する状態の場
合には、開閉手段に受け入れられたほとんどの遊技球が特定入球口に入球するよう構成さ
れ、特定入球口への入球により遊技状態が遊技者にとって有利な遊技状態に設定される遊
技機がある（例えば、特開２０１５－１５０１２２号公報の段落００３０～００３２を参
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照）。
【１３５９】
　しかし、上述した従来の遊技機では、入球口と特定入球口との位置が、左右の違いがあ
るだけでほとんど変わらないので、遊技球が特定入球口に入球したかどうかを開閉手段越
しには一目で把握させ難い。特定入球口へ遊技球が入球したことに起因して液晶装置に報
知がされる場合には、液晶装置での表示の方が分かり易いので、遊技者の注目力が液晶装
置に集中してしまうという問題点があった。換言すれば、開閉手段に受け入れられた遊技
球への注目力を持続させることが困難であるという問題点があった。
【１３６０】
　これに対し、遊技機ＥＺ１によれば、下流側領域の所定部において遊技球の通過が防止
される状態を経て、第２流下領域に遊技球が流下するように構成されるので、第２流下領
域への入球準備状態として下流側領域で停止している遊技球に遊技者の視線を集めること
ができ、開閉手段に受け入れられた遊技球への注目力を持続させることができる。
【１３６１】
　遊技機ＥＺ１において、前記所定部は、前記第１流下領域に位置することを特徴とする
遊技機ＥＺ２。
【１３６２】
　遊技機ＥＺ２によれば、遊技機ＥＺ１の奏する効果に加え、所定の利益の付与には影響
しない領域としての第１流下領域への入球に対する注目力を向上させることができる。
【１３６３】
　遊技機ＥＺ１又はＥＺ２において、前記所定部は、所定の遊技球によって、遊技球の通
過が防止されることを特徴とする遊技機ＥＺ３。
【１３６４】
　遊技機ＥＺ３によれば、遊技機ＥＺ１又はＥＺ２の奏する効果に加え、遊技球が第２流
下領域から逸れて流下した場合であっても、所定部を塞ぐかもしれないという期待感から
、その遊技球に対する注目力を高い状態で維持することができる。
【１３６５】
　遊技機ＥＺ１又はＥＺ２において、前記所定部は、遊技球とは異なる所定部材によって
、遊技球の通過が防止され、前記所定部材の正面視における大きさは、遊技球の大きさよ
りも小さく設定されることを特徴とする遊技機ＥＺ４。
【１３６６】
　遊技機ＥＺ４によれば、遊技機ＥＺ１又はＥＺ２の奏する効果に加え、遊技球の通過を
防止する所定部材が、遊技球よりも目立たないようにすることができるので、遊技球に対
する注目力を向上させることができる。
【１３６７】
　遊技機ＥＺ１からＥＺ４のいずれかにおいて、前記第１流下領域が遊技球で満たされた
状態を経て、後追いで到達する遊技球が前記第２流下領域へ受け入れられるよう構成され
ることを特徴とする遊技機ＥＺ５。
【１３６８】
　遊技機ＥＺ５によれば、遊技機ＥＺ１からＥＺ４のいずれかの奏する効果に加え、遊技
者の目線を第１流下領域に留める状態から、第２流下領域へ移行させることができるので
、当初から第２流下領域に注目される場合に比較して、第２流下領域が視認される期間を
長くすることができる。
【１３６９】
　更に、第２流下領域への入球時には、第１流下領域が遊技球で満たされることから、第
２流下領域へ入球した遊技球を見失ったとしても、一目で第２流下領域へ入球可能な状態
であると把握することができる。
【１３７０】
　遊技機ＥＺ５において、前記第１流下領域に遊技球を留める滞留状態と、前記第１流下
領域から遊技球を排出する排出状態と、で切替可能とされる状態切替手段を備え、前記開
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閉手段の状態の切り替えに対応して、前記状態切替手段の状態が切り替えられることを特
徴とする遊技機ＥＺ６。
【１３７１】
　遊技機ＥＺ６によれば、遊技機ＥＺ５の奏する効果に加え、開閉手段と状態切替手段と
の状態の切り替えを関連付けることができるので、いずれか一方を視認することで、他方
の状態を予測し易くすることができる。
【１３７２】
　遊技機ＥＺ５又はＥＺ６において、前記第１流下領域に受け入れ可能な遊技球の上限個
数が設定されていることを特徴とする遊技機ＥＺ７。
【１３７３】
　遊技機ＥＺ７によれば、遊技機ＥＺ５又はＥＺ６の奏する効果に加え、第１流下領域に
配置されている遊技球の個数を確認することで、あと何球の遊技球を流下領域に通過させ
れば第２流下領域に遊技球が受け入れられるかの予測を立て易くすることができる。
【１３７４】
　遊技機ＥＺ１からＥＺ７のいずれかにおいて、変位可能に構成される変位手段を備え、
その変位手段は、受け入れた遊技球を前記下流側領域に排出可能な排出可能状態と、受け
入れた遊技球を前記下流側領域に排出不能な排出不能状態とで状態を切り替えるように変
位することを特徴とする遊技機ＥＺ８。
【１３７５】
　遊技機ＥＺ８によれば、遊技機ＥＺ１からＥＺ７のいずれかの奏する効果に加え、第２
流下領域への遊技球の受入の前提として遊技者の注目力の高い下流側領域へ遊技球が排出
されるか否かが、変位手段の状態により変化するように構成されることから、下流側領域
および変位手段に対する注目力を向上させることができる。
【１３７６】
　即ち、流下領域を通過した遊技球が下流側領域に確実に流下する場合には、遊技球が流
下領域を通過する個数を把握すれば第２流下領域に遊技球が流下するタイミングを経験か
ら予測することができるので、下流側領域にまでは視線をやらずに遊技をしても不利益は
大きくない可能性があった。
【１３７７】
　これに対し、変位手段の状態次第で下流側領域への遊技球の流下の有無が切り替えられ
る状況下では、流下領域を通過する遊技球の個数と、下流側領域に流下する遊技球の個数
にずれが生じることから、下流側領域にも視線を向ける必要がある。これにより、下流側
領域に対する注目力を向上させることができる。
【１３７８】
　遊技機ＥＺ８において、前記変位手段は、受け入れた遊技球の流下速度を、流下領域を
流下する遊技球の流下速度に比較して減速可能に構成されることを特徴とする遊技機ＥＺ
９。
【１３７９】
　遊技機ＥＺ９によれば、遊技機ＥＺ８の奏する効果に加え、変位手段に受け入れられた
遊技球の流下速度を落とすことができるので、変位手段に受け入れられた遊技球を遊技者
が見失う事態の発生を回避し易くすることができる。
【１３８０】
　遊技機ＥＺ８又はＥＺ９において、前記変位手段は、遊技球を所定数まで受け入れ可能
な球受部を備え、前記変位手段の変位により前記球受部に受け入れられた遊技球が変位す
ることを特徴とする遊技機ＥＺ１０。
【１３８１】
　遊技機ＥＺ１０によれば、遊技機ＥＺ８又はＥＺ９の奏する効果に加え、変位手段の変
位に伴い変位する遊技球の個数を、球受部に対して所定数までに制限することができるの
で、変位手段の変位速度を所定の範囲に設定することで、所定期間において変位手段から
下流側領域に排出され得る遊技球の個数を所定の範囲に抑えることができる。
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【１３８２】
　＜エンディングにおいて終了時点を知らせる報知手段＞
　遊技に関する所定の演出を実行可能な演出実行手段と、前記所定の演出の継続期間の終
わりを遊技者が把握可能に報知する報知手段と、を備えることを特徴とする遊技機Ｇ１。
【１３８３】
　パチンコ機等の遊技機において、大当たり遊技が終了したら特図変動遊技が可能な状態
へ移行する遊技機がある（例えば、特開２０１５－０１９７４３号公報を参照）。しかし
、上述した従来の遊技機では、大当たり遊技の終了時点が分かり難く、特図変動遊技が可
能な状態に切り替わった直後に特別図柄の抽選を開始させたいという遊技者にとって、不
満の元となっていた。
【１３８４】
　例えば、一般的な遊技進行として、特別図柄１の抽選で大当たりとなった後で、大当た
り遊技終了後に特別図柄１よりも有利な特別図柄２の抽選を獲得容易な状態に移行する振
分けが存在する遊技機があるが、このような遊技機では、大当たり遊技終了直後は特別図
柄２の抽選が未獲得な状態で始まるので、特別図柄１の抽選が保留されていると、大当た
り遊技終了後に特別図柄１の抽選が実行されてしまい、万が一その抽選で大当たりを獲得
すると、遊技者に不利益が生じる可能性があった。
【１３８５】
　この事態を回避するため、大当たり終了後の特別図柄１の抽選による大当たりを獲得す
るよりも前に、大当たり終了後になるべく間隔を空けずに特別図柄２の抽選を獲得するこ
とが好ましいので、特別図柄２の抽選を獲得できる状態になるや否や遊技球の発射を開始
することが望まれる。
【１３８６】
　一方で、特別図柄２の抽選を獲得するために入球口は電動役物により開閉される場合が
一般的であるが、その電動役物は大当たり遊技中には閉鎖状態で維持されており、大当た
り遊技終了後に開放可能な状態となる。そのため、電動役物が開放される前に遊技球を発
射しても、その多くは無駄球となり易い。
【１３８７】
　このような事情から、大当たり遊技中に電動役物側へ遊技球を発射しても電動役物が閉
鎖状態を維持しており特別図柄２の抽選を獲得できないので遊技球の発射は避けたいが、
それにも増して特別図柄１の抽選による大当たりを獲得するよりも前に特別図柄２の抽選
を獲得するために大当たり遊技が終了するや否や開放された電動役物の下流側にある入球
口に遊技球を打ち込みたいと遊技者は思うと考えられる。
【１３８８】
　これに対し、従来の遊技機では、いつ大当たり遊技が終了するのかが分かり難く、遊技
球を発射させるタイミングを図りがたいという問題点があった。
【１３８９】
　これに対し、遊技機Ｇ１によれば、所定の演出の終了時点を遊技者が把握可能に報知す
る報知手段を備えるようにしたので、その報知手段の報知を目安として遊技球を発射させ
るタイミングを図り易くすることができる。
【１３９０】
　遊技機Ｇ１において、前記所定の演出は、第１演出またはその第１演出とは報知の内容
が異なる第２演出の少なくとも一方が実行され、報知の組み合わせによって前記継続期間
が変化可能とされ、前記報知手段は、前記所定の演出の前記継続期間の違いを遊技者に伝
達可能に構成され、所定の演出の終了時点を示す終了手段と、現時点から前記終了時点ま
でに経過する時間を示す時間報知手段と、を備えることを特徴とする遊技機Ｇ２。
【１３９１】
　遊技機Ｇ２によれば、遊技機Ｇ１の奏する効果に加え、所定の演出の継続期間が複数種
類用意されている場合においても、現在行われている所定の演出の継続期間と、その終了
時点とを把握することができる。
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【１３９２】
　遊技機Ｇ２において、前記時間報知手段は、現時点から前記所定の演出の終了時点まで
に経過する時間と、所定の時間差を設けた疑似時間を示す疑似時間報知手段を備えること
を特徴とする遊技機Ｇ３。
【１３９３】
　遊技機Ｇ３によれば、遊技機Ｇ２の奏する効果に加え、疑似時間報知手段により、所定
の演出の終了時点よりも前の好ましいタイミングを遊技者に報知することができる。これ
により、例えば、遊技球が発射されてから所定の入球口に到達するまでに経過し得る時間
を所定の演出の実行中に消化することができ、所定の演出の終了直後に所定の入球口に遊
技球を流入させるという遊技を実現させ易くすることができる。
【１３９４】
　遊技機Ｇ１からＧ３のいずれかにおいて、前記所定の演出は、少なくとも所定の特典遊
技の終了直前に実行可能とされるものであり、前記特典遊技の種別に対応して、実行の態
様が変化されることを特徴とする遊技機Ｇ４。
【１３９５】
　遊技機Ｇ４によれば、遊技機Ｇ１からＧ３のいずれかの奏する効果に加え、特典遊技の
種別と、所定の演出とを対応付けることができる。
【１３９６】
　遊技機Ｇ１からＧ４のいずれかにおいて、前記報知手段は、前記所定の演出期間の終了
時の所定期間前の時点を報知することを特徴とする遊技機Ｇ５。
【１３９７】
　遊技機Ｇ５によれば、遊技機Ｇ１からＧ４のいずれかの奏する効果に加え、報知手段に
より所定演出期間の終了時を前もって把握させることができる。
【１３９８】
　なお、所定の演出期間のタイミングは、何ら限定されるものではなく種々の態様が例示
される。例えば、所定の特定遊技中でも良いし、図柄変動中でも良いし、図柄変動待機中
でも良い。
【１３９９】
　遊技機Ｇ１からＧ５のいずれかにおいて、前記所定の演出の終了時に、表示手段の表示
領域に遊技者を冷静にさせるための所定の静止画または動画が表示されることを特徴とす
る遊技機Ｇ６。
【１４００】
　遊技機Ｇ６によれば、遊技機Ｇ１からＧ５のいずれかの奏する効果に加え、遊技者の遊
技に対するのめり込みを効果的に抑制することができる。
【１４０１】
　遊技機Ｇ１からＧ６のいずれかにおいて、前記所定の演出の終了時の後において、表示
手段の表示が切り替えられることを特徴とする遊技機Ｇ７。
【１４０２】
　遊技機Ｇ７によれば、遊技機Ｇ１からＧ６のいずれかの奏する効果に加え、表示が切り
替えられることにより所定の演出の終了時を過ぎたことを遊技者に把握させ易くすること
ができる。
【１４０３】
　遊技機Ｇ７において、前記所定の演出の終了時の後において、前記所定の演出から継続
して特定の演出を実行可能とされることを特徴とする遊技機Ｇ８。
【１４０４】
　遊技機Ｇ８によれば、遊技機Ｇ７の奏する効果に加え、所定の演出の終了時の後におい
て新規で演出を実行する場合に比較して、所定の演出の実行中から特定の演出を実行する
ことができるので、演出時間を長く確保することができる。
【１４０５】
　遊技機Ｇ１からＧ８のいずれかにおいて、前記所定の演出は、表示手段の表示領域の少
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なくとも一部において視認可能に実行されることを特徴とする遊技機Ｇ９。
【１４０６】
　遊技機Ｇ９によれば、遊技機Ｇ１からＧ８のいずれかの奏する効果に加え、表示手段の
表示領域を視認すれば所定の演出を確認することができるので、表示手段の表示領域外（
例えば、遊技領域の外方等）で所定の演出が実行される場合に比較して、遊技者の遊技負
担を低減することができる。
【１４０７】
　遊技機Ｇ８又はＧ９において、表示手段の表示領域における表示の、所定のタイミング
における態様が異なる場合を構成可能とされることを特徴とする遊技機Ｇ１０。
【１４０８】
　遊技機Ｇ１０によれば、遊技機Ｇ８又はＧ９の奏する効果に加え、所定のタイミングに
おける態様に対する注目力を向上させることができる。
【１４０９】
　なお、所定のタイミングにおける異なる態様については、何ら限定されるものではなく
、種々の態様が例示される。例えば、所定のタイミングで動作開始する場合と、所定のタ
イミングで停止維持される場合とで異なる場合や、所定のタイミングで操作可能となる場
合と、所定のタイミングで操作不能とされる場合とで異なる場合等が例示される。
【１４１０】
　遊技機Ｇ８又はＧ９において、前記所定の演出の終了時よりも前において、終了時であ
るように錯覚させる錯覚演出を実行させることを特徴とする遊技機Ｇ１１。
【１４１１】
　遊技機Ｇ１１によれば、遊技機Ｇ８又はＧ９の奏する効果に加え、錯覚演出ごとに遊技
者の集中力を高めることができる。
【１４１２】
　遊技機Ｇ８からＧ１１のいずれかにおいて、前記所定の演出の終了時から、所定の条件
が満たされるまで表示手段の表示領域において遊技球の発射により所定の利益を獲得可能
であることを示唆する示唆表示がされることを特徴とする遊技機Ｇ１２。
【１４１３】
　遊技機Ｇ１２によれば、遊技機Ｇ８からＧ１１のいずれかの奏する効果に加え、表示領
域を視認する遊技者に対して、示唆表示により遊技球の発射に適したタイミングを知らせ
ることができるので、遊技者の遊技負担を低減させることができる。
【１４１４】
　なお、所定の条件の態様は、何ら限定されるものではなく、種々の態様が例示される。
例えば、所定期間が経過することでも良いし、所定の入球口を所定個数の遊技球が通過し
たことや、その通過を検出したことでも良い。
【１４１５】
　遊技機Ｇ１２において、前記示唆表示は、所定の入球口またはその所定の入球口を開閉
する電動役物の開閉の抽選を実行する開閉抽選入球口を狙うことを示唆する表示であるこ
とを特徴とする遊技機Ｇ１３。
【１４１６】
　遊技機Ｇ１３によれば、遊技機Ｇ１２の奏する効果に加え、示唆表示により、発射した
遊技球の狙いが明確にされるので、遊技者の遊技負担を低減させることができる。
【１４１７】
　遊技機Ｇ１２又はＧ１３において、前記所定の演出において、所定の発射可能タイミン
グまで継続される表示が構成され、前記所定の発射タイミングを過ぎても発射がされない
場合または所定の検出口で遊技球が検出されない場合、そのいずれかがされるまで所定の
報知が継続されることを特徴とする遊技機Ｇ１４。
【１４１８】
　遊技機Ｇ１４によれば、遊技機Ｇ１２又はＧ１３の奏する効果に加え、所定の報知が継
続されていることを確認すれば、所定の発射タイミングを過ぎてから、遊技球の発射がさ
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れていないか、所定の検出口で遊技球が検出されていないかのいずれかであることを、遊
技者に把握させることができる。
【１４１９】
　遊技機Ｇ１２からＧ１４のいずれかにおいて、前記所定の演出中に所定個数の入球また
は前記所定個数以上の入球を検出した場合に、所定の報知をすることを特徴とする遊技機
Ｇ１５。
【１４２０】
　遊技機Ｇ１５によれば、遊技機Ｇ１２からＧ１４のいずれかの奏する効果に加え、所定
の報知により、所定の演出中に所定個数以上に入球が生じていることを遊技者に知らせる
ことができるので、それをヒントに遊技者は遊技球の発射強度の調整等を行うことができ
、遊技負担を軽減させることができる。
【１４２１】
　なお、所定の報知の態様は何ら限定されるものではなく、種々の態様が例示される。例
えば、所定の四字熟語が表示されるものでも良いし、遊技球の発射を躊躇させるための表
示がされるものでも良いし、所定の発光手段を発光させるものでも良いし、所定の音声を
出力するものでも良い。
【１４２２】
　遊技機Ｇ１からＧ１５のいずれかにおいて、前記所定の演出は、遊技者により行われる
音量の設定に関わらず所定の音量で実行されるか、又は、遊技者により行われる発光強度
の設定に関わらず所定の発光強度や所定の発光色で実行されることを特徴とする遊技機Ｇ
１６。
【１４２３】
　遊技機Ｇ１６によれば、遊技機Ｇ１からＧ１５のいずれかの奏する効果に加え、遊技者
の設定により、音や光に遊技者が気づかない事態が発生することを防止することができる
。
【１４２４】
　＜エンディングにおいて音量光量の変更期間を設定する＞
　遊技に関する所定の演出を実行可能な演出実行手段と、前記所定の演出の実行中に、遊
技に関わる所定の設定を変更可能な変更可能状態を構成可能な変更手段と、を備えること
を特徴とする遊技機Ｈ１。
【１４２５】
　パチンコ機等の遊技機において、大当たり遊技が終了して特図変動遊技が可能な状態へ
移行する遊技機がある（例えば、特開２０１５－０１９７４３号公報を参照）。しかし、
上述した従来の遊技機では、大当たり遊技におけるラウンド遊技の終了から特図変動遊技
が可能な状態へ移行するまでの間に遊技者が手持無沙汰となるため、ハンドルを握ったま
まとなり易いが、この場合に誤って遊技球を発射してしまう事態が生じ易いという問題点
があった。即ち、遊技球を有効に利用するという観点で改良の余地があるという問題点が
あった。
【１４２６】
　これに対し、遊技機Ｈ１によれば、所定の演出中に、変更可能状態を構成可能とされて
いるので、所定の演出中における暇な時間を、所定の設定を変更させる時間に当てること
ができる。これにより、遊技者の手をハンドルから離させ易くすることができるので、遊
技球の誤発射を防止し易くすることができる。即ち、遊技球を有効に利用するという観点
で改良することができる。
【１４２７】
　遊技機Ｈ１において、前記所定の演出の継続期間の終わりを遊技者が把握可能に報知す
る報知手段を備え、前記変更可能状態において、前記報知手段による演出が継続されるこ
とを特徴とする遊技機Ｈ２。
【１４２８】
　遊技機Ｈ２によれば、遊技機Ｈ１の奏する効果に加え、所定の設定を変更させた後で、
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ハンドルを再び握ることが好ましいタイミングを遊技者に知らせることができる。これに
より、適切なタイミングで遊技球を発射しないことによる不利益を遊技者が受けることを
避け易くすることができる。
【１４２９】
　遊技機Ｈ１又はＨ２において、前記変更可能状態において、変更可能な前記所定の設定
が切り替え可能な状態を構成可能であることを特徴とする遊技機Ｈ３。
【１４３０】
　遊技機Ｈ３によれば、遊技機Ｈ１又はＨ２の奏する効果に加え、変更可能な所定の設定
が複数あることで、遊技者が暇となる時間が長い場合であっても、遊技者が手持無沙汰と
なることを避け易くすることができる。
【１４３１】
　遊技機Ｈ３において、前記変更可能状態において、変更可能な前記所定の設定または変
更中の前記所定の設定が表示手段により表示されることを特徴とする遊技機Ｈ４。
【１４３２】
　遊技機Ｈ４によれば、遊技機Ｈ３の奏する効果に加え、遊技に関わる所定の設定の内の
、変更される対象を表示により明確とすることができる。これにより、遊技者の遊技負担
を低減することができる。
【１４３３】
　遊技機Ｈ１からＨ４のいずれかにおいて、前記変更可能状態において実行された所定の
操作により、表示手段における所定の表示の視認可能領域が変化することを特徴とする遊
技機Ｈ５。
【１４３４】
　遊技機Ｈ５によれば、遊技機Ｈ１からＨ４のいずれかの奏する効果に加え、遊技者が行
った所定の操作により、表示手段における所定の表示の視認可能領域を変化させることで
、遊技者が興味を持つと考えられる表示を遊技者の視線の先に配置させることができる。
これにより、遊技者に視線を動かす煩わしさを感じさせることなく、遊技に集中させるこ
とができる。
【１４３５】
　遊技機Ｈ５において、前記変更可能状態において実行された所定の操作により、表示手
段の表示領域の一部が視認不能とされる状態を構成可能とされることを特徴とする遊技機
Ｈ６。
【１４３６】
　遊技機Ｈ６によれば、遊技機Ｈ５の奏する効果に加え、所定の操作により表示手段の表
示領域の一部が視認不能となることから、視認不能となる可能性がある表示を視認できる
状態で維持したいと考える遊技者に対して、所定の操作を行うか否かを考えさせることが
できる。これにより、遊技者がむやみに所定の操作を行う事態を回避し易くすることがで
きる。
【１４３７】
　遊技機Ｈ１からＨ６のいずれかにおいて、前記変更可能状態で前記所定の設定を変更し
た場合に、その変更が所定条件で戻される、又は前記変更が所定条件で無効化されるよう
構成されることを特徴とする遊技機Ｈ７。
【１４３８】
　遊技機Ｈ７によれば、遊技機Ｈ１からＨ６のいずれかの奏する効果に加え、所定条件の
成立により所定の設定が戻される、又は無効化されるので、違和感から、所定条件が成立
したことを遊技者に把握させることができる。
【１４３９】
　なお、所定条件としては、何ら限定されるものではなく、種々の態様が例示される。例
えば、大当たり遊技が開始されることでも良いし、大当たり遊技が所定回数継続されるこ
とでも良いし、所定期間に所定個数以上の遊技球を所定の検出手段で検出することでも良
いし、所定のタイミングで所定の操作手段を操作することでも良い。
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【１４４０】
　遊技機Ｈ７において、前記所定条件は、前記所定の設定の変更を実行するために操作し
た所定の操作手段の操作により達成されることを特徴とする遊技機Ｈ８。
【１４４１】
　遊技機Ｈ８によれば、遊技機Ｈ７の奏する効果に加え、所定の操作手段の操作をするこ
とで所定の設定の変更を戻す、又は無効化することができるので、所定の設定の変更を戻
す、又は無効化することを意図的に行うことを容易にすることができる。
【１４４２】
　遊技機Ｈ７において、前記所定条件は、前記所定の設定の変更を実行したタイミングに
よらず、所定のタイミングで達成されることを特徴とする遊技機Ｈ９。
【１４４３】
　遊技機Ｈ９によれば、遊技機Ｈ７の奏する効果に加え、所定条件が所定のタイミングで
達成されるので、所定条件がいつまでたっても達成されないという事態を回避することが
できる。
【１４４４】
　なお、所定のタイミングは、何ら限定されるものではなく、種々の態様が例示される。
例えば、特図変動が所定回数実行された場合でも良いし、所定の内容の報知がされた場合
でも良いし、正午など所定の時刻とされても良い。
【１４４５】
　遊技機Ｈ７において、前記所定条件は、所定の状態が所定時間経過することにより達成
されることを特徴とする遊技機Ｈ１０。
【１４４６】
　遊技機Ｈ１０によれば、遊技機Ｈ７の奏する効果に加え、所定の設定の変更が戻ること
、又は無効化されることにより、所定の状態が所定時間経過したことを遊技者に把握させ
ることができる。
【１４４７】
　なお、所定の状態については何ら限定されるものではない。例えば、大当たり遊技が連
荘した場合において獲得した大当たりの大当たり種別が同じ（又は所定のラウンド数以上
や以下）で繰り返されることでも良いし、操作手段の操作がされないことでも良いし、特
図変動が実行されないことでも良い。
【１４４８】
　遊技機Ｈ１からＨ１０のいずれかにおいて、前記所定の設定に予め所定の目標量を設定
可能とされ、前記変更可能状態において、前記所定の設定と前記目標量との差分を把握可
能とする差分報知手段を備えることを特徴とする遊技機Ｈ１１。
【１４４９】
　遊技機Ｈ１１によれば、遊技機Ｈ１からＨ１０のいずれかの奏する効果に加え、所定の
設定の変更が戻された、又は無効となった場合であっても、遊技を行う遊技者が同じであ
れば、差分報知手段により目標量との差分を把握しながら所定の設定を変更することで、
所定の設定を戻される前、又は無効とされる前の状態に容易に戻すことができる。
【１４５０】
　これにより、遊技を行う遊技者が交代した場合に、所定の設定が前の遊技者の設定のま
まで維持されることで後の遊技者に与える遊技負担を考慮して所定の設定の変更が戻され
る、又は無効化されるよう遊技機が制御されている場合においても、所定の設定を前の状
態に容易に戻すことができることから、遊技を行う遊技者が交代していないにも関わらず
意図せず所定の設定が戻された、又は無効化されたとしても、所定の設定を前の状態に容
易に戻すことができるので、遊技者に与える遊技負担を軽減することができる。
【１４５１】
　＜同一の表示を状況によって表示態様変更＞
　遊技に関する所定の表示演出を実行可能な演出実行手段を備え、前記所定の表示演出の
実行中に前記所定の表示演出の表示位置または表示される大きさの変更が可能に構成され
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ることを特徴とする遊技機Ｉ１。
【１４５２】
　パチンコ機等の遊技機において、表示装置の正面側に配置される可動役物と、表示装置
の表示とを組み合わせて一体的な形状を視認させることができる遊技機がある（例えば、
特開２０１５－０１９７４３号公報を参照）。しかし、上述した従来の遊技機では、可動
役物の配置位置、大きさ及び形状に合わせて、表示の配置位置、大きさ及び形状を決める
必要があるので、表示装置の表示領域を有効に活用する観点で改良の余地があるという問
題点があった。
【１４５３】
　これに対し、遊技機Ｉ１によれば、所定の表示演出の実行中に、所定の表示演出の表示
位置または表示される大きさの変更が可能に構成されるので、可動役物の形状の影響を受
けることなく、表示装置の表示領域を有効に活用する観点で改良することができる。
【１４５４】
　遊技機Ｉ１において、前記所定の表示演出は、表示領域の中央側に表示される場合より
も、表示領域の端側に表示される場合の方が、識別性が低下するよう構成されることを特
徴とする遊技機Ｉ２。
【１４５５】
　遊技機Ｉ２によれば、遊技機Ｉ１の奏する効果に加え、表示領域のどの位置に表示され
るかによって、所定の表示演出に対する注目力の調整を行うことができる。
【１４５６】
　なお、識別性を低下させる態様は何ら限定されるものではなく、種々の態様が例示され
る。例えば、半透明で表示するようにしても良いし、表示の大きさを小さくするようにし
ても良い。
【１４５７】
　遊技機Ｉ１又はＩ２において、前記変更は、所定の操作手段が操作されることにより実
行されることを特徴とする遊技機Ｉ３。
【１４５８】
　遊技機Ｉ３によれば、遊技機Ｉ１又はＩ２の奏する効果に加え、所定の表示演出の表示
態様の変更を実行するか否かを、遊技者に選択させることができる。これにより、遊技者
の遊技への参加意欲を高めることができる。
【１４５９】
　＜ボタン操作絡み＞
　遊技に関する所定の演出を実行可能な演出実行手段と、前記所定の演出の実行中に所定
の操作手段が操作されることにより、前記所定の演出を第１の状態から第２の状態に切り
替え可能に構成される演出切替手段と、を備えることを特徴とする遊技機ＩＺ１。
【１４６０】
　パチンコ機等の遊技機において、大当たり遊技が終了して特図変動遊技が可能な状態へ
移行する遊技機がある（例えば、特開２０１５－０１９７４３号公報を参照）。しかし、
上述した従来の遊技機では、大当たり遊技におけるラウンド遊技の終了から特図変動遊技
が可能な状態へ移行するまでの間に遊技者が手持無沙汰となるため、ハンドルを握ったま
まとなり易いが、この場合に誤って遊技球を発射してしまう事態が生じ易いという問題点
があった。
【１４６１】
　これに対し、遊技機ＩＺ１によれば、所定の演出中に、所定の操作手段を操作すること
で実行される演出を切り替え可能とされるので、所定の演出中における暇な時間を、所定
の操作手段を操作する時間に当てることができる。操作手段を操作することにより演出が
切替可能とされるので、遊技者の操作手段の操作意欲を効果的に高めることができる。こ
れにより、遊技者の手をハンドルから離させ易くすることができるので、遊技球の誤発射
を防止し易くすることができる。
【１４６２】
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　遊技機ＩＺ１において、前記所定の操作手段を操作可能であることを報知可能な操作報
知手段を備え、前記操作報知手段の報知に従い前記所定の操作手段を操作することで、前
記所定の演出の態様が切り替えられることを特徴とする遊技機ＩＺ２。
【１４６３】
　遊技機ＩＺ２によれば、遊技機ＩＺ１の奏する効果に加え、所定の操作手段の操作が操
作報知手段により補助されることから、不慣れな遊技者であっても迷うことなく所定の操
作手段を操作することができる。
【１４６４】
　遊技機ＩＺ２において、前記操作報知手段からの報知は、前記所定の演出の継続期間の
一部の時間において実行されることを特徴とする遊技機ＩＺ３。
【１４６５】
　遊技機ＩＺ３によれば、遊技機ＩＺ２の奏する効果に加え、操作報知手段からの報知が
所定の演出の継続時間の一部の時間で実行されるので、その他の時間においては所定の演
出を視認させる余裕を持たせることができる。
【１４６６】
　なお、操作報知手段からの報知のタイミングは何ら限定されるものではなく、種々の態
様が例示される。例えば、所定の演出の途中から操作報知手段からの報知が実行されるよ
うにしても良いし、所定の演出の途中まで操作報知手段からの報知が実行されるようにし
ても良いし、所定の演出の実行中に亘り操作報知手段からの報知が実行されるようにして
も良い。また、所定の演出の実行中に亘り操作報知手段からの報知が実行される場合にお
いて、その報知の実行中に亘って操作が有効となっても良いし、操作が無効となる時間を
含むようにしても良い。
【１４６７】
　遊技機ＩＺ１からＩＺ３のいずれかにおいて、前記所定の演出の後半の所定期間におい
て、前記所定の操作手段の操作により演出が切り替えられないよう構成されることを特徴
とする遊技機ＩＺ４。
【１４６８】
　遊技機ＩＺ４によれば、遊技機ＩＺ１からＩＺ３のいずれかの奏する効果に加え、所定
の演出の後半の所定期間における所定の操作手段の操作を無効とすることで、後半の所定
期間における所定の演出に注目させることができる。
【１４６９】
　遊技機ＩＺ４において、前記所定の演出の後半の前記所定期間において、表示手段の表
示領域における前記操作報知手段の表示を非表示とすることを特徴とする遊技機ＩＺ５。
【１４７０】
　遊技機ＩＺ５によれば、遊技機ＩＺ４の奏する効果に加え、所定の操作手段の操作が無
効となる期間に入ったことを、表示手段の表示領域を視認することで把握することができ
る。
【１４７１】
　遊技機ＩＺ１からＩＺ５のいずれかにおいて、前記所定の操作手段の操作により切り替
えられる演出が複数種類用意されている場合において、前記所定の操作手段の操作により
実行される演出を予測させるための付属報知手段を備えることを特徴とする遊技機ＩＺ６
。
【１４７２】
　遊技機ＩＺ６によれば、遊技機ＩＺ１からＩＺ５のいずれかの奏する効果に加え、付属
報知手段により所定の操作手段の操作により実行される演出が予測できるので、所定の操
作手段を操作したにも関わらず予想外の演出に切り替えられたという残念感や徒労感を低
減することができ、遊技者は好みの演出に切り替えられる時にのみ所定の操作手段を操作
すれば良いので、繰り返し所定の操作手段を操作する煩わしさを解消することができる。
【１４７３】
　遊技機ＩＺ１からＩＺ６のいずれかにおいて、前記所定の操作手段の操作は、前記所定
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の演出の途中から可能となることを特徴とする遊技機ＩＺ７。
【１４７４】
　遊技機ＩＺ７によれば、遊技機ＩＺ１からＩＺ６のいずれかの奏する効果に加え、所定
の操作手段の操作が可能となるまでの間は、所定の演出に注目させることができる。
【１４７５】
　遊技機ＩＺ６又はＩＺ７において、前記付属報知手段は、特定の操作タイミングを示唆
するための表示を備えており、前記特定の操作タイミングは、前記所定の演出の終了時点
までに所定の調整期間を確保可能なタイミングとして設定されることを特徴とする遊技機
ＩＺ８。
【１４７６】
　遊技機ＩＺ８によれば、遊技機ＩＺ６又はＩＺ７の奏する効果に加え、調整期間の長さ
次第で特定の操作タイミングが変化し得るので、特定の操作タイミングから、所定の操作
手段を操作した後の演出の展開を予想させることができる。
【１４７７】
　遊技機ＩＺ１からＩＺ８のいずれかにおいて、前記所定の操作手段を操作したことで切
り替えられた演出の態様は、所定の条件で、切り替えられる前の態様に戻されることを特
徴とする遊技機ＩＺ９。
【１４７８】
　遊技機ＩＺ９によれば、遊技機ＩＺ１からＩＺ８のいずれかの奏する効果に加え、所定
の条件で演出の態様が切り替えられる前の状態に戻されるので、再び所定の操作手段を操
作させることができる。これにより、所定の操作手段の操作回数を多くすることができ、
遊技者が遊技に参加している雰囲気を高めることができる。
【１４７９】
　遊技機ＩＺ２から遊技機ＩＺ９のいずれかにおいて、前記操作報知手段からの報知は、
同時に操作される前記所定の操作手段の個数が異なる複数種類の態様が設けられているこ
とを特徴とする遊技機ＩＺ１０。
【１４８０】
　遊技機ＩＺ１０によれば、遊技機ＩＺ２からＩＺ９のいずれかの奏する効果に加え、同
時に操作される所定の操作手段の個数が１個の場合と、２個以上となる場合とが設けられ
ることになるので、敢えて２個の所定の操作手段を操作させるようにすることで、遊技球
を発射する必要のないタイミングでの暇を紛らわせて遊技に熱中させることができる。こ
の場合、遊技者の手を球発射用のハンドルから離させることができるので、遊技球の誤発
射を抑制でき、発射した遊技球が無駄になることによる不要な不利益の発生を回避するこ
とができる。
【１４８１】
　遊技機ＩＺ２からＩＺ１０のいずれかにおいて、前記操作報知手段からの報知は、所定
の入球口に入球した場合に得られる所定の利益が上限となった場合に実行される報知を含
むことを特徴とする遊技機ＩＺ１１。
【１４８２】
　遊技機ＩＺ１１によれば、遊技機ＩＺ２からＩＺ１０のいずれかの奏する効果に加え、
操作報知手段からの報知を視認させることで、所定の入球口に入球した場合に得られる所
定の利益が上限となったことを遊技者に把握させることができる。
【１４８３】
　遊技機Ａ１からＡ１３、Ｂ１からＢ３、ＢＺ１からＢＺ１１、Ｃ１からＣ１１、Ｄ１か
らＤ１３、Ｅ１からＥ３、ＥＺ１からＥＺ１０、Ｇ１からＧ１６、Ｈ１からＨ１１、Ｉ１
からＩ３及びＩＺ１からＩＺ１１のいずれかにおいて、前記遊技機はスロットマシンであ
ることを特徴とする遊技機Ｚ１。中でも、スロットマシンの基本構成としては、「複数の
識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に識別情報を確定表示する可変表示手段を
備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操作に起因して識別情報の動的表示が開始
され、停止用操作手段（ストップボタン）の操作に起因して、或いは、所定時間経過する
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ことにより、識別情報の動的表示が停止され、その停止時の確定識別情報が特定識別情報
であることを必要条件として、遊技者に有利な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態発
生手段とを備えた遊技機」となる。この場合、遊技媒体はコイン、メダル等が代表例とし
て挙げられる。
【１４８４】
　遊技機Ａ１からＡ１３、Ｂ１からＢ３、ＢＺ１からＢＺ１１、Ｃ１からＣ１１、Ｄ１か
らＤ１３、Ｅ１からＥ３、ＥＺ１からＥＺ１０、Ｇ１からＧ１６、Ｈ１からＨ１１、Ｉ１
からＩ３及びＩＺ１からＩＺ１１のいずれかにおいて、前記遊技機はパチンコ遊技機であ
ることを特徴とする遊技機Ｚ２。中でも、パチンコ遊技機の基本構成としては操作ハンド
ルを備え、その操作ハンドルの操作に応じて球を所定の遊技領域へ発射し、球が遊技領域
内の所定の位置に配設された作動口に入賞（又は作動口を通過）することを必要条件とし
て、表示手段において動的表示されている識別情報が所定時間後に確定停止されるものが
挙げられる。また、特別遊技状態の発生時には、遊技領域内の所定の位置に配設された可
変入賞装置（特定入賞口）が所定の態様で開放されて球を入賞可能とし、その入賞個数に
応じた有価価値（景品球のみならず、磁気カードへ書き込まれるデータ等も含む）が付与
されるものが挙げられる。
【１４８５】
　遊技機Ａ１からＡ１３、Ｂ１からＢ３、ＢＺ１からＢＺ１１、Ｃ１からＣ１１、Ｄ１か
らＤ１３、Ｅ１からＥ３、ＥＺ１からＥＺ１０、Ｇ１からＧ１６、Ｈ１からＨ１１、Ｉ１
からＩ３及びＩＺ１からＩＺ１１のいずれかにおいて、前記遊技機はパチンコ遊技機とス
ロットマシンとを融合させたものであることを特徴とする遊技機Ｚ３。中でも、融合させ
た遊技機の基本構成としては、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した後に
識別情報を確定表示する可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の操
作に起因して識別情報の変動が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の操
作に起因して、或いは、所定時間経過することにより、識別情報の動的表示が停止され、
その停止時の確定識別情報が特定識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利な
特別遊技状態を発生させる特別遊技状態発生手段とを備え、遊技媒体として球を使用する
と共に、前記識別情報の動的表示の開始に際しては所定数の球を必要とし、特別遊技状態
の発生に際しては多くの球が払い出されるように構成されている遊技機」となる。
【符号の説明】
【１４８６】
１０　　　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
１３　　　　　　　　　　　　　遊技盤（遊技盤）
２２　　　　　　　　　　　　　枠ボタン（操作手段の一部）
６４ｂ　　　　　　　　　　　　第３入賞口（検出手段、第２検出手段、第１検出手段）
６６，６７　　　　　　　　　　スルーゲート（開閉抽選入球口）
８１　　　　　　　　　　　　　第３図柄表示装置（演出実行手段の一部、報知手段の一
部、変更手段の一部、演出切替手段の一部、操作報知手段の一部、表示手段）
１１３　　　　　　　　　　　　音声ランプ制御装置（演出実行手段の一部、報知手段の
一部、変更手段の一部、演出切替手段の一部、操作報知手段の一部）
４１０　　　　　　　　　　　　板部材（入球制限手段の一部）
４１３　　　　　　　　　　　　中央開口部（入球領域の一部、下流側領域の一部、分岐
位置の一部（第２位置）の後方に配置）
４１４　　　　　　　　　　　　球通過開口（入球領域の一部）
４２０　　　　　　　　　　　　前意匠部材（防止手段の一部）
４２２　　　　　　　　　　　　接合部（案内手段の一部、防止手段）
４２３　　　　　　　　　　　　仕切り板（案内手段の一部、防止手段）
４２８　　　　　　　　　　　　球案内突条（下流側領域の一部）
４３０　　　　　　　　　　　　中段部材（流下経路制限手段の一部）
４３１　　　　　　　　　　　　中央流路（案内手段の一部、中間部、流下手段の一部、
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非分岐位置の一部、案内経路の一部、所定部）
４４０　　　　　　　　　　　　上段部材（流下経路制限手段の一部）
４５０　　　　　　　　　　　　スライド部材（案内手段の一部、流下手段の一部、切替
手段の一部、第１可動部）
４５１　　　　　　　　　　　　先端部（所定部、第１部）
４５２　　　　　　　　　　　　左案内板部（所定手段の一部、非分岐位置の一部）
４５２ａ　　　　　　　　　　　傾斜面部（接近手段、重なり部、傾斜部）
４５３　　　　　　　　　　　　右案内板部（所定手段の一部、非分岐位置の一部）
４５３ａ　　　　　　　　　　　傾斜面部（接近手段、重なり部、傾斜部）
４７０　　　　　　　　　　　　傾倒部材（案内手段の一部、下流側部、分岐位置の一部
（第２位置）に配置、第２部、第２可動部）
６４０　　　　　　　　　　　　第２入賞口（検出手段、第１検出手段、第２検出手段）
６４０ａ　　　　　　　　　　　電動役物（案内手段の一部、切替手段の一部）
７００ａ　　　　　　　　　　　第２特定入賞口（流下領域、案内球選択手段の一部）
７１５　　　　　　　　　　　　貯留板部（下流側領域の一部、第１流下領域の一部、案
内球選択手段の一部、滞留手段の一部）
７３０　　　　　　　　　　　　移動上蓋部材（開閉手段）
７４０　　　　　　　　　　　　移動床部材（滞留手段の一部、状態切替手段、当接可能
手段）
７５１　　　　　　　　　　　　開口部（第２流下領域、案内球選択手段の一部）
７８２　　　　　　　　　　　　球抜き開口（第１流下領域の一部）
８１０　　　　　　　　　　　　特定表示（所定の表示演出の一部）
８１１　　　　　　　　　　　　時間表示（報知手段の一部、時間報知手段）
８１２　　　　　　　　　　　　終端位置（報知手段の一部、終了手段）
８１３　　　　　　　　　　　　枠ボタン表示（操作報知手段の一部）
８１５　　　　　　　　　　　　注意コメント表示（付属報知手段の一部）
８１９　　　　　　　　　　　　第２注意コメント表示（付属報知手段の一部）
Ｂ３　　　　　　　　　　　　　球配置（分岐位置の一部、第１位置）
ＤＲ１　　　　　　　　　　　　経路（流下領域の一部）
２４５８ａ　　　　　　　　　　球干渉突設部（減速手段）
２４５８ｂ　　　　　　　　　　球干渉突設部（減速手段）
５７７０　　　　　　　　　　　切替装置（変位手段）
５７７２　　　　　　　　　　　球受凹部（球受部）
６８１１　　　　　　　　　　　発射時間表示（疑似時間報知手段）
６８２２　　　　　　　　　　　目標示唆表示（示唆表示の一部）
６８４１　　　　　　　　　　　遊技準備示唆表示（示唆表示の一部）
７８１７　　　　　　　　　　　過去光量表示（差分報知手段）
７８１８　　　　　　　　　　　過去音量表示（差分報知手段）



(172) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(173) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(174) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(175) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(176) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】



(177) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】



(178) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】



(179) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図２９】 【図３０】

【図３１】 【図３２】



(180) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図３３】 【図３４】

【図３５】 【図３６】



(181) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図３７】 【図３８】

【図３９】 【図４０】



(182) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図４１】 【図４２】

【図４３】 【図４４】



(183) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図４５】 【図４６】

【図４７】 【図４８】



(184) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図４９】 【図５０】

【図５１】 【図５２】



(185) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図５３】 【図５４】

【図５５】 【図５６】



(186) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図５７】 【図５８】

【図５９】 【図６０】



(187) JP 2021-29829 A 2021.3.1

【図６１】 【図６２】

【図６３】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

